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Cま じ め ζこ

賃 鍵1

本報告書 は、⑭ 日本情報処理開発協会 中央情報教育研究所が平

実施 した 「情 報処 理教育機関等 における先進的教 育 システムの事例調査研究」

事業の成果を とりま とめた ものであ る。

わが国の情 報化 は、昭和40年 代後半 に本格化 し、知識集約化や経済の ソフ

ト化等 を通 じて産業界 に高度 な変化を もた らす とともに、近年の著 しい技術の

進歩 と相 まって、 その適用領域 を拡大 しっっ、地域経済の活性化やわれわれの

身近な生活環 境の 向上 に大 き く貢献 して きた。

一方
、情報化の基盤 を支 え、社会への広が りを推進 して きた情報産業 は、自

らも主要産業へ と大 き く成長 す るとともに、か っての重厚長大型産業に代わ っ

てわが国経済の牽 引役 の役割 を果 た してきた。

このよ うに、情報産業 の着 実な歩みに支え られて きた、わが国の情報化は、

今後 もさらに社会 に広 く、深 く浸透 してい くことが予想 され、また、それが大

いに期待 され ると ころであ るが、その円滑な る推進のためには、当面 い くっか

の解決すべ き課題 が残 されてい る。

なかで も、近年 にお いて は、多様化 ・複雑化す る情報処理ニーズを満 たす質

の高 い技術者の供給 が強 く求め られてお り、それ に向けた適切 な人材育成策が

重要かっ緊急の課題 とな って いる。

そこで、通商産 業省で は、昭和62年 度の産業構造審議会の提言を契機に 「

情報大学校構想 」や 「地 域 ソフ トウェア供給力開発事業」等 を通 して、その育

成 を支援 して きたが、今後 も引 き続 き、強力な施策の展開が望 まれ る。

本事業は、か か る施策 の一環 と して、昭和63年 度 より実施 しているもので

あり・ ・情報化人材育成麟 機匿 委嘱校・どして委嘱され鯖 報鯉 専修学

校を対象 に、教育 内容 の改善 、企業等外部環境 との有機的な連携、あ るいは、



各学校に共通する問題点の解決等に役立っと思われるテーマについての調査研

究を委託(助 成)し 、その成果の普及を通じて、わが国の情報処理教育の向上

に資することを目的とするものである。

本年度は、調査研究の対象を海外に求め、米国の情報処理教育機関における

先行的な事例や研究動向に関する調査研究を実施した。

本報告書が、委嘱校各位の今後の活動に資することができれば幸いである。

末筆で恐縮だが、本調査研究の実施にあたり、主査としてご指導を賜った、

筑波技術短期大学 岡野壽夫教授ならびに調査にご協力を頂いた委嘱校の教員

各位に深く感謝の意を表する次第である。

平成4年3月
㈱日本情報処理開発協会
中央情報教育研究所
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1.1.1.調 査 研 究 の 目 的

情報機器の高機能化 と利用技術の高度化を背景 に、多様な情報処理ニーズを

満 たすための良質 なソフ トウェアの需要が ます ます増大 してお り
、 これに伴 い、

それを支え る人材の質 ・量にわたる円滑な供給が強 く求め られて いる
。

当研究所 は、通商産業省の推進す る情報化人材育成施策 の中核的推進機関 と

して、かか る人材 の育成事業を進 めているが、本事業は、 その一環 として、情

報化人材育成連携機関 として委嘱 され た情報処理専修学校(委 嘱校)に おけ る

教育の更 な る充実を 目指 し、昭和63年 度 か ら実施 してい るものであ る
。

具体的 には、委嘱校か ら 「教育内容 ・方法の改善」、 「委嘱校を取 り巻 く環

境 との有機的 な連携」、あるいは ㌔ 常 にお ける共通的な問題点 の解決」等 に

効果があ ると思われ る調査研究 テーマを募集 し、一定の審査を行 い、目的、内

容等に優 れていると判断 され るテーマについての調査研究を応募元 に委託 し
、

その成果 を委 嘱校全体 に普及す ることによ って、 日頃の教育 に役立てよ うとい

うものであ り、 これまで合計82テ ーマの応募を受 け、その うち29テ ーマを

取 り上げ、調査研究を実施 して きた。

本年度 は、新 しい視点 として、その実態を把握 し、相互比較す る ことによ り
、

日頃の教育活動 に対する改善点 の発見、再評価、あ るいは、問題点の解決等 に

結 びつ く材料の収集等をね らいと して、 「米国 における情報処理教育」に視点

を置 いた テーマを募集 した。

その結果、28件 の応募があ り、所定の審査によ り
、 「学習カ リキュラム と

その運用 」、 「教育 メディアの開発 と利用 」および 「専門学校 の役割 と企業 と

の連携 」等 をテーマ とす る9件 を選定 した。

なお、調査研究の実施 に当た っては、筑波技術短期大学の岡野教授 を団長に

当該テーマの応募者か らなる調査 団を編成 し、 ウースター理工科大学
、 ウェン

トワース科学技術専門学校、NationalEducationTrainingGroup(以 上
、 い

つれ もボス トン)お よびア ップル コンピュー タ㈱(サ ンフランシス コ)の 訪 問

調査 を行 い、その成果を取 りまとめた。
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・学習 カ リキ ュラム

・指導方法

・SE教 育

・教育環境 …一…一…等
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壱420静 岡 市宮前町llO-11
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ll.教 育 メデ ィアの開発 と利用

・教育 メデ ィアの開発 ・利 用および効果

・遠隔教育の実態

・教育 メデ ィアの将来動 向 ……・等

・教育環境 一………一等

沖田 敏治 麻生電子 ビジネス専門学校 、⑥812福 岡 市博多区博多駅南
2-12-32

小野 信一 学校法人 電子開発学園九州
九州電子計算機専門学校 福岡校

壱810福 岡市中央区春吉1-IH8

井上 和彦 読売東京理工専門学校 ⑥108東 京都 港区芝5-26-16

皿.専 門学校の社会的役割と企業 との連携

・専門学校制度
・資格制度
・企業との連携 ・・…等

小山 雄二 柏崎情報開発学院 ㊨945新 潟県柏崎市若葉町2-31

前畑 哲朗 熊本電子ビジネス専門学校 壱862熊 本 市九品寺2-2-38



1.1.3.訪 問 先 質 問 項 目

ウー ス ター理 工 科 大 学 の経 営情 報 シス テ ム過 程 につ いて プ レゼ ンテ ー

シ ョンす るJea皿eW・Ross教 授

ア ップル コ ン ピュー タの マル チ メ デ ィア につ いて 説 明 す る

同 社 のPaulWollaston氏 。

※次ペ ージよ り載せて いる質問項 目は、訪問先によ り多少異な っては

いるが、訪問前 に先方へ通知 した ものであ る。訪問先 は、その質問

項 目につ いて各 々回答を示 したのではな く、 それ らの質問項 目を踏

まえた上で、訪問先独 自のプ レゼ ンテー ションを行 った。
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1.Theinquiriesabouteducationa1(&training)media .

①Whatkindofeducational&trajningmedia,suchasCBT,

oftenuseinU.S?

②Hgw 、doyouusesomemediaforeducation&training?

doyou

③Whatdoyouhavesometroublesoftheeducationalmedia?

④Whatmedia.wouldbeusedforeducationatthefuture?

⑤Howdoyouusesomemediaforeducationatthefuture?

Abouttheusage .ofCAI(CBT)orothereducationalmedia.

①Theconstructionofthesystem,andtheaimofusage.

②Theproportionofusingthemediatoallyourorganization

curriculumandto'aperiod.

③Theformoftheusage(example;individualoragroupuse,regular

orextracurricularlessons),andtheroleofinstructorsinthose

classes.

④Theeffectivewaytoknowthesituationofstudent'sunderstanding,

andtoevaluate.

⑤Thevaluationofusageofthemedia,andtheconfrontedproblems.

⑥Thecostofthesystem.

Abouttheactualsituationofdevelopmentofeducationalmedia .

①Letmehavea㎞owledgeaboutthecqmpositionandcharacteristicsof

thesystemwhatyouthinkthebestoneintheeducationalmediathat

youhaveproduced.

②Whatkindoftalentarecollectedasthestaffofdevelopmentand

whatmethodortoolsaremadeuseofinproducingeducationalmedia

?Especiallyexpectedistheexplanationabouttheuseofauthoring

systemandtheparticipationofactiveteachersintheproject .

③Whatistheobjectivethatyourproducingmediaaimsat?Inorder

torealizeitwhatinventionhave.beenmade?

④Wethinkthatastuitablevaluationisnecessaryinordertoimprove

theeducationalmedia .Isthereanyorganizationtoevaluate

educatinalmediaaswellasvaluationmethod?

⑤lsthereanydifficultyindevelopmentandisthereanyproblemto

besolvedinnearfuture?
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教 育 メ デ ィア にっ い て の 質 問 項 目

があ りますか。

② 現在 、教育 メディアが教育上 ではた している役割 りは。

③ 現在 の教育 メデ ィアが持つ問題点。

④ 将来に向けて、教育 に役立っ と思われ るメディアは何だ と思 われ ますか。

⑤将来、教育 メデ ィアはどの様 な役割 りを果たすようになると思 われ ますか。

CAIな どの教育メディアの利用 についてお答え ください。

① システムの構成 と利用の 目的。

② カ リキ ュラムに占め る利用度 と、個 々の時限に占める利用度。

③利用の形態(個 人利用か グル ープ利用、正規授業か課外授業)と 指導者

が果た している役割 り。

④学生の学習状況の把握 と評価の効果的 な方法。

⑤ 利用 目的の達成度 と直面 した問題点。

⑥ 導入費用。

教育 メディアの開発実情 についてお答え ください。

① 開発 された教育メディアで最 も良い と思われ るものにっ いて、 システム

構成 と特徴を教 えて くだ さい。

②教育 メディアを開発す る時に、 どのよ うな人 材を集め、 どの よ うな道 具

や手段を用いているか教えて くだ さい。現職教員の参加や、オーサ リン

グシステムにつ いて、特 に伺いたいと思います。

③ 開発中または将来の教育 メデ ィアのめざ して いる目標 と、そのための工

夫 は何ですか。その背景 にある対象および理解 の程度。

④ 開発 された教育 メディアを改良す るためにメディアに対する評価が必要

だ と思いますが、評価を行 う機関 と評価の方法 について教えて ください。

⑤ 開発に伴 う困難や問題点があれば教えて くだ さい。
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●
2 Theinquiriesabouteducationalcurriculum

BasicInfomationRequirements

Note:Thefollowingisalistofthequestions,responsestowhich

areseenasbaslctoourrequlrements.Moreparticularqueries(for

examplewithregardtoeducationalconceptsandaims,andspecific

curricula)willnodoubtberesolvedatthetimeofourvisittoyour

Instiute,throughdiscussions,andexaminationofcampusguidesand

educational/promotionalmaterials.

AbouttheGeneral.

①WhatisthestatusofyourInstitutein

U.S.?(elementaryschool,juniorhigh

UniVerSity[COIIege])

②Whatgeneralobjectivesare

theeducationsystemin

school,highschooland

heldforthetechnicalsubjects,and

non-te(⊇hnicalsubjectsinyourcurricula?

③Arethereanyqualifiedexaminationssystemscoordinatedbyyour

Institute

④Intermsofcurriculumdevelopmentwhichsubjectsdoyouseeas

beingimportantforthefuture?

AbouttheAcademicStandards.

①Arethereacademictargetsforeachsubject?Ifso,whatarethe

respectiveeducationalaims?

②Howcouldtheabilitylevelsofyourstudentsbebestdescribed?

Isthereawiderangeofacademicabilityamongststudents?If

thereisawiderangeofability,howisthisaccommodatedinterms

ofstudentsuccessandfailurerates?

③Arethereanyspecialprogramsforlesserachievingstudentsatyour

OrganiZatiOn?

AbouttheInstructionalMethods.

①lndeliveringcurricula,doesyourorganizationuseanyspecial

lnstructlonalmethodsmaintainstudentinterestandmorale?

②Doesyourhstituteattempttopromotethemanagementcommunication

abilityofsystemengineers,asaformalpartofcourses?

AbouttheInstructionalStaffTraining.

①Whatkindofeducationalandemploymentbackgrounddoyourteaching

staffhave?

②Isfuturestaff .trainingco-ordinatedorencouragedby.your

organizatiOn?

③Apartfrornstafftraining,doesyourInstituteemployanystaff

deVcloprnerltpr・ogran'1?
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カ リキ ュ ラ ム に っ い て の 質 問 項 目

は じめに:

1.学 校の教育理念、 目標等 は資料で得 る ことが可能

2.カ リキ ュラム構成 はパ ンフ レッ トで入手可能

3.そ の場 での質問 に対す る回答がす ぐ得 られ るものは この リス トか ら省 く

という前提 で、以下の質問に答えて下 さい。

全体的な ことにつ いて:

① 初等教育、 中等教育、高等教育 、産業界 の流れの中での専門学校によ

よ職業教育の位置づ けはどうな っているのか。

② 職業教育の中における一般教育科 目の教育の 目的 とす るもの は何か。

専門教育科 目の 目的 とする ものは何か。

③ 情報処理技術者 に関する資格制度 はあるのか。あるとすれば、資格制

度が キ リキ ュラムに及ぼす影響 はどの くらいあるのか。

④ カ リキ ュラムにお いて、 どのよ うな科 目を今後必修科 目と して取 り入

れて行 くべ きであるのか。 また排除 してい くべ き科 目はどのよ うな もの

が あるのかの考え方。

学生 の学力のば らつ きとその対処につ いて:

① 科 目に到達 レベルが設定 されてい るのか。設定 されぞいるとす れば各

科 目の到達 レベル はどこを狙 っているのか。

② 学生の質のば らっ き具合はどうであるか。 ば らつ きが ある場合の カ リ

キ ュラム消化の対処 はどのように してい るか。

③ 学力不足 に対す る学生への対処 プログラムはどのよ うにな ってい るの

か。

カ リキ ュラムの運用上での工夫 について:

① カ リキ ュラムの運用上で、学習者に満足を もたせ る、または、学習者

の興味を引 き付 ける工夫を して いるのか。 どのような工夫であるのか。

② 作業 グル ープのま とめ役 という意味での システム ・エ ンジニ アに要求

される対人 コ ミュニ ケーション能力を向上 させ る工夫をカ リキ ュラム上

でどの ように実現 しているのか。

教員研修 にっいて:

①～③教育 を担当す る者のバ ックグラウン ドと教育担当者の研修制度 は

どのよ うになっているのか。
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Generally,therearetwotypesofComputerengineers.

(1)Oneis、requiredadvancedabilitytodevelopthesystems.

(2)TheotherusesandapPliesthedevelopedtechnicalskill.

Doyouagreetheabove?

Yes→Doyouthinkitisnecessarytoseparatetheeducationfor(1)

and(2)?

[YES]・Thenwhendoyouseparate?

(Example:Attheentrance,atthe

semester,firstgrade,orwhatever.)

・Whoseparatesandwhatcriteria?

[陀]・Whatisthereason?

endoffirst

・Don'tyougetanydifficultieswhenyouteach?

N)→Whydon'tyouagreetheabove?1

Doyougiveanykindofachievementtestincludingentrance

eXaminatiOn?

Yes→ ・Whatcriteriadoyouuseinthedecision?

(Example:basicschalasticability,aptitude,etc)

・Whatdoyouusetheresultsfor?

N)→ ・Whydon'tyoudothat?

Incasethereareseveralcoursesineachdepartment(orsection).

①Atwhatpointd6youstartthecourses?

②Canstudentschoosetheircoursesbytheirowndecisions?

Yes→ ・Arethereanyproblemoffacilities,student'sabilityand

aptitude?

・Whensomeproblemhappen
,howdoyousolvethem?

N)→ ・Thenhowdoyoustartthecourses?

③Canstudentschangethecoursesinthemiddle?
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1.情 報処理技術者(あ るいは一般的 に技術者)を

(1)高 度 な開発能力を要求 される技術者 と

(2)開 発された技術の利用 ・応用あ るいはサー ビスを行 う技術者 に分 けて

考え ることに同意で きますか。

〈YES>(1)の ための教育 と、(2)のための教育 を分けて行 う必要が あると

思いますか。

〈yes>・ どの時点で分 ける必要が あ りますか(入 学時、

・誰が、何 を基準 に分けますか。

「学期」修了時等)。

〈no>・ その 理 由 は何 故 です か 。

・教 育 しに くい事 態が 起 こ り ませ ん か 。

〈NO>実 務 上 は(1)と(2)に 分 か れ る と思 い ますが 、"NO"と 答 え た理 由 は何

です か 。

2.入 学時に能力判定を行 いますか。

〈YES>判 定 の基準 は何 ですか(基 礎学力、適性、等)。

判定結果を何 に使 いますか。

3

〈NO>行 わない理由は何ですか。

各科 に複数 のコースが設定 されて いる場合、

① コース分 けは何時(ど の時点で)行 われ ますか。

② コースの選択 は完全に学生の意志 だけで行 われますか。

〈YES>教 場 ・設備 、学生の能力 ・適性で問題が発生 しませんか。

問題が起 こった場合、 どのように解決 していますか。

〈NO>ど の ような方法で コース分 けされますか。

③ 途 中で コースを変更す ることがで きますか。
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3.Theinquiriesabou't`PositionofIP(lnformationprocessing)

technologyrelatedVocationalColleges

andcooperationwithindustries'

Abouttheorganizationofvocationalcollege.

①1.P.technologyrelatededucationbeforethecolleges.

Ifany,itsterms,subjects,contentsandproblemsetc.

②GeneraldataofthevocationalcollegesintheU.S.

(IsthereanydifferencebetweenC.C.fromV.C.)

(1)History,varietyoffields,numberofstudents.

(2)Positionintheindustries.

(3)Qualification&Conditionsfortheenterance.

(4)Compositionofthestudents(fromHighschoo1,firmetc).

(5)Subjectwhichisdirectlyrelatedtotheneedsofindustries.

(6)Anysubjectsand/orguidanceforspecialexam.

(7)Carreer-pathaftergraduation.

(8)Carreerofprofessor/instructor.

③PositionofI.P.technologyrelatedengineerinU.S.

(1)SOcialposition.

(2)Thenumberofpeopleineverycarreer(position).

(3)DemandandSupplyoftheengineersintheindustries.

(4)Workingconditions/environments(comparedwithotherengineers).

AbouttheQualifyingexamination.

①AnyI・P・technologyEngineerqualifyingeXamlnationbygqvernm叫or

statesorpnvateorganalzatlon.

Generalinformation,history,numberOfapplicants,fee,ratioof .

succeSS.

②Contentsofexamination.'

(1)Possibilityofgettingsamples.

(2)Anygapsformactualbusinesstechnic由 ㎞owledge.・

(3)Trendsofquuestions/problemsrecently・ 、 、,

③Evaluationoftheexamination.

Anymeritsforthesalaryetc.

AbouttheCooperationwithfirms.

①Exarnpleofcooperativework/research.

Staffs,Budget.

Wayofdailycommunicationwithfirm/industries.

WayofproceedlngltsYask/work, .teams,revlewseIc.

②Wayofdailycommunicationwithfirms/industries.

③Howtomakepublictheindividualreports(adhievement).
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3.専 門学校の社会的役割 と企業 との連携にっいての質問項 目

3.1専 門学校制度

米国での専門学校以前の情報処理教育の状況

科 目、時間数、指導の内容 と重点、問題点

米国での情報処理専門学校の状況

成立ち、種類、在学者数

企業における評価

入学資格

入学 生の内訳

企業実務 と直結 した科 目の有無

国家試験対策のための科 目 ・指導の有無

教師のキャ リア

卒業生の進路

米国社会での コンピュータ技術者の状況

社会的評価

充足度

労働環境(他 の業種 と比較 して)

3.2資 格制度

米国での情報処理関連の国家試験及び民間団体の検定試験 について

歴史、対象者、特色、受験資格

実施時期、受験料、試験時間、応募者数、合格率

試験内容

サ ンプルの入手

企業実務 との関係(ギ ャップの有無)

今後の傾 向

企業側の評価

優遇面 や就職時のメ リッ ト

3.3企 業 との連携

企業 との共同研究の事例

予算規模 ・人数

(委託)契 約の方法

具体的な作業の進め方

平常時における企業 と学校の コミュニケー ションの とり方

個別研究の場合 の成果発表の場

一11一
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1.1.4.訪 問先 紹介

一訪 問先 住 所 ご

r、
NationalEduCationTrainingGroup ,

L

90akParkDrive
、

Bedford,MassachusettsO1730,USA

TEL:617-271-0500FAX=617-271-0330

)6

WorcesterPolytechnicInstitute

1001nstituteRoad,Worcester

MassachusettsO1609-2280,USA

TEL:508-831二5000FAX:508-831-5483

)l
WentWorthInstituteof・Technology

550HuntingtonAvenue,Boston

MassachusettsO2115,USA

TEL:617-443-9010FAX:617-427-2852

) 6
・

AppleComPute「 ・Inc.

20525MarianiAvenue,岡s:29B

Cupertino,〔 逗1ifornia95014,USA

T肌:408-974-5818FAX:408～974-5748

ト 」
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NationalEducationTraini㎎Group

(NETG)(旧 名称APPliedLearni㎎)

NETGは 、NEC(NationalEducationCorporation)の 関 連 会社 で あ り、企 業 内教

育 にお け る教 育 や メ デ ィ アの 開発 に力 を いれて い る組 織 で あ る。

その 組織体 系 は以下 の よ うにな って い る。

→家庭学習向け教育や教育用メディアの開発

SteckVaughn →学校向 け、成人基礎教育向けの教育や

教育用メディアの開発

→職業訓練用教育や教育メディアの

開発

(Nati・n・IEducati・nT・ai・i・gG・ ・up →企業 内教育のメ デ ィ

アやカ リキュラムの

開発

NECは 、企 業 向 け の4000以

上 の研 修 コー スを作 成 し販 売 して き

た 。 その 中 に は、 デ ー タ処 理技 術 を

は じめ、 デ ー タ入 力 ・デ ー タ管 理 、

エ ン ドユ ーザ ー 向 けの 計算 処 理 法 、

オ フ ィスで の事 務 処 理技 能 、 製 造業

務 、 社 員個人 の 技 術 と個 々の 社 員 と

の コ ミュニ ケ ー シ ョン技 術 、 マ ーケ

ッテ ィ ン グ と販 売 の 技 術 、 そ して

一14一



訪 問 日:1992年1月6日(月)

面 談 者:HarryM.Lasker[ExecutiveVicePresident]

DavidC.Forman[SeniorVicePresident】

システムの保全である。

NEC社 の教育 システムによ り、1968年 以降7000を 超え る顧客がその効果を得

ている。 その顧客には、Fortune誌 の上位1000社 中90%が 含まれて いるのであ る
。

その中で、今回訪 問 したNETG社 は企業向けの教育 システ ムの開発をその主な業務 と

して いる。(日 本 国内で は、旧名称アプライ ドラーニ ング社の方が、な じみがあ るだろ う)

NETGは 過去、500の プロジェク ト

を こな し、300の ビデオの コース ・50

のCDマ ルチメデ ィアの コースを作 成 して き

た。そ して3500ヵ 所 で、150万 人 に

対 し研修を実施 して きている。その経営理

念は、顧客 との長期的関係の中で、価値を

供与す る事に焦点が置かれ、創造的だが現

実的な解決法で、それ らの価値 とコス ト効

果を向上 させて いる。

NETGの 現在の社員総数 は120名 、年

間1,300～1,400万 ドルの収益を

上 げてい る。現在のよ うな、新 しい経済的

な流れす なわ ちサー ビス経 済への急速な移

行によ り、人的資源 と、それ に付 随 してで

きた知識資源の渇望を満たさなければな ら

ない産業界 では、今後 の成長性を左右す る

この問題 にNETGは 取 り組んでいる。
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Step1

＼
＼
＼
＼ ＼

＼
＼
＼＼

コンサルティング ＼＼＼
＼
＼

Step2,教 育システムの設計

Step3,マ ルチメディア制作

Step4,教 育システムの統合

＼ 実施方法の主な ものに、IVI.会 話式 ビデオ学
＼
＼＼
＼習 法 とCBT,と 呼 ば れ るコ ン ピュー タベ ー ス

Step5,教 育システムの導入と立ち上げ

Step6,教 育システム実施後の評価

＼
＼ の訓練法があ り、 この二つの開発で は、
＼
＼

＼ ＼世界 の トヅプ クラ スで あ る。
＼＼

＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼「 ＼

＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼

‖tep7,顧 客サービス、研修1教 育システムのメンテナンスとアップデート

上記は当社の標準的な事業の進 め方であ る。 まず顧客か らの問題 の提示があ ると、 コン

サルティ ングサー ビス部 は、研修 プロジェク トの計画段階か ら実施段 階まで全体を管理 し

なが ら特注の研修を設計 ・実施 して い く。その際、各研修対象者の現在 の知識 レベルを測

定 し、対象者 にあった研修を受 けることになる。能力を大幅に越え る研修や、習得済の も

のを受 けることはない。練習問題 と実習を実際の現場に近い形で シ ミュレー トさせて い く

対話式研修である。研修中 は集 中力を損なわないよ うに、 フレキシ ビリティとイ ンパ ク ト

を維持す るよ うに、 コンピュータ とV/A,を 組み合 わせて、刺激的な ものに している。

IVI:InteractiveVideoInstruction

CBT:Computer-basedTraining

V/A:Video/AudioReflection
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また この システムは、能力の向上 の程度を測定評価 し、次 ステ ップの研修 に結 び付けて

い くよ うにな っている。以上を支えて いる システムに、NETG独 自の業績支援 システム:

PerformanceSuPPortSystemが あ る。最後 に同 システムの概要を以下 に提示す る。

1.上級 ビジネス技能の習得⇒ コ ンサルタ ン ト技能

2.業務支援技能の習得 ⇒販売技能 と顧客サー

ビス技能

3.業務支援知識の習得 ⇒会社 と商品知識

1

2

Qu

藤

」
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WOrcesterPolytechnicInstitute
(WPI)

ウースター理工科大学は、18

65年 テ ンプル トンの町にいたブ

リキ製造職人 ジョン ・ポイ ン トン

によ り創立 され、米国では3番 目

に古 い技術 と科学の専門学校であ

る。

キ ャンパス施設は、1976年

以降順次全面修復 し、建物内部 は

近代的設備に改装されている。 た

だ この歴史的な建物の風情 はその

まま残 している。

当校はニ ューイ ングラ ン ド学校大学協会 によって承認 されており、工学の課程(化 学 ・

土木 ・電気 ・製造 ・機械)は すべて、工学技術認定評議会技術認定委員会 によ って認定 を

うけ、中で も化学科の課程 は、アメ リカ化学会によ り承認を受 けている。 また コンピュー

タ科学は、 コンピュータ科学認定評議会,に よ り認定を受けている。

学科の種類 として、①生物学 ・バ イオテクノロジー、②生物医学/臨 床工学、③生物 医

学、④化学工学、⑤化学、⑥土木工学、⑦ コンピュータ科学、⑧電気工学、⑨ 防火工学、

⑩経営学、⑪製造工学、⑫材料科学 ・工学、⑬数学、⑭機械工学、⑮物理学、が ある。今

回の訪問では⑦の コンピュータ科学科が 中心であった。

同校が位置す るウースター市は、マサチューセ ッツ州 の中央部に位置す る人 口17万 人

の町であ る。 ボス トンの市街地 よ り西に車で1時 間の距離 にある。

コ ン ピュー タ科学 認 定 評 議 会:The〔bmputerScienceAccreditationBoard
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訪 問 日:1992年1月7日(火)

面 談 者:FrancisC.Lutz[DeanofUndergraduateStudies,ProfessorofCivil

Engineering】

KevinA・Clement[ProfessorofElectricalEngineering]

JeameW.Ross[AssistantProfessorofManagementl

RobertE・Kinicki[ComputerScienceDepartment
,AssociateProfessorand

DepartmentChairman]

ウースター市 には9つ の大学があ り、教育の町 としてその名が知 られている。 この9つ

の学校が1960年 代に1っ の共同体を作 った。 それは各学校の資源を共有 し、学校間で

お互 い施設や研修 コースを利用 できるとい うものである。た とえば同校 にない研修 コース

で その共同体 のなかで実施 されてい るものがあれば、追加の学費を払わな くて も履修がで

きるのである。

現在の学生総数 は、約3500

1991年9月 現在 の学部学生在籍者数2835人

女性18

性82%

名、 うち学部学生が左記 の283

5名 であり、残 りは大学院生であ

る。男性の割合が意外 に多 いよ う

にみ られ るが、 これは1967年

まで男子校だ った ことと、 やは り

理工科 系学校であ るため女性が敬

遠 しているためだ ろう。

1990年 か ら91年 に授与 さ

れた学位の総数は、756で その

内訳 は以下の通 りになっている。

また、専任教授 陣、学生 の就職先

ランキング を記す。

理学学士605

理学修士57

工学修士7

博士21

経営管理学修士38

産経 営学(修了舶 課程)28川
1990-'91授 与 総 数756
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200

ぶ博士号保持者

93%

≡終身在職権

保持者66%

嶽

錨

醒
菱
㌧
籔

指導教員 は、 コンピュータ科学や情報 システム、

関連 分野 において、 ほとんど博士号を取得 し、各 々

の継続的教育 は、各個人の責任に委ね られている。

その学習の種類 は、読書会や研究、会議 やセ ミナ ー

への参加を通 してな されている。 これは完全 な専門

職による分業 と、学生 だけでな く、指導教員 にお い

て もゆとりあ る研究が できる米国な らではの事情が

あ り、完全に 日本の参考 にはな らないよ うだ。

1991年 就 職先 上 位12

第1位

ABB/コ ンバスチョン・エンジニアリング

第2位

デ ータ ・ジ ェネ ラル

第3位

ア ンカ ー ・コ ン ピュー タ

第4位

ゼ ネ ラル ・ダイ ナ ミッ クス

第5位

ゼ ネ ラル ・エ レク トリック

第6位

プ ロ クター&ギ ャ ンブル

第7位

シ ェルムバ ー ガ ーLtd.

第8位

テ キサ コInc.

第9位

合衆 国 政府(予 備 役 除 く)

第10位

ユ ナ イテ ッ ド ・テ クノ ロ ジー ズ

第11位

ウ ェステ ィ ングハ ウス

第12位

ゼ ロ ックス
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ウースター理工科大学での プレゼ ンテー ション風景
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ウェ ン トワース科学技術専門学校

は、ニ ューイ ングラン ド地方 に最大

の 工 科 系 専 門 学 校 で あ る。 毎 年

3800名 以上の学生を世 に送 り出

し全国で も知名度の高 い学校である。

当校の歴史 は古 く、1904年 ボス

トンの商人ア リオ ック ・ウェ ン トワ

ースの遺志 によって創立 され
、7年

後の1911年1期 生を迎え るにあ

たった。当校の現在 までの一貫 した

考 え は、① 学部 学生 教育 の重視 、

②科学技術の応用、③卒業生の上昇指向の3っ を基本 に、卒業生を輩 出 している。また同

校の教育の特徴 として、i現 場での即戦力能力、li技 術的な問題解決能力、が上げ られ、

これは現在の 日本の専門学校教育 にも求め られる命題 と一致 して いる。

ウェン トワース科学技術専門学校 の教育目標を以下 に示す。

科学、工学、技術の分野の

初心者 と実務者に最新の研

修 コース、指導、知識を提

A

各 自の研究 を、現代社会に雅 名

適用させるよう応用lil

学生がキ ャリア上の

問題克服のため、指

導、相談、 ア ドバイ

4

学生への動機づけ、研修

内容の理解促進のための

実地研修を含む学習環境

供 ・

霧ヌ
社会への効果的な影響度

をもっ人材育成 「灘 臓 ス制度の充実 「鱒 ㌣の拡充
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訪 問 日:1992年1月8日(水)

面 談 者:GeorgeT.Balich[provost]

JamesM・knowlton[Professor
,DepartmentHead

MechanicalEngineeringTechnology
,

S・ndl・(tenny)1・lh1、㍑隠1潔9よ 罐 麟c巴 鵠]ience】

同 校 は、科 学 、工学 、 技 術 の数 々 な研 修 コー スが 、 昼間 、夜 間 、 土 曜 日に行 わ れて お り

学 士 、準 学 士 の学 位等 や 短 期研 修 修 了 証 を得 る こ とが で き る
。 学 生 は学 士 コー スを 履修 す

るか2つ 以上 の 準学 士 コー ス や短 期 研 修 を履 修 す る ことが で き る
。 同校 で はニ ュ ーイ ング

ラ ン ド学校 大 学 協会 によ り認 定 され て お り、 ま た学生 に供与 す る学 位 は、工 学 技 術認 定 評

議 会 技 術認 定 委 員会(TechnologyAccreditationC㎝missionoftheAccreditationBoa -

「dfo「Engineering)に よ り認 定 され て い る
。 以下 が その 認定 学 位 で あ る。

〔昼 間 部〕

応用理学準学士

航空技術 電子技術 製造技術 機械技術

〔夜間部〕

建築工学技術

電子技術

機械設計技術

撒 鑑 無 教育用ソフト開発の
一23一

ニ ューイ ングラン ド学校大学協会

による認定 は、 ある一定の学校の質

の評価基準を示す ものである。よ っ

て当校の設備や、必要 な研修 コース

の体系など、全体的な ものが良好だ

と認めていることになる。 しか しこ

の認定は、提供 され るすべての研修

コースの個 々のカ リキュムの質、あ

るいは卒業生の能力の保証をす るも

のではない。



工学準学士

〔昼 間 部〕

機械工学

技術

建築工学

技術

土木工学

技術

計算機工学

技術

電気工学

技術

電子工学

技術

建築 学士 につ い て、 全 国 建築 認 定評 議 会(National

ArchitecturalAccreditingBoard)に よ り92年 度

認 定予 定

〔提携。昼 間部〕

機械工学

技術

理学学士

製造工学

技術

建築工学

技術

土木工学

技術

コンピゴ タ工 学

技 術

電子工学

技術

〔週末〕

建築工学技術
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同校の研修 コースは専門分野の学習教科 とビジネスニーズに合 うように作 られている。

学生は準学士 と学士の両方を修得 して もかまわない(二 重学位)し 、一度就職 して再度

夜間や週末の研修 で継続 して履修 して もか まわない。

教授 陣はみな、10年 以上の実務経験 を積んでいる。 ウェン トワース科学技術専 門学

校では実務上の応用、および 「実地」経験を指導者に も求めているのである。

ウェン トワース科学技術専門学校を視察中にラーニ ングセ ンタで説 明を受 ける調査員

提携:学 生 は学士修得のため、二回の労働学期を提携企業の中で過 ごす、いわゆ る実地研

修で ある。(約8ヵ 月～12ヵ 月程度)
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ApPleComputer,Inc.

1977年1月 、25万 ドルの資金

と20名 の社員でスター トとしたア ッ

プルコ ンピュータ株式会社(以 降:ア

ップル)、1977年4月 に完成 した

ア ップルllに よりこの年7000台 の

製品を世 に送 り出す ことに成功、同時

にこれがPersonal(畑 」ter:PCH寺代の

口火 を切 ることとな った。

現在の当社は、米国 内だけに止 ま ら

ずグローバル企業 として、米国 ・環太

平洋 ・欧州の3地 域に広 く展開 している。

ビジネス拠点を右記のように設置され、

また製造拠 点も米国内の フレモン ト、カ リ

フォルニアをはじめ、アイルランドのコー

ク、やシンガポールにあ り、そして199

2年 には米国のコロラ ドにも完成する。

1983年 ペプシコーラより移籍 したジョ

ン・スカリー(会 長兼最高経営責任者)に

より単なるPC製 造会社か らの脱皮をはか

っている。

－
AppleUSA

ApPlePacific

米国内向け

カナダ

[
極東地域

豪州

日本

AppleEurope-14ヵ 国

今回の訪問では、ApplePacificが その

応対 にあた って くれた。
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訪 問 日:1992年1月10日(金)

面 談 者:ReikoP.E㎜i[JapanVisitsSp㏄ialistApplepacific]

AlanHi11[㎏r.,1㎞tion&Gove㎜tA叩lemcific]

PaulVlbllaston[New凹 已rketsSpecialistApPlePacific工

純売上高(百 万ドル)

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

87年 88年 89年 90年 91年

純

利

益

(

百

万

防

)

今やコンピュータ産業は、厳 しい時代を迎えている。それは、ユーザがコンピュータ技

術を、よく知 りコンピュータへの投資に対 し、多くの要求を してくるようになったからで

ある。またメーカも新たな能力をユーザに提供 しているが、より複雑な取 り扱いをユーザ

に要求 してきてもいる。そ してこれはコンピュータ ・ネ ットワークの統合についても同様

である。今やそこには価格 とマージン、費用 とが業界の経済と密接に関係 しているのであ

る。

今日の顧客の多 くは、他社より非常に優れた技術を提供 していないブランド製品に対 し

ては、高い金を払おうとしない。この業界で、活気的な ヒット商品が出ない今、大手の会

社は競合のため価格を下げている。 したがって総マージンが下が り、研究開発、市場調査、

販売などに深刻な影響をあたえているのである。アップル もその例外 とはいえず
、上記の

ように純売上高は上昇 しているにもかかわらず、純利益が落ちてきていることからもわか

る。



そこで当社では今、次の3段 階計画を実施 しようとしている。

背景:ア ップルの販売先は、教育分野が6割 、政府関係が2割 を占め、企業へのウェー

トが同業他社に比べて極端に低い。

1新 製品の短時間な開発=商 品

H強 力なサーバによるア ップル2'a'm:"

ライ ンの拡大

1ク ライア ン ト・サーバ コンピュー

テ ィングの主導権 を確立す る

主要企業のネ ッ トワー クにマ ッ

ン トッシュコンピュータを統A

IVIBMと 協力 して、新 たなUNIXベ ースのOSで あ

る㎜ の充実、新たな システ ム環境づ くりのための、

PowerQ佃 の開発

一28一



マ ッキ ン トッシュのRISC.技 術への移行

倉

段階3最 新技術戦略

o

オブ ジェク ト・ベース ・システム、マ

ルチメデ ィア、個人情報 システム等の

新技術において、 リー ドす る

アップルのコンピュータは、使い易さ

がその第一の特長である。グラフィック

・ユーザ ・イ ンタフェイスを追求 し、

①簡単に使える強力な技術②多数のソフ

トが走る製品③バラエティなアプリケー

ション④容易な情報へのアクセスが今後

の当社を支えて行 くだろう。

最後に当社の将来への方向として1.

企業内コンピューティングの実践2.マ

ルチメディアの開発重視3.んUX.等 の

開発促進4RISC技 術の開発5.消 費者

の為の製品作 り6.オ ブジェク ト指向ソ

フ トウェアのリーディングを上げること

ができる。

RISC:ReducedInstructionSetCanlmter

A/UX:Mac上 で 動 くUNIX/OS
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上:ク イ ックタイ ムの説明を しているPaulWbllastm氏

下:ク イ ックタイムの画面
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1.2調 査研究結果の概要

正 月5日 に東京を出発 し、14日 に帰国す るまで、周到な事前準備 と、訪 問先

すべての行 き届いた対応によ り、特別な問題 もな く調査の目的を達成で きた と

言え る。先ず は、本事業の企画に携わ った関係者の方 々に深 く御礼 申 し上 げた

い。訪 問地の ボス トンでは コー トが不要 な程の1月 とは思えない陽気 に、また

サ ンフラ ンシスコで も異常 に澄み切 った眺望に恵 まれた ことも手伝 い、団員一

同の活気 に も見 るべきものが あった。

今回の調査テーマは、応募者の希望をっ ぎの3項 目に集約 し、それぞれに分

かれた グル ープが分担 した。

(1)教 育 カ リキュラム

(2)先 進的教育 メデ ィアの活用状況

(3)地 域 との関連、その他

先方 との会合は、団員一堂 に会 して行 ったが、 どの訪問先で も、前 もって提

出 した質問状を念入 りに検討 し、準備 されたプ レゼ ンテー ションが 中心 となっ

た。 その後で、団員 との討論が行われたが、すべての訪問先で約束の時間制限

の午後5時 を過 ぎる結果 とな り、途中で切上げざるを得 なか ったのは残念で あ

った。

1.2.1学 校教育 と しての特徴

訪問先4者 の うち、教育機関はNETG、 ウースター理工科大学、それ にウ

ェン トワース科学技術専門学校 であるが、学校法人 は後2者 である。いずれ も、

学士(BachelorDegree)コ ースを主体 とす る4年 制大学で、調査員の所属す

るコ ンピュータ専 門学校 とは些か趣を異にす るが、一般に米国 の大学 は学士 コ

ース以外 に も一般聴講生向けの有料講座を数多 く開講 してお り
、地域の企業 の

従業員 も自 らの技術 向上に利用 しているのが普通で ある。従 って、カ リキ ュラ

ム構成、教授法、 メディアの活用など見習 うべ き点 は多 い。

両者 は共に技術系の大学であ り、情報系以外 に機械、建築工学 など一般工学

コースを幅広 く提供 して いるが、共通 して言える教育の特徴 は、実社会 に役立

っ教育 と言 う観点 か ら、時間的には学校教育の主体 とな って いる講義 ・座学 に

重点が偏 らないよ うに、種 々配慮 している点であ る。
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ウースター理工科大学では、専門技術の応用分野、例えば実際の企業 にお け

る具体的問題の解決をテーマ と した論文 、および一般教養 ・人文科学の応用分

野 として、地域の社会問題の解決をテーマ とした論文の2っ を卒業の条件 と し、

通常の講義 はこれ らの論文の作成のために必要 な ものと して位置づ けて いる。

実社会で は、たとえ純粋に専 門技術の問題 と考え られ るものであ って も、 これ

の解決 に当たっては、 これを受 け入れ る側の集団の立場か ら、人間の心理 や社

会的常識を含あ、幅広 く 「問題の解決」 とい う問題を乗 り越 える必要 がある。

この側面 では、専門技術よりもむ しろ一般教養が ものを言 うことにな り、一般

教養科 目の価値が実際に生 きて くる。 この問題 は座学で教えるのではな く、学

生 に実務 と して経験 を強 いているのであ る。 もちろん、 この論文カ リキュラム

の実施 には、特 に指導教員が 自分の専 門 と異なる分野で、 しか も経験の殆 どな

い事業社会の分野で、如何 に学生を指導す るかな ど、我が国では難 しい問題 も

あ る。

ウェン トワース科学技術専門学校で は、 ラボラ トリーワークに重点を置いて

いる。講義 による理解 のみ な らず、実験 によ り更に体得す るとい う思想 で、実

験 ・実習設備にふんだん に金をかけて いる。理解で はな く、体得を重要視す る

と言 うことは、我が国で は企業界で重ん じられていることであるが、 ウェン ト

ワース科学技術専門学校で は、理論的理解 より実験的理解の方が、学生を引 き

つける し、また容易 で もある とい う考え も強いよ うに思われる。大学院で はな

く、カ レッジの レベルでは、 こうした考えが一般的であ る。従 って、 この反面

で論理的な解析力が犠牲 になる傾向が あるので はないか と思われ る。

いずれに しろ、理論的講義 に長けた教師ではな く、実践 に長けた教師が必要

となるが、米国の大学の教員 は大体実業界の経験があ り、企業社会 と大学 との

雇用流動性が高いとい う一般的状況 に強 く支え られている点 は、我が国 との決

定的な相違である。また、両校 とも専任教員の数が驚 くほど少 ない。 これは主

に予算の問題 だと言われて いるが、専任教員 は恐 らく教育の負担が極めて大で

自らの研究、研修活動 はかな り制限を受けてい るのではないだろ うか。当然、

教員の不足分 には外部か らの多 くの兼任教員で充 当することになる。 この点で

も、一般企業 との連携がた もたれることになる。

学生 に一般企業における実習を義務づけるのは、我が国の大学教育 も同 じで
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あ るが、実習期間が遙かに長 く数 カ月に及ぶ。 これは、実際の就職 との関連を

無視で きないが、大学 と地域 との強い連携を示す一側面であろ う。 このよ うに

見て い くと、実践教育、っ ま り論文、実験、実習等の比率が高 ければ、学生の

時間的負荷が当然ハ ー ドになる。米国の大学生活は、日本 のそれのよ うに優雅

で はない ことは、周知の事実であるが、 これだけハ ー ドな学業を こなせ る学生

を確保す ることも、それ ほど容易で はない。入学 してか ら、 自 らの実 力に見切

りをつけて大学を去 って行 く学生 は、両校 とも2割 を超す と言 う。米 国の大学

は、入学はできて も、卒業が難 しいのが普通で ある。当然、学校側 の教育設備

や教員配置は、実 際の卒業生 にたい して、相 当の余裕を もっていなければな ら

ない。学生の教育 よ り、設備 ・要員 の有効活用を優先す る予算運用 に慣れ きっ

て しまった我が国の現状 では、考え に くい ことである。今回の調査対象 とな っ

た2大 学の充実 した実践教育は、 この ような社会条件の前提の上に成立 して い

るのであ る。

1.2.2学 校以外 での教育

ボス トンにあ るNETGは 、教育機 関ではあるが学校で はない。企業 目的は、

一般企業を対象に した経営 コンサルタ ン ト業務であ り
、あ くまで も顧客の求 め

る利益の確保 である。 同社 は歴史 的に教育技術に優れているので、顧客の利益

確保 の手段 として、教育が用い られ ることが多い という意味で教育機関に近 い。

従 って、教育の内容や カ リキ ュラムは、教育その ものを目的 とす る学校法人の

それ とは趣を異にす る。NETGは む しろその教育技術 として、先進的 メデ ィ

アの利用面 に特徴があ る。NETGは 早 くか ら種々の企業内教育 カ リキ ュラム、

及 び教育 ソフ トウェア ・ハ ー ドウェアの作成を行 っていたが、 その主力は コン

ピュータに教 師の役 目を果 たさせるCAI形 態である。同社の教育内容 は、経

営 コンサルタ ン ト業務 に付随す る ものであるか ら、大学における学問や論理体

系で はな く、顧客企業の新 しい施策 に沿 った作業標 準の徹底や、導入機器のマ

ニュアルなどで、被教育者 の思考力や理解力の養成 よ りも、む しろ被教育者 の

考え方を一方 向に指向 させ る目的の ものが多い。 また、教育の現場 も受講者を

教育機関に集め るよ りも、仕事のサイ トで行 う方が望ましいことも合わせて、

CAIが 適 当、且つ それで十分な場合が多 い。技術的には、 レーザディスクと
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連動 し、映像、音声、及びコンピュータ ソフ トの完全なラ ンダムアクセスが可

能 な最 も進んだ形 のマルチメデ ィアの開発でかな りの実績を積んでいたが、ハ

ー ドウェアが極端 に高価 にな る欠点があ り
、売れ行 きが今一つであ った。一方、

このよ うな教育 ソフ トウェアでは、セールスマ ン教育 のように、接客態度の映

像その ものが主題 となる ものを除けば、映像 に対す るラ ンダムアクセスを必ず

しも必要 と しないもの も多い。結局、ハー ドウェアの大幅なコス トダウンのため

に、LDで はな くCDを 用 いた音声 とコ ンピュー タソフ トのみのラ ンダムアク

セスによ るメデ ィアに切 り換えつっあ るとの ことである。最近のマーケ ッ トの

傾向 と して注 目に値す る。

アップルコ ンピュータはコ ンピュータメーカであ り、教育機関ではないが、

教育 プ ロジェク トを持 って いる。 ここでの教育 はNETGと は反対に、学校が

対象 である。開発の中心 は、教材 と して用い られる大規模計算 システム、解析

システム、 シ ミュ レー ションシステム等である。 これ らの膨大 なカタログを擁

して お り、大学での売行 きをかな り伸ば しているようであ る。一方、CAIに

ついて は、学校 においては使われに くいと考えている。作業標準やマニ ュアル

のように、理屈や学習者の好みにかかわ らず、一方 向に指導す る内容 と異な り、

学校教育 は基礎の付与であ り、考え る力の養成である。正解 も必ず しも唯一 と

は限 らない。従 って、たとえCAIコ ースウェアを開発 して も、学校の教育現

場では、受け入れ られない し、今後 に伸 びが期待で きるとは思われないとい う

のがその理由である。

しか し、同社マ ッキ ン トッシュのマルチタス ク前提 のOSを 生か したマル チ

メディアCAIの オーサ リングシステムは、業界で も不動の地位を しめており、

我 々の訪 問に際 して も、オーソ ドックスに整理 された明快なプ レゼ ンテー ショ

ンが用意 されていた。 これは、教育 プロジェク トとは別 に、マルチメディアを

扱 うシステムの開発 と して位置づけ られている。 このオ ーサ リング システムを

活用 したCAIコ ースウェアの開発 にっいて は、 この プ レゼ ンテー ションにお

いて も極めて冷淡に しか取 り扱われていない。オーサ リングシステムの実際の

活用 につ いては、む しろ次 に述べ るウェン トワース科学技術専門学校における

マルチメデ ィアの利用 に学ぶ ところが多 い。
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1.2.3ウ ェン トワース科学技術専門学校 におけるマルチメデ ィアの利用

先に も述べ たように、同大学 はラボラ トリーワークを重視 し、設備の充実に

力を入れている。その一環 と思われ るのがマルチメデ ィア ・プ レゼ ンテーシ ョ

ンシステムの各教室への配慮 である。我 々が訪れた教 室には、IBM386ワ ークス

テー ションとマ ッキ ン トッシュが各1台 ずっ据えつけ られ、天井に設置された

プロジェクタに接続 されて いた。ス ク リー ンは通常のOHPス ク リー ンの倍程

度の大 きさで、コ ンピュータか らの映像は極めて鮮 明であ った。デモ ンス トレ

ーシ ョンは梁のたわみの例題解説 であ
ったが、計算理論の解説表示 は もちろん、

実際のたわみの形態 も即座 に示す迫力のあるものであ った。

これは、市販のCAIコ ースウェアを使 うのではな く、教員 自身がオーサ リ

ングシステムを使 って、 自らの講義の教材を作成 しているので ある
。従 って、

簡単な動画 くらいはある ものの、CDやLDを 決 して多用 して いるわけではな

い。殆 ど、 フロッピーデ ィス クに記録 され、 自らの講義内容の整理、体系化 と

蓄積 に役立て、併せて学生 への教材配付や宿題 ・レポー トの収集 に も利用 して

いる。

もともと、教 師の講義 は 自由な ものであ るか ら、実質的 に無限の大 きさを持

っている黒板 を最大限に使 った り、何台 ものOHPを 駆使す るような講義が、

このようなマルチメディアシステムで全部がカバーされ るわけではない
。同大

学で も、黒板への注記 との併用 の形を とるのが殆どであ るが 、講義内容の完全

な登録 を始め、 システムの効果的利用 のためには、一度 に教 え る内容を、限 ら

れたスク リー ンの大 きさの範囲 に収 めるようにモジュール化す るな ど、教授内

容の筋運びを含めた再編成が必要 であ ろう。

ウェン トワース科学技術 専門学校で も、 このような設備 が全 ての教室に整 っ

ているわけで はないであろ うし、 また全ての教員が この システムを活用 してい

る段 階で はないと思われ るが、 このような設備を一つ も備えて いない我 々の教

育機関 にとって は、先ず取 り組 むべ き対象を示 して くれたよ うに思われ る。



1.2.4我 が国の情報処理専門学校に望むこと

前節 に述べたよ うに、今回の調査で特に際立 った点 をまとめると、っ ぎの2

つになる。

(1)米 国の学校教育 カ リキ ュラムの実践性

(2)メ ディア使用の先進性

これ らは、今後 の我が国の情報処理教育の中でどの ように受け止め られ るこ

とが期待 され るであろ うか。我が国の情報処理教育 は、

A.大 学 ・短大 ・高専 ・高校における教育

B.情 報処理専門学校 ・各種教育団体 による教育

C.企 業 自身 による社 内教育

の3分 野か ら成 り立 っている。

(1)教 育カ リキ ュラムの実践性

先ず教育カ リキ ュラムの実践性 は、言 うまで もな く、A,Bの 分野、つま り

学校教育 に期待 され る事柄である。 しか し、 この うちAの 分野の教育がどの程

度実践的であるべ きか にっ いては、いろいろな議論がある。米 国の大学教育が

我が 国に比 し実践色が濃 いことには、それな りの理由が ある。一般 に、我が国

では企業人 として一人前 にな るには、その企業 内における長期 間の経験が必要

である。大手の企業で は、社員は学校を卒業 した直後 に採用 し、長期にわたっ

て養成 して一人前にす るのが普通であ る。つま り、雇用流動性が低 く、勤続期

間が長 いので、社内教育の態勢が充分 に整 ってお り、それが機能す る条件を備

えているのであ る。企業側 は、特 に大学を初 めとす る高等教育 に対 し、より実

践的であ ることを常 に希望 はしてい るが、 自らの手作 りの教育 ほどに、実践性

を期待す ることは、初めか ら無理であ る。 この ため学校側 と して も、企業を強

く指 向 した教育を 目指す よりも、企業で は実現で きない基礎教育 の充実を指向

することになる。米国で は、先ず雇用流動性が極めて高 く、勤続年数が長期に

わた らない方が普通で あるか ら、人材確保の手段を社 内にお ける長期養成 に期

待す ることが難 しい。従 って、採用時の学位 など客観的 な能力指標の重視 にっ

なが り、学校教育 の実践性が期待 され る必然性 を備えているのである。そのた

めに、逆に 日本で重視 されている基礎教育が、特 に米 国の カ レッジで は犠牲に



な ってい る感す らある。 このよ うに、Aの 分野で は実践的 カ リキュラムを単純

に指向す るには問題がある。

しか し、Bの 分野、っ まり今回の調査団 の主流である情報処理専門学校教育

は別 であろ う。人材の供給先 も、社内教育体制を完壁 に備えた大手企業ばか り

ではないであろ うし、企業か らは大学等 よ りも高 い実践性のある教育を要求 さ

れて いる筈である。中央情報教育研究所が実施 した平成の出典(Ex .CAIT実 施)

etcの 情 報処理教育実態調査報告書 によれば、教員に対す るア ンケー ト調査で、

各教員に とって必要 となる研修に企業 での経験を挙げた人の比率 は、大学等 で

は2割 に満 たないのに対 し、専門学校 では5割 に近 い。また、教員 自身 に企業

での実務経験の有無を問 う質 問に関 して は、大学 では有 りとの回答は3分 の1

であるの に対 し、専門学校では4分 の3に 達 していることか らみて も、実践教

育の条件 は専門学校の方がはるかに整 ってい る。

情報処理教育 における実践性の重点 は、 コンピュータ技術や プログラムの面

で はな く、 システム開発の上流工程やプ ロジェク ト管理などに置かれている。

つ まり、問題発見 ・解決、対人折衝 ・説得技術、チーム リーデ ィング等の能力

が必要 で、 これ らの能力 は現在の ところ、実践教育以外で養 うことが難 しいと

考え られて いるか らである。一方、情報処理産業 で今後最 も不足す るのは シス

テムエ ンジニア(以 下SEと 書 く)や プロジェク トリーダであることは言 うに

及ばず、そのSEに 最 も必要 な能力 は問題発見 ・解決 とコ ミュニケーシ ョン能'

力であ り、 プロジェク トリーダに最 も必要 な能力が管理能力 と統率力であ るこ

とが 、情報処理教育実態調査報告書で も明 らかであ る。

システム開発 の上流工程では、 こうした能力の他 にソフ トウェアエ ンジニ ア

リングの中に体系化 された システム分析の技術手法が最近脚光を浴びてお り、

また問題発見 ・解決の分野で も、企業で取 り入れて いる様々な手法が ある。 こ

れ らを併せ たニ ーズの高い実践的教育を、 しか も条件の整 った専門学校に期待

す ることはで きないであろ うか。 カ リキュラムに学術性が要求 された り、企業

における経験 を重ん じる傾向の少ない大学等の教育機関に、 こう した教育が期

待 しに くい現状で、専門学校の特色を この分野で生かせない ものであろうか。



② 最新メディアの活用

メデ ィアの活用 は、A、B、Cの 全 ての分野を対象に考えるべ きことである

が、企業内 と学校で は教育メディアの必要性がかな り異 なっている。企業内教

育 にお けるメデ ィアの役割は、調達が難 しい教師の代わ りと、教育サイ トへの

情報通信 に重点が置かれている。 このために、通常考 え られるメデ ィアは、C

AIやVTRな どの ソフ トウェアと遠隔地教育 の技術が主体を占めている。 こ

れ に対 し、学校教育 においては、教師の存在は基本的条件である。各教師の個

性豊かな独創的教育が学校教育の真髄 である。従 って、教師に代替するメデ ィ

アの要請は主体的なものにはな り得ないであろ う。 もちろん、CAIやVTR

が全 く用 い られないわけではな く、現に有効に利用 されてい る部分 もあるが、

教師 は教育 のプロであるか ら、教育専 門家 と しての メディアの利用形態 は別の

形 にな る。っ まり、

(a)映 像 ・動画、音声、及 びコ ンピュータソフ トを組み合わせたマル チメデ

ィアや人工現実感など、最新技術を用 いた教育内容の表現技術 としての利

用

(b)教 育活動(講 義、実習、演習)や 教材の企画、作成、登録、分析、改善

を容易 にする教育 システム

の活用 であろう。 このためには、 これを可能にす るハー ドウェアと基本 ソフ ト

ウェアが流通 し、 しか も一般 の学校で頻繁 に使用 され るたあには、低 コス トで

提供 されるよう、技術開発を促進す る必要があ る。 ウェン トワース科学技術専

門学校 でのメディアの利用は、1例 と して大学、専門学校を含め、学校教育全

体の参考 となり得 るものである。今回の調査では対象にな らなか ったが、教育

におけ る遠隔通信の問題 も、企業内教育 と同 じく、重要 な事項であることは言

うまで もない。
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第2萱

学 習 力 酩 ● ユ ヲ ム

古 書 の 運 用



.



2.1.調 査研 究 テ ー マ

「学 習 カ リキ ュラム とその 運 用 」

2.2調 査研究担当者

学校法人静岡理工科大学

学校法人小山学園

学校法人筑波研究学園

学校法人桑園学園

静岡産業技術専門学校

東京工科専門学校

筑波研究学園専門学校

札幌 ソフ トウェア専門学校

平井 利明

三好 眞一

仲久保 正人

細川 富生

2.3.調 査研究概要

(1)調 査研究のね らい

平成3年 度 に行なわれた文部省の大学設置基準の改正をは じめ と して、 こ

の ところ日本の高等教育界 では、戦後か ら現在に至 るまで行なわれてきた 日

本 の高等教育のあ り方 に対 して問題が投げかけ られ、高等教育 の果 たす役割

が 問いかけ られて いる。 こうした問いかけに対 して、すで に一部 の大学等 に

お いてはより魅力あ る、社会 に貢献で きる人材の育成をめざ した教育 カ リキ

ュラムの発表を行な った り、学校教育運営方針の転換、学校の 自己評価など

を行ないはじめている ところ も少 な くない。

こうした社会の動 きの中で、高等教育を担 う一教育機関 としての専門学校

において も例外 ではな く、 これ まで行 なわれて きた私達 の技術教育を再度、

ふ り返 る必要が ある。教育 は学生 にとってみて も、 また卒業後、学生を受け

入れ る社会に とってみて も、それがいかに行なわれ るか は重要 な ことであ り、

それだけに学生 に与え られ るカ リキュラム も魅力的な ものでなければな らな

い。

今回の調査 は、米国 における情報処理教育の現状を視察、調査す ることに

よ り、米国、 日本 という風土 の違い、文化の違 い、そ して教育 の歴史の違 い

が あるにせよ、 「高等教育を いかに行な うのか」、 「技術者の育成教育をい

か に行 なうのか」 とい う観点か ら教育 をとらえ、 これか らの専門学校教育を

いかに魅力的な ものとす るかを模索す るものである。

なお調査 ・研究 にあた って は情報処理技術者教育のみにと らわれ ることな
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く、技術者教育 におけるカ リキ ュラムの組み立て と運用 、学校教育の考え方 、

技術者育成の教育環境、学校 ・教員の 自己評価、学校を取 り巻 く社会環境、

学生の資質等々、広 く教育を とらえるよ うに心が け、真 に役立っ技術者の育

成をす るための方策・また日本 における高等教育機関の一端 を担 う専門教育

機関 としての専 門学校教育を見つめ直そ うとす る もので ある。

(2)構 成

「学習カ リキュラムとその運用」 にかかわ る調査 ・研究の報告 は、次の2.

4節2.4.1～2.4.4の4部 か ら構成 されて いる。なお各部における調査 ・研究

報告の内容 とその担当は次のとお りである。

2.41「 米国職業教育に見 る一般教育」 平井 利明

2.4.2「 カ リキ ュラムの内容 と学生資質の実態」 三好 眞一

2.43「 カ リキュラムを支え る教育環境 」 仲久保 正人

2.4.4rSE教 育に転換 してゆ くための学 習カ リキ ュラムの運用」

細川 富生

2.4調 査 研 究 の 内容

調 査 研 究 の 内容 を 次 の2.41～2.4.4に 示 す。
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2.4.1米 国職 業 教 育 に見 る一 般 教 育

(1)は じめに

情報化社会 の急速な進展 と刻 々と変化する社会の中にあ って、社会 の求め る

技術者 の育成が、その需要に追い着 くことが難 しい状況 とな って きている。 と

りわけ情報処理分野 においてはその技術者の需要 と供給のバ ラ ンスが年々開 き

つつ ある。 こう した状況の中において、専門学校 に入学 して来 る学生 は、関連

学科 に関す る資格取得や技術を身 につけるな どの目標を もってはいるものの、

彼 らは必 ず しも彼 らが もっ 目標を達成す るだけの基礎力 と適性 を有 していると

は限 らない し、 また彼 らが希望す る技術者になれ るわけで はない。

また学校教育 に目を移 した時、学校が理想 とす る技術者に学生が成長する、

あ るいは社会が求 める技術者に学生が育つ とは限 らないのが実情 であ る。 しか

しなが ら専門学校教育においては こう したことも、学生の もっ個 々の質を も含

め避 けては通 る ことので きない教育の実情にある。

専門学校 に対 して企業が求める技術者育成の質は、社会 に出て即戦力 とな り

得 ること、 そ して技術革新 ・進歩の激 しい社会での技術の陳腐化 を察知 し、新

しい技術 に柔軟 に対応で きる技術者であ る。 またかつては 「一芸 に秀でた技術

者」が求め られていたのに対 し、現在では 「一芸 よ りも二芸に秀でた技術者」

しか も 「異なる分野で二芸」 と変化 してきている。

またさ らに専門的な技術力 もさることなが ら、 コンピュータ技術者であるシ

ステム ・エ ンジニアに目を向けてみるな らば、 コ ミュニケー ション能力(対 人

間 との対応の能力)や 思考力 ・判断力をは じめ とした人間が人間 として行動で

きる教養あ る知的能力を もった人間 ・技術者の育成が要求 され るよ うになって

　の

きてい る。図2-1は 専修学校の学歴 を もっ システム ・エ ンジニア的人材 に今後

共通 して必要 とされる能力 ・資質を示 した ものであ る。
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図2-1iO)今 後 必 要 と され る能 力 ・資質

こうした社会か ら要求され る資質 は、学生個 々の もつ資質は もとよ り学校教

育の中において も育てていかな ければな らない ものである。 しか しなが ら専門

学校 など職業教育志向の学校 においては、その大半の学校 は修業年限が2年 と

いう短 い限 られた年限の中にお いての教育 とな り、 その教育には難 しい一面が

あ る。
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今回の調査研究は、技術者を育成するために専門教育 を行 な う専門学校等 の

高等教育機関 において、専門教育 とともに一般教育 が どのよ うな目的で行なわ

れているのか、実施 されて いるのか、またそのカ リキ ュラムは学校教育の中で

どのよ うに位置付 けされて いるのか などを調査す るとともに、技術者育成を推

進す る日本の専門学校な どの高等教育機関 とアメ リカのそれを調査 し、今後の

専 門教育 の中での一般教育のあ り方、考え方を考察 しよ うとす るものである。

(2)職 業志向教育の中の一般教育の位置付 け

① 一般教育科 目の とらえかた

時々刻々 と変化す る社会の中で、社会が要求す る人 間が人間 として行動で

きる素養を身 につけるためには、職業教育機関において は専攻学科の技能 ・

技術を教 えるとともに、同時に、幅広 い、深い教養 など、また他分野 によっ

ては図2-1で 示 したよ うな素養 を養 う教育を行なわなければな らない。 した

が って専門学校 にお いて も専 門教育 だけではな く、一般教育 にっいての教育

の必要性 も当然の ことなが らでて くる。専門教育があ るか らこそ、一般教育

の意義 もあるのであ る。

ところで高等教育機 関である専門学校 においては一般教育に関す る考え方

は多種多様であ る。た とえば一般教育の必要性を認めなが らも 「就職をす る

際には広い一般 的な知識 を有 しているよ りも、専 門的な知識 ・技能 ・技術を

身 につけていた方が有利であ る。」 とす る考え方 によ り教育 を行 なっている

教育機関 もあれば、 「企業 においては専門的な知識 ・技能 も必要 とされ る反

面、一般的な知識 ・技能の素養 も重要な要素であ り、専門知識 とともに一般

教育知識 も重要な要素 と して、両者 は適切なバ ランスが とられ るべ きである。」

とす る考え方な ど多 くの考え方がある。

前者 における学校群 にあってめ教育の目的は、 コンピュー タなどの特定の

学 問分野や職業分野、た とえば コンピュータ ・プ ログラマであるとか アプ リ

ケーシ ョン ・システム ・エ ンジニア(以 降SEと 記述)の 専門家を養成す る

の に必要な基礎知識、技能 ・技術、原理、理論を教 えることに主眼が置かれ

る。 このため学生 は、必然的に コンピュータや専攻分野 に関す る資格取得や

就職 に大 きな関心を もっ ことになる。 こうした学校においての教育 は一般教
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育 と専 門教育 のバ ランスが大 きく崩れ ることにな り、一般的に、一般教育 に

対す る学生や教師の興味や関心が薄れ、他人 まかせ的な ものになり、一般教

育の質の低下が見 られるようにな る。

一方後者においては一般教育を、広 い言葉でい うな らば 「専門 ・技術者で

あるとともに教養あ る社会人」を育成 しよ うとす ることを 目標 に掲げてお り、

即戦力とともに、長 い目で見て社会に役立っ人間を育成 しよ うとす るもので

ある。

前者 において も、後者 において も専門学校等の職業専門教育の中において

実現され る一般教育 は、一般教育に対す る学生の興味 と関心が いかにあるか

が指導者の力量 とともに大 きな問題 とな る。

ところで一般教育 にかかわる問題 は専門学校だけで はない。 日本の大学 に

目を移 したとき、そ こにも大 きな問題が発生 している。 これまで大学設置基

準によ り各大学 とも 「卒業に必要な124単 位の うち、少 な くとも36単 位は一

般教育科 目で」 とい う基準を満たすためだけに一般教育が行 なわれてきた。

このため学生 には一般教育 と専門教育 とのかかわ りあいな どは理解 されず、

社会諸科学、体育 、外国語などの一般教育 は学生 にとって も、学校にとって

も人気がないものであった。一般教育に対 しては、 それ らは単 なる高等学校

の延長で しかない という見方や批判 などもあった。

平成3年 度、文部省大学設置基準の改正 においては、大学 の 「自己点検 ・

評価」が設置基準 に規定 されるなど、 これまで不動の大学教育が動 き始めて

きた。た とえば最初の2年 間で学ぶ一般教育 とその後3年 、4年 で学ぶ専門

教育 は区別 され るべ きで はないなどの提言 などがなされ、一般教育 と専門教

育の枠組 みが取 り払われ るなどの結果 とな っている。

こうした設置基準の改正によ り、各大学 において は今後の一般教育のあ り

方や専門教育のあ り方が教育科 目や学校組織機構 などを も含め、見直 し ・検

討がな され る機会 となっている。.

このよ うな大学の大 きな変革の中において、時代 お くれの技術者を育成す

ることのないよ う、 また魅力ある学校作 りや広い教養を もった技術者育成に

向けてぺ専門学校 もこれ まで行な って きた専門教育、一般教育を見直す こと

が大切な時期 とな って きている。
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次の表2-1は 平成3年 度文部省 よ り提示 された、大学設置基準 とこれまで

の設置基準の一般教育 に関係 した ものを比較提示 した ものである。

表2-1一 般教育 にかかわ る設置基準の比較

新設置基準 旧設置基準

授 必要な授業科目を開設し、体系的に 一般教育科目

業 教育課程を編成 外国語科目

科 専門の学芸を教授す るとともに、幅 保健体育科目

目 広く深い教養及び総合的な判断力を培 専門教育科目

区 い、豊かな人間性 を滋養するよ う適切

分 に配慮する

一 規定なし 人文、社会、 自然

般 の3分 野 に渡 って

教 開設する

育

② ウースター理工科大学にお ける一般教育 と専 門教育

(a)一 般教育へ の取 り組み とその考え方

ウースター理工科大学 は学士、修士、博士 の課程 を もち職業専門教育を

行 な う実学部門の教育体系をとっている大学であ る。

この大学 に入学す る学生はrCB(CollegeEntranceBxaminationBoard)

によって実施され るSAT(ScholasticAptitudeTest)試 験 においての平

均 スコアが平均620～700点/800点 とい う高得点で有 り、全米 で上位8%

に入 る学生、 また入学生の85%が 出身高校の上位25%以 内に入 って いる

学生である。 したが ってアメ リカにおいては優秀な学生が入学す る大学で

あ る。」 と関係者が 自慢す るほど優秀な学生で 占め られて いる学校であ る。
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教育の成果 ・実績 も大学の教育理念 とともに、学生 の優秀性の上 に成 り立

っていると思 われ る。

この大学における大 きな特徴のひとつはrWPIプ ラン」 と呼ばれる教

育 プ ログラムであ る。 このプログラムは 「知識 と応用 との結びつ き」を重

視す るとい う教育理念(ウ ースター理工科大学の伝統)に もとついている

ことであ る。

その教育理念 は 「教育 は社会 に役だたなければな らない。 したが って社

会 に役立つ教育を 目的 として、その教育 プログラムはただ教室で学ぶ だけ

で はな く、実践の教育 をす ることも重要 である」 とし、学生達に完壁 な概

念的 な基礎を提供す るとと もに、彼 らが教室で学んだ ことを実社会での各

種の問題 に適用す る能 力を発揮で きるよ うに教育 に心がけているとい う。

また一般教育において も 「本 当の技術者 とな るためには文系のバ ックグ

ラウ ン ドがなければ、社会に出た時、片寄 った技術者 となって しまう。」

と、専門教育のみの、あるいは技術教育 のみの片寄 った教育 に対 して警鐘

をな らしてい る。 そのために職業専門教育 に幅広 い人間的基盤を持 たせよ

うとす る努力を している、そ して またそれを学校の売 り物 としてい るので

あ る。

こう した教育 の もと学位の取得にあた って は 「人文科学の単位の取得の

他」以下 に示す い くっかの一般教育 関連 プロジェク トの履修の義務付 けを

行な っている。

以下に示す表2-2は 一般教育および一般教育関連 に関す る卒業必要要件

(requirement)の 一部である。 この うちIQPとTHESufficiency、 社会

科学(SocialScience)の3分 野で履修 コースに換算 して11コ ースの履修が

義務づけ られている。4年 間の卒業 までの履修単位数が コースに換算 して

45コ ースであ り、 ここに提示 した以外の一般教育科 目がさ らに履修科 目と

してあ ることを考えれば、大学関係者が述べてい るように、アメ リカにお

ける大学の中ではユニークであるとい うことがで きる。 この一般教育 関連

分野の多 さも、すべて大学の教育理念に もとついての ものである。
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表2-2大 学が示 した一般教育関連分野

THEIQP(InteractionalQualifyingProject)

THEMQp(MajorQualifyingProject)

THESufficiency

社 会 科 学(SocialScience)

(b)実 践型教育 に向けての プロジェク トと一般教育

この大学の教育理念か ら社会 に役立つ教育、生涯教育 とともに 「新世紀

に向けて専門知識だけではな く、社会 に同化す るためには応用す る知識 も

必要」 との もとに、社会 とのかかわ り合 いを一般教育 と して とらえ、設定

しているのがrTHEIQp(InteractionalQualifyingProject)」 と

THEMQP(MajorQualifyingProject)」 の2つ の プロジェク トであ

る。

「THEIQPプ ロジェク ト」(相 関領域プロジェク ト)は 卒業のた

めに必ず完成 させなければな らないプロジェク トとして学生 に履修を義務

づけてい る。

この プロジェク トは自分の学習 して いる分野また学習 して きた技術 と科

学が、社会構造 において、また社会的価値において、どの よ うなかかわ り

合 いを持つのかを研究 ・調 査 し、論文を提出するプロジェク トである。 こ

のプロジェク トのテーマの例 は、たとえばナシ ョナル ・サ イエ ンス協会の

調査結果を踏まえて 「なぜ アメ リカの学生の数学の レベル は低いのか」の

研究調査を は じめ、 「科学 ・技術 と文化 とのかかわ り合い」 「エネルギー

と環境問題」など学生に関連する事柄や社会を とりま く話題 を取 り上げ研

究する ことなどをテーマと している。

またこのプロジェク トは学生 に国際的な教育 としての、 プロの技術者 と

なる一歩手前の教育 としてオ ン ・キャ ンパ ス、オフ ・キ ャ ンパ スで教育の

機会が提供 されている。なお国際的 な教育 は後述するMQPと 同様、オフ

・キャンパ スで行 なわれる。
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このプロ ジェク トは・1期 の7週 間をまるまる使用 して取 り組むように

なっている。ちなみ にこの大学 における1年 は4期 か ら成 り、1期 は7週

間か ら構成 されて いる。 また この プロジェク トに取 り組んでい る期間は他

の学科 目を一切 とらないこととしている。

こうした取 り組み は一般教育 と専門教育の学習を深 く関連 づけての教育

の典型的 な例であ り、大学 において もこのプロジェク トは他 の理工系大学

に見 られ ないすば らしいプロジェク トと して 自負 して いる。

ところで この大学においては、 こうしたIQPの プロジェク トの内容を

は じめ、学生が 自主 的に選択 できる教育科 目は一般 教育科 目であれ
、専門

科 目であれ、学生が主体的に一貫性を もって選択が できるよ うに している。

後述する自主研究(independentstudy)、IQP、MQPな どの経験学習

(experimentallearning)な どを学部教育のカ リキ ュラムと して位置付 け、

カ リキュラムを学生自身が設計す ることがで きるよ うに している。 こうし

た教育 は教室で は得 られない、教科外の教育 として、学校教育では得 られ

ない、見えない、隠れ た教育効果を狙 ったものであ る。IQPやMQPに

よる経験学習は、学生 と学生 との関係、学生 と研修機関先での人間関係
、

専門教育 と一般教育、教科外活動 と一般教育 との関連 とを強 く結びつ ける

機能 を促進 して いるとい うことができる。

IQPの プロジェク トの分野の例 を表2-3に 示す。 これは在学生用に案

内されているものの一部である。

表2-31QPの ガ イ ド

DIVISION41

DIVISION42

DIVISION43

DIVISION44

DIVISION45

技 術 と環 境(TechnologyandEnvironment)

エ ネ ル ギ ー と資 源(EnergyandResources)

健 康 管 理 技 術(HealthCareandTechnology)

都 市 と環 境 問 題(UrbanandEnvironmentPlanning)

科 学 と技 術 ・政 治 と経 済



DIVISION46

DIVISION47

DIVISION48

DIVISION49

DIVISION50

DIVISION51

DIVISION52

(ScienceandTechnology:PolicyandManagement)

科 学 と技 術 の 社 会 研 究

(SocialStudiesofScienceandTechnology)

危 険 分 析 と信 頼 性(RiskAnalysisandReliability)

技 術 の 人 間 性 研 究(HumanisticStudiesofTechnology)

経 済 の 成 長 、 安 定 そ して 発 展

(EconomicGrowth,Stability,andDevelopment)

社 会 と人 間 の 役 割(SocialandHumanServices)

技 術 社 会 に お け る 教 育

(EducationinaTechnologicalSociety)

法 律 と技 術(LawandTechnology)

また 「THEMQP」 のプロジェク トもこの大学にお ける必修 プ ロジ

ェク トであ り、 これ は4年 次に取 り組む プロジェク トであ る。 この プロ ジ

ェク トは教育教科3コ ース分に相 当す る大規模 プロジェク トであ り
、個人

によ る研究だけで はな く、数人 による共 同研究 も可能 と して いる
。 この場

合、共同研 究において は学部を越 え、電気工学専攻や化学工学専攻 など異

なる専攻分野 との学生 との研究 も許 して いる。 またこのMQPの 履修 にあ

たっては3期 に渡 って3コ ース分 に相当する履修をすることもできれば
、

7週 間すべてをMQPに 費や して も良いよ うにな っている。

こうして取 り組まれる研究課題 は学生の個々の発案による決定 もあれば
、

大学の教 員か ら提案 され るもの もある。あ るいは学外組織か ら要請 され る

トピックによる課題で もよいとされて いる。

さらにこう したプ ロジェク ト(IQPを 含む)を 完成 させ るために
、 プ

ロジェク トセ ンタが世界に用意 されてお り、学生はこれ らの プロジェク ト

セ ンタを利用することもで きるよ うにな って いる。

参考 までにオ フキ ャンパスで行 なわれ るプロジェク トの場所 には ワシン

トンDC、 サ ンフラ ンシスコ、 ロン ドン、バ ンコク、チュー リッヒ、台湾、

ホ ンコン、 プエル トリコなどを挙げている。

なおコ ンピュータ ・科学学科 にお いてのWPIプ ロジェク トのオ フ ・'キ



ヤンパ ス ・プロジェク ト・セ ンタはDEC(DigitalEquipmentCorpora-

tion)な どが受け持 っている。

DECに おいてはコンピュータ科学、電気工学、半導体、機械工学など

の研究がなされ、学生にはDECの 研究グループか ら課題が提供 された り、

大学 との共同研究分野などか ら課題が提供 された りす る。 たとえばディジ

タルについての研究の要請がDECか らあれば、それを大学がMQPプ ロ

ジェク トとして請 け負 うような仕組み となっている。

こうしたオ フ ・キ ャンパ スでの教育研修は、学生が大学で学ぶ分野の基

本 的な概念を知 るとともに、技術の進歩の激 しい社会で柔軟 に対応で きる

技術者を養成す るのに もおおいに役立 っているとい うことがで きる。 また

大学で学ぶ教育 の場か ら一歩離れて、技術 と社会 との関連 を体験できる良

い機会 ともな ってお り、専門教育を行な う専門学校において も良い参考 と

なるところである。

ちなみにコンピュータ科学学科 におけるMQPの プロジェク トの論文の

審査 は、記述 した論文が いかに出来上が っているか とともに、 口頭による

審査 も学生 に要求 されている。

(c)専 門教育の中の一般教育カ リキュラム

ウースター理工科大学 において は、入学の段 階か ら学生は専攻分野 を決

定 し、その分野を志望 していることか ら、当然の ことなが ら大学 において

は専 門教育志向型の カ リキュラムが組 まれてい る。 したが って一般教育 も

専攻学科 のカ リキュラムの中に必然的 に組み込まれ ることになる。

たとえばこの大学 における各学科の一般教育を含めた基礎学科 は、基礎

科学(BasicScience)あ るいは技術科学(EngineeringScience)と して表

現 され、最低限履修 しなければな らないコースと して設定 されて いる。

(表2-4中 においての項番2お よび3が それである。)

そ してその履修 のコースは12コ ースにも及んでいる。 なお表 中におけ

る5/3の 分母の3は1単 位の コース数を示す ものであ る。
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表2-4コ ン ピュー タ ・科 学学 科 にお け る必 修履 修一 覧

1.コ ンピュ ータ科 学(MQPを 含 む)

2.数 学

3.基 礎 科 学/技 術科 学

7/3

5/3

コンピュー タ ・科学学科 におけるこれ ら基礎科学や技術科学 に属する分

野 は生物学 、生物医学、化学工学、化学、電気工学、地球科学、物理、原

子力、機械工学、技術科学が あり、学生 はこれ らコースのひとつの分野か

ら少な くとも2コ ース以上 を選択 し、合 計で5コ ースの履修を義務づけ ら

れている。

また一般教育の主た る教育は人文、社会科学系の学科によ って行 なわれ

ている。 この大学 において はすで にのべ たIQP、MQPを 除けば一般教

育 はこれ らの学科 と数学、体育であ る。

次の表2-5は ウースター理工科大学におけるコ ンピュータ ・サイエ ンス

学科 における一般科 目、専攻学科 の基礎分野 の45コ ースを示 した ものであ

る。

表2-5コ ン ピュー タ ・科 学 学 科 の履 修 コ ース数

学

文

学

育

科会

数

人

社

体

ス

ス

ス

ス

一

一

一

一

コ

コ

コ

コ

MQP

IQP

コンピュータ科学

基礎科学

3コ ー ス分 に相 当

3コ ー ス分 に相 当

18コ ース

5コ ース

数 学は 日本の理工科系大学 と同様、基礎科 目と して位 置付け られてお り、

全学科必修 とな っている。

米国の大学 にお いては後述す る工業教育基準協会(ABET)の アク レ
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デ ィテー ションの認可を受けている場合、カ リキ ュラムの教育 内容等 に基

準が示 され、それに従わなければな らない仕組み とな っている。

ウースター理工科大学 において も、ABETの 審査をパス した学科 にお

いては数学が大学において基礎科 目と して位置付 けされてお り、 そ してA

BETよ り示された基準 に したが い、それを満足す る教育を行なわなけれ

ばな らないようにな って いる。

ABETに おいて数学 にかか る項 目の説明iDは 次のよ うに示 されてい

る。

「数学 の学習は三角関数を超えた ものであるべ きで、計算よ りも数学 的

概念や原理 に重点がおかれ なければな らない。微分、積分、微分方程式が

含まれ る必要がある。確率統計、線形代数学、数値解析、上級微分積分か

ら1～2の 科 目が付 け加え られ ることが望ま しい。

コンピュータ使用ない しプログラ ミングの技能訓練科 目は数学、基礎科

学の必修要件を満たす もの とはみな されない。」

また人文諸学科 は数学 とともにこの大学で重要視 を している一般教育で

ある。人文諸学科の コースは1000レ ベル、2000レ ベル、3000レ ベルのコー

スに分かれ、各分野、各 レベル に応 じて多 くのコースが設定 されている。

ところで この大学 においては学生が履修すべ き人文諸学科を"SUFFICI-

ENCY"と 名付 けている。 この言葉 は自分の専門にかかわ るコースと履修課

程を示す もので、学生 は人文諸学科で選択 した学科の知識がいかに得 られ

たか、また学生個々の専門外 の科 目で どれだけ履修 したかを認識す る意味

で用い られている。 そ して、 これ まで専門 とは異な る関係のない コースに

おいて、 どのようなコースを何単位取得 して進級 したかを示 していた従来

の単なる数値 とは意味を異な るものと して いる。

人文諸学科で提示 され る学科 を選択 し、履修す るかわ りに、特別の専 門

分野を研究する 「自主研究(independentstudy)」 はsufficiencyの 中で

示 され るコースにおいて は最 も多 い単位数 を もっ コースで ある。

「自主研究」 とは人文諸学科 も しくは一般教養の分野 において、学生が初

めて とりかかる研究であるとい って もよい。

これは履修の規定において、人文諸学科 の分野にお いては学生 に提示 し
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た多 くの コースの中か ら6コ ースの履修をす るか、あ るいは6コ ース分 に

相当す る時間を、学生個 々が独 自のテーマを もって論文 を書 く 「自主研究」

であって も良いとされ、 このどち らかの履修が 義務づけ られて いるためで

ある。

自主研究の論文 は、学生 の自由な選択の もと、た とえば欧州の歴史 と米

国の歴史 とい う2っ のセ クションを学 び、そ こか ら 「欧州 と米国の関係が

どのよ うに変 わって きたか」 などというような ものである。 自主研究 の意

義は、学生が多 くの異 な ったコースを履修 し、 それ らの コースの散漫的 な

分野の影響を受 けるよ りも、む しろ学生が 自分の選択 によ り、ひ とっのテ

ーマを もち
、研究す る ことの方が意味が有 るという判断 に基づいての もの

である。 これ はまたWPIプ ラ ンの意向に沿 っているとい うことがで きる。

ところですでに述べたよ うにウースター理工科大学では人文諸学科の単

位修得をすべての学生 に義務付 け している。 これはウースター理工科大学

の教育理念か らきてい るものであ り、人文諸学科 のこれ らの分野を学習す

る目標を次のよ うに掲 げている。

(1)人 文領域 にっいての充分 なバ ックグラウン ドを もつ技術学生を育 て上

げ るとい うこと。

② 工学 もしくは科学 において発揮 される人 間の創造性 を洞察す る能力を

養 うこと。

(3)物 事を正 しく、広 い目で見ることがで き、 もの ごとを正 しく評価、検

証す る力を持たせ ること。

次の表2-6は 数多 くの人文諸学科の中の科 目の中か ら、1年 次 に学習す

べき ものの一部 を学生 に紹介 してい るものであ る。

次 に社会科学 にっいて述べれば、 この科 目はどの学科 において も、必ず

履修すべ き学科であ り、またそれを取 り扱 う分野 は、学生 ・社会を とりま

く経済や政治の仕組み やそれ らが いかに形作 られ、統制 されているか など

学生個 々あるいは集団 におけ る行動を取 り扱 うものと している。学生 は経

済学、政治科学、社会学、心理学、人類学 などのどの分野か らで も自由に

そのコースの選択が可 能である。

ところで この大学 における社会科学分野の考え方 は大 きく2つ に分かれ
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ているのが特徴 である。

ひ とっは社会科学を学習す ることで、その領域 と範囲を学生 に理解させ、

いかにIQPの 設計 と関連 させ るかを考えさせ るコア とな るコースである。

もうひ とっ は社会科学を一歩踏み込み、特別な課題、問題を学生に提供

す る、あるいはまた社会問題を取 り上げるな ど し、社会科学分野のよ り詳

細な理解 を図 るとともに、物事を深 く見るたあの コースである。 これ ら提

供す る社会科学の コースはいつれ もIQPの ための知識 と技量を与えるの

に役立つ もの と している。 したが って2コ ースの履修を必修 としているの

もIQPと の強い関連か らきている ものであ る。

IQP、 人文諸学科、社会科学 の3分 野をあわせ ると11コ ースが あり、

これだけの科 目を一般教養 にさくことは米国の大学 においては非常にユニ

ークである。そ して この3っ の分野において、学生 は3っ の論文の提 出を

義務づけ られている。提出 された論文は、それぞれの論文か らいかに該当

の科 目を理解を しているのか、 また科学的な知識 は備わ ってい るのか、あ る

いは社会 と関連 した工学的知識は備わ ってい るのか、語学力、文章力はど

うかなどのチ ェックが該当学科の教員によって行 なわれて いる。

このよ うな教育の現状 を見てみると、一般教育、専門教育 ともにカ リキ

ュラム運営の中で、お互 いの科 目の同化が 自然 な形でなされ、各学科の教

務関係者がい う 「技術バ カでない優秀 な技術者」の土壌作 りを しているこ

とを十分理解す ることが できる。
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表2-6人 文諸学科の学生への案内

はじめは人文諸学科から

これ らは学生が最初 に選択する人文諸学科の1000レ ベルコースであ る。

美術史 相互関連

AR1111美 術史 入 門 HU1411ア メ リカ研 究入 門

英 語 外国人のために

EN1221ド ラマ入 門;

劇 場 にお け る ステ ー ジと場 面

EN1222シ ェクス ピア

EN1231ア メ リカ文 学 と文 化

EN1242英 語 によ る作 詩 法

EN1251文 学入 門

EN1253政 治 ・文 化 入 門

EN2211作 文 の基 礎

IS1811外 国人学生のための作文

IS1812外 国人学生のための話 し方

IS1813外 国人学生のための

アメ リカの歴史

音 楽

MU1611音 楽 の基 礎

外国語 哲学と宗教

GN1511ド イ ツ語 入 門

GN1521ス ペ イ ン語入 門

PY/RE1731哲 学 ・宗 教 入 門

歴 史

HI1311ア メ リカ都 市 の 歴 史入 門

HI1312ア メ リカ社 会 の 歴 史入 門

HI1313外 国 政治 と外 交 歴史 入 門

HI1322ヨ ー ロ ッパ 文化 と

社 会 の歴 史 入 門

HI1323ロ シア/ソ ビエ ト歴 史 入 門

HI1324心 理 学 、伝 記 、 歴 史 入 門

HI1331科 学 の 歴史 入 門

HI1332技 術 の歴 史 入 門

o
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③ ウェン トワース科学技術専門学校におけ る一般教育科 目とその設定

(a)一 般教育重視の背景

今回訪問 したウ ェン トワース科学技術専門学校(日 本文の訳 の関係で専門

学校 としているが、 日本の専 門学校 と異な り大学であ る。)は ニ ューイ ン

グラン ドにおける最大 の工学 系の技術者育成の学校であ り、その教育内容

はい くらか、 日本の工業系の専 門学校色を帯 びてい ると言 ってよい。

ウェン トワース科学技術専 門学校において も一般教育 は、ウースター理

工科大学 と同様、重要視 されている。 しか しなが ら日本 同様、一般教育科

目受講 に対す る学生の関心の度合いは、デ ィスカ ッシ ョンの席上で伺 うか

ぎり概 して低 いとの ことである。 したが って技術者教育 にあた り、一般教

育の意義等、学校 自体が学生 に対 して必要 に応 じて啓蒙を行 な っていると

い うことである。ただ年を追 うごとに一般教育の意義の理解が されて くる

よ うであ る。 こう した一般教育 に対す る関心度の状況は、 この学校が職業

専門教育を主体 とす る学校であ り、実務に強 い人材育成を狙 った教育を行

な ってい ること、 したが って内容的には日本の専門学校 と同様、専門分野

の教育に力を入れ、即戦力の人材育成に力を注いでい ることか らこの よう

な状況が発生 してい るようで ある。 しか しなが ら同校 においての教育体系、

技術者育成の体系を見 る限 り、決 して一般教育 は軽率 には扱われてお らず、

質の高い技術者育 成を 目指 して いる。

このよ うな状 況下 においての同校 におけ る学校の教育方針は以下のよう

に示 されている。

(ア)若 者を社会 で通用するプロフェッシ ョナルに育 てること。

(イ)教 育の哲学 は、批判す る目を持つ人を育て ること。

(ウ)キ ャリアを もった人を育て ること。 このために数学、科学の教育に

力を注 ぐ。

(エ)修 士号、博 士号を 目指す人を養成す ること。

ところで同 じ専 門技術者を育成する日本の専門学校 と、 この学校の異な

る点 は、学生に学 習プログラムによ り準学士、学士号 の取得の道が開かれ

ていることであ る。 た とえば当初、技術習得の 目的か ら入学 した者 も、学
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習の水準 の達成度合いや学生の希望によ り、 その水準 をク リアす ることに

より、図2-2で 示す ように進学の道が開かれて いるとい うことで ある。

日本 においては平成3年 、大学設置基準の改正が行 なわれた。 この改正

の趣 旨や意義が社会に広 く理解 され、 これか ら大学 と専門学校 との結びつ

きが もっと強 くなり、単位認定、単位互換が認め られるようになれば、 こ

の学校 と同様、 日本の専門学校の学生 に もこうした道 も可能 となる。 また

同一法人内で大学 と専門学校を もっ体制の法人においては、 この ウェ ン ト

ワース科学技術専門学校 と類似のルー トを作 ることにより、ウェ ン トワー

ス科学技術専門学校 とは教育内容等、学校運営、教育運営面 は大 き く異な

る ものの、体制的には近い もの となる。

1年 課程 2年 課程

5年 課程

口
4年 課程

入 学⇒ 技術修得 ⇒ 準 学 士

就 職

⇒

就 就 職

図2-2ウ ェン トワース科学技術者専門学校おける進学の展望

こうした学校の教育方針の もと、技術者の育成展望の もとにおいて作成

されて いるカ リキ ュラムは、必然 的にカ リキ ュラム全体の中において 占め

る一般教育科 目の割合 は多 い。

この専門学校におけるカ リキュラムの中に占め る一般教育科 目の割 り合

いを見 るために、 この学校の2年 課程 のコ ンピュータ科学科を取 り上 げ、

一般教育科 目と専門教育科 目のそれを図2 -3に 示すことにす る
。

2年 課程 をあえて選択 した ことは、 日本 にお ける専門学校(情 報化人材

育成連携機関の委嘱校)が 圧倒的に2年 課程が多 いか らである。
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一般教育

35%

1年 次2年 次

図2-3コ ンピュータ科学科 における専門教育 と一般教育の割合

(b)コ ンピュータ科学科のめざす もの と一般教育

ウェン トワース科学技術専門学校におけるコンピュータ科学科の教育 目

標 とす るところの概略 は、次のような点である。

「コンピュータは現代の技術社会の多 くの部分を担 ってお り、人類の努

力によ って生まれたあ らゆ る分野 に深 く関わ り合 って いる。 コ ンピュータ

科学科 は、 これ らコンピュータと深 く関わる応用分野の開発 とともに、 コ

ンピュータが ソフ トウェアによっていかに制御 されるかを理解す るのに必

要 な基礎知識を学ぶ ものである」

こうした教育 目標の もと、 コ ンピュータ科学科 にお けるカ リキ ュラムは

産業界 または ビジネス界において、多 くの異 なった分野で コンピュータを

応用で きるように、学生を教育す るもの としている。 そ してこの多岐 に渡

る分野で活躍で きるな ど人材育成 目標の達成 は、同校が行 な う一般教育が

大 いに役立って ということもで きる。

当然の ことなが らこの学科の卒業により準学士号の取得が可能であ り、

また学士号の取得への道 もこのカ リキュラムを消化す ることと、その他一

部の条件を満たす ことによ り可能 としていることか らも、一般教育 の割合

が多 いということを うかが うことがで きる。

表2-7は この学校が職業専門教育 とともに実施 して いる一般教育科 目を

表 した ものである。
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表2-72年 間 に履修す る一般教育科 目

学 年

科目
1年 次(firstyear) 2年 次(secondyear)

必 修 英 語 経済会計

政治学入門

代数および三角法

数 学 事前計算数学

微分積分学1

選 択 微分積分学1

技術物理1 技術物理H

社会科学 大学物理1 大学物理H

化学1

社会科学

(c)実 践型教育 に向けてのプログラム と一般教育

ウェン トワース科学技術専門学校において は、学位を 目指す学科の学生に

おいては、産業界に出て有給で仕事 をす る機会を与え られている共同プロ

グラム(cooperativeworksemester)が 必修科 目として用意 されている。

この プログラムは、学生時代に学んだことと関係す る内容を もつ企業に

おいて、その専門家の指導の もとに、 またそ うした企業の もとにおいて実

務経験 を積 もうとす るものである。 このプ ログラムの大 きな目的 は実務体

験(on-the-jobtraining)を 通 して教室で学ん だ ことに対す る知識 と視野

の拡大、そ して来 たるべ き就職 についての考え方の手助 けを しよ うとす る

ものである。 この共 同プログラムのために、 このプログラムに関係す る学

校の関係者は、企業の斡旋、企業への面接指導か らプログラム完成の 目標、

問題解決法 に至 るまで、学生 に対 してはさまざ まな情報を提供す るとと も



に、 これか らの共同 プログラムの成功のために企業開拓 なども行 なう役 目

を担 っている。

参考 までにこの プログラムは、学士号を取得す るためには、8ヵ 月か ら

12ヵ 月間企業においての実務経験を積む こととなっている。 また この実務

経験のプログラムは学士号取得の要件 となってはいるものの、履修単位 と

しては数え られてはいない。

ところで実務体験 を通 して技術者の育成を行な うこのよ うな専門学校 に

あって も、3年 次 、4年 次において も専門教育 と一般教育は併行 して展開

されてお り、教育課程の中での育成 目標であるコ ミュニケー シ ョン技術、

チーム作 りなどとともに、思考分析力を養い、教養 ある職業人を目指 して

いる。

図2-4は ウェン トワース科学技術専門学校の3～4年 次 に展開され る一

般教育 と専門教育 との履修単位比率の図である。但 し共 同プログラムにっ

いてはこの図の中に は含 まれて はいない。 この図か ら、 いか に一般教育 を

大切 と しているかを理解す ることがで きる。

一 般 教 育

専 門教 育3
7.5%

62.5%

初級学年(3年 次)

一 般教 育

専 門 教育
37.5%

62.5%

上級学年(4年 次)

図2-43～4年 次 に おけ る一般 教育 と専 門教 育 の 害1」合

(d)一 般教育を取 り仕切 る りベ ラルアーツ ・カ レッジ

米国における大学で、学部 レベルで多 くの専門学科を もっている場合、

学校 によっては基礎教育 にかか る部分の教育を担 当す る りベ ラルアーッの
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カ レッ ジ(CollegeofARTSandSCIENCES)を 持 つ学校 もあ る。 そ して この

カ レッ ジに属 す る学 科(department)に よ り一 般 教育 が行 なわ れ て い るよ う

で あ る。

今 回訪 問の ウ ェ ン トワー ス科 学 技 術専 門学 校 におい て も、 リベ ラ ル ア ー

ツ ・カ レ ッジを持 って お り、 関係 者 の話 か ら学 校 にお け る一般 教 育 は この

カ レッ ジに よ り取 り仕 切 られ て い る との こ とで あ る。 したが って一 般 教 育

と と もに、 コ ン ピュー タ に関す る基 礎用 語 な ど もこの カ レ ッジで学 習 をす

るよ うにな って い る。

この大学 にお け る リベ ラル ア ー ツ ・カ レ ッジは コ ンピ ュータ科 学 学 科

(ComputerScience)、 人 文科 学 ・人 文社 会学 学 科(HumanitiesandSocial

Sciences)、 経 営科 学 学科(ManagementScience)、 数 学 学科(Mathematics)、

物 理 学 科(Physics)の 諸 学 科 を有 して い る。

す で に③ の(a)で 述 べ た よ うに、 この学校 は技 術習得 の道 か ら準 学 士 、学

士 へ の道 が 開 か れて い る。 この た め最 上位 の学 位 であ る学 士号 を得 るた め

に必 要 な人 文科 学 や 社 会科 学(humanitiesorsocialscience)な ど の一 般

教 育 に 関す る教 育 の場 は 、4年 間 ま た は5年 間 の学科 教 育 の 中で 設 定 され

て い る。 この た め リベ ラル ァー ッ ・カ レ ッジで学 ぶ学 生 は、 カ レ ッ ジ自体

の もつ諸 学科 の 中で の専 攻 を と らえ る場合 もあれ ば、準 学士 取 得 後 、 リベ

ラル ア ー ツ ・カ レ ッジに な い専 門教 育 を他 の カ レッジで 専攻 す る こ と も可

能 と して い る。

しか しなが ら一般 教 育 を 志 向 した りベ ラル ア ー ツ ・カ レッ ジの カ リキ ュ

ラム は スペ シャ リス トを育 て る こと も意 識 して お り、 学 生 は必 ず カ レ ッジ

内 の諸 学科 にあ る専 攻 分 野 、 た とえ ば コ ン ピュー タ科 学B.S(Bachelor

ofScience)、 コ ン ピュー タ科 学 シス テ ムB .S、 エ ン ジニ ア リン グ ・テ

クノ ロ ジB.Sな どの 専攻 を入 学 段 階か らもっ 形 とな って い るよ うで あ る。

したが って専 門教 育 は一 般 教 育 と と もに入 学 段 階か ら始 ま って い る と い う

こ とが で き る。 これ は コ ン ピュー タ科学 学 科 に お ける一般 科 目 と専 門科 目

の 割合 の 図2-3か らも想 定 で きる こ とで あ る。

と ころで視点 を変 え て この よ うな学 校 に お け る りベ ラル ア ー ツ ・カ レ ッ

ジを見 た と き、 日本 にお け る教育 は一般 教 育 と専 門教 育が あた か も対 立 し
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ているかのよ うに見受け られ る。おおむね 日本の大学 における一般教育 は

1～2年 次にか けて行なわれ、その後3～4年 次に専 門教育 に入 ってい く

履修体系をとっているケースが多 い。(図2-5B図 参照)

こ うした教育体制の中では、一般教育の意義を入学後2年 経過 した専門

教育の段階で は、 もはや理解す ることは難 しいよ うに思われ る。 しか しな

が らこの学校の教育 システムにおいて は、一般教育 と専門教育がなん らか

の関係 や展望を もって行 なわれてお り、基礎一般教育の上 に立 った専門教

育が うま く成 されているように思われ る。

これは②で述べ たウースター理工科大学において もいえ ることである。

(3)米 国の技術教育のアク レディテーシ ョンと一般教育

(a)ア ク レデ ィテー ションの意義

米国の大学 においては、各大学のカ リキュラムの標準維持や設置基準を

維持す るためにアクレディテーションが機能を果た している。 日本におけ

る大学 において は大学設置基準などがそれ にあたる ものであり、専門学校

を身近な例 として とるな らば、基準の厳 しさはさてお き、情報処理教育の

専 門学校教育管理を行 なう通商産業省が示す情報化人材育成連携機関委嘱

校 としての基準や学校教育法 に掲げる基準であるといえ る。

ウースター理工科大学におけるコンピュータ科学学科において もCSA

B(ComputerScienceAccreditationBoard)に よって審査 され、認め られ

た学習プ ログラムを用意 し、学位が とれるようにな っている。 コンピュー

タ科学学科長の話か ら察すると、アク レディテーシ ョン自体 は学校におけ

る独 自性 のカ リキ ュラムを犯す ものと して懸念を してい るように見受ける。

しか しなが ら州か らの寄付金の援助な ど、 また学校の社会的な認知を得 る

ため には、多少の懸念 はあ って も、ア クレデ ィテーシ ョンの認可を受ける

ことの方が重要である。 このためアク レデ ィテーシ ョンの認可を受けやす

くす るためにカ リキュラムに工夫をこらしているとい うことである。

ウースター理工科大学、ウ ェントワース科学技術専門学校 ともに工業教

育進歩向上のために設 け られた工学系のアク レディテ ーシ ョンの組織AB

ET(AccreditationBoardforEngineeringTechnology)の 認定を受けて
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いる。 この組織の業務は大学における学士、 およびそれに準ず る学位、修

士号、博士号の設置基準の制定 とそれ に基づ く資格認定である。

ABETに おけるカ リキュラムの一般基準 にはカ リキュラムの 目標 と内

容、学校の管理運営、施設な どが挙げ られて いる。 また課程基準には大学

で設置す る各課程 ごとの設置基準が挙げ られてい る。

(b)ア クレデ ィテーシ ョンにおける一般教育の位置付け

ABETに おいては一般教育を重視 してお り、技術者育成 に向けて 「技

術者 は単な る専門の工業技術者で はな く、幅広い分野で対応で きる技術者」

をめざす教育方針を とっている。

この組織 の設置基準 における 「カ リキ ュラムの 目標 と内容」の うち 「目

標」 には次のよ うな項 目川 を挙げている。

(ア)社 会 に存在す る問題の うち工学的処理が可能な ものについて、実 際

的処理方法を記述 ・適応す る能力

(イ)技 術者が直面す る工業技術 と社会 との関連問題 についての完成

(ウ)技 術者 とい う専門職業 にかかわる倫理的問題の理解

(エ)生 涯学習によって職業能力を保持す る能力

こう した目標の もと、大学の4年 課程の うち3年 分 については次の学科

の科 目の履修を最低基準 として掲 げて いる。

(ア)数 学 および基礎科学(BasicScience)

(イ)工 業科学(EngineeringScience)

(ウ)工 業設計(EngineeringDesign)

(エ)人 文科学 ・社会科学

ウースター理工科大学 において はこの基準を満たすべ く数学につ いて は

42科 目の開講 を、また基礎科学 にっいては物理 関係で11科 目、化学関係 で

12科 目、生物関係で19科 目、地球科学分野で2科 目、また工業科学、工 業

設計 については数十科 目が、 また人文科学 ・社会科学分野 においては美術

史 ・技法、英語、 ドイ ツ語、スペイ ン語、歴史、人文、音楽、哲学、宗教

学な どが このために用意されている。

ア クレデ ィテーシ ョンにおいての人文科学 ・社会科学においては次のよ

一63一



うな説明 日)が 成 されてお り、一般教育の重視を伺 うことがで きる。

「人文科学 ・社会科学を学習す る意義 は幅広 い教養を身 につけ るとい う

目的にかな うのみではな く、工業関係 の専門職業につ いての 目的に もかな

うものであ る。 したが って人文 ・社会科学に関す る学習は、工業専門職の

もっ理念を反映 させ、工学教育 にふ さわ しい 目的や学校の教育 目的を達成

で きるよう計画 されなければな らない。そ して工業技術者が もっ、 その社

会的責任を充分に 自覚 し、意志決定に際 して関連する諸事項をよ り適切 に

勘案す ることがで きるよ うに、学校 は人文 ・社会科学の科 目を工学課程の

不可欠 な部分 と して組み込 まなければな らない。 この考え方はい くら強調

して も強調 しす ぎることはない。

さ らにこの人文 ・社会科学の領域 は、単 に相互に関連のない入門 コース

の組み合わせに限ることな く、上級の レベル コースを も組み入れ なければ

な らない。

また人文 ・社会科学の これ らの科 目は一般 に言われている定義 に合致 し

た ものでなければな らない。す なわち人文諸学科 とは人間とその文化 にか

かわ る知識分野であ り、社会科学 とは社会 における、 また社会 に対する個

人の関係 にっいての学習であ る。

この領域の伝統的な科 目には、 たとえば哲学、宗教、歴史、文学、美術、

社会学、心理学、政治学、人類学、経 済学、外国語がある。非伝統 的科 目

には、たとえば技術 と人間の問題、技術史、職業倫理 と社会的責任 などが

あ る。 これ らの科 目は、文化的価値に関連 した材料を相 当量含んでいるべ

きで、単に学生の技量を高めるためのルーチ ンワークでは不適切である。」

こうした方針の もとにおいて作成カ リキ ュラムには厳 しい ものがあ り、

ウースター理工科大学のよ うなIQP、MQPな ど学校独 自の プロジェク

トを もち、運営 してい く学校 にお いては、認定までには相当の期間がかか

ったよ うである。

ちなみにアク レディテー ションの完全認定 は6年 であ り、完全認定を受

けている大学は全米で40%程 度 とい う厳 しさであ る。完全認定まで には

3年 認定が有 り、 その後6年 の完全認定 とな るよ うである。 ウースター理

工科大学 は完全認定を受けて いる大学であ り、 この次の審査 は1995年
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であると関係者 は述べて いる。

(c)ア ク レデ ィテ ーシ ョンにおける一般教育 と専門教育の考え方

米国 におけ る一般教育の水準 はア クレデ ィテー シ ョンによ って保たれて

お り、各学校 とも専門教育 とともにその取 り組み は熱心であ る。

日本 における高等教育機関においては、履修す る学科 目を一般教育 プ ロ

グラムと専門教育 プログラムを明確に分離 して考え る傾向があ る。(す べ

ての高等教育機関ではない。一部の学校 において は一般教育プ ログラム と

専門教育プ ログラムを有機的に組み合 わせて いるところ もあ る。)こ れに

対 して今回訪問 した学校 において は、一般教育科 目と専門科 目ともにAB

ETの 厳 しい審査がある ものの、 また学部や学科 によ りその構成 は異 なる

ものの、一般教育 と専門教育 におけ る教育カ リキ ュラムを分離す ることは

せず、それ らの教育が何 らかの形で有機的に組み立て られ るよ うなカ リキ

ュラム ・プラ ンやプ ロジェク ト作 りに努力 してい る。言 いかえれば一般教

育科 目であ って も、専門科 目であ って も、教育 に関連す る学科 目をすべて

同一の土俵 にのせ、学生がどの ような分野を専攻 しよ うとも、社会 におい

て活躍できる教養人を いかに育て上 げるかを 目標 としてい る。 これはまた

ABETの 目的で もあるのだが。

(4)ま とめ

一般教育を専 門教育の中で どのよ うに位置付 けるか は
、学校教育機関に

より大 き く異 な ってい る。 しか しなが ら今回の調査 によ り理解で きること

は、専門教育の重要性 とと もに、それを一般教育 といかに有機的に結び付

けるか に力を注 いでいるか とい うことである。調査対象 となった学校にお

いては、学生個 々が専攻す る学科の学習を積み重ね るに したがい、履修す

る一般教育 プログラムの意義 と専門教育 とのかかわ りを 自然に理解できる

よ うにカ リキ ュラムの上で努力を して いる。また経験学習を通 してそれ ら

を認識 し、 また幅広 い知識 を習得 させ、総合的 に判断 ・学習す る基礎的な

能力を育成す る機会を学生 に与えて いるということである。 したが って技

術者育成教育 とはいえ、技術を教えることに対 して は、即効果を上げ得 る

技術教育ではないよ うであ る。
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ところで一般教育の意義 はこの調査対象の学校 を含めおおむね次のよ う

な点を上げることがで きる。

まず第1点 は、学生 に高 い教養を身につけさせ 、人間が人間 として生活

できる教養を もたせ ることである。 これ により専 門知識を身 につけた とき、

正 しくその知識 を生かす ことがで きる。

第2点 は、広 い視野で物事をみることがで きる力を養 うことである。事

門教育において も専攻分野だけを学んでいたのでは、狭い片寄 った知識 と

なって しま う。

学生の学ぶ分野 も単一領域ではな く、相互に関連す る分野 も時代 ととも

に広 くな って きているのが現状であ る。 こうした中で広い視野か ら学 問を

とらえる ことは重要 なこととな って きている。 ウースター理工科大学のI

QPの 教育、 ウェン トワース科学技術専門学校 における共同 プログラムは

まさにこの点か らきて いるものであ る。

第3点 は専門教育 に役立っ基礎知識を学生に与 えることで ある。 この基

礎知識は専門教育 の効果を上 げるだけではな く、学生の一般教育 に対す る

興味ともか らんで くることになる。 ウースター理工科大学の基礎科学やウ

ェン トワース科学技術専門学校 における りベ ラルアーツ ・カ レッジの教育

もこうした専門教育の上 に立 った一般教育の考 え方があ るので はないか と

思われる。

第4点 は、私達が 当た り前の知識 として もっていなければな らない常識

である。 これは人 間社会で生 きてい く上においての、その国の もつ文化等

の知識の習得 である。

こうした一般教育 の理念 と目標の もと、一般教育 は次の図2-5で 示 され

るよ うな履修体系 の うち、調査対象校 においては専門教育 と一般教育を平

行 して教育を行 ない、両者の教育交流を常に もっAの 型を もって履修計画

がなされてい る。 これはすでに述べたように一般 教育 と専門教育がいかに

かかわるかを理解 す るの には良い教育履修体系であ るといえる。

こうした履修体 系の もとで行なわれる一般教育 は、学校で提示 されてい

る多 くの領域の中か ら学生が独 自に教育 プログラムを作成 し、履修で きる

学校 もあれば、数科 目とい う狭い領域の中での科 目選択 しかできない学校
●
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があるとい うことである。た とえば前者 はウースター理工科大学 であ り、

後者 はウェン トワース科学技術専門学校である。 これは専門教育志 向の強

さによって異な って いるとみることができる。 しか しなが ら決 して科 目構

成が貧弱である とい うことは意味 しない。それ らは入学生の質の問題、入

学生の入学前 のバ ックグラウ ン ドなどの諸問題か らきて いるとみ る ことが

で きる。

A.専 門教育 と平行型の履修

丁

ア
誇

ユエイ
上

B.専 門教育前の履修

図2-5一 般教育の履修体系

最後に調査対象校を含め、米国の学校が一般教育 と専門教育 とのかかわ

りあいをいかに持たせ るか、 また各大学の もっ伝統 と歴史そ して教育理念

を壊 さず に、如何 に魅力的な一般教育 を取 り込んで いくか。 また さらに学

校を とりまく諸条件 をふ まえ、各々の学校 にふ さわ しい独 自の一般教育を

如何 に構成す るかを、関係者の話か ら、カ リキ ュラム構成の中か ら感 じと

ることがで きる。

今後の専門学校教育 において も 「即戦力」を売 り物 にす るだ けで はな く、

急速な時代の流れの 中で 「即戦力」の裏側に潜む 「即、使えな くな る」 と

い うことを念頭 にお き、 これか らの技術者教育を考えてい く必要が ある。
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2.4.2カ リキ ュラム の 内容 と学 生 資 質の実 態

(1)は じめに

本調査 は、今後、多量 に不足す る情報処理技術者の養成を迫 られ る我々専

門学校が担 うべ き役割を、 「育て上げるべ き技術者像」 と 「学生の資質」の

面か ら捉えよ うと した ものである。

日本 の専門学校が現在抱え る大 きな問題 の一つ に 「学生資質の幅広 さ」が

あ る。 それ ら学生を 「一律に教育す る」のは非常 に困難 であるが、教育的配

慮あ るいは教育的効果、 さ らには教育理念や学校運営のために一律的に教育

しているのが多 くの現状ではなかろ うか。

高度 な開発能力を要求 され る技術者 と、利用(応 用)能 力を要求 され る技

術者、さ らにオペ レー ション技術者は、結果 として現れた能力の差により分

離 させ る もので よいのだ ろうか。それぞれ当初 よ り目的意識を持 った学習で

あ り、教育 であるべ きなのか。

本調査 は、 「学生 資質の幅広 さ」 という面で は我が国以上 と思われる米国

の教育現場 で、 この点を どのよ うに捉え、あるいは学生 の能力、資質のバ ラ

ツキをいかに指導 し、その中で いかに独創性 を発揮 させ ているかを知 ること

によ り、我が国の専 門学校における情報処理教育のあ り方を考え ることを目

的 としている。

② 調査研究の方法

前記の調査 目的を達成す るために以下に述べ る調査質 問項 目を用意 し、予

め調査先に郵送 し、訪問当 日にデ ィスカ ッションを行 った。

本調査項 目の直接 の対象 となったのは、WPI(ウ ースター理工科大学)

とWIT(ウ ェ ン トワース科学技術専門学校)で あ る。

●調査質問項 目とそのね らい

(a)情 報処理技 術者(あ るいは一般的に技術者)を

①高度 な開発能力を要求 される技術者 と

② 開発 された技術の利用 ・応用あ るいはサ ー ビスを行 う技術者 に分 け

て考え ることに同意で きますか。

《ね らい》 本項 目は、単 なるオペ レー シ ョンか らシステム設計に幅広 く
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広が る情報処理技術者 の内、不足 しているのがどの層であ るか、 それ

を意識 した教育 システムが出来て いるのか、あるいは共通の教育 シス

テムの中で 自ず と分離 して行 くのかを調査す る目的で ある。

(b)入 学 時に能力判定を行いますか。

《ね らい》 我が国の専門学校で大 きな問題で あると思われ る 「学生 資質

の幅広 さ、あ るいは基礎学力のば らっ き」 と同様の問題 はないのか、

それを防 ぐために入学時に選抜を行 っているのかを調査す る目的 であ

る。

(c)各 科 に複数の コースが設定 されて いる場合、

*コ ース分けは何時(ど の時点で)行 われ ますか。

*コ ースの選択 は完全 に学生の意志 だけで行われますか。

<YES>教 場 ・設備、学生の能力 ・適性で問題が発生 しませんか。

問題が起 こった場合、 どのよ うに解決 して いますか。

<NO>ど のような方法で コース分 けされますか。

《ね らい》(b)に も関係す ることで あ るが、入学者本人が希望 す る専 門

コースと、適性の不一致が明 らかにな った場合、ど うい う措置が取 ら

れ るのかを調査す る目的である。

(d)必 要 とされる最低限の科 目は何 ですか。

*そ の科 目の単位数(週 当 りの時間数)は 幾 らですか。

*そ の科 目に設定 されている到達 レベルは何ですか。

*そ の科 目に合格(単 位取得)す る条件 は何ですか。どの ような方法

で判定 しますか。

*そ の科 目に合格出来なか ったとき、

・学校 はその学生 に対 し
、ど うい う処置を行いますか。

・学生 は、ど うしますか。

*不 合格者 の割合 は、 どれ くらいですか。

《ね らい》 この項 目は学校資料 よ り知 ることが出来 る部分 と、個 々には

到底調査 しきれないであろ う部分が あるが、 レベルに達 しない学生に

対す る対処につ いて調査す る目的であ る。質問文(英 文)で は割愛 さ

れた。
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(3)WPI調 査 結 果

(a)概 要

WPIは 、修 士 ・博 士課 程 の 大 学院 も持つ4年 制 の 理工 科大 学 で あ る。

現 在 、全 日制 の学 生数 は、 学 部 ・大 学 院合 わ せ て3200人 の 規模 で あ り、 こ

れ 以 外 に夜 間 コ ー スの 大 学 院 に は543人 が 籍 を置 い て い る。

昨年 、学 部へ の応 募 者 総数 は約2700人 で あ り、 そ の 内入学 を許 可 され た

者 は685人 で 、入 学 難 易 度 の高 い大 学 と して ラ ンク付 け されて い る。

WPIは 、技術 を実 社 会 との係 わ り合 いの 中で捉 え る 「理 論 と実 践 」 を

強 く要 求 して い る。 その た め 実 際 の 企 業 に 出 向 いて 問 題 を 解 決 しなが ら

"プ ロ ジ
ェク ト"を 完 成 させ る能 力 や 、地 域 社 会 の 問題 解 決 を テ ーマ に し

た"プ ロ ジェ ク ト"を 完 成 させ る能 力 を要 求 して い る。

さ らに、 これ らの プ ロ ジェ ク トを遂 行 させ る過 程 で は、 技 術 的 な能 力 よ

り も人 間性 が 問わ れ る事 が 多 く、 人文 系科 目の履 修 が必 須 と されて い る。

本 項 で は、 日本 の情 報 処 理科 に該 当す るコ ンピュー タ科 学学 科 につ いて

履 修 科 目、 卒業 要 件 、 学 生 の 実 態 な どに っ いて の調 査結 果 を ま とめ た。

(b)入 学 者 の レベ ル

日本 の各大 学 で実 施 して い るよ うな入 学 試験 はな い。 入学 希 望 者 は、 大

学 入 試委 員会(CollegeEntranceExaminationBoard;CEEB)ま た は 、

ア メ リカ大学 入試 サ ー ビス(AmericanCollegeTestingService;ACT)

の テ ス トを受 けて いな け れ ば な らない。

CEEBの 場 合 、 数学 と英 語 のSAT(ScholasticAptitudeTest)と 、

数 学 、英 語、科 学 の ア チ ー ブ メ ン トテ ス トが必 要 で あ る。

教務 部 の 話 によれ ば 、入 学 者 の レベ ル は

●SAT数 学:620～700点 、 英 語:500～580点(各800点 満 点)

合計1200点 以 上

●ア チー ブ メ ン トテ ス ト

数 学:600～700点 、 英 語:500～600点 、 科 学:500～600

点(各800点 満 点)

で あ るが 、 アチ ー ブ メ ン トテ ス トの 方 が審 査 の比 重 が重 い との ことで あ

った。

一70一



さ らに、 プ ロ ジ ェク トの遂 行 に必 要 な創 造力 ・コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力

・指 導 力 を見 るため に

●課外 活 動(ク ラ ブ活 動 の 部 長経 験 、 企業 で の経験 な ど)

●学業 以 外 に もって い る興 味 、趣 味

な ど、高 校 か らの 推薦 状 以外 に も自主 申告 させて 、審 査 を行 って い る。

この 自主 申告 に つ いて

「偽 りや 、誇 大 な 申告 を した場 合 チ ェ ックで き るのか?」

との質 問 に対 し、

「偽 って入 学 して も、授 業 にっ い て行 け ない し
、 卒業 もで きな い。

退学 す る しか な いで あ ろ う。 」

と返 って きた回 答 に、 我が 国 の現 状 を 省 みて赤 面 す る思 い であ った。

WPIの 入 学 審査 の 厳 しさ は、入 学 者 の80%が4～5年 で 卒業 して い る

事 実 に よ り、効 果 が 大 きい と考 え て い る よ うで あ る。 ちな み に、 全 米 的 な

レベ ル で 同数字 は50～60%で あ る。

(c)コ ン ピュー タ科 学 学 科 の概 要

・1969年 設 立 の比 較 的 新 しい学 科 で あ る(電 気工 学科 は1890年 創 設)

・12人 の専 任 教 授 陣(内11人 がPh
.Doctor)

・学科 学 生 数;192人(新 入 生 は毎 年50人)

・全 日制 の大 学 院生;43人

・学部 の科 目数;29

・大 学 院 の科 目数;24

・昨 年 の学 位 学 士;35人
、 修 士;30人

・3種 類 の 学士 号

① コ ン ピュー タ科 学(ComputerScience)

②iン ピ ュータ数 学(ComputerswithMathematicalApplications)

③ コ ン ピュー タ経 営学(Co叩uterswithCommercialApplications)

この 内 、 ① の コ ン ピ ュ ー タ科 学 の み がCSAB(ComputerScience

AccreditationBoard)の 認 定 を受 け て い る。 この 認定 委 員 会 は全 米 的 な

規 模 で、大 学 の教 育 内 容 を調 べ て認 可 を 行 って い る(MITの よ うな研 究

型 の大学 で は この 認 可 を取 って い な い)。
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(d)コ ン ピュー タ科 学学 科配 当の 履修 科 目 と単 位

配 当 の分 野 と最 低履 修 単位 数 は以下 の通 りで あ る。

1.コ ン ピュ ー タ科 学6単 位

(ComputerScience)(Units)

2.数 学7/3単 位

(Mathematics)

3.基 礎 科 学/応 用 科 学5/3単 位

(BasicScienceand/orEngineeringScience)

合計10単 位

(注)1科 目は17時 間で 、1/3単 位 に 当た る

コ ン ピュ ー タ科 学6単 位 の 中 に は

・た だ1っ の必 修科 目 「社 会 連 累講 座(SocialImplication)」 が あ り、

科 学 技 術 が社 会 といか に 関 わ り、 いか に使 われ て い るか を 学 習す る。

・入 門講 座 は2科 目だ けで あ る。

・1単 位 は、後 に述べ るMQPを と らね ばな らない 。

・システ ム/応 用/理 論 の3分 野 か ら各1っ 以 上 、4000レ ベ ル(一 般 的

に は4年 次割 当)の 科 目を最 低5科 目選 択 しな ければ い け ない。

表2-8に コ ン ピュー タ科 学 学 科 配 当 の 履 修科 目 と単 位 を、 図2-6に は科 目

選 択 の フ ロ ーチ ャー トを示 す。
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表2-8コ ンピュータ科学学科配当の履修科 目

基 本 コ ー ス

プ ロ グ ラ ミ ン グ

分 類A 分 類B

プ ログラ ミング入門 C言 語 とUNIX
プ ログラ ミング概論1 コ ンピュー タ入 門

プ ログラ ミング概論H プログラ ミング技法

COBOL

(最大1/3単 位)

数 学 関 係 コ ー ス

コ ン ピュー タ数 学 、 コ ン ピュ ータの た め の数 値 計 算

(最大1/3単 位)

社 会 科 学 コ ー ス

社会連累学
科学技術 と社会生活(CSコ ースにはカウ ン トしない)

(最小1/3単 位)

そ の 他 の 基 本 コ ー ス

コ ン ピュー タの構 成 と アセ ンブ ラ1 ,H
コ ン ピュー タ数 学 、 デ ー タ構造 、 フ ァイ ル構 造
オペ レー テ ィ ング シ ステ ム1、 ソ フ トウ ェア技 術

人 とコンピュータの相互作用

専 門 分 野 の 基 本 コ ー ス

(最小5/3単 位)

システム 応用 理論

オペレーティングシステムn 数値計算 アルゴリズム解 析
コンピュータネットワーク シミュレーション技 術 有 限 オートマスタ
コンピュ一夕アーキテクチュア 人工知能入門 計算理論
プログラミング言舗文締 データベース設 計

アログラミング語 部締 コンピュータグラフィクス

(最小1/3単 位) (最小1/3単 位) (最小1/3単 位)
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図2-6 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 学 科 履 修 フ ロ ー チ ャ ー ト
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同図 の よ うに、4年 間の カ リキ ュ ラムで は、29科 目 と非 常 に豊富 に用意

され て お り(学 科 長 の言)、 各 レベ ル毎 の科 目(科 目番号 の最 上位 桁 が レ

ベル)選 択 の仕 方 は 、最 小科 目数 を選 ん だ場 合

●3(レ ベ ル1000)→3(同2000)→4(同3000)→5(同4000)

の合 計15科 目で あ るが 、平 均 的 に は

●3(レ ベ ル1000)→4(同2000)→5(同3000)→6(同4000)

合 計18科 目を選 択 す るそ うで あ る。

(e)MQP

MQPは 、TheMajorQualifyingProjectの 略 語 で あ り、専 攻 分野 に

お け る知識 技 能 を 高 め、 問 題 を解 決 しなが ら一 つ の テ ーマ を ま とめ上 げ る

中 で実 社会 で の 実 力 を付 け させ よ うとす る もの で あ る。

プ ロジ ェ ク トの テ ーマ は、学 生 自身 や学 内 の教 授 陣 あ るい は学外 の協 力

企 業の 現場 の 専 門 家 に よ って提 案 され る。

4年 次 に グル ープを 作 って実 施 され る もの で あ り、 我が 国 の 卒業 研究 に

相 当す ると思 わ れ る。 説 明で は以 下 の点 が 強調 され た 。

●学 内 また は学 外 の 何 れか で行 われ る。

企業 や 公 的機 関 で の実 習 や発 表 を行 った り、CADや メー カ ーの研 究

所 を利 用 す る絶 好 の機 会 で あ る。

●DEC(DigitalEquipmentCorporation)はWPIの プ ロ ジ ェク ト

セ ンター に な って い る。 これ 以外 に も全世 界 にWPIの プ ロ ジェ ク ト

に参 画 して い る企業 が あ る。

●報 告 書 の提 出 と、 口頭 に よ る発表 の 義務 が あ る。

1989～1990年 に行 われ た コ ン ピュー タ科 学 学 科 のMQPの 幾 つ か を以下

に示す 。

``USERINTERFACEFORAGENERICTASKSPECIFICMETHODSESTIMATIONSHELL"

``DESIGNOFAKNOWLEDGEMANAGEMENTSYSTEM"

``SIMULATINGCHAOTICSYSTEMSWITHCOMPUT
ERGRAPHICS"

"SPEECHRECOGNITIONUSINGNEURALNETWORKS"

"ILLDATABASEMANAGEMENTSYSTEM"

``SPECIFICATIONSFORAPRE -AUTOROUTERERRORDETECTIONPROCEDURE"
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``DOCUMENTPROCESSINGUSINGA
TTRIBUTEGRAMMARS"

``FLOORPLANINPUTPROGRAM"

"NATURALLANGUAGEINTERFACE
TOASMALLDATABASE"

"NATURALSCENESFROMTOPOLOGICA
LMAPINFORMATION"

"PROBLEMSOLVINGINHYPERTEXT"

(f)卒 業

卒業 す なわ ち学 士号 取 得 の た め に は、(d)で 述 べ た単 位 の 他 に

●人 間性 を 高 め るた め に、一 般 教養 ・人 文 系 の履修

●専 攻 分 野以 外 の 、社 会 に お け る他 部 門の 重要 性 を理 解 し
、 それ らの 部

と協 力 し合 うこ とで 、技 術 と人 間(社 会)の 係 わ りを学 ぶ

IQP(lnteractionalQualifyingProject)の 履 修

が 要 求 されて い る。

必 要 最 低 単 位 数 は15単 位(1単 位 は3科 目(コース)分、1科 目(コース)は17

時 間 に相 当 す る)。 先 に述べ た が、 昨年 の卒 業 生(学 士 号 取得 者)が35人

で あ り、50人 の入学 者 に対 し、70%の 割 合 で あ る。説 明 に よ れ ば平 均 的 に

は80%と の ことで あ るが 、授 業 内容 か ら判 断 し、 卒業生 の レベ ル はか な り

高 い と思 われ る。

大 学 の名 声 ・社会評 価 は、卒 業 生 の 社会 にお け る活躍 ぶ りで 決 ま る ため 、

卒 業 生 の レベ ル を維持 す る こ とは大 学 に と って 非常 に重 要 な要 件 で あ る。

大 学 の 格差 は、就 職 時 の初 任給 の差 とな って大 き く現 れ る との ことで あ

る。 「2年 制 の技術 専 門学 校 の卒 業 生 は、WPI卒 業 生 と同 じポ ジ シ ョン

に は付 け な い」 と断 言 した。

(9)そ の他

本 調 査 項 目に 関わ る内容 の内 、入 学 試 験 で ふ るい分 け は行 え な い、行 っ

た と して も幅 広 い層 の 入学 生 を受 け入 れ ざ るを得 ない我が 国 の 専 門学 校 の

実 態 との違 い によ り視点 の 合 わ な い部分 が あ る。

学 生 の 脱 落 につ い て も、 その 内 容 、質 に大 きな違 いが あ るよ うだ が 、学

生 指 導 と言 う面 で は共 通 した もの もあ る。以 下 にWPIで 行 わ れ て い る学

生 指導 の ため の システ ムを紹 介 す る。

●ACADEMICADVISING



科 目の選択や、専攻分野の決定 に対 し、色々な情報や助言を与 えて く

れ るア ドバイザが決め られている。入学後、学生はア ドバイザの理解 と

協力の もと自らの責任で専攻分野を決め、履修計画をたてる。

学生は、学期の途 中で も常 にア ドバ イザ と接触 し、話合 いを行 う。

初年次初めに、基礎固めを中心 とした"FIRST-YEARADVISING"を 行 うア

ドバイザ と、専攻分野におけ る"UPPERCLASSADVISING"を 行 うア ドバイ

ザが いる。

●COUNSELINGANDSTUDENTDEVELOPMENTCENTER(CSDC)

学業を続けてい く上 でのあ らゆる障害を取 り除 くための もので、全て

の学生は無料でサー ビスを受 けることが 出来 る。

このセ ンターは月曜か ら金曜 日の午前8時30分 か ら午後5時 まで開い

てお り、いつで も相談 に行 くことが出来 る。 また、 ス トレス管理や効

果的な人間関係の作 り方などのセ ミナー も行 っている。

●MAJORSELECTIONPROGRAM

専攻分野や将来の職業決定を手助 けす るためのシステムが用意 されて

いる。それぞれの専門に対す る能力や適性 を調べ るための 自己評価テス

トを受けることが出来 る。上記 のCSDCと 同 じ建物 にあ り、同 じ時間開

設 されている。

●MATHANDSCIENCEHELPPROGRAM

数学系、科学系の科 目において、1年 生対象 に行 われ る日本 には見 ら

れない、学生 リーダを配する勉学サポー トシステムであ る。新 しい概念

や難 しい考え方、授業外に多量 な宿題が要求され る科 目につ いて、学期

の最初の週に実施 され る。

手助 けする リーダは、既 にその科 目を修了 している学部の先輩である。

リーダはその授業 に一緒 に出席 して、回 りの学生 と同 じよ うに授業 に参

加 し、週 当 り3～4コ マ(50分)の 補講 を実施す る。

●WRITINGRESOURCECENTER

レポー トな どの書 き方、 ライテ ィングについてあ らゆる指導を行 うセ

ンターで、無料でいつで も利用で きる。

外国人対象は勿論であるが、ライテ ィング技術 とい うことで米国人学
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生 に対す る指導を行 っている。

以上の ように、学生に対す るきめ細か い指導体制が設け られている。 こ

れ らシステムの実際の利用状況、効果まで調査 は及ばなか った。

単位認定 は、担 当教授 によりかな り厳 しく行われて いるよ うであるが、

不合格判定 につ いて は、学生のために、記録 に残 さない(履 修表 に不合格

と記 さない)配 慮を している。 これにより、学生が伸び伸 びと勉強す るよ

うにな り、効果があ ったとの ことである。

(4)WIT調 査結果

(a)概 要

WITは 、修学年数 として1年 制 ・2年 制 ・4年 制 を持つ科学技術専門

学校であ り、2年 制 コースでは準学士、4年 制 コースで は学士号 を取得す

ることができる。全 日制以外に、夜間や週末 ・日曜の コースが用意 されて

いる。

高校 か らの入学生が主であ るが、およそ25%は 他の教育機関か らの編入

者であ る。

1991年 の総学生数 は、3617人 である。昨年の応募者総数 は2240人 であ り、

その内入学を許可 され た者は969人 である。

外国籍 を持 つ ものは220人 であ り、総学生数 の6.1%に 当た る。全世界

56ヶ 国 より集ま って いるが、半数 はアジアか らの留学生である。

WITの 教育 は、実際に見せる事に重点をおいてお り、講義 と実習の組

合せ にな っている。 したが って、教授陣 も実務 の経験が10年 以上 とい うこ

とであ る。

また、技術の陳腐化を防 ぐために"INDUSTRIALADVISORYCOMMITTEE"

が設け られ、常に新 しい技術を紹介 している。

コンピュータ教育 に対す る考え方 は、ソフ トウェアを含めて 「その機能

をいか に有効 に利用す るか」であ り、 日本のプ ログラム開発型の情報処理

科 とは主 旨が異 なって いる。

本項 で取 り上 げた コ ンピュータ科学学科 も教養学 部(COLLEGEOFARTS

ANDSCIENCES;技 術 者や専門家に必要なバ ックグラウン ドを与え るのを 目
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的 と した学 部 で あ る)の 管 轄 で あ り、 工 学 部(COLLEGEOFENGINEERING

ANDTECHNOLOGY)の 学 科 で は な い。

(b)入 学 者 の レベ ル

WITで も、 日本 の 各 大 学 で実 施 して い るよ うな入 学試 験 はな い。

1年 制 コー スは、 技 術 の 習得 が 目的 であ り、学 位 はな い。

2年 制 コー スは、 次 の 準学 士 の 学 位が 取得 で きる。

●AssociateinAppliedScienceDegree;A .A.S.(全 日制 と夜 間)

●AssociateinEngineeringDegree;A .E.

●AssociateinTechnologyDegree;A .T.

4年 制 コ ー ス は 、 学 士 号 が 取 得 で き る 。

・BachelorofScienceDegree;B
.S.

(全 日制)

(全 日制)

(全 日制 と週末)

1991年 の資料によれ ば、入学者 の平均 レベルはSATの 点数で

&

ス－

A

E

T

S

コ

A

A

A

B

語 学

360

390

320

390

数 学

420

480

340

480

合計 点 の 平均

790

870

670

850

全体平均 380 460 840

である。 この数字 は、難関校 と言われた前述のWPIの1200点 より、かな

り低い値であるが、WITは 産学協同教育 にっいて長 い歴史 と実績を持 って

お り全米の工業界 に強 いつなが りを持 って いる。

前記 に示すよ うに、 コースによ って入学時の合格 レベルに差があるが、入

学後 にコースを変更(ス テ ップア ップ)す ることは可能である。

(c)コ ンピュータ科 学学科(応 用科学準学士、2年 コース)

このプログラムは、工業 界や産業界の色々な分野で ゴンピュ一夕を使い こ

なせ る人材を育成す るのが 目的であ る。以下 に示す カ リキュラムを履修す る
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ことで 「準学士」の学位を取得で きる。

さらに、学士号を取得す るために下記の選択が用意されている。

(ア)平 日は仕事 にっいたまま、夜間 コースまたは土曜 コース、 あるい は

その両 コースで勉学 を続 ける。

(イ)全 日制学士 コースの勉学を続 ける。

●カ リキュラム

「R」 は週 当りの座学時間数、rL」 は週 当りの実習時間数、

「C]は 学期で認定 され る時間数(単 位数)を 意味 している。

【1年 次 ・秋 期 】

「コ ン ピュー タ科 学 お よ び デー タ処 理 入 門」

「PASCALに よ る コ ン ピュー タ入 門 」

「英 語1」

「数 学1(指 定 選 択)」

「科 学1(指 定 選 択)」

R

2

3

4

4

3

L

4

2

0

0

2

C

4

4

4

4

4

ノ」、言十16820

【1年 次 ・春期 】

rCOBOLプ ロ グラ ミング1」

rPASCAL応 用 」

「英 語H」

「数 学ll(指 定 選 択)」

「2進 数 と2値 論 理 」

R

3

3

4

4

4

L

2

2

0

0

0

C

4

4

4

4

4

ノ」、言十18420

《1年 次 ・指 定選 択 科 目》

数学:「 代 数 と三 角 関 数 」、 「関数 一般 論 」 、 「微 積1」 、 「微 積H」

科 学:「 力 学入 門1」 、 「力学1」
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【2年 次 ・秋 期 】

「アセ ンブ ラ とオ ペ レーテ ィ ング システ ム」

「デー タ要 素 とフ ァイル 」

rPASCALに よ るデ ー タ構造 」

「社会 科 学(選 択)」

「簿記 会 計」

R

3

3

3

4

4

L

2

2

2

0

0

C

4

4

4

4

4

ノ」、言十17620

【2年 次 ・春 期 】

「話 法 と文 書 技法 」

「コ ンピ ュー タ システ ム と ビジネ スへ の 応用 」

「デ ータベ ー ス管 理 シス テム 」

「コ ンピ ュー タ グラ フ ィ ックス入 門」

「科 学(指 定 選 択)」

「合衆 国政府 と政 治 学概 論 」

R

1

3

3

3

3

2

L

2

2

2

2

2

0

C

2

4

4

4

4

2

ノ」、言十151020

《2年 次 ・指定選択科 目》

科学:「 力学入 門ll」 、 「力学E」 、 「化学1」

(4)コ ンピュータ科学学科(科 学学士、4年 制後半 コース)

前記の準学士を修了 した後 に、 このプ ログラムに入 る。

このプ ログラムで は、後で説 明す る 「企業実習(Co-opProgram)」 が2

学期の間必修 にな っている。 このプログラムの ほとん どの講座 は、WITの

生涯教育の一環 と して夜間や土曜 日にも開講 されている。

この プログラムに入 るためには、以下に指定す る分野の科 目と単位を修得

していなければな らない。

さ らに、 この内の64単 位にっ いて は、成績点 の平均が2.0以 上 あること

が条件であ る(4点 が最高点、成績 と点数の与え方 につ いては後述する)。

○文書および口頭発表によるコ ミュニケー ション6単 位
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o人 文学 および社会学

○数学(「 関数一般論」以上 を含む)

。科学(「 力学1」 以上を含む)

○テ クニ カルサイエ ンスおよび専門科 目

PASCAL入 門

PASCAL応 用

PASCALに よるデ ータ構造1

アセンブラ

4単 位

8単 位

8単 位

38単 位

●カ リキ ュラ ム

【3年 次 ・秋 期 】

「テ クニ カル ライ テ ィ ング」

「コ ン ピュー タア ー キ テ クチ ャ」

「PASCALプ ログ ラマ の ため のC言 語 」

「デ ー タベ ー ス応 用 」

位単

4

4

4

4

小計 16

【3年 次 ・春期】

「企業実習1」

位単

0

【3年 次 ・夏期 】

「オ ペ レー テ ィ ング システ ム」

rLISP」

「人文 科 学 あ るい は社会 科 学(選 択)」

「コ ン ピュー タ数学(集 合 論、OR、 他)」

位単

4

4

4

4

小計 16
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【4年 次 ・秋 期 】

「企業 実 習ll」

位単

0

【4年 次 ・春期 】

「人工知能入門」

「データ通信 システムとネ ッ トワーク」

「意思決定支援 システム」

「人文科学あるいは社会科学(選 択)」

位単

4

4

4

4

12

【4年 次 ・夏期 】

「システ ム運 営 」

「ソ フ トウ ェア設 計」

「コ ン ピュー タ科 学 ・セ ミナ」

「人 文科 学 あ る いは社 会科 学(選 択)」

位単

4

4

4

4

小計 16

(e)コ ンピュータシステム学科(科 学学士、5年 制後半週末コース)

前記の準学士を修了 した後 に、 このプログラムの3年 次に入 り、週末 コー

スで3年 間学習 し、科学学士を修得す ることが 出来 る。

ここの基本 プログラムでは、高級言語 によるプログラ ミング技術、 ソフ ト

ウェア設計が出来るためのハー ドとソフ ト全般の知識 を身につ ける。

基本 プログラム修了後、専門プログラムがあ る。さ らに選択により希望す

る領域のよ り深い知識 ・技術を学習す ることが出来 る。

このプ ログラムに入 るためには、以 下に指定す る分野の科 目と単位を修得

していなければな らない。

さ らに、この内の64単 位にっ いては、成績点 の平均が2 .0以 上 あることが
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条件である(4点 が最高点、成績 と点数の与え方 について は後述す る)。

○文書お よび口頭発表 によるコ ミュニケー ション

。人文学および社会学

○数学(「 代数 と三角 関数」以上を含む)

。科学(「 力学1」 以上 を含む)

oテ クニカルサ イエ ンスおよび専門科 目

8単 位

4単 位

8単 位

8単 位

36単 位

●カ リキ ュラ ム

【基 本 プ ロ グ ラム】(44単 位)

○高 級言 語

rPASCAL入 門 」

rPASCAL応 用 」 また は 「C言 語」

「PASCALに よ るデ ータ構 造1」 ま た は

「C言 語 に よ るデ ー タ構 造1」

「ア セ ンブ ラ とオペ レーテ ィ ング システ ム」

「コ ン ピュ ータ ア ー キテ クチ ュア」

○ ソフ トウ ェ ア設計

「ソ フ トウ ェア設 計 と シス テ ム開発 」 ま た は

「ビジネ ス システ ム の解 析 」

。人文 科 学 ・社会 科 学

「テ クニ カ ル ライ テ ィ ング」

「人 文 科 学 ・社 会 科 学 分 野 よ り12単 位(400レ ベ ル以 上)選 択 」

。数 学

「コ ン ピュー タ数 学(集 合 、順 列組 合 せ、 他)」 ま た は

「コ ン ピュータ数 学(集 合 論 、OR、 他)」

【専 門 プ ロ グラ ム】(8単 位)

rLISP」 ・ 「人 工知 能 入 門」

また は、

「デ ータ ベ ー ス管理 システ ム」 ・ 「デー タベ ース応用 」
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または、

rUNIX」 ・ 「データ通信 とネ ッ トワー ク」

【専門選択プログラム】(12単 位)

「システム運営」

「データ構造 とアル ゴ リズム解析」

「コンピュータグラフィックス」

「意思決定支援 システム」

「簿記会計 」

「原価計算 と生産管理 」

(f)産 学協同教育(CooperativeEducation)

産学協同教育 は、学校における教育 と実社会での仕事 の経験が相 まって完

成す るとい う米 国教育の基本的な考え方であ る。

WITは その長 い歴史の中でこの理念を貫いて きてお り、その結果、米国

の工業界 と強いっ なが りを維持 してきている。

この産学協同教育 プ ログラム 「企業実習」(Co-opと 略す)は 、学士 コー

スに入学 した学生全員に課せ られる。米国での 「企業実習」 は日本で行われ

ている、単なるアルバイ ト的 な作業よ りも質の高い ものであ り、新卒 と同 レ

ベルの給与が与え られる。

表2-9は 、Co-opの 実施時期 を示 して いる。

表2-9Co-opの 実 施 時 期

学 士4年 制 コ ー ス

学 年 秋 期 春 期 夏 期

1年 次

2年 次
平常授業 平常授業

任意選択

CO-OP

3年 次 平常授業 CO-OP 平常授業

4年 次 CO-OP 平常授業 平常授業
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学 士5年 制 コ ー ス

学 年 秋 期 春 期 夏 期

1年 次

2年 次
平常授業 平常授業

任意選択

CO-OP

3年 次 平常授業 平常授業 CO-OP

4年 次 平常授業 平常授業 CO-OP

5年 次 平常授業 平常授業 一 一 一

(9)そ の他

科 目の評価 は下記の段 階で行われ 、各 々の段階には4点 満点の重み付 けが

な されて いる。 この点数 はGAP(GradePointAverage)と して進級の判

定 材料 に使われ る。

評 価段 階(GRADE)内 容(DEFINITION) 配 点(WEIGHT)

A

B十

B

C十

C

D十

D

F

優 秀(Excellent)

優(Good)

良(Fair)

可(LowestPassingGrade)

不 可(FaH)

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

0
ぼ

ー

00

進級、卒業の実状は約40%が 脱落 との ことであった。

学生指導については、他 の学校よ り親切 に手を差 し伸べて いるとの ことで、

次の ような システムが活動 している。

●STUDENTADVISOR
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学 生20人 に付 き1人 のア ドバ イザが 割 り当 て られ てお り、学 生 は1学 期

に2回 は ア ドバ イ ザ と面 談 しな けれ ば い けな い。

留 学 生 に はINTERNATIONALSTUDENTADVISOR'SOFFICEが 常 設 されて い る。

●THELEARNINGCENTER

この 学 習セ ンタ は 日曜 日以外 、 午前7時 半か ら午後6時 まで 毎 日開 いて

お り、 授 業の 補 習 な ど、 す べ ての 学 習 の手 助 けを して くれ る。

授 業 で用 い る ビデオ資料 、 フロ ッピ ィな どが 登 録保 管 されて お り、 学 生

はそ れ を借 りだ して見 る こ とが 出来 る。 ハ ー ドコ ピーを とる こと も可 能 で

あ る。

同 セ ンタ ーで指 導 して い る先 生 も居 るが 、優 秀 な学 生 を アル バ イ トと し

て 使 って もい る。

これ ら以 外 に、他 の大学 同様

"COUNSELINGCENTER''"CAREERCENTER　 "CAREERPLANNINGOFFICE"

"COOPERATIVBEDUCATIONOFFICE''"INTERNATIONALSTUDENTADVISOR"

な どな ど多 くの サ ー ビスが提 供 され て い る。

(5)調 査項 目の 「まとめ」

ここで、調査項 目(② 参照)に したが い結果をまとめる。

(a)技 術者の区別 にっいては、 当然であ りコ ミュニテ ィカ レッジや大学 に入

ることは上級技術者への道を選ぶ ことである。

WITで は、学校の勉学にっ いて行けない者は、テ クニ シャンと して進路

を変えるべ きだ との発言であ った。

米国においてプ ログラ ミングは基礎教育 の1っ で あり、 「コンピュータを学

ぶ」 と言 うことは、 「どう使 うか」が中心である。 したが って、技術者 には

バ ックグラウン ドになる知識 、応用力が要求 される。

プ ログラ ミング技術で もって評価 されが ちな 日本の情報処理技術者 に対す

る考え方 は、考え直す時期にきて いると思われる。

(b)い わ ゆる入学試験は行われないが、入学判定の能力は 「数学」 と 「語学」

の基礎学力が基本である。

加 うるに 「ヒューマニテ ィ」が強調 されてお り、仕事は一 人で出来 るもの
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でな く、対人 コミュニケーシ ョン能力が要求されている。

(c)必 要 とされ る科 目は、すでに述べた通 りであ るが 「数学」 「科学 」 「人

文科学 ・社会科学」の比重が大 きい。

各々の科 目に対す る合格、不合格の判定 は教授の判断で厳 しく行われ、進

級につ いて、平均的に40%が 脱落す る。 しか し、 日本の脱 落 とはイメー ジが

異な り、学生の努力が不足 しレベル に到達 しなければ当然視 されてい るよ う

である。

ただ し、 日本 とは比較 にな らないほどにカウンセ リングシステムや、チュ

ータ リングシステム(レ ポー トの書 き方か ら上手 な教科書の使 い方 まで
、 そ

の学校の学 習 システムに慣れていない学生 に対 して少人数、またはマ ンツー

マ ンで指導す るシステム)が 完備 している。WITの 学習セ ンタな ど試験前

になると深夜12時 まで開いているとの ことであった。

(d)専 門プ ログラムの選択にっ いてはア ドバイジ ングシステムが完備 してお

り、入学後 ア ドバイザ と相談 の上、 「学生の責任」で決定す る システムであ

る。 したが って、能力適性の ミスマ ッチは聞かれなか ったが、設備 と学生数

のバ ランスについては、 「若干 は発生す るものの収まる」 とい う微妙 な発言

が あった。

本項 目を終えるに当 り、結果的に見 ると米国の社会通念 や物の考 え方 など

基本的な事情に対す る調査が未熟なままに、本調査を組 み立てた感が拭 い去

れず恥ずか しい思 いが残 る。で きれば次の機会には、カウ ンセ リングやチ ュ

一夕 リングシステムな どの利用状況の実態を深 く追求 し
、効果を調べ、我が

国の教育現場 に も根付 かせ たいと考えている。

一89一



L

2.4.3カ リキ ュラムを支 える教育環境

(1)は じめに

今回訪問 した2大 学、 ウースター理工科大学 とウェン トワース科学技術専

門学校 とはいずれ も工科系4年 制大学であるが、入学条件は前者の方がやや

高い。内容的に も前者で はコンピュータ科学学科の履修内容 は独立 した専門

科 目と して位置づけ られているが、後者ではコ ンピュータ科学学科の履修内

容 は他の土木、建築、機械学科の為の一般教養 ・基礎科 目という位置づけで

あった。 日本の専門学校 と比較す ると、前者 は開発型の情報処理技術者を養

成す る専門学校の情報 システム学科、後者は応用型の情報処理技術者を養成

す る専門学校の情報処理学科 に当た るといえ ようか。

両者 に共通な ことと しては、教 師は教える事に対 してプロフェッショナル

であ ることを求め られ るが、そのための土俵 はち ゃん と設定 されている。っ

まり、教えることに専念 出来 るよ うなサポー ト体制が整 っていた。例えば、

コンピュータセ ンターやイ ンス トラクシ ョナルセ ンターなどには専任スタ ッ

フが いて、教職員の技術的要望や教育研修のための トレーニ ングなどのサー

ビス ・サポー トを請 け負 っている。 このよ うな環境の中で教 員は指導技術や

教育内容や教員 と して の資格を厳 しく評価 されて いる。

学ぶ側の姿勢 にっ いて も、米国 と日本 とではだ いぶ異な っているようであ

る。教育の根底が独立 した 自立す る個人 とい う社会的精神基盤 の上 にある米

国に対 して、 日本では独立 自立 よ りもお互いに助 け合 う相互扶助 とい う社会

的精神基盤がベースにある。従 って、米国では基準 レベルに達 しなければ落

第す る事 に対 してあま り抵抗感がないよ うである。事実工科系大学での1年

生か ら2年 生への進級時の落第率 は40%が 平均的な もの とい うことであった。

その他、今回訪問 したNETGは 企業の依頼を受けて導入 システムの戦略

・戦術的運用方法の開発を して いるが これ は情報処理社会に対 してCAIT

が担 うべ き役割に対応 しているとみ ることもできよ うし、Appleは 使い手に

とって使いやすいコ ンピュータを 目指 してハー ド・ソフ トの開発を してい る

が、 これは 日本のコ ンピュータメーカが担 うべ き役割 に対応 して いるといえ

るであろう。

以上 についてカ リキ ュラムを支え る教育環境 について入手 し得 た資料 とイ
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ンタ ビューに基づ き概要を述べ、若干の感想を記 し、最後にSATの 資料 と

学生による教師の評価 シー トを添付 した。

(2)カ リキ ュラムの 目標

まず各 々の学校のカ リキュラムの 目標 をイ ンタビュー及 びプ レゼ ンテー シ

ョンの内容よ りまとめる。

(a)ウ ースター理工科大学

「21世 紀になるにあた って、専 門知識のみでな く、 それをいかに社会

へ還元す るかが望 まれてい る。そのためにエ ンジニア リングのみでな く、

さ らにマネー ジメ ン トも学んでそれ らを活用出来 る知識を学ばせ る。 そ し

てテス トに重点を置 くのではな く、 ホームワークやプロジェク トの完成の

積 み重ねに重点を置いた教育を心が けている。そのため に、 自分が行 って

いるプロジェク トを完成 させないと卒業 させ ない。 また真のエ ンジニア、

サイエ ンティス トとして完成 され るたあには文系のバ ックグラウ ン ドもし

っか りした ものを もって いない といけない。そのために、学士を取得す る

ためには人文系の科 目を取 ることを必要 とす る。」

(b)ウ ェン トワース科学技術専門学校

「コンピュータを学ぶのではな く、科 目を勉強する中で コ ンピュータを

どのよ うに使 って行 くのかを学ばせ る。そのために、すべての授業が講義

と実習の組合せ にな ってお り、実習 に重点をおいている。 目の前で実際に

見せて興味 を もたせ、仕事へでたとき役立っようにさせ る。

授業でコ ンピュータを使 うときには、① コンピュー タをただの ツールと

して考 えず に、教育 と教材の一部 と して使 う。② コンピュータを使 って よ

りよ く学生に理解を させ る。」

以上2校 の 目標を比べ ると、そのまま日本の専門学校の情報 システム学

科の目標及 び情報処理学科 の目標 にな っているので はなかろ うか。

(3)カ リキュラムの入 口(入 学条件)

次 に各 々の学校のカ リキ ュラムに入 って来 る学生 の基礎 レベ ルを知 るもの

として入学者の学力 ・適性面を比較する。
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(a)ウ ー ス ター理 工 科大 学

入学 志 願者 はCEEB(CollegeEntranceExaminationBoard)テ ス ト

ま た はACT(AmericanCollegeTestingService)テ ス トを 受 けね ば な

らな い。CEEBテ ス トを 選 択 した場合 はSAT(ScholasticAptitude

Test)と 三つ の アチ ー ブ メ ン トテ ス トが あ るD。SATテ ス トにっ いて は

資料1,22)を 添 付 した。

⑦SATテ ス ト … 学 生 の全 般 的 な知識 と適性 を調 べ るテ ス ト2)。

各 科 目800点 満点 の うち入 学 者 の レベ ル は

・数 学620～700点

・語 学500～580点

合 計1600点 満点 の うち

・合 計1100～1200点

④ ア チ ー ブメ ン トテ ス ト … 学 科 にっ いて達 成 度 を調 べ る学 力テ ス ト。

各科 目800点 満 点 の うち入 学者 の レベル は

・数 学600～700点

・英 語500～600点

・科 学500～600点

◎ プ ロ ジ ェ ク ト指 向 の審 査 … 課 外活 動 の経 験 を通 して 創造 力 、対 人

スキ ル 、 リー ダー シ ップ、 マ ネ ー ジメ ン トス キル をみ る。

・クラ ブの部 長 経 験

・全 米 科 学 フ ェステ ィバ ル へ の参加 経 験

・パ ー トタイ ム ジ ョブの経験

・その 他学 業 以 外 に趣 味 を も って い るか

「以 上⑦ ④ ◎ を もとに して 入学 者 を 選抜 して い る。

・い ままで の 経 験 よ り、SATよ りもアチ ー ブ メ ン トテ ス トの方が 大 学

で どの よ うにな って行 くか の予 測 がで き る。

・新 入生 の85%の 学 生 は出 身校 の 上位25%以 内 に入 って い る
。

・入 学審 査 の 成 否 は何 人 の 卒業 生 が 出 るかが 目安 で あ る
。 当校 で は80%

が5年 間 で 卒 業 してお り、 これ は全国 平均(50%～60%)と くらべ て

高 い。
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・大学 に入 る時点で は何 を専門にするか は未定でよい。入 ってか らどの

専 門にす るか は指導ガイダ ンスを通 して決める。」

(b)ウ ェン トワース科学技術専門学校

⑦SATの 成績

合計1600点 満点の うち入学者の レベルは

・数学 と語学 の合計850～900点

SATの 成績が悪 くて も高校の ときの成績がよいときはそれ で決 める

こともある。

④TOEFL(海 外か らの留学生対象)

490点 以上

「・どの コースへ進むか は学生が選択す る

・基準 に達 していない学生 は入学出来ない

・40%は1年 間で1年 生か ら2年 生に進級 できない

・40%は 準学士を取 れずに(2年 課程 を修了出来ず に)去 る

・この数字 は工科系大学では一般的な ものである」

ウースター理工科大学 は高 い教育 目標 に合わせて高 い レベルの学生及び

プ ロジェク ト指 向を もっ学生を求めてい る。 ウェン トワース科学技術専門

学校 は もっと一般的な レベルの学生を求 めてお り、 この レベルで の海外か

らの留学生 も多 い。

(4)カ リキ ュ ラムの 出 口(卒 業 条 件)

カ リキ ュ ラム を通過 して 出て 行 くと きの 学 生 の学 力 レベ ル を測 る もの と し

て両 校 の 卒 業研 究 の 内容 を比 較 す る。

(a)ウ ース タ ー理工 科 大学

⑦4年 間で15単 位(45コ ー ス)以 上必 要 で あ る。

④ 論 文 を3っ 提 出

(i)MQP(MajorQualifyingProject)

・1単 位(3コ ー ス)分 の比 重

・フル タイ ムで7週 や るの と同 じ

・も し3人 の チ ーム な ら1000時 間 を費 や して行 うプ ロ ジ ェク トに
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なる

例)土 木工学の プロジェク ト

汚水処理 システムの プロジェク ト設計

(ti)IQP(InteractionalQualifyingProject)

・自分が勉強 している技術 と社会 との間の相互作用につ いて勉強 し

ているかを調べ る

(m)一 般教養か ら トピック(人 文社会系 の内容)を 選んで 自分で勉

強 してまとめる

上記(i)(li)(iii)に よ り、科学面、社会性、語学面 での学生 の能力

を評価す る。

(b)ウ ェン トワース科学技術専門学校

(ア)必 要 な単位の他に、2学 期分(4カ 月 ×2)のCO-OPプ ログラ

ム(企 業での実務研修)を とらないといけない

・CO-OPプ ログラムでは企業へ新卒の社員 と同 じ待遇で入 って

仕事をする

・終了後、学生 と企業か ら実際 に行 った実務研修 の内容を報告 させ

せ る

・このプログラムには2000社 の登録候補があ り
、学生 には時給10

～13ド ルのサ ラ リーがで る。

上記 ウースター理工科大学 の卒業研究MQPは 、プロジェク ト完成型の

企業実習にな っている。一方 ウェン トワース科学技術専門学校の卒業研究

CO-OPプ ログラムはプロジェク ト開発的色彩が薄 く、企業での実務演

習にあたるよ うである。 いずれ に して も、通称 コープ(Co-op:Cooperative

EducationProgram)と よばれる企業実習はアカデ ミックなカ リキ ュラムと

オ フキ ャンパ スでの有給の企業実務経験 とを組み合 わせ るというアメ リカ

の実学指向の教育 コンセ プ トであ る。 これは、産業界 との関係が大学 よ り

も緊密 な日本の専門学校が もっともっと取 り入れてい くべ き方向であると

思 われる。
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(5)カ リキュラムの中身

ここで は日本の情報処理専 門学校 にとって一番関連があると思われたウー

スター理工科大学経営学部経営情報 システム学科のカ リキュラムの教科 目を

紹介す る。

コンピュータ技術者、SEは ビジネスのことを知 っていな いといけないの

で このバ ックグラウン ドを与え、マネージメ ン トとコンピュータ科学の知識

を融合 し、 ビジネスアナ リス ト、 プログラマ、 システムアナ リス ト、エ ン ド

ユーザ ・サポー トスタ ッフ、イ ンフ ォメー ションシステム ・マネ ージャの養

成 をす る。そのための カ リキ ュラムで取 り上げ られている科 目は以下の表 に

示す通 りである。

表2.10経 営情報 システム学科の科 目

一般 教養
数学(計 算、統計)、 人文科学、社会科学

コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ング、 デ ー タ構 造 、 コ ンピュー タ編 成

科学情報処理 データベース管理 またはデータ通信

システム概念、 システム分析と システム設計
システ ム プ ロ ジェ ク ト

、 、"

マ 不 一 ン 会計学 、経済学、財政学、組織学、商法、
メ ン ト マ ー ケ テ ィ ング、 オ ペ レー シ ョ ンズ リサ ーチ

生産、 商業保険

その他 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力が 重要

コ ン ピ ュ ー タ コンパ イラ言語(現 在PASCALだ が将来 はC言 語)

実習 アセ ンブ リ言語を使 ったプログラ ミング

第4世 代言語
パ ソ コ ン、 及 びメ イ ン フ レー ムのOS(DOS 、WIN
DOWS、UNIXを 使 った実 習)

ロー カ ルお よび イ ンタ ーナ シ ョナル ・ネ ッ トワー クを使

った電子 メール体験
パ ソ コ ンソ フ トでの 演 習(表 計 算 ソフ ト、 ワー プ ロ ソ フ
ト、 デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト、 統 計 ソ フ ト、 シ ミュ レ ー シ ョ

ンソ フ ト)

ユ ー ザ イ ンタ フ ェー ス を含 む シス テ ム開発 と ドキ ュメ ン

ト作成(シ ステムを完成 させ るMQPプ ロジェク ト)

ローカル組織 との システム開発

卒業研究 ローカル組織 での フルタイム勤務

(企業研修) プ ロ グ ラ ミング、 シス テム テス ト、 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ

ン、 システム設計 を含む
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プログラム作成中心の 日本の専門学校 と比較す ると、アプ リケー ションソ

フ トの実習が多 くエ ン ドユーザ コンピューテ ィ ング指向であるのが印象的で

あった。 もと もとシステムエ ンジニアや システムコンサルタン ト養成が この

学科の教育 目標のよ うであ り、また米国ではすでに高校において、いろいろ

な教育場面で コ ンピュー タを取 り入れた教育が行われていることもあ って、

日本の専門学校 と単純 には比較で きない。 しか し、今後は 日本 において も中

学お よび高校で コンピュータの初歩やプ ログラ ミングの初歩を習得 して くる

学生が増えることを考え ると、 日本 もま もな くこの方向に向か うもの と思わ

れ る。

(6)カ リキュラムの運用を支えるサ ポー ト体制

カ リキ ュラムの運用 にあたって は、各種サ ー ビス部門があって専任 のスタ

ッフが これを支えている1)3)4)。

(a)教 員向 け

(ア)テ ィーチ ング ・リソースセ ンタ(ウ ースター理工科大学)

・ソフ トの使 い方や、講習会の開催

・教員の教育研修の手助け

(イ)コ ンピュータ ・セ ンタ(ウ ェン トワース科学技術専門学校)

(i)管 理 システム部門

・学校の全オ フィスが コンピュータのター ミナルを もって いる

・全 ター ミナル は教務部 と直結 していて教務部長が学生 の成績 を見

た り、情報を電子 メールで流す ことが 出来 る

・全学部長 と秘書はター ミナルを もっていて、学生の履修状況や履

修条件を管理す ることがで きる

(■)ア カデ ミックサー ビス部 門

・ど うい うソフ トウェアやネ ッ トワー クを使 った らよいかの手助 け

をす る

・コ ンピュータの専門的な ことに答 え
、解決する

・週1回 すべてのパ ソコンのソフ トウェアをダウ ンロー ドして ソフ

トの ク リー ンア ップを している

・7つ あ るコンピュータ実習室の メ ンテナ ンスを している
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(b)学 生向け

(i)ラ ーニ ングセ ンタ(ウ ェン トワース科学技術専門学校)

・学業の遅れている学生のために個人指導を してい る。

・無料で週6日 、7:30～20:00ま でオ ープン

・担当教師 はいるが、学生が教 えた方が よい場合 もあ るので、よ くで

きる学生 に頼んで給料を払 って個人指導 させた りしている。

(li)ラ イティ ング ・リソース ・セ ンタ(ウ ースター理工科大学)

・プロジェク ト作業上発生す る文章作成上の問題 について専任 教員が

が毎 日無料で指導 する。講 師のほかに も、辞書の使い方や文章構成

お よび共通的な誤 りに関す るビデオ、報告書や提案書のフォーマ ッ

ト、文章技法向上 のための書籍 などが使用できる。

(皿)イ ンス トラクシ ョナル ・メディア ・セ ンタ

(ウースター理工科大学)

・ビデオ教材の開発、AV機 器 の貸出、

AV教 室にて1500本 以上 の ビデオが視聴で きる

(iv)カ ウンセ リング&ス チューデ ン ト・ディベ ロップメ ン ト・セ ンタ

(ウースター理工科大学)

・個人的な問題や職業 にっ いての カウンセ リング
、職業適性検査、健

全 なライ フスタイルのための指導、 ス トレスコン トロールや学習 ス

キルの指導、 クリエイティブな意志決定、有効 な人間関係 にっ いて

のセ ミナーの開催

(v)キ ャ リアセ ンタ(ウ ェン トワース科学技術専門学校)

・就職指導 はキ ャリアセ ンタが行 う
。CO-OP会 社の斡旋、卒業後

の就職斡旋、履歴書の書 き方 、面接の対応 もここで教 えて くれ る。

このように、キ ャンパスライ フを教員 にとって も学生 にとって も学

業面、生活面 において充実 した ものにす るための豊富なサポー ト体制

がある。 これは教育環境、職場環境を整え、その上 でプロとしての教

員が働 きまたプロを目指す もの としての学生が学 び、相互 に評価 し合

いよ り良い ものに していこうとす る姿勢が感 じ取 られる。
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(7)カ リキュラムの成果 について

カ リキュラムの成果 と しての達成度を持 った学生が獲得する就職先、職業

及 び資格 につ いて述べ る。

(a)ウ ースター理工科大学

卒業生の就職先

・システムコンサル タ ン ト

・ビジネスコンサルタ ン ト

・大 きな会社の情報処理部門

・保険会社 など

』「このよ うな就職先 にたい しては
、大学の他の学部や学科 の卒業生に対 し

て門戸が開かれているが、2年 制の テクノロジー専門学校卒業生で はオペ レ

ータな どのポジシ ョンしかない
。旅行会社な どでは新卒を雇 って ビジネスコ

ンサルタ ン トと しての社内教育 して いるところ もあるが、保険会社 などでは

経験者を専門に養成す る会社 を利用 してお り、新卒者の入 る余地 はない。 テ

クニ カルな部分や、オペ レー ションをす るだけなどの仕事には専門学校卒業

生で充分だが、 リーダやチーフとして働 くには大学的学力を持 った人材が必

要 とな る。ア シスタ ン トなどには大学教育が必要だが アシスタ ン ト教育 は大

学では行 っていない。」

米国 において は、大学 はシステムエ ンジニア、 システムコンサルタ ン トの

供給源であ り、 これ らの人材 はその基礎 と して しっか りした コンピュータ科

学の カ リキュラムを学んで いることが必要 とされてい ることが うかがえ る。

ひるがえ って 日本の現状を見てみると、大学 にはコンピュータ科学の学科 は

多 く、 その カ リキュラムの検討 も現在行 われているが、 システムエ ンジニ ア

育成の ための専門学科 はほとん どない6)。 これはシステムエ ンジニア育成の

ための学科内容が充分 な学問体系 とな っていないこと及びそれを教え る教員

が大学にいない ともいわれて いる6)。

しか し、現実 には情報処理技術者の西暦2000年97万 人不足説で も明 らかな

ように、この分野の人材は早急に必要 とされている。そこで産業界 と しては

完成品の技術者でな くその卵 を専門学校 で養成 し、そのあ とは企業で育成 し



てSEに 育て上げ るとい う解決策を取 って きたのが現状 であろう。 これが可

能であ ったの は、好景気 に支え られて企業側に卵を受 け取 って養成す るだ け

の力があ ったか らであ る。その結果、 「卵であれば何 で もいい、あとは うち

で育て るか ら」 というよ うな求人状況であ った。質 よ りもまず量の確保が企

業の死活問題であ った。 しか しこの状況 も平成3年 後期 ごろよ り怪 しくな っ

てきたよ うに思われる。

また、情報処理産業 における人材不足 もすでに量の不足か ら質の不足へ と

重点が移 り、数年前か らプログラマよりシステムエ ンジニ アがよ り多 く要望

されてい る。 この高度化 する情報処理技術者育成の養成 に応え るためには、

専門学校 と して は2年 間では短かす ぎるために3年 制、4年 制の新設が徐 々

に増えつつ あ り、そのよ うな高度情報処理技術者育成のためのカ リキュラム

の検討 も行われているη。

資格 について 目を向 けると、米国 においてはプログラマや システムエ ンジ

ニアの ための資格 については、ど うも公認 された権威 ある機関は、訪 問 した

の

範囲で聞 くか ぎ りないよ うであ った。別な調査によれば、ICCP(コ ンピ

ュータプ ロフェ ッシ ョナル認定協会)に よるコンピュータ入 門、プログラマ、

マ不一 ソヤ、 システムアナ リス トの認定試験があるよ うで あるが、 日本の2

種、1種 、特種 のようなステイタス も権威 もないよ うで ある。特 に大学関係

者の反応は冷 た く、 「資格 よりもカ リキュラムを終了 したか否かの方が大事

な実力証 明になっている」 とのことであった。 このことにっいて はカ リキ ュ

ラムの評価 と も関連 して以下で述べ る。

(8)カ リキ ュラ ム と教 員 の評価 につ い て

(a)カ リキ ュ ラムの 評 価

「ウ ース ター理 工 科 大学 の コ ン ピュー タ科 学 学科 の カ リキ ュラ ムの妥 当

性 につ い て は、CSAB(ComputerScienceAccreditationBoardコ ン

ピュー タ サ イエ ンス認 定 委員 会)が 認定 して い る。 しか し、 この認 定 は学

生 の学 力 に対 す る もの で は ない。 学校 が よ い評価 を受 け るた め に は、卒 業

生 が 社 会 的 に ど うい う ところ で働 け るかが 問題 で あ る。 職 場 に出 た と き出

身 校 に よ って 初任 給 が 異 な る。資 格 よ りもどの 学校 の どの 学科 を 出たか と
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い うことがすでに実力証 明資格になっている。」

「ウェン トワース科学技術専門学校のカ リキュラムはニ ューイ ングラ ン ド

・スクール&カ レッジ協会(NewEnglandAssociationofSchoolandCo

-lleges)が 認定 している
。」

CSABに よる認定作業 はCSABと 大学 との間で、① 認定 申込の受付、

②質問状の送付、③質問状 に沿 った大学の 自己診 断、④訪 問調査(設 備、

学科長、教員、学生等 に対す る面接)、 ⑤予備調査報告書の作成 と送付、

⑥ 回答(大 学側が予備調査報告書 にたい して訂正す る)、 ⑦認定または否

認定の理由書の作成 と送付、を もって行われ、認定 には 「6年 間の認定」、

「3年 間の認定」、 「非認定」の3種 類がある8)。

ここで、 日本 と違 う点 は、カ リキ ュラムの認定が有効期 限付 きであ り、

また徹底 した ものであるとい うことである6)8)。 そこには評価機能をフィ

ー ドバ ックと して有効 に働かせ、常によりよい ものに してい こうとす る乾

いたダイナ ミズムがあ る。 日本ではカ リキュラムの認定 を期限付 で認める

と言 う原則 は一般 にない。

CAITに よ る初級、中級、高度情報処理技術者育成指針やIPAに よ

る標準カ リキ ュラム案、専修学校教育振興会による専 門学校 における標準

カ リキ ュラム試案 も強制力はな く、また これ らがカ リキ ュラムに対す る評

価機能 とはな って いないよ うである。

む しろ、個々の学校単位 での評価機構の代わ りに、学校 カ リキュラムを

越えた国家試験 という形 で資格認定試験制度があ り、 これが各学校のカ リ

キ ュラムに対す る有効性 の評価機能 と して使われているのが現状 ではある

まいか。 この標準テス トにどれ くらい合格するかである程度そのカ リキュ

ラムの有効性が測 られていると思 われ る。

もとより資格がすべ てで はないという意見 もあ るが、各個人各学校が成

長過程 にあって、水準 も様 々である以上、何 らかのカ リキ ュラムに対す る

評価 チェック機能を必要 とす るので はないだろうか。資格試験以外には公

的な評価チェ ック機能が存在 して いない現状ではやむを得ない と思われ る。

む しろ米国の 「学歴=実 力」 システムは米国的な自立 した学校文化、企

業文化に根 ざ しているのであ って、 日本のよ うに階層的でない、誰にで も
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能力次第でどんな職業 にで もっ ける文化 ・社会の中では資格試験制度がふ

さわ しいのか もしれ ない。ただ し、進捗の早い技術 に対す る資格であ るこ

とを考え ると、有効期限の導入 などの工夫 も必要か と思われ る。

(b)教 員の評価(ウ ェ ン トワース科学技術専門学校)

教員評価 に当た って は、

・長 い時間をか けて教育の方法
、効果を評価 して評価基準の60%を

超 えないと合格 しない

・年 間査定のとき2カ 月をかけて評価す る

・教師の授業内容マニ ュアルを学部長
、同僚がそれぞれチ ェックし評

価す る

・この期 間に学生が先生 の教え方をチ ェックする … 資料3の チ ェ

ックシー ト参照

(学生 による評価項 目の例)

1

2

3

4

5

6

τ

&

9

この教科は自分の能力をかきたてたか

教師は教科内容を効果的に伝えたか

教科内容は学位プログラムにふさわしいか

教師は学生の期待にはっきり応えたか

教師は授業のために準備しているか

テキス トは流暢で教育的か

教科のための副読本は教科に関連しているか

実習室はよく準備され使いやすいか

教師は教科内容を分かりやすくするためAV機 器または他

の教材を使 って いるか

10.

11.

12.

13.

教師は役 に立つア ドバイスと補助を してい るか

試験 は公正か

全体 と して この教科 はよか ったか

友人に この教科 を推薦す るか

a)こ の教科を改善す るには、 自分 だったど うす るか

b)そ の他の コメ ソ ト
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米国ではどの学校 も学期の終わ りに、教員に対 して学生による評価、同

僚 による評価、上 司による評価をお こな っている。上下左右か らの評価を

ドライに査定に利用 し、かつ個人的 に も自分 の授業のフィー ドバ ックに利

用す る能力主義、実力主義の米国文化を感 じる。

(c)教 員の研修

(ア)ウースター理工科大学

・各学科で教職員個々がチ ェックされている

・各学科 内でいか にうま く教え られ るかを コースを作 ってチェ ックしあ

っている

・学校側 と しては
、教師が研修の提案を出 したときに委員会でチ ェック

する

(イ)ウェン トワース科学技術専門学校

・教員の トレーニ ングはや っていない

・まわ りの大学教育機関がお こなってい る トレーニ ングセ ッションに参

加す るよ う奨励 している。参加 した場合 は学校負担

・新人には経験豊富な先生のマ ンツーマ ン指導があ る

もと もと基準にあったプロフェッシ ョナルを採用 して仕事をさせ る米国

文化の中では、雇用者への再教育、再研修 とい う発想はないよ うに思われ

る。そのような投資よ りも条件 にふ さわ しい人材を新規 に採用す る考え方

であ る。 日本が再教育、再研修 に熱心 なの はやは り根底 にあ る終身雇用制

度 による ものであろう。

(9)大 学を訪問 した感想

以上米国の2大 学を視察 したが、いずれ も4年 制の大学であ り、大学 と高

校 の中間的存在 と しての2年 制主体 の日本 の専 門学校 とは必ず しも比較 出来

ない ものが残 る。例えば、米国ではSEに なれ る人材 は大学でコンピュータ

科学 をきちん と学んだ者であって、2年 制のテクニカル スクールを出た者は

SEで はな くオペ レータ的人材にす ぎない。逆 に、 日本では、SE的 人材を

大学のみな らず専門学校で も養成す ることが21世 紀へ向けての国家的課題で

あ り、専門学校の教育 目標がSE教 育へ とシフ トせ ざるをえない。 そのため
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に こそ、2年 制の専門学校 に3年 課程や4年 課程が 出来て、且つ4年 制大学

や2年 制の短期大学 との単位互換 とい うことが出てきたのであろ う。

日本の専門学校が成長 し大学のようにな った ときのモデル としては、今回

訪問 した ウースター理工科大学 とウェン トワース科学技術専 門学校 とは大い

に参考になる。2年 で準学士 とな って社会へ出て行 くもの、その後の2年 さ

らに学んで学士を とって社会へ出てい くもの、さ らには、一旦就職 してか ら

学校へ戻 ってパ ー トタイムで勉強を続 けるもの、社会 と学校 とのよ き相互作

用があ って、企業 と学校 との間にもよき産学共同体(COOPERATIVESYSTEMS)

が成立す るな らば専門学校に とって理想的な教育環境 になるだろう。

現実 のわが国を返 り見 ると、多様 な学生を収容す るだ けの キャンパス と教

育環境 に余裕が な く、入学者 の学力の レベル も非常に幅のあ る分布を してお

り、カ リキ ュラム よりも資格の方が ものをいい、学校の教育機能 よ りも企業

の教育機能の方が優 っていると感 じることもあ る。

カ リキ ュラムの内容 では、米国と比較 したとき、 日本 の専門学校はプログ

ラム作成能力に傾 き過 ぎてお り、結局 その内容 にっ いていけない学生がつ い

ていける学生以上 に発生 してい るのではないだろ うか。 ただ これが深刻な人

手不足で表面化 しない し、 また 日本における、雇用後の教育機能によって吸

収 されて何 とかバ ラ ンスを保 っているだけのよ うに思われ る。今後雇用習慣

の異なる海外か らの労働力が増加すれば、 この点 は無視で きな くなる。

もっとアプ リケーシ ョンソフ トの使い方に も比重を置 いたコースを増や し、

開発型の専門技術者ではない一般技術者の養成 にも しっか り力を入れて行か

ないと上記の ことに対応 できない し、エ ン ドユーザ ・コ ンピューティングの

時代 にそ ぐわないであろ う。

より高度化 した専門的 なコースにっいては、産学共同体 のよ うなバ ックボ

ー ンがないといたず らに修業年限が のびるだけで
、低学力 の再生産か試験勉

強力の再生産 に陥 って しま う危険性があるだろう。

どん なに理想的なカ リキ ュラムがあ ったところで、運用がまず ければカ リ

キ ュラムは機能せず成果 もあが らない。逆に少 々まずいカ リキュラムであっ

たと して も、 うま く運用 し機能すればそれな りの成果があが る。

いずれ に して も、忘 れてはな らないのは、健全 なチェック ・評価機能が ど
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こかにないとフィー ドバ ックがかか らず、改善が機能 しな くなるおそれが あ

ることである。それが国家試験 の合格率であって もよい し、CSABの よ う

な公的な認定機関であ って もよい。 どち らか一方 というよ りも、両者を共存

させ る形が好 ま しく思われ る。

さて、チェ ック ・評価機能が うま く働 くためには、仕組 みだ けがあって も

評価が いか されないので、 この部分を担 うソフ トウェアが必要 になる。 これ

について次の節で述べ たい。

(10)NETG(NationalEducationTrainningGroup)に つ いて

このNETGで は システム自身を開発するのではな く、すで にあ るシステ

ムをいかに効率よ く使 って経 営 目標を達成させ るか とい う 「システムの使 い

方を教える トレーニ ングシステムの開発 と運用」を手掛けている。

(a)経 営理念

(ア)長 期的関係の中で顧客へ付加価値を与え ることにつ いて

・創造的で実際的な解決をめざす

・成功裡 に完成 させ る

・顧客 と共同 して行 うプロセス

・短期間少予算でベ ス トな トレーニ ングシステムをめざす

(イ)従 業員 との関係 について

・仕事 に対 して公正でチ ャレンジングな場所を提供す る

・ビジネ スに関 してマネージャと従業員を熱中させ る

・周囲 とコ ミュニティに対 して責任を果たす

・絶えず改善を続 ける

(b)行 っている ビジネ スの内容

一言で言 うと単 に トレーニ ングプログラムを売 ってい るのではな く
、企

業が必要 とす る戦略 目的達成の手段を売 っているのであ り、その中に トレ

ーニ ングが含 まれてい るので ある
。以下の ようなサー ビス内容を顧客に提

供 している。

(ア)コ ンサルテ ィ ング

顧 客が抱えてい る現在～未来の問題の解決策の コンサルタ ン ト
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(イ)イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・システ ム ・デザ イ ン

各会 社 の かか え て い る問題 を解 決す る トレーニ ング シス テ ム

(ウ)マ ル チメ デ ィ ア製 品

(エ)シ ステ ム イ ンテ グ レイ シ ョン

トレ一 二 ング シス テ ム の戦 略 目標 のた め の組 み合 わ せ

(オ)実 行 と出張 サ ー ビス

コ ンピュ ー タの設 置 して あ る所 へ 出向 いて の トレー ニ ン グ システ ム

のイ ンス トー ル とフ ォロー ア ップ

(カ)評 価

トレーニ ング システ ムの戦 略 目標 にた い しての成 果 の評 価

(キ)顧 客サ ー ビス、 プ ロ グラ ム ・メ ンテ ナ ンス とア ップ デ イ ト

パ ッケ ー ジを作 って売 るだ けで な く、 そ の評価 、 メ ンテ ナ ンス、 バ

ー ジ ョンア ップ な どの ア フタ ーケ ア

*他 社 は(ア)(イ)に は秀 で て い るが 、(オ)(カ)(キ)が しっか り して い な い。

(c)ト レーニ ングで使 用 して い る媒 体

・イ ンタラ クテ ィ ブ ・ビデ オ デ ィ ス ク

対 話式 ビデオ 学 習 装 置

・ビデ オ/オ ーデ ィオ ・リフ レ クシ ョン

画像 と音 声 を使 った対 話 型 学 習装 置

・デ ィス ク トップ ・マ ル テ ィ メデ ィア

CD-ROMを 使 用 した 画 像 、音声 、 グ ラ フィ ク ス併 用 装 置

・音 声 を使 ったCBT

音声 を使 ったCAIな ど

・ワー クシ ョップ ・シ ミュ レー シ ョン

ワー ク シ ョ ップ に よ る伝 達講 習

・出版 物 と ビデオ

従 来の 媒体 で あ る書籍 とVTR

・学 習 システ ム ・イ ンテ グ レー シ ョン

それ ぞれ の ケ ー スに合 わせ た媒 体 の組 合 せ

(d)教 育 メ デ ィア開発 に必 要 な人材
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(ア)イ ンス トラクショナルデザイ ンが 出来 ること … 教え方 のデザイ

ン。

教え る内容その ものでな く、教 える内容 をモ ジュール化 し、 コース

ウェアの構造を決める人。教え る内容を決める人で はない。

(イ)メ ディアデザイ ンが 出来ること … どの教育 にはどのメディアが

必要か決め る。(グ ラフィックス、 イラス トレイタ)

(ウ)イ ンタラ クティ ビティデザイ ンが 出来 ること … 対話型 の画面で

どのCRTイ メー ジが よ く分か るか選ぶ。(学 習心理的な もの)

(エ)ソ フ トウェアをよ く理解 していること

(オ)評 価の面がよ く分か っていること

(カ)プ ロジェク トマネージメ ン トスキルを もっていること … プロジ

ェク ト全体 を見渡せ る。

(キ)コ ンサルタ ン トスキルを もっていること … 経済的な面 も含み、

予算、利益 の計算 もで きること。

「一人が全 部を兼ね備えてはいないので、才能をカバ ーするチームを作

り、それを一 つの 目標 に向けてコ ミュニケー ションさせ るか、お互 いが話

し合 えるコ ンセプ トフレーム ワークをっ くる。 それに対 してみんながイ ン

プ ッ トしてい く。」

(e)顧 客 に学 校や教育関係機関はない理 由

(ア)予 算的に無理である(会 社に とって は可能 な予算で も学校 に とって

は無理な予算であ る)

(イ)学 校関係者、教職員のプライ ドもある。

(ウ)国 の プロジェク トが ない。 これは情報教育への政府の参加度合が少

ないか らであ る(こ の点では日本を見習 うべ きか も知れない)。 米国

には2000校 以上50以 上の教育機関があるが、政府に これ らを まとめる

義務 はない。教育 は政府 によって管理 され るべ きではないと言 う基本

思想であ る。

(f)訪 問 して感 じた こと

現在CAITで は教員研修用にさまざまなコースを開設 しているが、情

報化人材育成機関委嘱校向けの研修のいずれ も教科単位、教員単位の もの
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である(委 嘱校 向け以外の研修 にはあ るようだが)。 教員研修では個 々の

教員、教科の戦術単位のスキルア ップだけでな く(こ れ ももちろん大切で

ある)、 もっと大 きな戦略単位のスキル も必要 ではなか ろうか。(特 に、

学校経営者や教務 などを担 当す る人 に対 して。)

個々の教員のスキル(モ ジュール)を 組み立てて教育 目標に向けて戦略

的にマネージする力が必要であ る。 もし、戦略的に一部が欠けていればそ

こは教育 メデ ィアで補 うこと も必要である。地方の小規模な学校 ほど これ

が必要で あるが、小規模な学校ではそれを考 え ることも、実行す ることも、

人材不足で 自校 では出来ないところが多 い。

人材が充分あ り、歴史 もあって、上記の ことを 自校で充分や っていける

学校 は この ような ことが今更問題 にはな らないか もしれないが、 ここ数年

の うちに開設 した学校で似たよ うな悩みを もっているところ も少な くない

のではないか と思 う。地方 にあ って、教員構成 もバ ラバ ラ、学校 としての

経営、戦略に も問題をは らんだ小規模な学校が まが りな りに もシステムエ

ンジニ ア、プ ログラマ養成の教育機関 としての機能を果たすには、教員の

もって いる力、教育 メディアの力、 これ らを組 み合わせて全体 としての 目

的達成を可能 な らしめ る教員のための戦術参謀、学校経営のための戦略参

謀が必要なのである。

っ ま り、学校教育 システムには(開 発 も運用 も含めて)プ ロジェク ト全

体 を管理 しコンサル タ ン トスキルを持ち、経営評価に長けた人材が必要で

ある。 このよ うなコ ンサル タン トもしくはマネージャ的人材の養成 に力を

いれなければ(こ れを教員研修 と呼ぶか どうか はともか く)、 日本の情報

処理教育機関 としての専門学校の集合体 は、担わ された機能 一(専 門学校

で システムエ ンジニア、 プログラマの人材を養成する)一 を果たせないの

で はないか。

その結果、専門学校 は階層化 し、高度情報処理を担 う学校 とそれ以外の

学 校 とが出来て行か ざるをえない。高度情報処理人材育成を担 う学校(上

位校 と呼ぶ)は すで に身につけた自校の力でよ り新 しい課題を担 って行 け

る。高度情報処理人材育成を担えない学校(底 辺校 と呼ぶ)は 自校の力で

新 しい課題 を担 うどころか、現状維持 も危な い。 その結果 として、上位校
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は安泰 に存在 していけるだ ろうが、底辺の技術者が育たなければ、情報処

理産業全体 と しては安定性に欠 け、バ ランスの悪い ものにな るので はなか

ろうか。よって、底辺校の問題 は上位校 とも無関係ではあ りえない。

我が国における情報処理産業全体の発展のため、 このよ うな学校を救 う

道が必要であ る。具体的には、手持 ちの教員や教育 メディアをど う取 り入

れて、どう組立てて使えば有効 に教育 目標を達成で きる システムが出来 る

か について指導 し、 システムの開発およびその運用 をおこな うことである。

NETGの よ うなサー ビスを 日本の専門学校に対 して、行えない もので あ

ろうか。教育機関への コンサルテーシ ョンは、米 国で も予算の問題や教師

のプライ ドの問題 か ら難 しいとの ことである。

日本の状況を考 え ると、 ビジネスと違 い教育にあ って は予算面を1校 で

負担す ることはとうて い無理なので、多枝で連携 して このよ うなシステム

の開発をす るか、或 いは国が予算を出 して このよ うな機関設置 またはプロ

ジェク トの開発 を して はどうだろうか。個人主義的傾向の深 い米国では不

可能で も、 日本で は可能性が あるのではないか。現 にCAITで は既 にE

SE(教 育 システ ムエ ンジニア)構 想を スター トさせ、協議 している。

いずれに して も、

教育 システムの開発、

教育 システム コンサ ルタン ト育成、

教育 システムエ ンジニ アの育成

とい う事業または国のプロ ジェク トが必要な段階に きて いると思われ る。

プライ ドの問題 に対 して は、学生数減少期を迎えているので、死活問題

が優先す るであろ う。

とにか くこれか らの学校 システム、特に情報処理及 びシステムを教育す

る学校 システムは従来の学校 スタイルに とどまっていて は時代遅れにな っ

て しまう。各学校が分散 システムと して機能 しっっ、全体 がネ ッ トワーク

でっなが ってその戦略 目標 を達成 して行 く形 にな らないものであろうか。

(11)お わ りに

この訪米調査で米国の情報処理教育機 関を訪問 して感 じた ことは、学校を
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教育 目標 のために計画 し、動か し、評価 し、チェックす る機構が システム と

して機能 しているとい うことで あった。学校 による大衆教育 システムはもと

もと欧米 で生 まれたわ けであ りや はり先輩の貫禄 と自信を感 じた。 日本で は

寺小屋式 の小人数教育 システムが生 まれ、今 日一番成功 してい る教育 システ

ムは予備校 と塾だと もいわれて いる。 日本では システムの どこかに手作業な

らぬボラ ンティア作業があ って システムダ ウンを防いでい るのが実態であろ

う。 この体質 と情報処理文化 との融合が情報処理専門学校 とい う学歴的に も

職域的に も文化的 にも中間的で中規模サイズの学校の宿命か もしれ ない。

わずか10日 間の短い旅行でのあわただ しい視察であ ったため と、各所 での

滞在時間が充分 とはいえず、実態にっ いてのっ っこんだ質問の出来 る状 況で

はなか った こともあ り、 い くっか の不満が残 って しまった。 この教育をささ

え る環境 は日米の間で少なか らぬ差があ り、改めて 日米の文化、教育 におけ

る違 いを感 じざるを得 なか った。 これ らは今後 も一つの課題 と して追求 して

い きたい。
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参考資料1SATに ついて

(1)SATの 目的

SATは ハイス クールの学生 にたい してカ レッジ委員会の入学テス トプログ

ラムによ り提供 され る。合衆 国とカナダにあ る2000以 上の カ レッジとユニバ ー

シティが志願者にたい して このテス トを うけることを要求 している。SATは

難易度 と体裁 において首尾一貫 した標準試験であるので、 いろんなハイスクー

ル出身者 の学力を比較で きる。

SATは カ レッジでの勉学 にたいす る出願者の適性を測 るために設計 されて

いる。 これはハイス クールでどれだけた くさんの知識を獲得 したかを試すテス

トで はな く、基礎 技能っ まり読んだ内容を理解できるか、言語を実際に使え る

かど うか、明快に理由を述べ られ るか、知 らない問題 に基本的な数学の原理を

適用で きるか とい う能 力を試 す ものである。

(2)SATの 形式

SATは3時 間の多枝選択式試験で30分 づっ6っ の試験 で構成されている。

2つ は言語能力、2っ は数学能力を試す。 この4っ は出願者が選んだカ レッジ ・

が出願者を評価す るのに使 うス コアとなる。まず この四つか ら述べ る。

2つ の言語 セクシ ョンは読解力 とボキャブラ リスキルをテス トす る。

2つ の数学 セクシ ョンは算術、代数、幾何にまたが る。必要 とす る公式 は問

題文中に与えてあるので記憶 してお く必要 はない。問題 は基礎的数学で答え ら

れ るけれ ども、 ときには見慣れない もの もある。問題 は出願者が知 っているこ

とを知 らない状況 に応用す るスキルをテス トす るように設計 してある。

SATの5番 目の部分は標準記述英語テス ト(TSWE:TestofStandard

WrittenEnglish)で ある。 これ はカ レッジで使 う教科書や試験問題 に出て来 る

記述式の英語を使 う能力をテス トす る。 ここで使 われ る問題で は与え られた文

章中の誤 りを見つけ出す ことが要求 され る。文章訂正問題では与え られた文章

中の最適解を選ばな くて はな らない。 この部分 は単独 に採点 され どの学校への

出願 にも考慮 されない。 このTSWEの 点数は出願者 を受 け入 れた カレッジが

出願者にふ さわ しい新人英語 クラスを編成す ることができるよ うにす るための

ものであ る。
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SATの6番 目の部分 は受験者が知 らない内に試み られ る。 これ は言語、数

学 またはTSWEの どこか にあ る。 このセ クションの点数はカウ ン トされない。

結果 は単に採点者 によ って将来のテス トを考察す るために使 われ る。 どこが こ

の問題 にあた っているか は固定 されて いない し、受験者 には知 らされない。従

って どの部分に も全力を尽 くす ことが重要である。

(3)点 数

どの正解 も1点 である。 もし、無解答な らゼ ロ点。どの不正解 も4分 の1点

減点(あ る数学の問題で は、 と くに量の比較の問題では3分 の1点 減点)。 こ

の間違 った解答に対する罰則はでた らめな推測が無駄になるよ うにす るためで

ある。

テ ス トの問題数 によ らず、すべてのSATス コアは200か ら800点 のスケール

で報告 される。ス コアは4っ の言語、数学 セクシ ョンに基づいて、

総合の点数、

数学の点数、

言語の点数(読 解力 とボキャブラ リの部分点を含む)

TSWEは カ レッジ出願者の選抜 に使 うわけではないので、別 に採点 され、

20か ら60点 のスケールで報告 される。
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参考資料2:SAT試 験問題のサ ンプル

FlNALPRACTICE
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⑩
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■
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624∫PreparationforTheSAT
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参考資料3:ウ ェン トワー ス科学技術専 門学校の学生 による教師の評価 シー ト
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2.4.4「SE教 育に転換 してゆ くための学習カ リキ ュラムの運用」

(1)は じめに

現在専 門学校は、 ますます不足す る情報処理技術者の育成機関 として、各

方面か ら期待 されて いる。 この社会的要請 に応 え るため に、専門学校で の技

術者教育を量か ら質 に転換 し、不足す るSE(シ ステムエ ンジニア)に 育 っ

ていける人材を育成 していかなければいけない。 これを達成するためには従

来の教育で行われていた知識 習得の ほか に、問題を発見 し解決 してゆ く能力

や、文 書化 の能力、わか りやす く正確 に口頭 で発表す る能力などの向上を は

か ることが必要であ る。 しか し、専 門学校における限 られた卒業年限のなか

において従来 これ らの事柄につ いては、時間の不足が原因でなかなかそ こま

で手が 回 らなか った というのが実情であ る。

この 問題を解 決す るための手段の ひとっ と して、次の方法 を考え ることが

で きる。す なわち、 「教育の第1の 側面である知識 の習得 においてよ り一層

の効率化をお こない、一定の知識の習得に必要 な時間の短縮をはか る。 そ し

て、 これによ り生 みだされた時間的な余裕を、第2の 側面であ る問題解決方

法の学習や文書や 口頭での発表能力の向上に振 り向けてゆ く。」(図2-7)

ことであ る。

教 育 の2つ の 側 面

知 識 の習 得 ……・…・。
…

・プ ログラム作成

溌 溺 ‡管理
・適 用業務の知識

・一般 教養

能力の開発

……ギ言語表現力

i:鍵講 勇
・対 人 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力

。.・積 極 性

図2-7

私の所属す る専門学校 において もこれの必要性が論 じられ、い くっかのア

イデ ィアを実験 しているが、現在め ざま しい と言え るほどの成果があが って
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いない。今回の視察に参加 して、 これを実現するためのい くつかの ヒン トを

得 ることができた。以下 にそれをまとめる。

(2)SEに 必要 とされ る対人 コ ミュニケー ション能力の向上の方法につ いて

単 にプログラマと して情報処理業務 に携わるのではな くSEと して プロジ

ェク トのマネー ジメ ン トを行 ってゆ くためには、さまざまな ソフ トウェア開

発対象の業務に対す る知識や経験 、グループでの開発を運営 しまとめてゆ く

ための知識や能力な どが、 コ ンピューターや プログラ ミングに関す る知識の

ほかに必要 となる。SEと して活躍 してゆける人材を育成す ることを考え る

な らば上記を総合的に行 うことが本来であり、またそれ こそが産業界か ら期

待 されていることで ある。 しか し残念なことに専門学校でのSE教 育への対応

は、SEと して業務 に携わるときに必要 となる知識を伝授す ることが中心 と

な ってお り、 さまざまな能力の開発向上や意識の啓発 といった知識伝授以外

の側面は、棚あげにな っているとい うのが実情である。 これには様 々な解決

しがたい事情がそれぞれの学校 にあるのだが、 しか し能力の開発向上 や意識

の啓発 は積極的に解 決 してゆか なければいけない課題であ る。

これ らの課題を実現 してゆ く方法にっ いて、ひとつのアイディアをっ ぎに

まとめ る。

(a)学 習カ リキ ュラム内での 口頭発表の採用

SEと しての重要な情報処理業務のひ とっ と して、顧客 との折衝があ る。

そのなかで も情 報処理業務の効率化 とい う意味あいにおいて、顧客の要求

分析 ・要求定義の重要性が現在最 も注 目されて いる。 これ らを行な うとき

に要求 され るのが、正確な言語力 と、積極的に発言 し厳密 に確認で きる対

人 コ ミュニケー ション能力であ る。 この能力を開発 し向上す るために、今

回訪問 したWPI(ウ ースター理工科大学;WorcesterPolytechncInstitute)

においては・講義 のなかでの口頭発表を積極的に取 り入れ、相応の成果を

あげているとい うことであ った。

① 口頭発表の方法

WPIで の方法 は、期 日を設 けて課題 を出題 し、それに対す る研 究成果

に関 して クラス内で全 員が発表 しあ うとい うものであ った。発表 には持
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ち時間を決め、かな り本格的に行われている様子であ った。

私の所属す る専 門学校 において も口頭発表の必要性が論 じられてはい

るが、いまだ積極 的に取 り入 れることはできていない。以下 に私の学校

を例 にとって、口頭発表を取 り入れる方法を考えてみ る。

② プログラム設計 の科 目で採用す る場合

私の学校には2年 コースが2学 科、3年 コースが1学 科 あるが、プ ロ

グラム設計の科 目は各 コースともに1学 年時に配置 されている(図2-8)。

科 目の内容は基礎的 なアルゴ リズムとプログラ ミング言語 に関す るもの

であ り、授業 の方法 は、教師が説明 し演習問題 とプ ログラム作成によ っ

て理解 させるとい う、極 めて一般的なかたちである。

3年 コース

応用情報工学科

2年 コース

情報システム科

2年 コース

経営情報科

⇔ プログラム設計の開講期間

システム設計関連科目の開講期間

図2-8

このなか に口頭発表を取 り入れ る方法 と して は、以下 の ものを考え るこ

とがで きる。

ア.宿 題に関す る口頭発表を行わせ る

従来は宿題 について は リポー トの形で提出させていたが、 これを 口頭発

表 に切 り換え るとい う方法があ る(図2-9)。 宿題 ならば学生に準備 の時間

を充分 に与えることがで きる。 しか し、一人あた りの発表時間を2分 と し

て も、全 員に発表 させ るためにはかな りの時間を費やす ことにな り、毎回

全員 に発表 させることは困難である。
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宿題を口頭発表させる

±

宿

題

図2-9

また、1回 に10人 などという人数の制限を してみて も、10人 の発表を個

別に指導することは、教師側の負担 として もかな り大 きな ものになる。ゆ

えに、この方法 は頻繁に行え るもので はな く、他 の方法 との併用で口頭発

表の機会を増やす という意味あいで採用す るべ きものであろ う。

イ.授 業の内容 について口頭発表を行わせ る

通常の授業は教 師による解説で進行す るが、 この学習内容 に関す る解説

を学生に行わせ るとい う方法が ある。教科書の小単元 ごとに担当の学生を

決め、そ こで学習 すべ き内容 を小単元の導入時に発表を させ るのであ る。

(図2-10)

瞬 ぐ … ・う芦蝿 … 〉<}… ・治
学生による 教師による プログラム

学習内容の解説 補助説明 実習

小単元

図2-10
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導入時の発表だけでな くその後の授業の運営 まですべてを学 生に任せ る

とい う実例 も聞いた ことがあるが、すべてを学生に任せ るために は相 当高

い レベルの教師側の力量が要求 され ることが予想 され、一般的には難 しい

と思われ る。 しか し、教師か らの補助説明を行 うということを前提 と して

事前学習 とい う位置付 けで学生 に発表させ ることは、人前で話す機会を増

やす とい う意味で有効 な手段であ ると考え られ る。 この方法の利点 は口頭

発表 に関す る指導の対象 となる学生の数が しぼ られることであ り、教師側

の負担 も軽 くな り、有効な指導が可能 にな ると期待で きる。

③ システム設計演 習の科 目で採用す る場合

システム設計の演習 を行 う科 目は、2年 制 コースの2学 年時1年 間 と3

年制 コースの2学 年時後期か らの1年 半 とに配置 されている。(図2-11)

3年 コ ー ス

2年 コー ス

1年生

ぐ … ・うレ

2年 生

∠

3年生

＼
、 7

ぐ … ・) ()

ぐ ・一 ・うレ プログラム設計の開講期間

く十 一一[芦 システム設計演習の開講期間

図2-11

科 目の内容 は、 クラス内を小人数の グル ープに分割 しそれぞれで小規模

の システム開発 を行 うとい うものであ り、授業 の方法 は、各グループに分

かれて作業をお こないそれぞれのグループに対 して教師が指導助言を行 う

とい うものである。 このなかに口頭発表を取 り入れる方法 として、以下 の

ものを考え ることが で きる。

・開発の内容や進捗状況に関す る口頭発表を行わせ る

従来は開発の内容や進捗状況に関するグループ単位での発表 を、2ヶ 月
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に1度 のペースで、学年のなかで同 じテーマのシステムを開発 しているグ

ルー プを集めてそれぞれのテーーマ別に口頭発表 させていたが、 これの他 に

クラス内などのよ り小 さい単位での発表をよ り高い頻度で行 うとい う方法

があ る。

発表者

口頭発表の訓練

自信の獲得

▲ 、、L
プ レゼ ンテー ション

準備

＼

図2-12

自分の所属す るグループの開発状況を報告す ることは、学生たちにとっ

て も目的意識を持 ちやす く真剣 に取 り組め るテーマであるが、発表の準備

を完全に学生たちに任せて しま うと、 こうい った人前でのプ レゼ ンテーシ

ョンの得意 な学生が発表を担当す ることにな って しまいが ちである。 しか

し、教師の側か ら発表担 当者の輪番制を提案す ることによって、人前での

発表の苦手な学生 にも強制的に機会をあたえ訓練す ることが可能であ ると

考え られ る。

一124一



本当に性格上の理 由か ら人前で発表す ることが苦手な学生に とって は、

この輪番制の発表が まわ って くることは、相当大 きな苦痛であ ることが予'

想 される。 しか し、 口頭発表の能力が彼 らの 目ざす情報処理技術者に要求

される ものであ るな らば、 これを避 けることはで きず、教育す る側 はた と

え苦痛であ って も訓練 をさせなければな らない。 また、 自分のグループの

発表 の準備 にはグループ員が積極的に協力するため、教師が直接手を下す

よ りも多 くのサ ポー トが得 られることが期待で きる。(図2 .12)

④ 口頭発表を採用す ることよるメ リッ ト

親交の浅 い相手 と積極的に対話するとい うことが可能か否かは個人の性

格に因 るところが大 き く、教育によ ってそれを改善す ることは、困難では

な いに しろ、かな り難 しい ことだ と考 え られて きた。 しか し、WPIで 調査

した ところによ ると、口頭発表による訓練を繰 り返す ことによ り、かな り

の改善が可能 であるとのことである。

口頭発表をおこなうことの効果

話すこと1

に慣 れる

はずか しい 話すことの'

億劫 要領がよく

自信がない なる

'自信が
つ く

4

図2-13

口頭発表を強制的に繰 り返す うちに学生たちの要領 もよ くな り、 自信が

っ くことによ って、尻込みす ることも少な くな るとい う。人前での発表 に

馴 れることがで きればすべての面での 自信の向上 につなが り、積極性 とい
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う個人の性格の部分の改善 まで もが可能になると考え られ る。(図2-13)

⑤ 口頭発表を採用す る うえでの問題点

口頭発表を採用する うえでの問題点 は、それが軌道 にのるまでの指導量

の多 さであ る。高等学校 を卒業後、専門学校に入学 して くる学生たちの ほ

とん どはそ ういった人前での発表の未経験者であり、初めて発表す るとい

うときには彼 らの不安 に対応す るために相当な個人指導が必要であ ると思

われ る。 また、性格的 な問題で人前で話をす ることの苦手 な者 も多 く、そ

ういう学生たちに対 して はかな りの期間の継続 した個人指導が必要 にな る

と考え られる。

WPIで 調査 した ところによる と、実際 に口頭発表 による訓練を開始す る

当初にはかな りの時間をかけて個人指導を行 ってお り、また、人前 に立つ

ことの苦手な学生にはかな りの力を割いて指導を行 っているとの ことであ

った。人前 に立つ ことの苦手な性格の学生を指導 して発表を行わせ ること

は相当な量 の個人指導を必要 とす ると考え られ、 これのための教師側の負

担 をい くらかで も軽減す る方法が ないか と質問 してみ たが、WPIに お いて

は 「現在のところ、繰 り返 しての訓練 しか方法 はみっか っていない」 との

ことであった。

(b)学 習カ リキ ュラム内でのグル ープ作業の採用

顧 客との折衝などの外を向いた業務 にたい して、SEと しての重要 な情報

処理業務の もうひ とっの側面 として、開発 グループの取 りまとめがある。

(図2-14)

これにはオペ レー ションズ リサ ーチの考えかたや、統計的 に考え判断す

るセ ンスなどが要求 され るが、最近では特 に情報処理 システム設計開発の

効率化 とい う意味あいにおいて、開発者 間での仕様の解釈の誤解を早 い段

階 に発見 し、設計開発の手 もど りを少な くす ることが重要になって きて い

る。
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SE業 務 の2つ の側面

::::難熟 熟 熱熱瓢::

A

コミュニケーション

顧鵜 〆7、
開発グル爾 ㌫ ㍉

㌔ 現状分析
・仕様設計

・システム提案
・開発

・要求定義
・テ ス ト

・納入

に ア フターケアー ・'ド キュメンテーシ・ン

図2-14

開発現場で は レビューと呼ばれ る開発者相互での打ち合わせを頻繁 にお

こない問題点を早期に発見す る工夫がな されて いるが、 レビューを行 って

も必ず問題点を発見で きるとい う保証はな く、 レビューが成功す るか否か

は レビューを運営 す るSEの 手腕次第 と言 って も過言で はない。また、 レ

ビューで発見 された問題点が その後の開発作業のなかで100%解 決 され るこ

とはな く、人間な ら必ず犯すであろ うミスを監視 し早 い段 階で解決 してゆ

くこともSEの 手腕であ る。SEが これ らの問題 を解決 しグル ープでの共

同開発を成功 させ よ うとす るときに要求 されるのが、既知の間柄のなかで

の コ ミュニケーシ ョン能力である。

共同で開発を行 うよ うな親密なグル ープ内での コ ミュニケー ショ.ンは、

顧客 との折衝のよ うな親交の浅い間柄での コ ミュニケーシ ョンに くらべれ

ば個人の性格 によ る障害 は少 な く、比較的容易 であると考 え られやすい。

しか し、親密 な間柄であ るほど馴れ合いにな りやす く、感情的な トラブル

をおそれ るあまり厳密な仕様確認などがおざな りにな りが ちであるため、

親交の浅い間柄におけるコ ミュニケーションの難 しさとは違 った性質の力

量が要求 され る。(図2-15)'
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レビューに よる設計 開発 の効率化

図2-15

しか しこのコ ミュニケー ションの力量 という言葉には非常に多岐にわた

る意味あいが含 まれて いるため、演繹的な手法で これを教育す ることは困

難であ り、 これを向上 させ るためには実際に即 した環境を提供 し、学生 に

自ら学習 させてゆ くことを考 えなければいけない。

この能力を開発 し向上 させ るために、今回訪問 したWPIに おいて は、授

業のなかでの グループ作業を積極的に取 り入 れ、相応の成果をあげている

とい うことであ った。

① グループ作業の実現の方法

グループ作業にはい くっかのテーマが考え られるが、情報処理 系の学科

においては、小規模の ソフ トウェアをグループで開発 させ ることが最 も適

切であ り、従来か ら専 門学校の情報処理教育のなかで行なわれてきて いる

ことである。 しか し、従来か らのグループ開発を再考 してみ ると、その 目

的を明確 に して いなか ったのではないか という疑問が うまれ る。 グループ

開発の目的のひとつ として グループ内コ ミュニケーシ ョン能力の向上を明
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示的にとりあげれば、必要な指導点が明確にな り効果的な指導が可能 にな

ると考え られ る。

② 私の所属す る専門学校の現状での問題点

私の所属す る専門学校においては、2年 制 コースの2学 年 時1年 間 と、

3年 制 コースの2学 年時後半か らの1.5年 間とに、小 グループでの小規模

ソフ トウェア開発を取 り入 れている。(図2-16)

← 治

図2-16

2年 制 コースと3年 制 コースとでは、 もちろん グループ開発の内容や運

営が異なり、 また2年 制 コースの中にもふたっ の学科があ りそれぞれ内容

が異なるため、本校の 中心 とな る学科であ る情報 システム科(2年 制 コー

ス)を 例示す る。

情報 システム科 において は、1学 年時の1年 間をプログラム作成に関す

る教育期 間として コン ピュータの基礎知識 に関する科 目とプ ログラ ミング

言語科 目およびその実 習を配置 し、2学 年時の1年 間を初歩的な システム

設計 に関する教育期 間 として位置付 け、 システム設計 に必要 な知識 に関す

る科 目とその演習お よび実習、実社会でのプログラムの適用分野 に関す る

周辺知識の科 目とを配置 している。(図2-17)

そ して、2年 生前期 に開講 している初歩的な システム設計開発 を経験す

ることを目的と した 「システム設計演習」 という科 目と、2年 生後期 に開

講 している学生たちに よる実 際の設計開発を行 うことを 目的 と した 「卒業

一129一



研究」 とい う科 目とにおいて、小 グループでの開発を実施 している。

2年 コース

情報 システム科

1年 生

＼
前期
認 』

2年生
後期

∠ 」L.

ぐ …7 、『qザ

司禰

、「7

治略 …静 〔 ザ

<}… 治 プ・グラム設計の開講鯛

蝿 … ・瞬 基礎嫡 に関する科目の開講期間
システム設計演習の開講期間一 (初歩的な設計を教えられながら経験する)

卒業研究の開講期間⇔ (小規模 なシステムの開発 を行 う)

← 周辺購 に関する湘 の開講期間

図2-17

実施の具体的 な方法 は、 「システ ム設計演習」で はクラス内を3～5名

の グループに分 け、教師側か ら平均300ス テ ップのCOBOLプ ログラム30本

程度か ら構成 される規模のバ ッチ システムの要求仕様を提示 し、それにつ

いて要領を教えなが ら設計 させ、詳細設計までの開発 と ドキュメ ン ト作成

を行わせ ることで、 システム設計の手順を教え、グループでの開発を経験

させる。 また、 「卒業研究」で はやは りクラス内を4～7名 の グループに

分 け、教師側 か ら平均300ス テ ップのプ ログラム14～15本 か ら構成 され る

規模 の対話型 システムの要求仕様を提示 し、機能仕様 ・詳細仕様の設計か

ら、開発、テス ト、 ドキ ュメ ン ト作成 までを、それぞれのグループで実際

に行わせてい る。

学生 たちに グループでの開発を行 わせ ると、実社会の開発現場における

悪い意味での典型の ように、考え うるか ぎ りの ミスを発生 させ る。打 ち合

わせでの検討 もれ、言葉の解釈上の食 い違 い、仕様書の記載 もれ、仕様書

の不適切な表現による仕様の読み誤 り、 レビューを怠 ることによるそれ ら

の発見の遅れ、 自グループのメ ンバーに対す る過度の期待 と甘え、 自分の
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ミスを隠す ことなどによ り、設計開発の手 もど りは多大 な ものにな り、工

程表か らは大 きく遅れ、 その責任のなす りあいによ って、時にはメ ンバー

間での感情的な もっれはグループの存在す ら危 うくす る。それ らをの り越

え ることによ って、学生たちはグループ開発のKnowHowを 獲得 してゆ くの

だが、 このKnowHowの 獲得をさ らに教師の教育活動 により支援 してゆ くこ

とが理想である。(図2-18)

グループ学習によるKnowHowの 獲得

学生

KnowHowの

獲 得 ミスの発生

原因の分析

、

図2-18

しか し現状 において は教師側のKnowHowが 不足 して いる状態であ り、積

極 的に支援で きる態勢 にはなって いない。 これの原因の ひとつ と して考え

られるのは、グループ開発 の目的を明確化 しその 目的のそれぞれにたいす

る指導内容 を決定す るとい う、演繹的な検討が欠 けて いることである。

グループ開発の目的 はもちろんグループ内でのコ ミュニケー ション能力

の向上のみで はないが、その他 の目的 もあわせて検討 しそれぞれ に必要な

指導内容を明確化する ことによって、より積極的に学生のKnowHowの 獲得

を支援 してゆ くことがで きる。
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③ 改良へのアイディア

グループ内での コ ミュニケーシ ョン能力の向上 とい う点に しぼ って、私

の学校 における指導の改良のアイディアを、以下 にまとめ る。

ア.定 期的な レビューの実施 を義務づ け、報告書を提出させ る。

学生たちに レビューの実施を指示 して も、見通 しの甘 さと面倒だ とい

う意識のせ いで大胆な省略が行なわれ、なかなか完全な形では実施 され

ない。 レビューの実施を望 ま しい ものに し、後か らの問題点の発見の助

けになるように レビューの内容 を明確 に残す ことを目的 として、 レビュ

ーの記録を グループ内に配布す るのみでな く
、教師 に も提出 させ るよう

にす る。

教師に提 出させることで学生の レビュー とその記録作成に対す る意識

の向上が期待で き、 また、教師が レビューの記録をチ ェックす ることに

よ って、問題点の早期の発見 と対策の指導が可能になる。(図2-19)

イ.レ ビューの内容を項 目化 し、 もれな く消化 させる。

学生たちに レビューを行 わせ るさいに、 レビューの 目的 と議題 につい

ては必ず指導す るのだが、 それで も打ち合わせ もれが発生 し、後か ら問

題 になることが ある。 もれの無い レビューを行 うための項 目化 したチ ェ

ック リス トを作 らせ ることで、打 ち合 わせの準備 の基 本を学 ばせ る。

(図2-19)

レビューの実施 と報告書 の提出

レビューの指導

検討内容の項目化

レ ビュ 　

・翼 諺

図2-19
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ウ.開 発上 の不具合が発見 され手 もどりが発生 した ときには、その原因

を分析させ リポー トとして提出させ る。

開発 に手 もどりが発生 した ときには、その影響が気にな り先を急 ぐた

め、手 もどりの原因究明はおろそかになりがちであ る。 しか し原因究明

を しっか り行わせ ることは、学生たちにコ ミュニケー ションの重要性を

確認 させる機会 とな り、良 い経験 となることが期待 できる。 これを確実

に行わせるために、手 もど りの原因と責任者を リポー トさせ提出させ る

ことを義務づける。後 日教師が統計的に処理 し分析す ることで、 グル ー

プでの開発の問題点 に関す る指導の資料 にす ることがで きる。

(3)学 習者の興味を維持 しこれを向上 させるよ うな、学習カ リキュラムの運

用の方法 につ いて

情報処理技術者の不足に対応 し質の良い技術者を多数育成 してい くために

は、情報処理技術を魅力あ る学習テーマに し情報処理技術者を指向す る若者

を増やす必要がある。 しか し情報処理技術 は外見に比 して非常に地味 なもの

であ り、学んでゆ くうちに興味を失 う者 も少な くない。 これを解消す るため

に情報処理教育 を、誰 もが魅力を感 じるよ うな学んで楽 しい ものに してゆ く

必要がある。学習者の興味を維持 しこれを向上 させ るよ うな、学習 カ リキ ュ

ラムの運用の工夫にっ いて まとめる。

(a)視 聴覚機器 としての コンピュータの利用

講義 形式の一斉授業の中において、学習者の理解 をはやめ、興 味を維持

す るとい う目的で、今 までOHP(OverHeadProjector)やVTR(Video

TapeRecorder)な どの視聴覚メディアが利用されてきた。(図2-20)

図2-20
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これ らを超 え る こ とが で き る新 たな メ デ ィ ア と して 、 コ ン ピュータ によ

るプ レゼ ンテ ー シ ョンを取 り入 れ る こ とが 考 え られ る。今 回 の米 国 での視

察 先 で は、 「コ ンピュー タの教 育 利用 」 とい う言 葉 は 「コ ンピュー タ によ

る プ レゼ ンテ ー シ ョンを指 す」 とい う印象 を 強 く うけ た。後 に述 べ るよ う

に米 国 で は 日本 に お いて 一般 的 な独 習 型 のCAI(ComputerAssistedInst-

ruction)は ほ とん ど意 識 され て い な い様子 で あ り、普 及度 が きわ めて低 い

こ とが 予想 され るが、 今 回視 察 した コ ン ピュ ー タに よ るプ レゼ ンテー シ ョ

ンの教育 分 野 へ の適 用 技術 の発 達 に は、め ざ ま しい ものが あ った。

NBTG(NationalEducationTrainingGroup)の 開 発 した教育 コ ース ウ ェ

ア の プ レゼ ンテ ー シ ョン技 術 は 、CD-ROM(CompactDiskReadOnlyMemory)

の記 憶容 量 の大 きさを いか しアニ メ ー シ ョンをふ ん だん に取 り入 れ たす ば

ら しい もの で あ った。

写 真2-1(NETGに て)

ま た、WIT(ウ ェ ン トワ ー ス科 学 技 術 専 門 学 校 －WentworthInstitute

ofTechnology)で はす で に コ ン ピュー タ に よ るプ レゼ ンテ ー シ ョンを利

用 した授 業 を行 って お り、実 例 と して 大 変参 考 にな った。 な お米 国で は一
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般 に、 この コ ンピ ュー ター に よ るプ レゼ ンテ ー シ ョ ンを利 用 した教 育 を 、

CBT(ComputerBasedTraining)と 呼 んで い る(図2-21)。 私 の報 告 で は 、

予 算 と教 師が 割 くこ との で き る労 力か ら 「現状 の なか で カ リキ ュ ラム に採

用 して ゆ く方 法 」 と い う観 点 で考 えを ま とめ、CBTの 技 術 的 な部 分 につ い

て は割 愛 す る。

ン ピュ一 夕に よ る

レゼ ンテ ー シ ョン

図2-21

① 利用の方法

講義 の 中での利用の形態や用途 は、従来のメディアに くらべて特 に違 う

ところはな い。講 義の流れやポイ ン トになる点を、配布用 プ リン トやOHP

用のTP(Transparent)シ ー トを作 るときの ようにディスプ レイ上に図解 し、

これを学習者 に対 して順 に記憶装置か ら呼 び出 し提示 しなが ら、講義を進

めてゆ く。

講師 の側 としては通常の指導計画を用意すれば、 それ以上 の特別 な もの

は必要がない。

② 必要 なソフ トウェア

この用途 に使用す るソフ トウェアが備え るべ き最小限の機能 は、TPシ ー

トohp用 の シー トの よ うな文字や図形の表示が 行え ることで ある(図2-22)。
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ソフ トウェアの機能

画面作 成

図2-22

文字 だけで も使えない ことはないが、学習者の興味を引 くことがむずか

しく現実的な効果 は望めない。現在よ く知 られてい るソフ トウェアの中か

ら例をさがせ ば、花子などの図形作成 ソフ トウェアや、P1.EXEな どの図形

作成機能付のワー ドプ ロセ ッサをあげることがで きる。 さ らに使いやす さ

という点を考え ると、作成 した画像のそれぞれに順序性を持たせ ることが

できるものが望 ま しい(図2-23)。

この機能を持つ ソフ トウェア としては、図形を配置す ることので きるカ

ー ド型データベ ースソフ トウェアな どが考え られ る
。

ソフ トウェアの機能

画面 に順序付 けがで きる

図2-23
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さ らに コ ン ピュー タ に よ るプ レゼ ンテ ー シ ョ ンとい う用 途 に理 想的 な ソ

フ トウ ェアの 備 え るべ き機 能 を考 えて み ると、 サ ウ ン ドデ ー タ とデ ィス プ

レイ上 で の アニ メ ー シ ョ ンとを扱 え る こ とが あ げ られ る。(図2-24)

説明必

ソフ トウェアの機 能

サ ウン ドとアニ メー ションを扱 える

図2-24

これ らの条 件 が そ な わ れ ば、相 当に効 果 的 な プ レゼ ンテ ー シ ョンを 行 う

こ とが で き る。 しか しこのふ たっ の 条件 を満 足 す るソ フ トウ ェア は、 か な

り数が 限 られ て くる。 今 まで に調 査 した 範囲 で 市 販品 の 中 か ら例 と して あ

げ る ことが 可 能 な もの は、 ア ップル コ ンピュ ー タ株式 会 社 製パ ー ソナ ル コ

ン ピ ュー タMacintosh用 の ソフ トウ ェアで あ るHyperCard、Director 、

CourseBuilderの3っ に す ぎない。

③ 必 要 な ハ ー ドウ ェア

ハ ー ドウ ェア につ い て考 え てみ る と、 コ ン ピュ ータ に よ る プ レゼ ンテ ー

シ ョンを行 う場合 に は、 多 数 の人 間が 同 時 に視 聴 で き るよ うな 出力装 置 が

必 要 にな る。 サ ウ ン ドデー タ に関 して は、 ア ンプ とス ピー カ ーを 用意 す る

ことで簡 単 に解 決 で き るが 、 コ ン ピュー タの デ ィ スプ レイを 多 くの人 間 で

同時 に見 る方 法 には 、現 在 の ところ コス トの面 で適 当な ものが 少 ない。 物

理 的 な形 態 と して は 、 次 の3っ を考 え る こ とが で きる。

'
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ア.大 型のディスプ レイを使用する方法

通常の50人 程度が入 る教室で使用 す ることを考えてみ ると40イ ンチ

程度のモニ ターが必要 になるが、 コ ンピュータ用のモニターではこの大

きさを探す ことが難 しく、また非常に高価(数 百万円以上)に なるため

現実的で はない。(図2-25)

、

圏 ㌫ 多¶イ遠

図2-25

大型 デ ィスプ レイによる

プ レゼ ンテ ーシ ョン

これ にかわ るもの と して、 コンピュータか らディスプ レイに送 られる

出力信号を、通常のテ レビジ ョン信号(NTSC信 号)に 変換す るアダプタ

が発売 されてお り、 これは比較的安価(数 十万 円程度)で ある。一般の

テ レビ放送用 モニ ターであれば大型の ものを容易 に調達す ることができ、

これに変換アダプタを通 して コンピュータのディスプ レイ信号を送 るこ

とによ り、 目的を達す ることがで きる。

しか し、 この方法では通常のテ レビを使用す ることになるため、画面

の解像度が低 く、細かな文字などが見えに くいことが問題点 として残 る。

イ.OHPを 使用す る方法

TPシ ー トのかわ りにOHPの ステージにのせて使 う、液晶パ ッ ドが発売

されてい る。 これをデ ィスプ レイとコンピュータとの中間に接続す るこ
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とに よ って 、 デ ィ ス プ レイ の 映像 をOHPで 投 影 す る こ とが で きる。

(図2-26)

OHP用 液 晶 パ ッ ドに よ る

プ レゼ ン テ ー シ ョン

図2-26

この方法の利点 は設備が安あが りな ことである。OHPと スク リー ンは

既存の ものを使用で きるので、OHP用 液晶パ ッ ド(数 十万円程度)を 購

入す るだけでよい。現在の ところ、 これが最 も現実的な方法であ る。

ウ.多 数のコ ンピュータをネ ッ トワーク接続す る方法

ネ ッ トワーク接続 したコ ンピュータを各人 に配置 し、 同一の映像 を提

供す る方法である。 この形態を実現で きれば、学習者個 々の視認性 は飛

躍的 に向上 し、また ソフ トウェア環境が整えば双方 向で アクセスす るよ

うな対話形態での使用 も可能になる。現在 の ところ、機能的に も価格の

面か らも満足で きる製品 はな く、将来の理想 のひとつ と して考え られて

いる。

④OHPやVTRな どの従来の視聴覚機器 との違 い

従来か ら使用 され ているOHPやVTRな どの視 聴覚機 器 と、 コ ンピュー タ

によるプ レゼ ンテー シ ョンとの大 きな違 いは、 コンピュータが双方向性 を

持 ち、対話的な使用 を許す ことであ る。以下 に各機器 と比較す る。

VTRを 使用す ることの メ リッ トは、アニメー シ ョンを用 いることが可能

にな る点であ る。動 く画像のあたえ る印象の強 さには絶大 な ものがあ り、
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その効果は、 「動画でなければ説 明がで きない事柄を理解 させ られ る」 と

い う事 のみ にとどまらない。 しか し、講義のなかでVTRを 使用す る場合 に

っいて考 えてみ ると、教師による口頭での説明 との連係が困難で あるとい

う問題点が うか びあが って くる。VTRの 再生を開始 す ると、適切 なポイ ン

トで停止 して説 明を くわえ ることが難 しく、またVTRを 再生 しなが らの

説 明で は学 習者の興味がVTRに 行 って しまい、教師 に注 目させ る ことが難

しくなる。学習者か らの質問があ ったよ うな ときに、講義 開始前に用意 し

た提示順序か らはずれて任意の場所 を提示す るとい うよ うな柔軟な使用が、

早送 り巻戻 しの操作に時間がかか ることか ら困難である。 さらに、教材の

自作 とい う観点 か らもVTRは 身近 な教具で はない。VTR教 材 の作成 には非

常に時間が必要であ り、 また作成用の機材 を用意す るためには数百万円を

超え る投資が必要であることか ら、なかなか 日常的 に取 り入れる ことはで

きない。

OHPを 使用す ると上記のVTRの 持つ問題 点を解 決で きることか ら、従来

OHPは 講義形態の授業で広 く使われて きた。提示 の順序や時期を完全 に教

師が コ ン トロールできるので、講義の流れ にあわせて随時調整が可能であ

る し、提示 したい内容をTPシ ー トにまとめ ること も、特殊な装置や技能を

要求せず、簡単 に安価に実現で きる。 しか し、 もちろん アニメー ションを

提示す ることはで きない し、色彩表現 もきわめて限定 され る。 また、音デ

ータを扱 うこともで きない
。

ここにコンピュータを持 ちこむ ことで、文字 も図 もアニメー ションも音

も、全てを連係 させて総合的に扱 うことが可能になる。 コンピュータの記

憶装置 に必要 なデータを格納することで、文字であるとか、図であ るとか、

アニ メー ションであるとかの区別を意識す ることな しに、同一 の操作手順

で、必要 な情報を混在 させて扱 うことが可能になる。

⑤ コンピュータによるプ レゼ ンテーシ ョンを採用す ることのメ リッ ト

VTRやOHPを 使 うことにたい して コ ンピュータによ るプ レゼ ンテー シ ョ

ンを採用す ることについてのメ リッ トは、教 師にとって多大 な ものであ る
。

第1に その手軽 さが あげ られ る。OHPとVTRな ど とい う複数 のメデ ィア

を用意す ることに くらべて、 コンピュータ と出力機器だけですむ というこ
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とは、機器操作 の習熟にかけ る時間を節約することがで き、また、すべて

の教材を コンピュータの記憶装置 に格納で きるため、 「ビデオテープを持

って、TPシ ー トの枚数 と順序 を確認 して」などといった煩雑な準備作業か

ら開放 され る。

第2に その教育効 果があげ られ る。OHPとVTRを 併用 す るよ りも準備が

簡単であるので、視聴覚効果を多用 した学習者 を飽 きさせない授業の構築

が可能 にな る。VTRで は操作の困難な短 時間の映像を数多 く取 り入れ ると

いった手法が、 コ ンピュー タにるプレゼ ンテーシ ョンで は可能 になるので、

さ らに教師の表現の幅が広が る。

ご
劣

≧

鉱
緊

奮

ン

㎡ パ・ ・、乙二㎡鰺

'響"

㍗.

●

パヤ 朝

亀

プ

㌦
ご

滝一
撃

、

,
必

詳㌻
弩

写 真2-2

⑥ 問題点

コ ンピュータによるプ レゼ ンテーションを利用する上での最大の問題点

は、教師側の準備の時間が通常 より多 く必要 にな る点である。 コンピュー

タによるプ レゼ ンテー シ ョンでは、サ ウン ドデータやアニ メー ションを用

意 す るのであ るか らよ り多 くの準備時間が必要 になるのは当然であ り、

VTRな どを使 ってアニメー ションを用意す ることに くらべれば時間が節約
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で きてはいるのだが、教 師の忙 しい日常 を考えれば、 どう して も必要 な部

分以外 に積極的に これ らを取 り入れ ることは、なかなか進 まない ものと思

われ る。教師側の意識づ けがポイン トとなろ う。

(b)独 習型CAIに 関す るアイディア

専門学校での限 られた時間のなかで、知識 習得を効率的 に短時 間で終了

し、よ り高度 な教育を行な ってゆ くための方策のひとっ として、CAIが 積

極的に採用 されて きている。

専門学校に入学 して くる学生の基礎学力の差 は著 しく、 また最近 はパ ソ

コンを自己所有 してかな りの知識 を習得 した うえで入学 して くる学生 も多

い ことか ら、一斉授業の形態の中で そのすべてに対応することはほとんど

不可能であ り、学力が下位の ものと上位の もの とにっいて は、授業の中で

は切 り捨てざるを得ないのが現状であ る。授業にっいていけない下位学生

をいかに拾 いあげるか、また授業 よ り先行 している上位学生をいかに伸ば

すかが、私の所属す る専門学校のみな らず各校において大 きな課題 とな っ

て いるところであ り、 これを解決す るためにより一層の 「教育の個別化」

を促進す ることが最上 との結論 にな っている。 しか し、個別化 された教育

を実施す るためには、従来に比 して莫大 な教育側のパ ワーを必要 とす る。

これの解決策 の一 つ として、多 くの教育機 関でCAIの 導入を積極的 にすす

めている。(図2-27)
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一斉授業では

対応不可能

一斉授業で

対応可能

一斉授業では

対応不可能

図2-27

私の所属す る専 門学校 にお いて もすで にい くつ かのCAIコ ースウェアを

導入 し、授業 の進度に遅 れた学生の補習や授業 より先行 したい学生の予習

用などの用途 に使用することによって、少なか らず成果 をあげているが、

現存す るCAIに は解 決すべ き課題が多 く、さ らに改良す ることによ って大

き く効果をあげることがで きると考え られる。

今回の米国視察の なかで、何度かCAIに 関す る質問を 出 してみたが、視

察先 の多 くは、 日本で一般 的な独習型のCAIを 使用 す ることの効果 にっい

て は、懐疑的であ った。 その主 旨は 「学生がCAIで 独 習 していて も、疑 問

点 について質問がで きないではないか」とい うものであ り、米国側 に独習

型 のCAIを 使 うことにたいす るKnowHowが な い ことが その主 な理 由で あ

って、 日本 での運用のよ うに説 明員を配置す るな どの方法で これを解決で

きるものと考え られ るが、 この米 国側か らの指摘 は現在 の独習型CAIを 改

良す るための、アイディア ともな っている。

① 現在の独習型CAIの 問題点

従来のCAIは 、 コースウェアの設計の段階でス トー リを決定 し、学習者
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はそのス トー リに沿 って フ レーム(画 面)を 進む ことによって学習する。

ここにおいて学習者か ら可能な選択は、 「メニ ューに来た ときにどれを選

ぶか?」 と言 った程度の 、 きわめて限定 された もので ある。(図2-28)こ の

現在の形のCAIで は、学習その もの よりも 「コンピュータに触れ ることが

楽 しい」 とい う、学習者 に とって外発的な動機づ けで、学習効果を上げて

きた面が否 めない。 これは、導入当初 には驚 くほどの成果を上げ るCAI学

習が、学習者が慣れて くるに したが って学習効果の向上度が減少 して くる

ことか らも裏付け られ る。

従来の独習型CAI

－

図2-28

CAIに よ る学習効果 の向上を もっと本質的な ものにす るためには、学習

者がCAIを 使 って学習す ることの楽 しさを、 「コンピュータにさわ ること

が楽 しい」 とい う外 発的な ものか ら、rCAIだ か ら勉 強す る ことがたの し

い」 とい うような内発的な ものへ と、変化 させていかなければいけない。

② 改良の アイデ ィア

現存す るCAIの よ うに コースウ ェアの指示 どお りに学習す るとい う学習
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者にとって受動的な学習形態で はな く、学習者が主導権を持 ち、学習順序

や学 習内容の選択をす るとい う能動 的な学習形態を取 るよ うな設計 をす る

ことで、学習者の知的好奇心 をひきだ し楽 しい と感 じさせ ることが可能 に

な る。(図2-29)

学習者が主導権 をもつCAI

醜明 や例題 が⑨暑

か蒼 か ぱ学 習者 圓

身 が綱剛 で 書る。

別 ⑳嘩 習 系 列へ の

任 意 の 魏 ぴ だ しが

で 趨る

図2-29

学習者が主導権を持 ち、学習者のア クシ ョンにCAIシ ステムが 応え る形

で学習が成立す ることにより、学習 はよ り内発的な動機づけで進め られ る

ことが期待で きる。

(4)ま とめ

今 回の海外視察によって、情報処 理教育では先進的 ともいえ る米 国の状況

を調査 し、新 しい視点で さまざまな ことを考え ることが できた。 その中か ら

この報告にまとめたよ うな、 い くっかのアイデ ィアを得 ることがで きて幸 い

であ った。 これ らのアイディアを実現 し、専門学校の教育内容の質的転換を

はか ってゆ くのが今後の課題 であ る。

報告のなかで まとめた アイディアにはす ぐに実現可能 なもの もあ り、 これ

を進 めてゆ くことで技術者教育の進歩に貢献できれば幸いであ る。
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第3章

教 育 メ デ ィ ア の 麗 麗§

と 測 用





3.1調 査研究テーマ

教育 メデ ィアの開発 と運用

3.2調 査研究担当者名

読売東京理工専門学校

九州電子計算機専門学校

麻生電子ビジネス専門学校

井上 和彦

小野 信一

沖田 敏治

3.3調 査研究の概要

3.3.1調 査研究 のね らい

近年 コ ンピュータの発達 はめざま しい ものがあ り、特 にパ ソコ ン、 ワークス

テー ションについて は、 コンピュータ本来の記憶、計算能力の他 に、種 々のメ

ディアの処理加工が可能になってきた。

我々情報系専門学校の教員において、 この コンピュータを教える場 合、今ま

でのよ うにコンピュータの機能や プログラ ミングを教え るのみな らず、 日常 の

生活 や仕事 において、コ ンピュータが どのよ うに使われ、 どのよ うに使 え るの

かを教え ることも重要であ る。 コ ンピュータを教え る、又 コンピュータで教え

ることは、教育上 の重要 な課題にな って きた。

特 に最近は、 このコ ンピュータで教え る有効 な手段 として、 コンピュータを

利用 した教育 メディアが考え られる。

教育 メディアと一言で言 って もその種類は多 く、従来か らのOHPや ス ライ ド

等 も教育 メデ ィアの一つであ るが、最近 はこれ ら古 くか ら存在す る教育メデ ィ

アをコ ンピュータの中に取 り込んだ、マルチメディアも開発 されつっ あ る。今

回の調査研究のね らいは、 この コンピュータの開発利用が先進国的 と思われ る

米国 において、教育 メディアの開発運用の実際を調査 し、今後の 日本の専門学

校 にお ける有効な教育手段の一助 になれば と願 うものである。

3.3.2調 査研究報告書の構成

この調査研究報告書は、前述 の3名 の調査研究担 当者により書かれてお り、

調査研究の主体を以下の4点 に置いた。
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執筆を米国での訪問箇所 ごとに分担せず 、報告書の調査研究項 目によ り分担

してい るため、幾分重複す る内容 もあ るか も知れないが、 この点 について はご

容赦願 いたい。

(1)教 育メデ ィアとは

(2)教 育 メデ ィアの効果的な利用形態に関 して

(3)教 育メディアの開発実態 とそれに ともな う問題点

(4)教 育 メデ ィアの将来動向

3.4調 査研究の内容

3.4.1教 育 メデ ィアとは

(1)は じ～めに

今回の調査研究地 は、米国のボス トンとサ ンフラ ンシス コの二 ヶ所であり、

二つの企業、二つの学校を訪 問 した。 この4っ の訪問箇所の中で、主に企業

にお いて教育メディアの開発、学校 においてその利用を中心 に研究調査 した

が、実際には必ず しもそのよ うな役割分担 はされず に、企業、学校の両者に

おいて必要 に応 じて開発 と利用がな されていた。

米国における教育 メディア と言 って も、特 に日本で見聞 きしている技術 に

比べ新 しい物はなか ったが、その活用にっいて は一歩先を行 っている感があ

った。特 に教育メディアの 目的は何かを見定めて、目的にあった教育 メディ

アを使 ってい くところは合理的であ る。最近の流行やニ ューメデ ィアばか り

に走 るのではな く、従来か らの教育 メデ ィア も十分 に活用す る姿勢がみ られ

たの は、新 しい物 ばか りに走 る日本の風潮か らして反省 しなければな らない。

又、本来教育メディアの有効な利用のためには、ハ ー ドウェア とソフ トウ

ェアのみな らず、その両者を どのように組み立て表現すればより有効 に教育

に生かせ るか とい うノウハ ウが必要であ り、その点では教育 メデ ィアの ソフ

ト開発者 と教育者が チームを構成 して開発に当たるのがベ ス トであるが、今

回の調査においては、 このような企業 と学校 との協力関係 による開発が見 ら

れなか った ことは幾分残念であ った。

今回調査研究の対象 として訪問を したのは、以下の二つの企業、二つの学

校で ある。
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この調査研究内容の報告に先立 って我々の今回のテーマである 「教育 メデ

ィア」 に関す る訪問先での取 り組みについての紹介をす るが、 この点に関 し

ての調査は、 その ほとんどが企業による ものであるため、 この項 においては

二つの企業の紹介だ けに とどめる。

(2)訪 問 企 業&学 校

(a)ナ シ ョナ ル ・エ デ ュケ ー シ ョ ン ・ ト レー ニ ン グ ・グ ル ー プ

(NationalEducationTrainingGroup:NETG)

(b)ア ッ プ ル コ ン ピ ュ ー タ 株 式 会 社

(AplleComputerInc.)

(c)ウ ー ス タ ー 理 工 科 大 学

(WorcesterPolytechnicInstitute:WPI)

(d)ウ ェ ン トワ ー ス科 学 技 術 専 門 学 校

(WentworthInstituteofTechnology:WIT)

(3)ナ シ ョナル ・エ デ ュケ ー シ ョ ン ・ トレー ニ ン グ ・グル ー プ紹 介

(NationalEducationTrainingGroup)

(a)背 景

ナ シ ョナル ・エ デ ュケー シ ョナ ル ・ トレーニ ング ・グル ー プ は 旧名 を ア

プ ライ ド ・ラ ーニ ングと言 い教育 用 ソ フ トの開 発 の最 大 手 企業 で あ り、 そ

の マ ーケ ッ トは主 に企 業 内 の要 員教 育 用 で あ った。

開 発 の実 質 的 な 責任 者 は 同社 の副 社 長 で あ るHarryM.Lasker氏 で あ り、

主 に彼 か ら、 同 社 が 開発 販売 及 び教 育 を行 って い る実 態 につ いて の プ レゼ

ンテ ー シ ョ ンを 受 け た。 同社 に お け る企 業 理 念 は、① 企 業 に最 適 な トレー

ニ ング コー スの 開発 とア フターサ ー ビス、② い か に短期 間 ロー コス トで ト

レー ニ ングを 終 了 させ るか 、 の二 点 に置 か れ て お り、 そ の ため に各 種 の教

育 メ デ ィ アを手 が け、使 用 す る企 業 に最 適 の コー ス提 供 を 行 って い た。 こ

の 企業 理 念 の た め、必 ず しも最新 の教育 メ デ ィ ア に片 寄 るので はな く、 従

来 か らの一 般 的 な メデ ィ アの使用 も行 われ て いた。 要 は、 教 育 す る内容 目

的 とそ の コス トとのバ ラ ンスを考 え、 最 も効果 の上が る メデ ィア を利用 し
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てい くとの ことであ り・同社の手がけている教育 メデ ィアには以 下のよう

な種類があった。

⑦

④

◎

◎

㊥

㊨

AUDIO

LV

IVI

CBT(Mainframe)

CBT(Micro)

DISC

:AudioTape

:LinearVideo

InteractiveVideoInstruction

:ComputerBasedTrainingMainframe

:ComputerBasedTrainingMicro

:CD-ROM

これ らの 中で 、 同社 にお い てハ イ テ クメ デ ィア とロ ーテ クメ デ ィア との

認 識 は図3-1に 示 す とe .ろで あ る

IVI(lnteractiveVideoInstruction)

一 般 的 に は レーザ デ ィス クに よ る動 画 の

メデ ィアを サ ポー トで き る

ハ イ テ クメデ ィアDISC(CD-ROM)

CD-ROMに よ り静止 画 像 、 音 声 メ デ

ィアの サ ポ ー トを行 う

CBT(ComputerBasedTraining)

コ ン ピュー タをベ ース に した トレーニ ン

グで あ りCAIに 一 番 近 い もので あ るが

主 に シ ミュ レー シ ョンが 中心 で あ る

・一 デ・ア⊥lllil鷲 ㌧ るメカア

一般の ビデオ装置 によるメデ ィア

図3-1

これ ら各種のメデ ィアを教育の期待す る効果に応 じて使 い分 けて行 くわ
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けで あるが、その分析、設計 においては、同社の専門家 と、企業の教育担

当者 によ り十分な打 ち合わせ によ り開発 され る。

同社 においては、 日本で使 われて い るCAIと 言 う言葉の代 わ りにCBTと 呼

んでいる。

同社 の企業活動 としてのメイ ンは、①各種教育 ソフ トの開発 と販売、②

特定企業での社内教育用 コース開発 と教育 のコ ンサル タン トであ り、 その

中で もフェデラルエ クスプ レスでの教育 コースの開発、 コンサルタ ン トに

ついての実績が高い。

(b)実 績

ナ シ ョナル ・エデ ュケーシ ョン ・トレーニ ング ・グループにおけ る大 き

な実績 は、 フェデラルエクスプ レスでの教育 コースの開発 、コ ンサルタ ン

トであ ることは前述 したが、開発 に当た っては、6年 間の期間に総費用 も

$4千 万、開発 した レザーディスクが30枚 に及ぶ ものだ とい うことだ った。

今現在 もアフターフォローは続 いてお り、教育 コースの開発 コンサルタ ン

トにおいては、 このア フター フォローが重要であるとい うのが同社の考え

であ った。 フェデラルエ クスプ レスで はこの教育 コー スを全社員で利用 し

てい るが、仕事の一部 としてその利用が義務づけ られ、 コース利用が制度

化 されているようであ った。

もちろん フェデラルエ クスプ レスだけではな く、その他 に も欧米の主要

企業 においての、社内教育用の コース開発の実績が高 い企業であ った。

これ ら教育 コースの利用 に当た って は、各種教育 メデ ィア用ハー ドウェ

アが 必 要 で あ るが 、 同 社 で は これ を シ ンプ ル に ま とめ セ ッ トに した

The・Reflection・1000・Systemを 開発製品化 して いる。 この システム は写

真3-1② に見 られるよ うに、パー ソナル コンピュータにCD-ROM、 レザーデ

ィスク、 ビデオ、 カメ ラ、 マイ クロホ ン、イ ンタフェースボ ックスを備え

た もので教育を受け る者 はこの前 に座 り全 ての教育 コースが受講で きる。

この他 に も同社開発の各種教育 ソ フ トがあ りこれ らは販売 され ることもあ

るが主には リースされ る製品であ り、その内容はオペ レーティングシステ

ム、 コンピュータ言語 、アプ リケーシ ョン等多岐にわたるものであった。

次 に示す図3-2は 同社 で開発 されて いる教育 ソフ トの体 系一 覧を示す。
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この体系で掲載 して いるものは教育 ソフ トの

分類 キーワー ドであ り、実際に体験で きる教

育 ソフ ト'はこの下に数 コースか ら十数 コーズ

に分かれてお り、全体の コース数 は数百 コー

スに及ぶ。

写 真3-1
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(c)将 来

NETGで 考える教育 メデ ィアの将来 とは、現在の コンピュータ、 ビデオ、

CD-ROM、 レザーディス ク等が結合 したマルチウイン ドウ、マルチメディア

の他に通信の機能が結合 され2WAY方 式の教育 メディアが実現 されるだ

ろうとの ことであ った。実際に ミシガ ン大学では、 その プロ トタイプが開

発 され実験 されてい るとの ことであ る。

しか しこの通信機能による2WAY方 式 は、現在 日本 において も衛星通信を

使 った教育 システム(日 本の衛星通信教育 システムは純粋 に人間によるも

のであるが)で も存在す るが、学生 と教師間の両方向のや りとりに限界が

あ るのではないか と思われ る。 もちろん人工知能機能 まで も取 り入 れ、学

生の反応に対 して最適 なア ドバ イスが出来 るシステ ムにまで発展すれば、

その利用効果 は相 当に期待できるものだ と思 う。

(4)ア ップ ル コ ン ピュー タ株式 会 社紹 介

(AplleComputerInc.)

(a)背 景

ア ップ ル コ ン ピュー タ株式 会 社 で は、 マル チ ウイ ン ドウ、 マル チ メ デ ィ

ア に関 す る プ レゼ ンテ ー シ ョンが 主体 で あ った。 現 在 のパ ソ コ ンメー カで

は マル チ ウ イ ン ドウ シス テムの 開 発 は当 た り前 に な って い るが 、 承知 の よ

うに ウ ィ ン ドウ指 向 のオ ペ レー テ ィ ング システ ム を持 ち、 独 自の 思想 の も

とに一 貫 したパ ソ コ ン開 発 を行 って きた のが ア ップ ル コ ンピ ュー タ株 式 会

社で あ る。 その一 貫 した思想 に よ る もの か、 同 社 の マル チ ウ イ ン ドウ、 マ

ル チ メデ ィア シ ステ ム は他 社 に追 従 を許 さな い独 自性 が あ るよ うに思え た。

今回 の調 査 研 究 に お け るプ レゼ ンテ ー シ ョ ンで も、 ① ア ップ ル にお け る

教育 プ ロ グラ ム、② マ ル チメ デ ィア とクイ ック タイ ム(ク イ ック タイ ム は

マ ル チ メデ ィア シ ステ ム開 発用 の ソ フ トウ ェアで あ る)が あ り、 マ ル チ ウ

イ ン ドウ、 マ ルチ メデ ィアの開 発 に あた って 充 分 に満 足 で き る もの で あ っ

た。

(b)ア ップ ル にお け る教 育 プ ログ ラム

ア ップル コ ン ピュー タ株 式会 社 にお いて の教 育用 ソフ ト開発 と して は、
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当初我 々が期待 して いたよ うな物 はなか った。 同社において はア ップル コ

ンピュータを使 っての教育 に対す るコンセプ トを持ち、開発 ツールは提供

す るが、具体的な教育 ソフ トの開発 は全てサー ドパーテ ィの開発 による も

ので あ った。 このため同社の コ ンピュータの教育部門に対す るシェアは、

米 国において は40%も あるのに対 し日本 においてはほとん どないとの説明

に正 直びっくりした。

米 国での コ ンピュータマーケ ッ トは、そのほ とん どがIBMかIBMコ ンパチ

マ シン、又 はマ ッキ ン トシュであ った。 当然、それにともなうソフ トウェ

アの販売 も、IBM用 、マ ッキ ン トッシュ用 の二 種類で、多 くのサー ドーパ

ティが色々な教育 ソフ トを販売 してい るのが 目についた。

このよ うなアメ リカのコ ンピュータ市場を見 ると、ア ップル コンピュー

タ株式会社 における教育用 ソフ ト開発 の考え方 について も納得 出来 る もの

があ った。

ア ップル コンピュータ株式会社 では、PCに 対す るこれか らの重要課題 を

以下の5点 におき開発 して いるとの ことであ った。

① デジタル化

② イ ンテグ レー トとイ ンターラ クテ ィブ

③ ネ ッ トワー ク指 向

④ オ ブジェク ト指向

⑤ ポータブル化

(c)マ ル チメディア とクイ ックタイム

ア ップル コンピュータ株式会社 におけるマル チメディアとクイ ックタイ

ムのプ レゼ ンテーシ ョンで は、ハ イパ ーカー ドを基に したウィ ン ドウシス

テムにクイ ックタイムを乗せ ることにより、 ビデオ画像の動画情 報をデ ジ

タル化圧縮 し、 この ビデオ画像の拡大、縮小、移動、同期等が とれ るとい

う画期的な ものだ った。 ビデオの画質 も非常 に鮮 明で リア リテ ィに富んだ

ものであ った。

これ らマル チメディアのオ ーサ リング システムとしては、ア ップル コン

ピュータ株式会社で は、①オーサウ ェア、②ハ イパーカー ド、③イ ミディ

アテ ックスが用意 されており、 その開発規模 に応 じて上位より、①、②、
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③ の 順 で使 用 され て い る との ことで あ った。

又 、 今 回の プ レゼ ンテ ー シ ョンで は、 ハ イパ ー カー ドとCD-ROMと を 活用

したマ ル チメ デ ィア ブ ックの紹 介 が あ った 。

この マル チ メ デ ィア ブ ック とは、 コ ン ピュー タ のCRT上 に実 際 の本 を実

現 させ る もの で、 日本 にお いて は 、CD-ROMに よ る百 科 辞 典の イ メ ー ジに近

い と思 うが 、 ただ 単 に、 文字 テ キ ス トの み で はな く、 あ る文章 の解説 を求

め るため に マ ウ ス操 作 を す る と、 ウ ィ ン ドウが 開 き、 ビデオ や音 声 に よ る

解 説 が 出 て くる もので あ った。

更 に この マル チ メデ ィア ブ ックにつ いて は、 も うす で に販 売 され て お り、

幼 児 向 け の絵 本 や、 旅行 者 向 け のガ イ ドブ ックが 実 現 され て い るの に は驚

か され た。 写 真3-2は 、PaulWollaston氏 によ り、 マ ル チメ デ ィア ブ ック

の プ レゼ ン

ア ー ソ ヨン

を受 けて い

る と ころで

あ る。

写 真3-2

(5)教 育 メ デ ィアの 定 義

現 在 の 日本 に お い て 教 育 メ デ ィ ア と して 一 番 に 思 い 出 され る の は 、CAI

(ComputerAssistedInstruction)で あ るが 、今 回 の 米 国 にお いて の調 査 研

一156一



究では、CAIと い う用語があるのか疑問に思 われ た。

それ ぞれの教 育 メデ ィア ごとに、AUDIO、LV,IVI,CBT、DISC等 の用語 が使 わ

れていた。

教育 メデ ィアの定義 として は、必ず しもコンピュータを使 った ものに限定

せず、教育のためにいかに効果があ り、 いかにローコス トであるかが重要 と

されていた。

従 ってOHP(OverHeadProjecter)や 、スチール写真や、 ビデオテ ープにお

いて も教育用に使用 され、効果が上げ られていれば、教育 メディアの一つ と

して確立 されていた。

しか しこれ ら種々のメディアを生かす に当た っては、教育上での ス トー リ

性が必要であ りこれを教育 のコースに組み込む ことが重要であ る。

実 際の教育に当た っては、テキス トが あ り教 師が いて授業を進めて行 くが、

この時、教師の判断で種々のメディアを効果的に取 り入れてい く。必要に応

じてOHPや コ ンピュータや ビデオを使 うが、種 々のメデ ィアを本 当に効果的

に取 り入れ るのは非常 に難 しいことであ った。

今 日、 この教育 メディアの取 り入れ方を効果 的にす るために、 コ ンピュー

タの利用が考 え られて いる。

教 師が長年 の経験での教育 メディアの取 り入 れ方を コンピュータに記憶 さ

せ、誰で も、いっで も、同 じ教育効果が 出せ るよ うに工夫 した ものであ る。

この方法 による と、あ る程度において教育 内容 の均一化が図れ る。

しか しこのよ うな教育メディアによる授業は、利用 しやすいオ ーサ リング

システムの存在 と、繰 り返 し使用 される定型的 な授業内容 に限 って効果を生

む。

今回の米国での調査研究 において も、 ウェン トワース科学技術専 門学校で

は、マ ッキ ン トッシュ上でハイパーカー ド等を使 った シミュレーシ ョン型の

教育メディアでの授業が見 られたが、50分 の授業 の準備を3時 間で終え るこ

とができる。 しか も多回数の実施 により、改善蓄積 を繰 り返 し確実 に授業の

内容が充実す る ことになる。

又、 この ウェ ン トワース科学技術専門学校では、作成 した教育メデ ィアの

学生への貸出制度 を持 ってお り、授業を欠席 した学生や復習のために も利用
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されてお り有効活用が図 られていた。

要 は、 コンピュータ利用 によ る教育メディアの開発は、オ ーサ リングシス

テムの使 い易さに左右 され るのではないだろ うか。

今回の米国での調査研究では、 日本に見 られ るよ うな個別学習型の教育 メ

ディアは高等教育ではあ まり見 られないようである。主に、大型の数値計算

や シ ミュレーシ ョンシステムを教育の場 に提供 しているよ うであ った。

又、広い意味において は、電子メールや衛星通信 も教育 メデ ィアの一部 と

は見 られないだろ うか。

電子メール はLAN(LocalAreaNetwork)やWAN(WideAreaNetwork)上 での

パ ソコン通信であるが、学生か らの レポー ト提出や学校か らの情報提供等が

考 え られ、教育 に関す る情報を扱 うという意味では、広 い意 味での教育 メデ

ィアと して取 り上げ られるだ ろう。
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3.4.2教 育メディアの効果 的な利用形態に関して

(1)は じめに

情報処理技術者の教育のために、 日本国内では色々な教育メディアの利用

が試み られている。例えば、OHP用 液晶プロジェクタの利用、 ビデオ教材

の利用、CAIの 利用、遠隔教育 システムの利用などである。近年特にパー

ソナル コンピュータの高性能化 と低価格化 に伴い、CAIへ の利用が可能に

な りIPA(情 報処理振興事業協会)とCAIT(中 央情報教育研究所)の

指導の下 に情報処理技術者育成用の コースウェアが開発 ・利用 されてい る。

また、通信技術の進展 に伴い一部の大学や専門学校では遠隔教育が実施され

ている。

ここでは、米国の大学や専門学校 において、情報処理教育にどのような教

育メディアが利用 されているか。そ して今後の教育 システムの形態はどうな

ってい くのかを中心 に述べ る。

(2)CAIと は

CAIと い う言葉 は、 日本 国 内 で は教育 分野や情 報処 理分 野で一 般 的 に用

い られ て い る。 ところで 、米 国 にお いてCAIと い う用 語が一 般 的 に用 い ら

れ て い るか ど うか とい う疑 問が生 じた。今 回米国 で入手 した書 籍 や雑誌 には、

CAIやCBTと い う用 語が 用 い られ て いる。 そ こで、 この論 文 を作成 す る

に あた り、 まず、CAIと はな にか 、何 を指 して い るのか を ま とめ る ことに

す る。

CAIと は、ComputerAssistedInstructionの 略 であ る。 日本語 で は、

「コ ン ピュータ支援授 業 」 、 「コ ン ピュー タ支援 教授」 、 「コ ン ピュ ータ支

援学 習指 導」 、 「コ ン ピュー タ援用 学 習」 な どとさ まざま な表 現が な され い

る。 そ して 日本 国内で は、一般 的 にrCAI」 とい う用語 が その ま ま使 用 さ

れ て い る。

な お 、CAIのlnstructionの 代 わ りに、Education、Teaching、Train-

ingTest、Learningを 用 いる場 合 もあ る。 また、Assistedの 代 わ りに、Aided

Basedな どを用 い る場 合 もあ る。 そ して 、Basedが 用 い られ る場 合 は、 次 に

述 べ る広義 のCAIを 指 して い る ことが多 い。
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ここで、CAIと いう用語が何を指す のかを明確 にするために、体系図3-3

を用 いて まとめることにす る。

コ ン ピュー タ教 育

コ ンピ ュー タにつ いて教 育す る

教育の支援 として コンピュータを利用す る

教育情報処理

CMI:授 業の設計か ら評価まで

SA:学 校 ・学級の管理運営

広義のCAI

コ ンピュータの メデ ィア利 用

狭義のCAI

最 も広い意味での

CAI

図3-3

(a)狭 義のCAI

狭義のCAIは 、教師や指導者が学習者を指導す るときの行動を コンピ

ュータに代行 させよ うとするものである。すなわち、情報や課題の提示、

学習者の行動の診断と評価、KR(学 習者に反応行動の結果の正否を教え

ること:KnowledgeofResult)の 提示を、個 々の学習者に対 しコンピュ

ータが教師に代わ って行 うものである
。っ まり、あらか じめ用意 された教

材に従 って学習者個人個人に応 じた学習指導を コンピュータによって行 う

システムをいう。一般に言われるCAIは 、 この狭義の意味である。

(b)広 義のCAI

広義のCAIは 、コンピュータが教師や指導者を代行す るのでな く、教

師や指導者が学習指導の道具 として コンピュータを利用す ることを意味す

るものである。一斉授業のなかで、例えばボールを投げたときの放物線状
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落下の動 きをコンピュータの助けを借 りてシ ミュレー ションして見せる。

あるいは、学習者の状況に合わせて適 当な練習問題や課題をコ ンピュータ

の助けを借 りて検索提示す る。 または、学習者の反応を即座 にコンピュー

タで解析 し、学習者の習熟度を把握 し適切な指導を行え るよ うにす るなど

が挙げ られる。っま り、広義のCAIと は、コンピュータによる講義支援

システムであ る。

(c)最 も広い意味でのCAI

最 も広い意味でのCAIに は、教育情報処理の分野が含 まれ、CMI

(ComputerManagedInstruction)とSA(SchoolAutomation)が あ る。

CMIは 、授業の設計や学力評価など授業の前後での準備や後処理を助

けるものである。SAは 、学校 ・学級 の管理運営のためにコ ンピュータを

利用するもので、時間割の作成、指導者や学習者に関する情報 などを扱 う

学校 ・学級 の管理運用上の諸々の処理が含まれる。 この調査報告では、

コンピュータが指導者や教師を代行す る狭義のCAIと 一斉授業のなかで

の講義 支援 システムと しての広義のCAIを 中心に述べてい く。

(3)積 極的 な教育 メディア利用の事例

(ウェン トワース科学技術専門学校)

(a)概 要

ウェン トワース科学技術専門学校は、1年 制、2年 制、4年 制を持つ工学

技術系の専門学校である。 この学校で は、航空学、建築学、土木工学、 コン

ビュータ工学、 コンピュータ科学、電気工学、電子工学、設備管理、工業設

計、イ ンテ リアデザイ ンなどの専門分野がある。そ して、各専門分野の即戦

力の人材教育 に力を入れている。そのため、各種 ラボラ トリ(実 験室 ・実習

室)で の実習を重視 している。

また、コンピュータ支援 による教育 メディアの導入および学習教材の開発

にも力を入れている。 これは、単にコンビュータ工学や コンピュータ科学を

重視 しているとい う意味でな く、他の分野の教育において もコンピュータ支

援による教育メディアを積極的に活用 しているということである。その証と

して、学校全体の経費の中で、 このコンピュータ支援 による教育メデ ィア関
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連の出費が最大となっていることを挙 げることがで きる。

この学校では、各教授や講師が コンピュータ支援による教育 メディアの活

用方法や コースウェア(教 材や指導内容 を シナ リオ化 したソ フ トウェア:

Couseware)の 開発を行 うことを奨励 してお り、各教授や講師 はコンピュー

タの支援による独自の教育 スタイルで講義 や演習を行 っている。

この学校がコンピュータを教育 メディアとして積極的に活用す る目的とし

て は次の2つ がある。

⑦ 表現方法の拡大 による学生の理解促進

コンピュータの支援によ り、従来の黒板 とチ ョークを使 った教授法では

表現が難 しか った3次 元の グラフィックやアニメーションを用いた動的な

表現が可能 になり、各種の シ ミュレー ションなども学生に提示できるよ う

になった。 このよ うな表現方法の拡大 により、学生の理解の促進を図 り学

習効果を高めることを狙 っている。

④ コ ミュニケー ションの道具 としての活用法の教育

コンピュータ支援による教育メデ ィアの活用(狭 義および広義のCAI)

を各学科の授業で利用す ることは、 コンピュータを単 に教育効果を上げる

ための道具 として利用す るだけでなく、 コンピュータをプ レゼ ンテーショ

ンや コミュニケー ションの道具 として活用できること、および、その活用

方法を学生に体験 させ、習得 させ ることを狙 っている。

この学校には、コンピュータを教育 メディアとして利用す る方法や コー

スウェアの作成法を学習するコースもある。その例 として、社会人向けの

い くつかの コースを次 に挙げる。

・対話型学習システムの習得 コース:InteractiveTraining

この コースでは、エ ン ドユ ーザ向けの言語やオーサ リングシステム(コ

ースウェアを作成す るためのソフ ト)を 使 ってのコンピュータ支援による

教育 システムの設計 と作成を学習す るものである。オーサ リングシステム

としては、ハ イパ ーカー ド(HyperCard)な どポ ピュラーな ものを利用 し

ている。

・デ ジタル マル チメデ ィア と電子プ レゼ ンテー シ ョンコー ス(Digital

MediaandPresentations)
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この コースでは、 コンピュータ支援技術と電子メディアを利用 したプ レ

ゼ ンテー ションの方法を学習す る。 コンピュータによるアニ メー ション、

デ ジタル画像処理な どを学習 し、プ レゼ ンテーション技法を習得す る。 さ

らに、上級コースがあ り、上級 コースでは、 ビデオ、音声、アニメーシ ョ

ン、文字、スチール写真を統合利用する対話型のマルチメデ ィアの活用法

を学習す る。

この学校 は、学生の教育にコンピュータの支援による教育メディアを利

用す るだけでな く、その教育 メディアの利用法や コースウェアの作成方法

まで も教育 して いる。 このよ うに、 日本ではあまり見 られないような非常

に進んだCAI教 育を行 っている4年 制を持つ専門学校であ る。

(b)一 斉授業における講義支援 システムの活用

⑦ 講義支援 システムを設置 した講義 教室

この学校では、一斉授業において もプレゼ ンテーシ ョンの道具 としてコ

ンピュータ支援によるいろいろなメディアを利用 している。その教室での

実演風景の写真を写真3-3に 示す。また、図3-4に 、その教室を上か ら見

た概略図を示す。

まず、 この教室の設備 にっいて述べ る。講義を行 う講師の教卓 には、2

台のパ ソコン(ア ップル製とIBM製)が 組み込 まれている。それぞれの

ディスプ レイ装置 は講師が見やすいように斜め上向 きに教卓の中に置かれ

ている。天井には ビデオプロジェクタが取 り付けてあ り、パ ソコンの画面

を教室右前方のスク リーンに投影できるようになってい る。 この位置にス

ク リー ンを設置 しているのは、教室内の全ての学生が、なるべ くスク リー

ンに対 して垂 直方向か ら映像が見 られるようにす るためであ る。 この講義

教室 は、 このような細かな点 まで工夫が施されている。 スク リーンの両脇

には、通常のホワイ トボー ドがそれぞれ1枚 ずっ設置されている。教室の

広 さは、 日本の小中学校の教室の2/3程 度 と狭い。学生用の椅子 と机は

一体型の もので30セ ッ ト程度置いてある
。そ して自由に移動できるもので

ある。なお、 この図の椅子 と机の配置と数は正確な もので はない。
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④ 講義 スタイル

つ ぎに、 この教室で講義 がどのよ うに行われるかについて述べ る。講師

は、あ らか じめ講義内容 に即 した提示教材をオーサ リングシステムを用い

て作成 してお く。 この提示教材は、 リムーバブルな磁気ディス クパ ックに

記録 されている。

この磁気デ ィスクパ ックをパ ソコンにセ ッ トし、パ ソコンの支援の下に

天井 の ビデオプロジェクタか らス クリー ン上に教材を提示す る。提示す る

教材 は、狭義のCAIで 用 い られるよ うなオーサ リングシステムで作成 さ

れ る。オーサ リングシステムは、市販の ものを購入 し使用 している。使用

するオーサ リングシステムの選択 は、各教授や講師に任せ られている。 な

お、図に示す ように、教卓内にパ ソコンが2台 設置されてお り、利用され

るオーサ リングシステムや提示内容 に合 わせてパ ソコンを選択利用するこ

とができる。

講師は、あ らか じめ作成 している提示教材をスクリーン上に投影 しなが

ら講義を進める。 スク リーンへ投影する ものは、文字、グラフィ ック、ア

ニメーション、ムー ビーなどのマルチメディアである。教材の提示順序 は、
(注)あ らか じめプ

ログラムされている。いわゆるチュー トリアル型の コースウ

ェアのように作成 されている。 しか し、実際の講義においては、学生の反

応 を見なが ら提示順序や表示ス ピー ドの変更が随時なされ る。 また、スク

リー ンへの投影のほかに、必要 に応 じて白板 に板書 して説明が加え られ る。

(注)コ ンピュータチュー トリアルは、概念の理解、知識の習得、問題の解決法のた

めに、学習者を直接個別指導するためのCAIシ ステムである。学習はコンピュー

タとの対話型で行われ、コンピュータが学習進行の主導権をもち、学習者の回答結

果や学習履歴や特性や能力によって、たどるべき学習の道筋を決めて学習が自動的

に進行されていくようになっている。 「コンピュータ 教育標準用語辞典」(ア ス

キー出版局)よ り

⑦ コンピュータ支援 による講義の効果 と目的

あ らか じめ準備 された教材を順に提示 して講義を進める場合 は、一般 に、

講義のスピー ドが早 くなると共に講義内容が濃 くなり、学習者にとって息

をっ く暇 もない余裕のない授業 とな る危険性がある。そ こで、学生の反応
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も含め、 このスタイルでの講義 の効果を尋ねてみた。その回答を以下に記

す。

(i)テ レビ世代の最近の学生にとっては、スク リーン上の映像を見 るこ

とには何 も問題がなく、 自然に受け入れ られている。

(ti)学 生の様子を見なが ら講義を進めてお り、必要に応 じてスク リーン

上の映像を止めて、白板に板書 した り口頭で説明を加えたりしている。

この講義 支援 システムを用いた講義 の狙 いは、学習時間の短縮ではな く、

板書で表現することが難 しい3次 元の映像や動画によるシ ミュレーショ

ンなどの提示 と講師による十分な説明により学生の理解を深めさせるこ

とにある。

(111)ま た、スク リーンに投影 してい る映像 と同 じ映像が教卓内のパ ソコ

ンの表示装置に表示 されてお り、講師 はこの画面を見なが ら教卓上のマ

ウスを用 いて提示教材の特定位置を指示できる。従来の板書中心の講義

では講師は学生に背を向けていることが多いが、 この システムを利用 し

た場合は、講師は学生の方を向いて講義を進めることがで きる。 したが

って、学生とより緊密なコ ミュニケー ションをとりなが ら授業を行 うこ

とがで きる。

以上の答が返 ってきたが、つ ぎのよ うな問題 もあるという。それは、

1時 限50分 の授業のために約3時 間の準備(提 示教材の作成)が 必要で

ある。 とくに、変化の激 しい分野での利用においては提示教材の作成 ・

保守の工数が増加する。 また、設備面で は、 ビデオプロジェクタは高価

であり、全ての教室 にこのような設備があるわけではない。通常の教室

では、OHP用 ビデオプロジェクタ(パ ソコンの画面をOHPで 投影す

るための液晶パネル)を 利用 して、パ ソコンの画面をスク リーンに投影

す るように している。そ して、 この特別の講義教室 となるべ く同 じ環境

で講義ができるように している。

◎ 講義内容の ライブラ リ化

講義 のために準備 された提示教材 は、 リムーバブルの磁気ディスクパ ッ

クに記録されてお り、この磁気デ ィスクパ ックは次の◎に記すラーニ ング

セ ンタにライブラ リとしてセ ンタファイル化 されている。学生は、ラー二
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ングセ ンタで任意の提示教材を用いて予習復習ができるよ うにな っている。

また、その提示物 のハー ドコ ピーもとることが可能である。 したが って、

学生は講義 中にスク リーン上の提示内容のメモを とることに気を取 られ る

ことな く、講義 内容の理解に専念で きる。

㊥ ラ一二 ングセンタ(THELEARNINIGCENTER)

ラーニ ングセ ンタは図書館内にあ り、教授や講師が学生の学習を手助け

する施設である。 このラーニ ングセ ンタは、毎 日開かれてお り全ての学生

が いつで も予約な しに利用で きるようにな っている。夜 と週末 も利用でき

るが利用で きる時間はそのときどきにより変わる。

(c)個 別学習型のCAIシ ステムの活用

⑦CAI教 室 ・

CAIを 行 う教室 は図3-5に 示すように2教 室あ り、一方にはア ップル

製のマ ッキ ン トッシュが、 もう一方 にはIBMのPCが 導入 されてい る。

それぞれ約15台 ずつ設置 されLANで 結ばれている。

教室の前方には、パ ソコンの画面を投影するためのOHPと スク リーン

が設置 されている。 その様子を写真3-4に 示す。

[コ[コ[] 口[コ[コ

[コ[][]
ス [][][] ス

口 口 口3 口 口 口 言 開発室

口 口 口 ↓ 口 口 口 ↓

[コ[][コ [][コ[]

[][][][] 口[][コ[]
マ ッキ ン トッシュ設 置 IBM-PC設 置

図3-5
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写 真3-4

まノこ、教 室 の横 に写 真3-5に 示す 開発 室が あ り、 コース ウ ェアの 開発 と

マル チ メデ ィアの研 究が な され て い る。

図3-5
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④CAI利 用 とコースウェアの開発状況

この学校でのCAIの 利用分野 は、建築やイ ンテ リアデザイ ン関連の分

野 と、その他の分野の2っ 分 けることができる。

この教室では、主に前者の分野の授業で利用されている。 この分野では、

シミュレー シ ョン型の コースウェアが主に利用されている。一方、他の分

野の科 目ではチュー トリアル型や ドリル型のCAIが 利用 されてい る。

この教室の利用形態は、 まず、授業に先立ち必要な学習プログラムがL

ANを 経由 してサーバか ら各パ ソコンにダウンロー ドされ、その後 、スタ

ン ドアロン型で各学生が使用す るというスタイルである。

使用す るコースウェアは、各科 目の担当教授や講師がそれぞれの思想 に

基づ き開発 してい る。現在、CAI教 室の隣の開発室では、キ ャラクタ、

グラフィック、 ビデオ、音声 とい うマルチメディア利用によるコースウェ

アの研究開発が行われてい る。マルチメディア利用の研究には大変意欲的

であり、設備の拡充のため施設の拡張を計画 しているという。

◎ 正規授業以外でのCAIの 利用

さらに、正規の授業以外で も、放課後や自宅での学習のためにCAIが

活用されている。宿題 として、学習 プログラムをフロ ッピーに記録 して学

生 に与え るとい うことも行われている。 この場合は、ほとんどが チュー ト

リアル型や ドリル型の コースウェアである。

なお、学校 とコンピュータメーカとの提携 により、学生 は低価格でパ ソ

コンを購入で きるよ うになっている。また、前述 したラ一二 ングセ ンタに

CAI用 のハー ドウェアとソフ トウェアが準備 されてお り、放課後、学生

が利用で きるように配慮 されている。

(d)コ ンピュータセ ンタ(COMPUTERCENTER)

⑦ コンピュータセ ンタの設備

コンピュータセ ンタは ビューティホール と言 う建物内にあ り、 この建物

の3階 にメイ ンコンピュータが設置 されている。そ して、端末をっな ぐ回

線が学校内に張 りめ ぐらされている。実習用のメインコンピュータは、V

AX11/785シ ステムであ り、メイ ンフ レームでの実習のための ワークス

テーションが80台 、4つ の実習室 に設置されている。 また、20台 がキ ャン
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パスの各施設に分配設置 されている。さ らに電話により10回 線の接続が可

能であ り、学生は自宅や研究室か らメインコンピュータにアクセスで きる

ようになっている。

一方
、パソコンの実習室には70台 のパソコンが設置 してあり、LANを

介 してメイ ンコンピュータ と接続 されている。そ して、必要なソフ トがメ

イ ンコンピュータか ら毎週 ダウンロー ドされる。なお、パ ソコ ンの実習室

は3つ に分かれている。具体的には、2つ の実習室にPC-286が それぞれ20

台ずつ、他の1っ の実習室に30台 のPC-386が 設置 されている。前者は、U

NIX、C言 語、PASCAL等 の実習に利用され、後者 はCAD関 連の実習に

利用 されている。

また、IBM-XTと いうパ ソコンが設置されている実習室があり、 こ

こでは、 ワープロ、データベース、表計算を行 っている。

さらに、実習用 とは別に各種管理のために別系統の コンピュータシステム

VAX6410が 設置 されている。

なお、このコンピュータセ ンタ内には、 ビデオプロジェクタを介 して端末

の画面 を投影 しなが ら講義を行 うための教室が用意 されている。 コンピュー

タ実習に際 しては、まずこの教室で一斉授業形式で実習方法が説明 される。

その とき、実習時 と同 じ環境の端末画面を学生 に提示 しなが ら、よ り分か り

やす い説明がなされる。その後、実習室で学生各 自が実習を行 うという方法

が とられている。

④ コンピュータセ ンタの利用について

コンピュータセ ンタの利用可能時間は次のようにな っている。月曜か ら

木曜が午前7時30か ら午後10時 まで、金曜 と土曜が午後9時 まで、 日曜 は

午後1時 か ら午後9時 までである。学生 は、授業で使用されていないか ぎ

り予約な しでいっで もこの施設を利用 できる。なお、各実習室の ドアに授

業のスケ ジュールが掲示 してあり、学生 はそれを見て利用可能な時間を知

ることができる。

(e)一 斉授業 と個別学習の組み合わせ

ウェン トワース科学技術専門学校では、 このように3つ の形態で コンピュ

ータを利用 している
。一つが広義のCAIで あ り一斉授業での講義の支援 シ
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ステムとしてのパ ソコンの利用である。2っ 目が狭義のCAIで ある個別学

習型のCAI利 用である。3っ 目がメイ ンコンピュータでの実習である。 さ

らに、最 も広い意味でのCAIで ある教育情報処理のためにVAX6410が 利

用 されている。

ここで、教育情報処理を除いた3っ の教育形態が、どの様に組み合わされ

て利用 されているかにっいて述べ る。 まず、コ ンピュータ支援 による一斉授

業が行われ る。 ここで、学習者全員に対 し必要な説明や知識の教授が行われ

る。その後、直 ぐに実習に移 ることもある し、個別学習型のCAIで 知識の

定着を図った り訓練を行 うこともある。実習を伴 う科目を想定す ると、学習

方法の組み合わせば次の3通 りがある。

①一斉授業+狭 義のCAIに よる学習+実 習

②一斉授業+実 習'

③狭義のCAIに よる学習+実 習

現在 どの組み合 わせが多 く利用され、今後 どの組み合わせが増えてい くか

について ウェン トワース科学技術専門学校の考えを尋ねたところ次の答が返

って きた。

「現時点で は、特に、基礎教育分野での利用度が高 い。効果的な組み合わ

せ については、その科 目の性質 により異なる。 また、指導す る教授 の考え方

に もよる。今後 の方向と しては、コンピュータ支援による一斉授業 も個別学

習型のCAIも 益 々増加す ると考えている。」

(4)CAI利 用の問題点を指摘する大学の事例

(ウースター理工科大学)

(a)概 要

この大学は、学問的探求 に重点をおいてい ること、複数の学生によるプ

ロジェク ト形式の研究授業が行われ ることなどに特徴がある。 このような

大学 において は、あ らか じめ学習教材をプログラム したコースウェアによ

る学習である狭義のCAIの 利用は適さないよ うに考え られた。訪問の中

で コンピュータ科学学科のキニ ッキー(R.E.Kinicki)教 授にCAI利 用

の経緯 と問題点およびその他教育 メディアの利用状況について話 を伺 った。
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(b)CAI利 用の経緯 と問題点

現在・ この大学では狭義のCAIは あまり利用 されていない。 とくに、

コンピュータ科学学科で は、狭義のCAIは 全 く利用 されていない。 これ

には以下に述べ るCAI利 用の経緯 と理由があ る。

日本のCAI技 術はアメ リカに比べ10数 年遅れていると云われているが、

この学科では10数 年前っま り1970年 代にCAIを 利用研究 した という。そ

の当時は、CAIは 大変画期的な教育方法であ り、教育において革命的な
ま

効果 を もた らす ので は な いか と期待 を寄 せて利 用研 究が な され た。 と ころ

が、 期待 した ほ どの効 果 が な く、次 第 に興味 を失 って い った とい う。 そ し

て現在 に至 って い る。

現在 、 コ ン ピュータ科 学学科 でCAIが 利用 され ない理 由 は、良 い学 習

プ ログ ラムが な い ことで あ り、先 に述 べ たよ うに利用 しよ う とい う意欲 が

沸 か ないか らだ とい う。 このCAI利 用 に否 定的 な根元 的理 由は、 コ ン ピ

ュー タ科学 の分 野 の進 歩 は秒進 分 歩で あ り、CAIの コー ス ウ ェアを開発

して もす ぐに陳 腐化 して利 用価 値が な くな る こと。 つ ま り、 費や した時 間

と労 力の割 に効果 が 薄 い こ とにあ る。

ただ し、 この大 学 の 中で も変化 の少 ない分野 で は、ハ イパ ー カー ドに よ

りコース ウ ェアを作成 して チ ュー トリアル型のCAIが 利 用 され て い る。

また、狭 義 のCAIに 範 囲を 限定 しな ければ、 この大学 にお いて もコ ン ピ

ュー タが 大 いに利用 され て い る。 その 状況 を次 に述べ る。

(c)コ ン ピュー タ関連施 設

コ ン ピュー タセ ンタ(CCC:CollegeComputerCenter)に は
、 エ ン

コア マル チマ ックス(TheEncoreMultimax)と い うシス テ ムが設 置 され

て い る。 この システ ム は8並 列 の マル チ プロセ ッサ システ ムで あ りUNI

X配 下 で稼働 して、学 生 、教 授 、講 師陣 へのサ ー ビスを行 って い る。 マル

チマ ックス シス テム は、CCC内 の端 末以 外 にキ ャ ンパ ス内 の いろ いろな

場 所か らネ ッ トワー クを介 して利 用で き るよ うにな って お り、24時 間 のサ

ー ビスが 行わ れて い る
。CCC内 には、35台 のDECの 端 末が 設置 され て

い る。 そ して、 キ ャ ンパ ス内 に は教授 と学生 の ため に800台 以上 のIBM

コ ンパ チのAT&T社 のPC-6300が 設 置 されて い る。
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また、実験室や コンピュータ教室に200台 以上のパ ソコンが設置されて

いる。さ らに、CMIやSAの ためにDECのVAX8820が 利用 されてい

る。キ ャンパス内のネ ッ トワークは、光 ファイバーケーブルが用 いられ、

イーサネ ッ トのLANシ ステムで構築されている。 このネ ッ トワー クは、

各実験室、教室、研究室 に接続 されており、それぞれの場所か らCCCの

メインコンピュータへの接続利用が可能である。また、電子メールサー ビ

スや広報板 として も利用 されている。

キニ ッキー教授が率 いるコ ンピュータ科学学科では、 この電子メールサ

ービスを大いに活用 している
。学生の演習や研究などの課題の提出は、 こ

の電子メールを介 して教授の ファイルへ転送す ることにより行われている。

コンピュータ科学学科においては、学生か らの課題の提出は100%こ の形

態で行われ完全にペ ーパ レス化 されている。

キニ ッキー教授 はCAIは 余 り利用 していないとい うが、 これ は狭義の

CAIに ついてであり、 この大学 では、いろいろな分野で教育 メデ ィアと

してコンピュータが利用 されている。また、コ ンピュータ以外の教育メデ

ィア も活用されてお り、大学内 に教育メディアセ ンタ(IMC:Instruct-

ionalMediaCenter)が ある。 このセ ンタでは、広範囲の教育 メディアの

サー ビスを行 っている。 た とえば、カラー ビデオの各種A/Vプ ロジェ

クタの貸出 し、1500巻 以上の学習用の ビデオテープの貸出などのサー ビス

を行 っている。学生 は学外に持ち出 して見ることもできるし、オ ーディオ

ビジュアル ・ルームで見 ることもで きる。

(5)社 内教 育 ソ フ トを開 発販 売 して い る企業 の考 え方

ナ シ ョナル ・エデ ュケ ー シ ョン ・ トレーニ ング ・グル ー プ(NETG)

(a)概 要

NETGは 、他 社 向 けの社 内教 育 システムの 開発販 売を 行 って い る会 社

で あ り、単 に教育 システ ムの 開発 販売 に と どま らず、顧 客 の問題 解 決 と仕

事の効 率化 の ため の コ ンサル テ ィ ング業 務 とア フターケ ア を行 って い る。

教 育 に は、 レーザ デ ィ ス クやCD-ROMを 利 用 した対 話式 の訓練 シス

テム やCBT(ComputerBasedTraining)な どが利 用 され て い る。 そ し
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て 、各種 の教育 カ リキ ュラムが ライ ブ ラ リと して準 備 されて い る。

その教 育 カ リキ ュラム は、一般 的 な情報 処理(lnformationProcessing)、

エ ン ドユ ーザ にお け る情 報処 理(EndUserComputing)、 人 的能 力の 開発

(HumanResourceSkills)、 工 業 と製 造 の技 術 と管 理(lndustrialand

Manufacturing)の 重要部 分 を包括 的 に カバ ー して い る。 その体系 とコー ス

数 の詳細 は3.4.3節 に記 されて い るので ここで は省略 す るが 、パ ッケー ジ

と して開 発 されて い る もの に1350以 上 あ り、 このパ ッケ ー ジを含 め現在 ま

で に約6000の コー スを 開発 して い る。 なお、 コー スは さ らにユ ニ ッ トに分

割 され、 ユ ニ ッ トが レーザ デ ィス クや ビデオ テ ー プ一 巻 とい う単 位で あ る

教 育 シス テ ム で 利 用 す るメ デ ィア と して は、IVI(lnteractive

VideoInstruction)、CD-ROM、CBT(ComputerBasedTraining)、

LV(通 常 の ビデオ:LinearVideo)、AUDIO(オ ーデ ィオ ・テー プ)

が あ り、学 習 プ ログラム に適 した メデ ィア を利用 した ソ フ トが 準備 され て

い る。 ビデオやCD-ROMを 利用 した対話 型 の シス テム とCBTが 区別

されて い るが、CBTは 動 画 を含 まな い コ ン ピュー タベ ー スの対話 型の学

習 システ ムで あ る。 なお 、NETGで は、 レーザ デ ィス クやCD-ROM

を利用 した対話 型 の学 習 システ ム、 あ るいは、CBTな どをハ イ レベル の

メデ ィア と呼ん で い る。一 方 、 リニ ア ビデオ(シ ーケ ンシ ャル に しか再 生

で きない通 常の ビデオ を指す)や オ ーデ ィオ テ ープ によ る学 習教 材を ロー

レベ ルの メデ ィア と呼ん で い る。 当然 、ハ イ レベ ルの メ デ ィアの開発 ・利

用 に力を 注 いで い るが 、 ロー レベ ル の メデ ィア によ る学習教 材 も継続的 に

開発 して い る。 ロー レベル の教材 を 開発 して い る理 由は、顧 客 に よ って は、

費用 面か ら考 えて 低価格 の ロー レベ ルの メデ ィアで満 足す る ところ もあ る

か らで あ る。

NETGは 、教 育 にお け るメデ ィア利 用の 利点 は大 勢 の学 習者 を一 度 に

教 育で きる ことにあ ると考 え てい るとい う。NETGは 民 間企 業 であ り、

や は り費用 とそ れ に見合 う効 果を厳 しく追求 して い る。 一方 、顧 客で ある

企 業 も費用 と効 果の バ ラ ンスを考 えて い る ことが窺 え る。 なお、 現在 まで

に学校 用の 教育 コー スの 開発 は行 った ことは な い とい う。 これ は、学校 教

育 に興味が な いので な く、学 校 は この よ うな教 育 システ ムにか け る ことが
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で きる予算が限 られているため、効果的な学習 システムの開発が期待でき

ないためだ という。

(b)教 育 コースの開発環境の変化

NETGで は、各種の教育 コースをパ ッケージとして開発 し、それぞれ

顧客の必要性に応 じてこのパ ッケージを活用 した り、あるいは、その顧客

に最適の学習カ リキュラムを個別に開発 してい る。 この ような教育 システ

ムの開発方法は、現在までは大変成功 しているとい う。 しか し、情報処理

分野を中心 とした社会の急速な変化 に伴い、情報処理技術者向けの教育の

内容がますます専門特化 し、現有の教育パ ッケージの需要が減少傾向にあ

る。そこで、1990年 代においては新たな技術 と教育方法が必要 になる

という。

つ まり、学習コースのパ ッケージ開発に時間 と経費をかけて もす ぐに内容

が古 くな り利用期間が短 く採算面で問題があ る。 また、個別 に顧客 ごとに

学習 シスムテを開発す る場合 も、開発中に顧客が必要 とす る教育内容が変

化す るとい う状況が発生 している。

そ こで、学習教材の開発 と保守を短期化する技術が必要であ り、また客

先での費用負担の削減の理由か らNETGに おいては、 レーザディスクの

利用か ら、よ りディジタル情報のハ ン ドリングが行 いやすいCD-ROM

の活用へ と切 り替えを図 っている。

そ して、急速 な教育内容の変化 に対応す るため、教材をモジュール化 し

データベース化す ることを行 っている。

(c)今 後の学習 システム

NETGで 開発 している対話型の学習 システムにおけるコースウェアの

形態は、説明による学習、そ して練習、さ らに、実際の応用 という3っ の

部分か ら成 り立 っている。そ して、各 コースの学習プログラムは、学習者

が独習することを基本 として開発 されている。 しか し、学習者は学習中に

色々な疑問が生ず ることがある。 このような場合は、顧客である学習者側

の会社や職場内の指導者、または専門家が助言や指導を行 う。なお、まれ

に顧客内では解決で きない疑問や問題が生 じることがあるが、そのときは、

NETGの 専門家にホ ッ トラインで問い合わせて指導を受 けるという体制
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を取 っている。

今後、教育内容がます ます専門特化 して くると、学習者側 に指導できる

専門家を期待で きな くなる。そこで、学習者 と遠隔地の専門家 とをっな ぐ

2ウ ェイ ・ビデオ(双 方向性のあ るビデオ:テ レビ電話のよ うな もの)が

学習 システムに組 み込 まれることにな るという。

嗣
6
こ
口 ⇒

Nt`

専門家 学習者

図3-62ウ ェイ ビデオ によ る遠 隔地教 育

具体的には、2ウ ェイ ビデオを通 して専門家が遠隔地か ら説明を行い、練

習 と応用 は学習者側の システムで行 う。そ して、生 じた疑問にっいては2ウ

ェイ ビデオを介 して専門家に直接質問す るという形態である。

現在米国では、人口密度が低い理由か ら遠隔教育プロジェク トの実施や計

画の数が、かなり増え続けている。各州は遠隔教育に興味を示 してお り、い

くつかの州では既に州の機関が遠隔教育の計画に関与 している。また他の州

で もそのよ うな方向に進んでいる。
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(6)国 内の遠隔教育

(a)遠 隔教育 システムの事例

日本国内で も、まだ数 は少 ないが双方向性を もった遠隔教育が行われて

いる。その事例を以下 に挙げる。

事例 システム システム形態 双方向性

NESPAC(日 本電気) 衛星通信 映像音声の双方向

ISEN(日 本IBM) 衛星通信 映像片方向音声双方向

東京工業大学での遠隔教育 光 ケーブル 映像音声の双方向

信州大学画像情報ネ ッ トワー ク 地上マイクロ波 映像音声の双方向

テレラ一二ングシステム(日 本能 率 協 会) 電話公衆回線 映像片方向音声双方向

PINE-NET(電 子 開発 グル ー プ) 衛星/INS 映像音声の双方向

(b)PINE-NETシ ステム(電 子開発学園 グループ)の 事例

電子開発学園 グループで は、平成3年 か ら衛星通信を利用 した遠隔教育

を専門学校向けに行 っている。教育内容は、ハー ドウェア概論や ソフ トウ

ェア概論などの情報処理の基礎か ら人工知能のような高度情 報処理技術ま

でをカバー している。

発信局 は、北海道江別市の北海道情報技術研究所であり、 この研究所の

講義スタジオか ら大学教授や専門学校の講師が遠隔授業を行 う。受信局 は、

電子開発学園 グループの10校 の専門学校 とPINE-NETに 参加する全

国の専門学校である。

このシステムでは、講義スタジオか らの下 り回線は衛星回線であ り各種

映像 と音声を各受信校 に送 ってお り、各学校か らの上 り回線 はINS64の

回線交換 とパケ ッ ト交換である地上回線を利用 している。講義は生放送で

行われ、各学習者は、 それぞれのパ ソコンのデ ィスプ レイ上 の映像を見て

授業に参加する。

学生 は地上回線を通 して講義スタ ジオの講師に直接質問す ることがで き
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る。そ してスタジオの講師は、各学校の教室内の様子を監視カメラを通 し

て見 ることがで きる。 さ らにこのシステムは、 レスポンスアナライザ機能

を持 ってお り、学習者 は各自のパ ソコンのテ ンキーにて、講師か らの質問

に答えることによ り、スタジオではその集計値を即座に知ることがで きる

ようにな っている。

遠隔教育ではあるが、 このように講師と学生の双方向のコ ミュニケーシ

ョンが行えるよ うな工夫がなされている。

なお、 この遠隔教育 システムの特徴は、90分1時 限の中で、衛星通信を

利用 した一斉授業 と合わせて、一斉授業の短所を補 うため個別学習形式の

CAI授 業を行 うことにある。 ここで活用 しているCAIは 、主に ドリル

型のコースウェアであ る。そ してその利用目的は、衛星で講義 された内容

の確認 と知識の定着である。

(7)効 果的教育 メデ ィアの利用に関す るまとめ

(a)一 斉授業 と個別学習

一斉授業は、一人の先生が同時に大勢の学生に、決め られたスケジュー

ルで講義で きるというメ リッ トがある。 しか し、個 々の学生の理解度は当

然異な り、上位の学生にとってはス ピー ドが遅 く退屈な授業である。 また、

下位の学生にとって はス ピー ドが早 く難 しい授業であると思われる。

そのため、個 々の学習者の理解力に合わせて個別 に指導す る学習形態が

望まれるが、一 人の指導者では数十人の学生の個別指導は難 しい。

学校教育においては、 この一斉授業 と個別指導を組み合わせて効果的な

学習指導を行 う必要がある。 日本において一般的には、まず全員に対 し一

斉授業形態で講 義を行 い、その後、練習問題を解かせた り演習をさせた り

して個々の学生 の指導にあたるという形態が とられている。今回の視察先

のウェン トワース科学技術専門学校では、コ ンピュータを支援 とした教育

メディアを一斉授業 と個別学習の双方において積極的 に利用 していた。ウ

ェン トワース科学技術専門学校のコ ンピュータ支援 による教育メディアの

活用方法 は、私たち国内の専門学校教育において見習 うべ き点が多か った。

(b)CAIの 問題点 と今後のメデ ィア教育 システム
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しか し、一斉授業における講義支援 システムとしての広義のCAIに し

て も個別学習形式の狭義のCAIに して も、その学習プログラム(コ ース

ウェア)の 作成 とその保守にかか る工数が大 きいことに問題があ る。特に、

情報科学などの最先端分野においては、進歩が早 く学習内容の変更が頻繁

に要求 される。 したが って、 コース ウェアの作成保守の時間を短縮する方

策を講 じる必要がある。CAIの 利用が特に有効であるのは、 コースウェ

アの開発費用 とその利用効果か ら考えた場合、学習内容があまり変化 しな

い基礎教育の分野であるといえる。

CAIは このような問題があるが、 コンピュータ支援による教育は、ウ

ェン トワース科学技術専門学校において実践 されているように、今後い っ

そ う進展 してい くと考え られる。 そのためには、次のことを考えてい く必

要がある。

それは、NETGで 行われているよ うに、 コースウェアのモ ジュール化

とデータベース化を図 り、 コースウェアの作成 ・保守を簡単に短期間で行

え るようにす ることである。

また、情報科学など進歩が早 く教育内容が専門特化 している分野では、

指導す る専門家の数が少な く、従来の教育 システムでは物理的 ・経済的に

円滑な教育を行 うことができな くな りっっあ る。そこで、考え られ るのが、

遠隔教育 とい う形態である。遠隔教育に も、いろいろなものがあるが、 こ

こでい うのは一般放送局の教育番組の放映のような片方向の情報提供でな

く、学習者の反応や質問を指導者側 に リアルタイムで伝え ることのできる

双方 向性のある教育 システム形態である。

現在 アメ リカでは学校教育 において、すでに実施されているプロジェク

トや計画中の ものが数多 くある。 日本国内で も先に挙げたように企業内教

育を中心 として大学や専門学校での事例があ り、今後の教育 システムの一

つの形態と して注 目されている。

なお、学習効果を高めるためには、一斉授業による知識の伝達 と個別学

習による演習や訓練の組み合わせが必要であ る。その具体例 として、衛星

通信などを利用 した遠隔教育による一斉授業とCAIに よる個別学習とい

う組み合わせがあ り、今後の理想的な教育 システムの一つであるといえ る。

一179一



そ して、CAIは 、単 にキ ャラ クタ情 報 を 中心 と したチ ュー トリアル型 や

ドリル型で はな く、動画 や音 声 を盛 り込 んだ マル チメデ ィア によ る シ ミュ

レー シ ョン型 な どへ と移行 す る と考 え られ る。

参考文献

・LINKINGFORLEARNING(ANewCourseforEducation)

CONGRESSOFTHEUNITEDSTATESOFFICEOFTECHNOLOGYASSESSMENT

・POWERON1(NewToolsforTeachingandLearning)

CONGRESSOFTHEUNITEDSTATESOFFICEOFTECHNOLOGYASSESSMENT

・複数メディアを活用した情報処理教育システムに関する調査報告書

中央情報教育研究所

・CAIハ ン ドブ ック

渡 邊 茂監 修:フ ジテ クノ システ ム

・21世 紀 に向 けた学校 教育 とコ ン ピ
ュータ

塚 本 榮一 訳AlfredBork著:丸 善 株式 会 社

・コ ンピュータ支援 の教育 シス テ ム ーCAI

中 山和彦 ・木村 捨雄 ・東原 義訓 著:東 京 書籍
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3.4.3教 育メディアの開発 とそれに伴 う問題Cl)

(1)調 査研究の概要

(a)調 査 目的

現在、教育現場 にコンピュータが益 々導入 され始 めている。 コ ンピュータ

が これか らの生活 に必要不可欠な道具 と して誰にで も利用で きる能力を身に

つけ る事 と、 コンピュータを利用 して教育を効率化す る事の2っ が主た る目

的であろ う。前者 は、コ ンピュータ リテラ シー(ComputerLiteracy:コ ン

ピュータ読み書 き能力)と も呼ばれ、鉛筆や ノー トと同様 にコ ンピュー タを

日常 に使 いこなす事を目標 とす る ものであ り、情報伝達の媒体 として コンピ

ュータを利用す る能力の習得 を目的 とする。後者 は、CAI(ComputerAssi

stedInstruction:コ ンピュータ支援教育)と 呼ばれた りす るが、'教科書や

授業の代替物や補助 と して使 い、教育用具 として コンピュータを利用す る も

のであ る。

コンピュータを導入す る上で、問題点 として以下の事が しば しば言われる。

コ ンピュータに詳 しい教員が少 ない事 と、教育用に使え る良い ソフ トウェア

が少 ない事の2点 である。初等 中等教育機関に限 らず専門学校等 において も、

教員 の絶対数の不足 による教育効率の問題 と教材開発能力の問題が生 じて い

る。各教育現場 において、内容程度 の違 いはあれ ども、教員数 の不足 と教育

用 ソフ トの不足の問題は、解決すべ き問題の一つである。

すでに、 コンピュータを積極的に利用 している場合で も、現在利用 して い

る状態で十分満足 しているといえよ うか。 日本国内で、一般的 に普及 してい

るコンピュータを読み書 きや教育の道具 として利用す るには、人間 と機械 の

間にまだまだ距離が あるといえ よう。必ず しも、人間と機械の親和性が高 い

状態で利用 されているとはいえない。 コンピュータの出力 した文字情報 を読

み、 キーボー ド等か ら文字情報を入力す るとい う方法が一般的であ るが、画

面で文字 を長時間読む事 は苦痛で もあ り、キ ーボー ド入力 は熟練者でなけれ

ば容易 ではない。人間 とコ ンピュータの間の意志の疎通の容易 さとい う点で、

これまでの状況は満足すべ きとはいえ ない。 これは、ハー ドウェアとソフ ト

ウ ェアの両面において解 決すべ き問題 といえ る。GUI(GraphicalUser

Interface:グ ラフィカル ・ユ ーザ ・インタフェース)(2)を 向上 させ る事 は、
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この問題を解決す る一つの方法で ある。情報を 伝達す る上で、文字情報 は、

正確 さと情報量の多 さという点で、他 に勝 る部分 もあるが、直感的に全体的

なイメー ジを素早 くとらえ るとい う点 で、図や音に比べて劣る。

現時点 において、ハ ー ドウェア と しての コ ンピュータは文字情報以外の情

報を伝達す る事が可能 にな ってい る。 ビデオ ・ディスクや コンパ ク ト・デ ィ

スクの普及にみ られるように、画像や音をデ ィジタル信号で記録す る事が可

能 とな り、 コンピュータで制御が可能 にな った為である。その結果 と して、

コンピュータを利用 して、各種 のメデ ィアを結合 し、統合的に処理を行 う事

が可能にな っている。いわゆ るマルチメディア(Multi-media:複 数のメデ

ィアの同時併用)で あ るが、実用化 と言 う点で は、 日本国内では、あま り普

及 しているとは言 い難い。開発 と利用 の両面で様々な問題があるためであろ

う。

マルチメデ ィアを含む教育 メデ ィアの開発 と利用 に関 しては、米国が1歩

先を進んでい ると言 う事をよ く耳にす る。 そのため、米国における教育 メデ

ィア開発の実態を調査 し、我が国の現状 と比較 し、結果を情報処理教育や開

発に反映 させる事は、非常 に意味のある事 と思われ る。

マルチメディアを含む教育 システムは、 コンピュータを利用 した情報処理

システムの一つで もあ り、情報教育 に携 わ る者 と して、 この開発実態を直接

聞き取 り調査で きる事 は、教育 目標の設定の上で も非常に勉強 になる事であ

る。 さらに、マルチメディアを利用 した教育 システムを調べ る事により、教

育方法 やカ リキ ュラムへ反映させ る事が で きると思 われ る。

今回の調査では、マルチメディアを利用 した教育 システムの実例やその開

発事例を紹介 して もらい、その上で、開発に伴 う問題や条件を考え る事に し

たい。特 に、マルチメディアを教育現場 に導入する上で、開発に必要な人材

や ツールの問題及び開発 コス トと時間の 問題を主 として考えてみたい。

(b)本 節の構成

今回、米国において公式訪問 した機関 は4っ であるが、それぞれが、教育

メディアの開発 と利用 に関 し、異なる立場 に立 って いた といえ る。

一つ は
、最初の訪問先であるNETGに おいて は、 トータルな教育 システ

ムの一部 と して積極的 にCAIな どの教育 メデ ィアを活用および開発 して い
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る。逆に、ウースター理工科大学においては、CAIの 効用を積極的に認め

て いないよ うであ る。 また、 ウェン トワース科学技術専門学校 において は、

積極的にメディアの活用を してい る。 さ らに、 ア ップル コンピュータ株式会

社(以 下 ア ップルと略称す る)に おいては、 マルチメディア対応の コンピ

ュータや開発 ツール にっいて は先進的な製品を作 っている。

本節では、NETGに おける教育 メデ ィアの開発事例を最初に紹介 し、そ

の他の訪問先の開発事情 を簡単に紹介する。 その後、問題点に言及 して まと

めを行 う。

(2)調 査 内 容

(a)NETG(NationalEducationTrainingGroup)(3)

NETGは 企業の教育用 システムを、開発販売す る米国最大手の企業 グル

ープであ る。教育関係 の各種 サー ビスやデザイ ンを行 い、その一環 として、

いろいろな教育用メディアを開発 し提供 している。従 って、個々のメディア

の開発 とい うよ りも トータルな教育 システムの開発 という視点か ら、教育 メ

ディアの開発実態を、資料及 び聞 き取 り調 査によ り得 られた事を報告 してみ

たい。

(ア)開 発 システム

NETGの 企業 と しての使命 は、顧客が、遂行成績を上げ るためのマル

チメディアシステムの開発を通 じ、 ビジネスの 目的を達成す ることを手助

けす ることである。業務 内容は、 コンサルティ ングか らマルチメデ ィア開

発やアフターケアまで多岐 にわたるが、 その中で、 マルチメデ ィアを中心

に、NETGに おいて開発 し提供 している教育用の メディア及 びシステ ム

を紹介 しておきたい。

(i)IVD(対 話型 ビデオ ディス ク;InteractiveVideodisc)(4)

高 速 の マイ ク ロ コ ンピュ ー タが 、 ビデオ ・デ ィス クを駆 動 し、 文 字情

報 の他 に動 画、 絵 、音 声 を 、 高解像 度 カ ラ ーモ ニ タ ーに 出力 す る。 利 用

者 は、 タ ッチ セ ンサ ー ・ス ク リー ン(5)を 利用 し、 モニ ター の画面 の上

を触 る事 に よ り ビデオ ・デ ィ ス クの コ ン トロール と画 面 の メ ッセ ー ジ に

対 す る応答 が 可 能 であ る。
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機器構成 と して は、マイクロ ・コンピュータ及 び、 ビデオ ・ディスク

・プ レーヤーが基本 とな り、CD-ROMド ライブも併用で きる。必要

に応 じて、汎用 コ ンピュータと接続す る場合がある。それに、 ビデオ ・

ディス ク ・ソフ トが必要であ る。

この システムの利点 は、動 く映像を取 り入れることが可 能にな り、視

覚的に対象のイメー ジを把握する事ができる事である。タ ッチセ ンサー

・スクリーンの利用 により、 ビデオ画面 を直接 さわる事が で きビデオデ

ィス クの制御 も出来るな ど、操作性 に優れている。

学習 システムとして構成 す る場合、 ビデオ映像による全体的な概要説

明 と、文字情報による詳細説 明を組 み合わせて使 う事が望 ま しい。音声

を併用すれば、よ り効果 的である。(写 真3-6ラ スカー博 士と ビデオ ・

デ ィスク ・システム)

(-)ビ デオ/オ ーディオ ・リフ レクション ・システム

(Video/Audio]～eftectzo孔TM)(6)

対話型 ビデオ システムに、利用者参加機能を加えた ものである。具体

的 に言えば、対話型 ビデオ による学習に加え、利用者 自身の画像や音声

を入力 し、 ビデオテープ レコーダに記録す る事が可能 なシステムであ る。

音声の場合は、ハ ー ドディスクにデ ィジタル記憶を行 う場合 もある。

機器構成 として は、対話型 ビデオ システムに加え、 コ ンピュータとV

TRを 結ぶイ ンタフェース ・ボ ックス(7)、VTR装 置、カメラ/マ イ

ク及 び ソ フ トウ ェアで あ る。

この シス テム を利 用 す る事 に よ り、学 習者 が 、実 務 的場 面 に対 す る 自

分 の 反 応 を記 録 確認 し自己評 価 を行 い、 技術 を 習得 す るま で シ ミュ レー

シ ョ ン訓練 を 続 け られ る。

(hi)机 上 型 マ ル チ メデ ィア(DesktopMultimedia)

マ イ クロ コ ン ピュー タ でCD-ROM〔8)を 駆 動 し、文 字 デ ー タの 他

に静 止画 と音 声 を 出力 し、 コ ン ピュ ー タ と対 話 しなが ら学 習 が可 能 な シ

ステ ムで あ る。 動 画 は で な いが 、 ビデオ ・デ ィス クに比 べ 、 効率 的 に開

発 で きる。見 せ て 頂 い たの は、 ス キル ・ビル ダ ー(SkillBuilder)(8)

と呼ばれ る表計算等のアプ リケー ションの学習用 ソフ トで、以下 に述べ
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写 真3-6ラ ス カー博 士 とIVD

写 真3-7CD-ROMの 実 演
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る特徴 を 持 って い る。

スキ ル ・ビル ダ ーの特 徴

① 文 字 と音 声 ・画像 の併 用

② 対 話学 習(コ ン ピュ ー タ と対 話 しなが ら学 習で き る)

③ ウ ィ ン ドウ表 示(ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ トの シ ミュ レー シ ョ ン

画面 と、 そ の学 習 内 容が 、 同 じ画面 の 中の別 の 窓 に表 示 され る)

④ ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソフ トに組 み込 み 、使 う事 も可 能 で あ る。

⑤ デー タベ ー スを基 に作 られ てお り、 表示 や 言語 の交 換 が容 易 。

(日 本 語 版 の ソ フ トも紹 介 して頂 いた 。)

⑥ コス トが 、対 話 型 ビデ オ に比 べて 安 い。

⑦製 品 は、8時 間 コ ー スで、$500か ら$600程 度 で 買 え る。

(写 真3-7CD-ROM利 用 ソ フ トの ス キル ・ビル ダー の実 演)

(iv)音 声併 用CBT(Audio-enhancedComputerBasedTraining)

音声 併 用 の コ ン ピュー タ利 用 学 習 シス テ ム。音 声 に よ って 、学 習効 果 を

高 め る事 が可 能 で あ る。

(v)そ の他

以 上 の他 に、職 場 の模 擬 的 な シ ミュ レニ シ ョンを行 い効 率 や能 力 の分 析

を行 った り、 印刷 物 や ビデ オ の 出版 をハ イ テ クノロ ジーを必 要 と しな い顧

客用 に行 って い る。 また 、 シス テム の統 合 化 な ど も行 って い る。

(vi)メ デ ィア開 発 ツー ル(オ ーサ リ ング ・システ ム(9)の 一 例)

コマ ン ド入力 と同時に音声入力を行 うと、それが、データベースフ ァイ

ル としてハー ドデ ィス クに記録 され、他の文字や絵 と同様 に、検索が可能

である。

ツールは、オ ブジェク ト指向言語を用 いて、作 られて いるので、言語互

換性が高 い。
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ア プ ラ イ ド ・ラ 一 二 ン グ ・ス ペ ク トラ ム ・ラ イ ブ ラ リー(|o)

アプライド●ラーニング・

スペクトラム●ライブラリー

技術管理

アプ リケ ー シ ョン開発

及 び プ ロ グラ ミン グ

MVS/SP/XA発

オ ペ レーテ ィ ング ・

シス テ ム

オ フ ィ ス コ ンピュ ー タ

人材開発技能

生産技能

図3-7NETGの カ リキ ュ ラム ・ラ イ ブラ リ一
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(vli)教 育用 コースウェア

ハー ドウェアではな く、 ソフ トウェアと しての開発製品 として も6,000

以上 のコース ウェアを作 っている。その中で、情報処理関係の教育用のコ

ースウェアを教科別 に分類 した ものの一例が図3-7で ある
。尚、私達 の訪

問時、アプライ ド・ラーニ ングと旧名称で商品説明が された。

(図3-7NETGの カ リキ ュラム ・ライブラ リー)

上記のよ うに、高度の技術を必要 と しない もの もあるが、主 と して、マ

ルチメディアシステムの開発が中心である。マルチメディア利用の利点 と

,しては、次のよ うな事が考え られ る。

マルチメデ ィア利用の利点

。情報を視覚的 ・動的に とらえ る事が可能であ る
。

○映像や音声を活用す る事 によ り
、全体像や、形、音 などのイメー ジ

ジを とらえやす い。

○音声を併用する事によ り、効果的な情報伝達が可能である。

(イ)パ フォーマ ンス ・システム

NETGの 役割 は、個人 の トレーニ ングその ものではな く、顧客企業の抱

え る問題の解決である。従 って、顧客の抱え る問題 の分析及び診断が、 出発

点 となる。その上で、学習用のメディア として どのような ものが必要かを、

決定 して い く。 さ らに、学習の成果の評価や、 システムの更新 までを含む教

育 システム としてデザイ ンを行 っている。そのため、教育メディアの開発 は、

個 々の学習教材を開発す ると言 うよ りも、総合的な教育 システム開発の一部

として考 え られてい る。総合 的教育 システムの例 と して、パ フォーマ ンス ・

システム(PerformanceSystem)と 呼ばれているシステムを紹介 しておきた

い。

パ フ ォーマ ンス ・システムとは、業務遂行のための研修 システムである。

この システムは、8っ のステ ップに分 かれ閉 じたループを形成 し、改良 され

続け られ る終わ りのない システムである。 その概念図を、図3-8に 示す。

(図3-8パ フ ォーマ ンス ・システム概念図)
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戦 略
○戦略的 ビジョン

・業務分析

業務水準
○仕事 ・作業分析

・能力分析

○上達尺度

・遂行尺度

隔た り

審 査
○技能及 び知識

○仕事の定義

・訓練 内容

○訓練

・上達度 テス ト

○訓練 時間枠

。組織 と構成

モニター

。即応報告書

。管理行程

。業務成果

評価 と証 明
。技能 と知識

。仕事への転任

○適応性

検証

支援方法

非訓練型支援
。環境

。資源

。仕事の援助

○方針/手 順

。専門的方針

・連続的計画

○人材募集と選考

選択的

提示

コースウェアとデータベース

。構 成

・内容

。 目的

。指 導 システ ム

。舞 台設 定

動機付けと報酬
。認証

○給与/賞 与/報 償

更 新
・更新計画

。新規規約

図3-8パ フ ォーマ ンス ・システ ム概念 図
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パ フォーマ ンス ・システム:

① 「戦略」:業 務の分析を行 い、戦略的視点 に立 ち、計画を定める。

② 「業務水準」:戦 略に基づ き、労働や作業の分析及 び能力分析を行い、

上達や遂行の基準 となる尺度 を設定す る。

③ 「審査」:第2ス テ ップの基準 に従い、審査を行 う。従業員の技能 ・

知識を始 め、仕事の定義、研修内容、研修方法、上達度、研修時間、

組織構成に至 るまでを審査を し、 「業務水準」 との間の隔た りを確認

する。

④ 「支援方法」:訓 練 を伴 うもの と伴わない もの とが ある。非訓練 型支

援 において は、環境、資源、仕事の援助、方針手順、経歴、不断の企

画、人材募集 と選考 などの各面においての支援を行 う。訓練型支援 は、

コースとデー タベ ースを利用す るもので、構成、内容、 目的、提供 シ

ステム、訓練段階等の設定を行 う。

マルチメデ ィアを利用 した学習 システムは、 ここで利用 され る。

⑤ 「更新」:支 援 システムを常 に最新の状態 に してお く。更新計画をた

て、必要 に応 じ新規契約を結ぶ。

⑥ 「評価 と証明」:研 修の結果獲得 した技能や知識 を評価 し、研修 か ら

仕事へ移 る証明を与え、仕事への適応性 を保証す る。

⑦ 「動機付 けと報酬」:従 業員 に研修 を続 けさせ る動機付け として、能

力認定 と給 与 ・賞与 ・報償金への反映を行 う。

⑧ 「モニター」:研 修の後、即応報告書を提 出させ、管理行程を調 べ、

業務成果を確認す る。その結果を最初の 「戦略」に反映 させ、新たな

戦略作 りを行 う。

以上の8っ のステ ップをっなげて構成 したパ フォーマ ンス ・システム

を、企業の研修 システムに応用 した例を紹介 しておきたい。

(ウ)フ ェ デ ラ ル ・エ ク ス プ レ ス(FederalExpressCorp.)(12)

におけるパ フォーマ ンス ・システム開発事例

フェデラル ・エクスプ レスは、顧客 と接触の多い従業員に対す る教育の シス

テムを、NETGの 協力を得て開発を している。 ここでは、その開発のブ ロ
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セ ス を一 つ の事例 と して 、 フ ェデ ラル ・エ クス プ レスの 人材 開 発 部 門の ビル

・ウィル ソ ン氏 の レポ ー ト 〔13)に基 づ き、紹 介 して お きた い。

「完 全 で、 かつ 、 明確 な」顧 客 サ ー ビスを達 成す る事 が、 よ り多 くの 利 益

を もた らす とい う戦 略 の もとに 、 フ ェデ ラル ・エ クス プ レスが 採 用 した方法

は、ペ イ ・フ ォア ・パ フ ォーマ ンス/ペ イ ・フ ォア ・ノ ウ レ ッジ(川 とい う

システムである。従業員の業務 能力や知識に応 じた報酬を与え るとい うシス

テムが、従業員の卓越 した業務 能力や豊富な業務知識に結 びつ き、それが高

度 の顧客サー ビスにつ なが るとい う認識の もとに、採用 した ものである。実

施 をす るためには、従業員の業務能力や知識 を正確 に測定す る方法が まず必

要であ る。 その上で、成績に応 じて、研修を行い、報酬 を与えてい く事にな

る。そのために、 まず、従 業員の業務能力や知識を測定す る業務知識試験

(Job-knowledgetest)の 開発か ら取 り掛か った。 それは、2段 階に分かれ、

最初の段 階(フ ェーズ1)は 、顧客 と接触す る機会の多 い従業員4,000人 を

対象に行 われた筆記試験 であ り、後の段階(フ ェーズ2)は 、従業員35,000

人を対象 と したCAT(ComputerAdaptiveTesting:コ ンピュータ利用テ

ス ト)で ある。

CAT導 入 と平行 し、業務知識試験を支援す る研修 システムを採用する必

要性か ら、1年 余 りの試験 的利用を経て、メ ンフィス(15)の 汎用 コンピュー

タに接続 した ビデオ ・デ ィス ク ・ユニ ッ トを各支店 に配 し、CD-ROMを

利用 して継 続的 に更 新 を して い きなが ら、CATとIVI(Interactive

VideoInstruction:対 話型 ビデオ教育)を 組み合わせた研修 を行 うシステ

ムを作 り上げた。そのプ ロセスを、図3-9に 示す。

(図3-9フ ェデ ラル ・エ クスプ レスにおける研修 システムの開発)

業務知識試験の開発 と、研修 システムの開発 はほぼ平行 して行われた。

業務知識試験の場合 は、CATの 本格採用の前に、 フェーズ1と して4,000

人 の顧客対面従業員(配 送サー ビス、営業サー ビス、顧客サ ー ビス)対 象に、

筆記試験 の作成実施か ら始 めている。筆記試験の実施にっ いて は、①業務内

容の組立 と評価、②業務 と訓練 内容の組み合わせ、③ テス ト計画の開発、④

試験項 目の作成、⑤ プ ロ トタイプの現場テス ト、⑥現場 テス トの結果 を分析

及び最終テス トの作成、⑦ プログラムの信頼度チ ェック、⑧継続的 なテス ト
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の更新、とい う手順 で、①人事専門家、② トレーナー、③在職者、④産業心

理学者・が問題項 目作成を担 当 して、1年 間かけて準備を行 った。最初のテ

ス トは・115問3時 間の筆記試験で、地域マネー ジャーが、配 り監督 し、採

点や記録及 び報告の為人材開発部 に送 るとい う人為的な方法で行われた。従

業員が、業務知識テス トとその他の業務査定で高得点 を上げれば昇給 し、昇

進チャンスを増大 させ ることが出来 るとい うシステムであ る。

その後、35,000人 の従業員 に対象を広 げる為に、筆記試験か らCAT移 行

を目指 し、試験の 自動化に関す る調査研究及び信頼性テス トに取 り掛か り、

2年 後CAT実 施 に踏み切 った。

研修 システムの開発 も2段 階で行われた。 コンピュータを利用 した研修 シ

ステムの本格的開発 に先駆けて、約1年 余 りの試験 的利用期 間を設 けた。 そ

こで、講師の指導 したグループと、IVIを 利用 して学習 したグループの比

較を行 い、その結果が、点数的には差 はないが、同 じ結果を得 るために費や

す時間が、IVIグ ループの方が、講師指導 グループに比べて約三分の一で

済んだ とい う結果を うけて、本格的開発 に踏み切 ってい る。

このIVIシ ステムのメデ ィア構成を図3-10に 示 してお く。

(図3-10フ ェデラル ・エ クスプ レス研修 システムのメディア構成)

IVIシ ステムにつ いては、開発製品を導入 して終 わ りというわけではな

く、業務知識や、情報を常 に最新の状態 に保っための継続的 な更新が行われ

ている。CD-ROMを 利用 し、毎月、情報更新用 のCD-ROMが 、各支

店の各 ビデオ ・ユニ ッ ト毎に送 られる。 それを、装置 に組み込む事によ り、

ビデオ ・ディス クの中の古い不必要 な情報が抑制 され、CDの 中の新 しい情

報が、画面に提示 されるとい う方法であ る。

さらに、IVIとCATは 、メ ンフィスの汎用 コ ンピュータを通 じて連係

し・成績採点報告書や学習処方箋が、翌 日には、職場でみる事がで き、その

結果 を持 って、上 司に今後の相談を行 う事が可能である。

以上のよ うな経緯 で開発導入 されたIVIとCATの 特徴をまとめてお き

たい。

IVI及 びCATの 特徴:

①IVIとCATの 連係 による、一貫 した評価 ・学習 システム
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業務知識テス トの開発

置記デス ト
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`
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の保証
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取得

1v1¢ 本鶴}雲南

●5年9f国 の投資

・ese支 店

・,.2お ピ,もオコこ,ト

・30ビ デ オ且材

CD-ROM利 用O更

額 シス テム

・毎月8sefi店 へ1.225

のCD-ROMが 送 ら
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、

図3-9フ ェデ ラル ・エ クスプ レス にお け る研 修 シス テ ムの 開 発
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コンピュータ ・ネ ッ トワークを利用 したオ ンライン自動化

試験の採点、記録、分析等の教務事務の コンピュータによ る省力化

②従業員の職場で、学習、受験、評価報告等可能

授業形式 と違 いスケ ジュール調整が不要

学習時間の短縮、及び、選択的学習(重 点項 目や不要項 目)が 可能

③個人的で即時の フィー ドバ ック

個人の経験技量に合 わせた個別 テス トや個別学習が可能

④客観的 な業務知識の測定が可能

(エ)開 発に必要な人材

情報処理関係の教育機関に関係 す る者 として、教育メディアの開発を考え

る場合、情報処理 システムの1っ である教育 メデ ィアを開発に役立っ人間を

育て るとい う見地か ら、人材の問題 に触れない訳 にはいかない。前章の 「学

習 カ リキ ュラム とその運用」で述べて いるが もう一度 これに関 し、 「教育 メ

ディアを開発する上 で、 どんな人材が必要で あるか」 という点 に関す るラス

カー博士の意見を紹介 してお きたい。

教育メディア開発に必要な人材:

(i)イ ンス トラクショナル ・デザ イナー(InstructionalDesigner)

教育 システム全体の設計を行え る人物 で、教育 システムの利用 によりどの

よ うな人材を作 り上 げるか とい う目標設定か ら、教育方法 ・評価 までを含

めた設計を行 う。

(ii)グ ラフィック ・デザイナー(GraphicDesigner)

絵をかいたり、メデ ィアのデザイ ンを行え る人物

(iii)イ ンタラクティ ビテ ィ ・デザイナー(lnteractivityDesigner)

個 々の教育対象 ・目標 に対 し、必要 なメデ ィアの設計を行 う人物で、 メ

デ ィアと利用者の対話方法等の設計を行 う。

(iv)ソ フ トウェアを よ く理解 して いる者

ソフ トウ ェアの設計ができる人物

(v)評 価方法に長 けてい る者

システムの評価が上手 で、 システム改善に役立っ評価を行え る人物

(vi)プ ロジェク ト・マネー ジャー
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図3-10フ ェデ ラル ・エ クス プ レスの研 修 システ ム の メデ ィア構 成
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開発プロジェク トの管理を行え る人物

(vli)コ ンサルタ ン ト・スキルに長けて、プ ロジェク ト全体を見 る人物教育

システムを、開発の前段階で、どのよ うな問題があ るか を分析 し、どのよ

うな戦略をたて るべ きかの検討を行える人物 で、開発プロジェク ト全体の

方向づけをす る。

さらに、 この他 に必要 な事 と して、7っ のチームの コ ミュニケーシ ョン

を とる枠組みが必要で、言語 も統一 しなければな らない との事であ る。

(オ)開 発における問題点

NETGに おけ る聞 き取 り調査の中か ら、教育 メディア開発 に伴 う実状及

び問題点を、まとめておきたい。

(i)開 発 コス ト及び時間

教育 メデ ィアの開発に伴 う費用 は、重要な問題であ る。

フェデラル ・エ クスプ レスにおけるビデオ ・ディスク教材の開発において

は、6年 間で4千 万 ドルかけて、30枚 の ビデオ ・デ ィスク教材を作成 した。

1枚 の ビデオ ・ディス クには、9カ 月20万 ドル程かか って いる。 この金額

は、設備費や材料費だけで はな く、開発に伴 う人件費等の色 々な諸費用が

入 っていると思われ るが、 それで もかなりの金額であ る。

それに対 し、CD-ROM教 材の場合 は、 ビデオ ・デ ィスクの約六分の

一程 で済む とい う。 また、CD-ROMの 場合 は、開発ツールに良い物が

あ り効率的に開発が可能で、時間 も節約で きる。メデ ィア として何を選ぶ

か によ り、開発 コス トや開発時間 も変わって しま うという事 は、 これか ら

開発を試み る者 に とって重大 な教訓 となると思われる。

(ll)技 術の進歩の速度 と開発 の速 さ

教育メディアで利用す る技術開発の進歩が速 く、教育 メデ ィアの開発の

速度が追いつかず、メディアが完成 した ときには、既 に時代遅れの技術で

しかない という事 も起 こる。

NETGで は、対話型 ビデオを9年 間以上開発 しているが、開発当初は

CD-ROMの 様 な技術がな く、 ビデオ ・デ ィスクが最善 と考え られたが、

ビデオ ・デ ィスク利用の教材の開発が完成 した頃には、CD-ROMと い

う開発効率が高 くコス トも低 い新技術が生まれて お り、そち らの比重が高
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まって いる。 その結果、 フェデラル ・エ クスプ レスの例にみ られるように、

教材本体 は ビデオ ・ディスクであるが、更新用 にはCD-ROMを 用い る

とい う様 に、 メデ ィアの重複化を強 い られてい る。

(皿)メ ディアの評価

ラスカー博士 によれば、より良い教育 メデ ィアを、開発 して い くため に

は、教育 メディアその ものの評価が非常に重要 であると認識 してい るとい

う事である。

NETGの 開発メディアにっいての評価は、 自分のところで行 ってお り、

特 に第3者 に依頼 もしていない し、評価を専門的に行 ってい る組織 も存在

していない。理想 としては、第3者 の評価機関が評価す る事が、望ま しい

事であ るとい う認識 である。

NETGの 評価の方法 として は、2種 類の方法が用い られている。一つ

は、開発 の初期段階にプロ トタイプを作 って行 うもので、試行 を繰 り返 し、

そのメデ ィアに対する改良点を探 って い く。 これは、開発メディアの信頼

性をチ ェックし向上 させ る上で、非常 に有効 な方法である。実際、 フェデ

ラル ・エ クスプ レスにおいて、CATやIVIを 本格的に導入す る前 に、

ひな型 を作 って現場試験を行 った り、少数での試験的利用や、比較実験を

行 って、信頼性を高 める努力を している。 もう一つは、全てが終わ った段

階で行 うもので、実 際に使用 した結果を検討評価 し、 システム更新や次の

開発メデ ィアに役立 てる。

(iv)将 来動向

NETGが 、近 い将来の教育用 メデ ィア として考えてい る物 と して挙げ

ていた ものは、電話利用の双方向 ビデオで、現行のマルチメディア ・シス

テムに加え、電話回線を有効活用 した通信機能を取 り入 れた もの となるで

あろ う。具体的には、1対1の 双方向 ビデオで、画面の1部 に学習内容 、

1部 にアプ リケー ションソフ ト、1部 に対話相手 の顔 とい うウィン ドウを

開けて、音声や絵 も取 り込んだ システムを構成す る。

(b)ウ ースター理工科大学

メディア と して、 ビデオ、パ ーソナル ・コ ンピュータ、コ ンピュータ ・ラ

ボラ トリ、汎用 コンピュータ、イ ンス トラクシ ョナル ・ビデオ ・セ ンタ、通
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信 衛 星等 を利 用 して い る。 学 内を コ ンピ ュータ ・ネ ッ トワ ー クで結 んで い る。

また 、現在 、 コ ン ピュー タ科 学 学 部 に お いて利 用 して い るパ ー ソナ ル コ ン

ピュー タを 、将 来全 て ワー クス テ ー シ ョンに変 えて ゆ きた い と思 って い る と

の事 で あ る。 その理 由 と して 、 ワー クステ ー シ ョンはミ ウ ィ ン ドウ環境 が 優

れ 、電 子 メ ールが 利用 しや す く、 マ ル チ メデ ィア に対応 しや す い事 と い って

い た。 現在 、 マ ルチ メ デ ィ ア に関 して は、AI(人 工知 能;ArtificialIn-

telligence)と の関連 で、 視 覚 化 の 目的で使 われ て い るが 、 主 と して 大 学 院

の 研究 用 で あ る。

一方 、℃AIは 、 他 学部 の個 別 指 導 用 に使 われ て お り、 コ ン ピュー タ科 学

学 部 に お いて は、利 用 も開 発 も行 って い な い。 その理 由 と して以 下 の3点 を

挙 げて い た。

・いい プ ロ グラムが な い事 。

・いい プ ロ グラ ムを作 ろ うとい う意 欲 が な い。

・70年 代 に、実 験 を行 って 、 あ ま りい い結果 が なか った。

実 際 に開 発 を現在 行 って い な い と い う点 で、 開発 とい う視 点 か らの 成果 は少

な いが 、 既 に、 実験 的 な 事 を行 った上 で 開発 を しな い とい う態 度 は注 目 して

お くべ きで あ ろ う。

(c)ウ ェ ン トワース科 学 技 術 専 門学 校

この学 校 で は、 コ ン ピ ュー タを 教育 に積極 的 に活 用 して い る と感 じ られ る。

コ ンピュー タセ ンタ ーや コ ン ピュ ータ ラ ボ ラ トリー も学生 が 使 いや す い体 制

を 取 って い るよ うで あ る。 こ こで は、教 育 メデ ィア の開発 だ け に絞 り、 簡 単

に紹 介 して お きた い。

(ア)マ ル チ メデ ィア利 用 の教 育 システ ム

マ ル チ メデ ィア 利用 の 教 育 シス テ ム にっ いて は、研 究 室 レベ ルの 研 究 開

発段 階で あ る。 シ ステ ムの 構 成 と して は、 ビデ オ、 スキ ャナ 、 カメ ラ、 モ

デ ム、CD-ROM、 モ ニ タ、VTRを 含 む。 オ ーサ リング ・シス テ ムを

使 い 、学生 のた めの 個 別学 習 システ ム を作 って い る。 教職 員 が 中心 に な り

作 って い る。 オ ーサ リ ング シス テ ムに つ いて は、 イ ンス トラ クタが 、 自分

の 目的 にあ った シス テ ムを 使 え る。 一 般 に購 入す る と$600か ら$6,000ぐ

らいの値 段 だが 、 ア ップ ルの コ ンピ ュー タに は、ハ イパ ー カー ド(Hyper
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Card)(16)が 付 属 して お り、 無料 で 貸 出を して い る もの もあ る とい う事 で、

導入 に対 し負担 はあま りないとい うニ ュア ンスであ った。

(イ)マ ルチメディア応用 プ レゼ ンテーション

授業における黒板 の代 わ りに、 マルチメデ ィアを活用 している実例を見

せて頂いたが、非常 にお もしろいと思われ る。利用法 に関 しては、本報告

の別稿にある と思われ るので、詳細 は省略す るが、教 師が、事前 に脱着式

ハ ー ドディス クに、 プ レゼ ンテーシ ョンの内容を保存 し、授業 中にプロジ

ェクタと直結 した コンピュータに装着 し、投影す るものである。動画、音

声等 も組み込め るマル チメデ ィアとな っていて、効果的な プレゼ ンテー シ

ョンが可能であ る。オ ーサ リングシステムを用 いて、50分 の授業 に対 して、

準備 に3時 間は、必要であ るとい う事である。

(d)ア ップルコ ンピュータ株式会社(AppleComputerInc.)

(ア)教 育用 ソフ ト開発 について

ア ップルコ ンピュータ株式会社(→ ア ップル)は 、マルチメデ ィア対応の

コンピュータを早 くか ら開発販売 してい る会社で、その製品であ るマ ッキ

ン トッシュは、教育用 に非常 に多 く使われているマイ クロコンピュータで

ある。 しか し、教育用 ソフ トウェアは、ア ップルで はな くて、サー ドパー

ティの ソフ ト会社が開発を行 っているとい う事であり、注 目すべ き開発事

情 は聞けなか った。

(イ)マ ルチメディア開発用 ツール(ハ イパ ーカー ド、 クイ ックタイム)(6)。

一方、マルチメデ ィアを実現する道具と して、興味深い ものを見せて も

らった。ハイパーカー ドとクイ ックタイムである。

ハイパーカー ドとCD-ROMを 組み合わせて作 られた絵本 のソフ トを

見せて もらったが、音声、絵、文字が、非常 に効果的に使われて いた。例

えば、絵 の一部をマ ウスで指す と、その名前を示す単語がその場所 に現れ

た り、文 中の単語を指す と、発音が行われ、意味 も教えて くれ る。効果音

も混 じり、楽 しみなが ら勉強で きるようになっている。

マルチメディア制御 をソフ トウェア的 に実現す るオーサ リング ・システ

ムの一つで もあるハ イパ ーカー ドに、クイ ックタイムとい うソフ トを組み

込む とビデオ映像 のよ うな動画 も、モニター上 の重ね合わせで利用す るの
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で はな く、文字 や静止画 と同 じデータと して扱 う事が可能 になる。動画を

表示す るウィン ドウを、画面の中のどこにで も動かせ るし、拡大縮小 も自

由である。ハ イパ ーカー ドの ウィン ドウか ら簡単 に取 り出せる し、一部を、

切 りとって保存や印刷 も可能にな る。その秘密 は、動画の圧縮記録方式 に

よ るものであるという。MPEG(MotionPictureExpertsGroup)と い

うディジタル動画圧縮技術に対応するものである。その結果、従来、1秒

間30フ レームの動画を記録するために、30メ ガバイ トの記憶容量を必要 と

して いた ものが、 クイ ックタイムを使 うと、30秒 間の動画をたった2メ ガ

バ イ トの記憶容量で記録で きるよ うになる。1画 像の記憶容量 も799キ ロ

バ イ トか ら125キ ロバイ トに減少す る。 さ らに、 ビデオ動画を ソフ トに取

り込む事 もハイパ ーカー ドとクイ ックタイムの利用によ り、非常 に短時間

で行 う事が可能 である。記憶容量 と開発時 間の著 しい減少は、ソフ ト開発

に大いに影響す る。CD-ROMや ハー ドディスクの利用により、マルチ

メデ ィアが身近 な もの となる事は確実であ る。

(e)メ ディア開発 に伴 う問題

教育メデ ィアを開発す る上で、問題 となる事を挙 げてお きたい。既に、N

ETGの 項において、指摘 された事 もあるが、 ここで、 まとめておきたいと

思 う。

(i)開 発の コス ト

教育メディアを開発す る上で、最 も重要な事 は、 コス トの問題である。

出来 るだけ、費用をかけず良い物を作 ろうと誰で も思 う し、良 い物 を作 っ

て も売れないほど高 くっ いては無意味であ る。企業 と して作 るか、教員の

私的教材 と して作 るか に もよるが、コス トを考え ない訳 にはいかない。

コス トを考え る場合、重要 な事は、メデ ィアの選択であ り、開発人材 の

選択である。メデ ィアの選択 により、大 きな差がで る事 は、NETGの 例

で明 らかであ る。 また、人材を制限す る事 は、教育効果 を考える上で簡単

には行 うべ き事で はない。 その意味で、ア ップルの クイ ックタイムは、動

画を取 り入れ るための ツール と して、 コス ト削減 と時間短縮に役立つ と思

われ る。
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(ti)開 発のペ ースと技術の進歩

技術の進歩が速す ぎて、ある製品の開発が終わ った頃には、その製品で

用 いた技術が、すでに古 くさ くな って しま って いるとい う事 は、新技術を

利用す る領域で は珍 しい事 ではない。そのため、製品改良 や システム更新

を継続的に行 う必要があ る。

しか し、単 なる改良や更新で は、画期的 な改善が望めない時 もあ る。新

技術を取 り入れたま った く異 なる新製品を作 り出 さな くては、受け入れ ら

れ ないとい う場合 も起 こる。特 に、コス トの問題に関係す るときは、切実

で ある。同 じ結果を実現す る商品を比べ た時、古い技術の高額商品よ りは、

新 しい技術の低額商品が売れ るのは明かであ る。

常に、新技術動 向を観察 し、将来を予測 しなが ら開発 をすべ きであろう。

(iii)利 用環境

メディアを利用す る環境が整 っていなければ、開発 は無意味である。マ

ルチメディアを利用 した教育 システムを考え るとき、マル チメデ ィアを実

現す るハー ドウェアがなければ、 どんなによい教育 システ ムであ って も無

意味であ る。 その意味で、 ウェン トワース科学技術専 門学校において、ア

ップルやIBMの パ ーソナル ・コ ンピュータを多数用 いて、マルチメディ

アを利用で きる環境 を作 っている事は、すば らしい事であ る。 また、ア ッ

プルのよ うに、マルチメデ ィアに対応す るハ ー ドウェアを早 くか ら生産 し

供給 している事 は、利用環境を形成す る上で重要な事であ ったと思われ る。

(iv)評 価 システム

教育 メデ ィアを開発する上で、重要 と思われ る点 は、評価 システムが確

立 しているか とい う事であろう。正 しい評価 があ って、初 めて、開発メデ

ィアの価値が生 じるのである。開発メデ ィアの信頼性 向上の鍵 ともな り、

次 なる開発へ の手がか りともなるのである。

評価をす る上で、考えなければいけない事 は、評価を行 う組織 と方法で

ある。評価を開発者 自身が行 う場合 には、客観性が問題にな り、その方法

が重要であ る。 また、利用者の意見等で評価 を行 う場合 は、利用者個人の

能力や方法 的な一貫性が保たれない恐れが ある。望ま しいのは、NETG

で も、聞かれ た事であるが、第3者 組織が客観的かつ系統的 に行 う評価 で
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あ る。

また、評価を行 う視点 について も、販売効率や利用効率か らみる営業的

視点 に立つか、教育効果や教育 目標 といった教育的視点に立つのか、ある

いは、開発改善を促す技術的視点 に立つのか、 といったよ うに、色 々な立

場が考え られ る。

(3)総 括

(ア)マ ルチメデ ィア

今回ど の訪問先で も、程度 の差 はあれ、話題になった もの は、マルチメデ

ィアである。 日本では、 ようや く実用段 階にな ったばか りとい う印象を受 け

るが、米国においては、何年 も前か ら ビデオデ ィスクや、CD-ROMを 利

用 した教育 システムが開発 されてい る。各種メディアを統合環境で、利用す

るマルチメディアは、教育 やプ レゼ ンテーシ ョンの 目的 に、非常に有効であ

ると思われ る。

米国で普及がめざま しいマル チメデ ィア利用の教育 システムが、 日本 にお

いて普及す るため大事な点 は、マルチメディアを利用で きるハ ー ドウェア及

びソフ トウェアの普及であろ う。教育現場への コンピュータの導入が盛ん に

行われているとはいえ、現実 に普及 して いるのは、マル チメディアへの対応

がで きていない物が多い と思われ る。 まず、マルチメディア対応 コンピュー

タが普及 しなければ、マルチメデ ィア教材の普及 も不可能であろう。また、

オーサ リング ・システムに代表 され るマルチメディア ・ソフ トの開発支援 ツ

ールの普及 も、欠かせない条件 となろ う。 さらに、複数のマルチメデ ィア ・

システムのデータ互換性が、保証 されるとなお望 ま しいと思われ る。

情報を、文字だけではな く、映像や音声を用 いたイメージで とらえ る事を

可能にす るマルチメデ ィアは、開発 コス トや時間を考え なければ、効果 とい

う点で は非常 に有用なメディアといえる。 さらに、マル チメディアを活かす

ために、 コンピュータとユ ーザの対話が より簡便な方法 にな ることが望 まれ

る。GUI(GraphicalUserInterface)の 向上 や音声入力等、 これか ら、考

えてい くべき事は多い。
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(イ)コ ス トと利用法

教育 メデ ィアの開発 には、そのメディアの利用 の仕方で、掛 け られるコス

トも時間 も変わ る。プ レゼ ンテー ション利用 も、毎 日の授業で使 うためには、

準備 開発の時間に、長 い時間をかけることはで きない し、 コス トもかけ られ

ない。

CAI、CBTで 利用す る場合 も、大 きな需要が、見込 まれない限 り、時

間と金をか ける意味がない と思われる。企業 としてのCAIの 開発 には、単

なるソフ トウェア技術者のみな らず、教育(業 務)内 容 に詳 しい者(教 員、

実務者、学者)及 び教育 工学者や教育心理学者等の人材 を多数動員 し、 さら

に、新 しいメデ ィアを活用す る技術の研究開発 システムや生産 ・販売管理組

織等の充実が、必要 にな って くる。それだけの コス トに見合 う利用法を見据

えて、開発 にかかる必要があるであろ う。

また、教育現場 で教師が、家内工業的 に作 る場合 も、時間 と経費の問題は、

重要 になって くる。1時 間の講義を補 う為のCAI教 材 に、1週 間以上 いや

3日 でさえ も開発にかける余裕を持つ教員は、現実 にはいない と思われる。

その意味では、オーサ リングシステムの普及が重要で ある。

(ウ)人 材育成

NETGの 項 に見 られ るよ うに、教育 メデ ィア開発 に は、情報 システム

(ソ フ トウェア、ハー ドウェア、 システム開発、通信)技 術者だけではな く、

教育技術や教育 内容 に関す る研究者や教員、さ らに、教育 システム全体を戦

略的 に構築設計 出来 るデザイナーが必要である。従来の ソフ トウェアやハー

ドウェアの知識 に加えて、教育 システムの設計や対話 システムの設計等の人

間設計 までを含 む システ ムの設計をできる人材が必要であ ることを、意味す

る。筆者達の属す る専門学校 のカ リキュラムでカバ ーで きる範囲で はないが、

情報 システムの設計を指導す る上で、考慮 に入れ るべ き点 であろ う。

また、人材 とい う面で重要 な事 に、開発者の力量 とい う問題があ る。人材

の種類 に加え、個 々の能力 も大事である。現職教員を開発現場 に招いて も、

その教員が間違 った知識 しか持 っていなければ、結果 的に開発 されたメデ ィ

アに対する信頼性を失 う事 となる。力量 を考慮す る上 で も、完成度の高い評

価 システムが、作 られ る事が必要である。
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(エ)教 育 メデ ィア開発の 目的

日本で開発 された教育 メデ ィアを見 るか ぎり、メディア開発の 目的が教育

その ものよりコンピュータの利用 にあるのではないか と感 じさせ る曖昧な物

が多い。人間がす るところを コンピュータに代行 させればそれで よ しとして

いる物が多いので はないだろうか。ある教科を学 習す るとい う目的が、 コン

ピュータを使 うとい う手段 に隠れて しまい、学習者 は コンピュータを使 った

という意識だけが残 って しまう。例えば、古 い教育 メディアである紙 と鉛筆

は、鉛筆支援学習 と呼ばれて、それを使 って学習 している事を学習者に意識

ざせ るだろうか。今のCAIが コンピュータ支援学 習 と呼ばれる時代が終わ

らない限 り、新 しい教育メディアが完全 に普及 した とはいえまい。 さらに、

学校教育用CAIを 考えてみて も、教育効率を向上 させ、教師を減 らすため

に使われるのか、教育時間を減 らすたあに使われ るのか、試験 の点数を挙げ

る為なのか、理解を深め させ る為なのか、新 しい発見をさせ る為 なのか等 な

ど目的を明確に して開発にあた るべ きではないだ ろうか。 どの様 な人間を、

どの様な教育 システ ムを使 って、どの様 な人間に変えてい くかまで考えた総

合的な開発をすべ きなのではないだろうか。

(オ)総 合的な教育 システム としての開発

NETGの パ フ ォーマ ンス ・システムの開発で見 られたように、個々の メ

デ ィアを、独立 に開発す るのではな く、目的分析 ・効果 ・評価まで含めた総

合的な戦略を持 った教育 システムの一部 として、教育 メディアを開発するべ

きであ る。戦略的 に、 目標 を明確に設定 し、それを実現する教育 システムを

デザイ ンし、その システムに必要な道具 としての教育 メディアの開発を考え

るべ きであ ろう。

大 きい ものでは大企業の研修 システムか ら、小 さい ものでは家庭学習 シス

テムまで、 または、一般的に市販され るコースウ ェアと して も、明確な 目標

と戦略を備え、正 しい評価 システムを もち、有効 な利用法が設定 された もの

を開発 していかねば なるまい。個別の技術 よりも、全体を総合的に見渡 して、

開発を行 うべ きで あろ う。

一204一



注釈 及 び 語彙 説 明

(1)こ の 節の 担 当者:

読 売 東京 理 工専 門学 校 情 報 処理 学 科 教授 井上 和彦

(2)GUI(GraphicalUserInterface):

図 な どを用 いて 視覚 的 に利 用者 とコ ンピュー タを媒 介 す る方 法

(3)今 回 、訪 問 したの は、NETGの 中で 、注 文 に応 じて 教 育 シ ステ ム の設

計 開 発 を担 当 して い るスペ ク トラ ム(Spectrum)と い う部 門 で あ り、 そ

この上 級 副 社長 フ ォア マ ン氏(DavidC.Forman,SeniorVicePresid-

ent)と 執 行 副 社 長 ラ ス カ ー 氏 〔元 ハ ー バ ー ド大 学 教 授 〕(HarryM.

Lasker,ExecutiveVicePresident)に お 話 を伺 った もの で あ る。

(4)IVD(対 話 型 ビデオ デ ィス ク;InteractiveVideoDisc)

コ ンピュー タ との質 問 に応 答 した り、 コ ンピ ュータ を介 して ビデ オ を制

御 す るな ど・利用 者 と ビデ オ装 置 の対話 が 可能 な シス テ ム。NETGに

お いて は、 レーザ ー ビデオ デ ィス クを利 用 して い る。

(5)タ ッチセ ンサ ース ク リー ン(Touch-sensitvescreen):

利 用者 が 、 デ ィス プ レイモ ニ タ ーの 画面 を触 る事 に よ り、 コ ン ピュ ー タ

に情 報 を入 力 す る事 が 可 能 な入 力 装 置。

(6)ビ デオ/オ ーデ ィオ ・リフ レク シ ョ ン ・シス テム

(Video/AudioReflection):

利用 者 の音 声 や映 像 を 記録 す る事 が可 能 な システ ム。

RefLectionTMは 、NETGの 登 録 商標 で あ る。

(7)イ ンタ フ ェース ・ボ ックス(lnterfacebox)

コ ン ピュー タ と周辺 装 置 ま た は人 との 間で 、情 報 の や り と りを す る装 置

で、 この場 合 は、 コ ン ピュ ー タで 、VTRや カ メ ラを制 御 す るた め に用

い られ る。

(8)CD-ROM(CompactDiscReadOnlyMemory):

コ ンピュー タの記 憶 装 置 と して 用 い られ る コ ンパ ク ト ・デ ィ ス ク。

スキル ・ビル ダ ー(SkillBuiider)は 、NETGの 登 録 商 標 で あ る。

(9)オ ーサ リング ・シス テ ム(AuthoringSystem):

教 材 ソ フ ト開発用 の ツ ール 、特 に、 マル チ メデ ィア対応 ソフ トを 開発 す
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る た め に は 、 重 要 な 働 きを す る。

(10)ア プ ラ イ ド ・ラ 一 二 ン グ ・ス ペ ク トラ ム ・ラ イ ブ ラ リー(ApPliedLea-

rningSpectrumLibrary)

NETGに お い て 開 発 を 行 っ た 教 育 用 コ ー ス ウ ェ ア の ラ イ ブ ラ リー の 製

品 群 で 、 個 々 の 製 品 ユ ニ ッ トと して 、

IVI(lnteractiveVideoInstruction):対 話 型 ビデ オ 教 育

CBT(ComputerBasedTraining):コ ン ピ ュ ー タ 利 用 学 習

CD-ROM(CompactDiscReadOnlyMemory):CD-ROM

、LV(LinearVideo):ビ デ オ テ ー プ 教 材

AUDIO(Audio-tape):音 声 テ ー プ 教 材

等 の 各 種 メ デ ィ ア を 用 い て い る。

(10MVS:IBMの 汎 用 機 用 の 主 要 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

(12)フ ェ デ ラ ル ・エ ク ス プ レス(FederalExpresscorp.):

ア メ リカ 全 体 に 広 が る拠 点 網 を 持 つ 輸 送 会 社 。

(13)ビ ル ・ウ ィル ソ ン氏 の レポ ー ト:

ト レー ニ ン グ 誌1991年6月 号(BillWilson,FEDERALEXPRESSDELIVERS

PAYFORKNOWLEDGE:TRAINING,June,1991,

LakewoodPublications)の 別 刷 りを 参 照 。

⑭ ペ イ ・フ ォ ア ・パ フ ォ ー マ ン ス/ペ イ ・フ ォ ア ・ノ ウ レ ッ ジ

(Pay-for-performance/pay-for-knowledge):

業 務 成 績 や 業 務 知 識 の 高 さ に 応 じて 報 酬 を 支 払 う シ ス テ ム。

(15)メ ン フ ィ ス(Menphis):

フ ェ デ ラ ル ・エ ク ス プ レ ス の 本 社 が あ る テ ネ シ ー 州 の 都 市 。

(16)ハ イ パ ー カ ー ド(HyperCardTM)、 ク イ ッ ク タ イ ム(QuickTimeTM):

ハ イ パ ー カ ー ド、 クイ ッ ク タ イ ム と も に ア ップ ル の 登 録 商 標
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3.4.4教 育メデ ィアの将来動向

今回の米国での調査研究を通 し、又 日本における教育メディアに関す る情報

によ り、近 い将来、教育の分野において、 コンピュー タや各種 メデ ィアが どの

様 に利用 されて行 くのかを考えてみたい。

(1)新 しい教育 メディアの動向

現在、 日本において利用 されているメディアの主要 な もの は、まだまだハ

ー ドディスクや フロ ッピィデ ィスクであ り、最近や っと、CD-ROM、 ビ

デオ等を取 り入 れた教育 メデ ィア ンステムが使われだ したので はないだろ う

か。

もちろん、 レーザ ーデ ィスクもあ るが、 レーザーデ ィスクお よび運用の面

で非常 に高価にな り、あま り一般的ではないように思われ る。

いままで、 これ らのメディアでは、 リアルタイムに動画を取 り入れ るシス

テム作成 は難 しく、マルチウイン ドウ、 マルチメデ ィア システム と言 って も、

テキス ト、 グラフ、アニメ、静止画の範 囲であった。

動画を教育 メディア として取 り入れ るには、現在 の レーザーデ ィスクの制

作 コス トを下 げるのか、 それに替わ る新 しいメデ ィアの 出現が望 まれた。

この点 において注 目され るのが、 ビデオ信号の コンピュー タ入力 と、MO

3.5イ ンチ(MagneticOptical:光 磁気デ ィスク3.5イ ンチ)の 出現であ

る。

家庭用のホーム ビデオを コンピュータに接続 し、簡単 にホーム ビデオか ら

の動画を コンピュータに取 り込む ことが 出来 るよ うにな った。

又 この動画情報を、MO3.5イ ンチに記録す る技術 も開発されて きた。

この システムによれば、大がか りな レーザーディスク制作 によ らず とも、

簡単に 自分で、動 画による教育教材が制作 出来 ることになるのであ る。

これは画期的な ことで、マルチウイ ン ドウ、マルチメディアによ る利用 し

易いオ ーサ リングシステムの開発 と併せて、教育の現場で、教師の手 による

教材制作が可能 にな り、本当に教師のノウハウが反映 された教育教材になる

であろ う。

次 に重要なのが通信手段ではないだろうか。
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今 までの教育メディアでは、スタ ン ドアロン方式にて個 々に利用 されてい

たが、開発 した教材を保守す るの も管理す るの も大変 な仕事 であ る。 これ ら

の教育教材の保守・管理 を、LANシ ステムにより一元管理が 出来れば有効

であ る。

最近 はLANシ ステムもずいぶん と充実が図 られ、LANOSや 、LA

N用 のアプ リケー ションソフ トもずいぶん と出回るようになって きた。

これか らの教育 メデ ィアは、ただ単 に情報を表現す るメデ ィアばか りで は

な く、その伝達を行 う手段 も重要 になるだろう。

そのためには、教育 メディアその ものの他に、LANOSや 、通信 シス

テム、サーバー技術等が、動画を対象 とし改善 された ものになることが期待

され る。

② マルチメディアの動向

今後のマルチメディアの動 向であ るが、情報オブジェク トとその構成につ

いては図3-11の よ うな ものになるのではないか と予想 され る。

情報オブジェク トと しては、静的データ、動的データ、音声データとある

が、 これ らはBUSを 通 して、サーバ ー用 のパ ソコンと接続 され、各種デー

タはファイルサーバ ーに蓄積 される。従来では この ファイルサーバ ーは、ハ

ー ドデ ィスク、 フロッピィデ ィスク、CD-ROM、 レーザーディスク等で

あったが、 これか らはMO3.5イ ンチ も多用 されるだろ う。

このサーバ ー用パ ソコ ンにLANを 介 して学習者用のパ ソコ ンが接続 され、

複数の学習者が、教育 メデ ィアを共有す るシステムが考 え られ ると思 う。

この ようなシステ ムになることによ り、教育教材 コースの保守、管理 も容

易にな るし、資源の共有化 も図れ るシステムになるであろ う。

又、更にこの システムに外部 システムとの通信回線を接続す ることによ り、

教育教材 コースの利用が拡大す ることが出来 るようになるだろ う。

このよ うに、今後のマルチメディアの発達 としては、新 しい教育 メディア

の発達 と共に、LAN、WAN、 サ ーバ ー機能の接続等によ り、 もっと広範

囲の教育 システムの活用が出来 るようになるのではないか と予想 され る。
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静的データ 動 的データ 音声データ

テ キ ス ト ・数値

グラ フ ・図形
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イ メ ー ジ ・絵

ア ニ メ ー シ ョン
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音楽
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BUS
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フ ァイ ル

サ ーバ

プ リンタ

サ ーバサ ーバ パ ソ コ ン

LAN

1 1 1 1

学 習パソコン 学 習パソコン 学 習パソコン 学 習パソコン

図3-11

(3)マ ルチメデ ィアを支え る技術

これまで書いてきたような、 マルチ メディア システムの開発を実現す るた

めに、色 々な技術の発達が必要 にな って くる。 もうすでにそれ らの技術は開

発 され実用段階、又 は実用研究段階の ものが多 い。

これか らのマルチメディアシステムの開発を実現 してい くには、大 き く以

下の四つの技術が必要 になるので はないか と思われ る。

① 各種メディアのデータを読み込 む技術

② データを圧縮伸張す る技術

③ データを通信 する技術

④ オ ーサ リング システムの技術

(a)各 種メディアのデータを読み込む技術

各種メディアのデータを読 み込む には、特別 な手段 によ らず人間の 自然

な動作 による方法がベ ス トである。 この意味で は、ホーム ビデオの信号や

マイ クロホ ンか らの音声信号を、直接 コンピュータの入力 と して読 み込 む
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方 法 な どが あ った。

ホ ーム ビデ オ か らの デ ー タ入 力 につ いて 、 コ ン ピュー タに ホー ム ビデオ

を 接 続 し、 コ ンピ ュータのCRTが あ たか もホ ーム ビデ オ のモ ニ タ ー画面

して使いたい

ときに、 コン

ピュータのキ

ー操作によ り

簡単 にデータ

と しての蓄積

が 出 来 る もの ・さ

で あ った。

写 真3-8

マ イ ク ロホ ンか らの音 声 入 力 につ い て は、 コ ジ ピュー タを あ たか もテ ー

プ レコー ダ の よ うに使 って、 ア ナ ロ グ音 声 情 報 を デ ジタ ル に変換 して 蓄積

す る もの で あ った。

写 真3-8は 、NETGに お いて音 声 によ るデ ータ入 力 を して い ると ころ

で あ る。

(b)デ ー タを圧 縮 伸張 す る技 術

各 種 メデ ィアか らの情 報 、特 に動 画 情 報 を記 録 、蓄 積 す るに は膨 大 な記

録 容 量 を必要 とす る。 従 って これ を そ の まま の情 報 と して 蓄積 す るので は

な く、情 報 の圧 縮 、伸 張 を行 うわ け で あ るが、 この 圧縮 伸 張 の比 率 を高 め

る こ とが 、 高 い技 術 とな り必要 に され て い る。

前 述 した ア ップ ルの クイ ックタ イム もその一 つで あ るが 、IBM社 で は、

イ ンテ ル社 のDVI(DigitalVideoInteractive)を っか った システ ム を

開 発 して い る。 この システ ムで は、 動 画情 報 を リアル タイ ム に圧 縮 伸 張が

で き、 この 中で もRTV(RealTimeVideo)に よ る場 合 は圧 縮 率 は最 大

1/50で あ り、PLV(ProductionLevelVideo)に よ る場 合 は圧 縮 率 は最大
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1/160に もな るとの ことだ った。

この他 に も各社、圧縮伸張の技術開発は進め られているよ うである。

(c)デ ータを通信す る技術

これか らのマルチメディア システムは、今 までのようなスタ ン ドア ロン

による単体 の システムではな く、LANやWANを つか った クラスタシス

テムとな り、各種 コ ンピュータ資源や教材 ソフ トの有効活用が図 られて行

くだろ う。

そのためには、LANやWANに よる通信技 術が重要 にな り、異機種接

続 も行われて くる。 現在、 これ らパ ソコ ンの通信を コン トロールす るO

Sと して、MS-NETWORKS、NFS、LANマ ネ ージャ、NET

WARE等 の製 品が開発されているが、 クラス タシステムによるマル チメ

デ ィア システムの実現のためには、 これ らネ ッ トワー クソフ トウェア上で、

音声 や動画 と言 ったデータ も扱え るよ うにな らなければな らないだろう。

(d)オ ーサ リングシステムの技術

最後 に、 これ らの技術背景を もとに効果的な教育教材の開発のためには、

使い易 いオーサ リングシステムの開発が待たれ る。

よ り良 い教育教材 を開発す るのは、現場で実際に教育 に当た っている教

師の手 による開発がベス トである。

そのためには、 コンピュータの専門家でなければ使えないよ うなオーサ

リングシステ ムであ って はな らず、一般の人 々に手軽 に使え ると同時に、

教師に とって負担 にな らない コス トで提供 され る必要があ る。

最近 のオ ーサ リングシステムは、以前のそれ に比べ相当使いやす くはな

ってい るが、 まだ まだ改善の余地があ るので はないか と思われる。

(4)ま とめ

今回の米国 にお ける調査研 究を通 して、マル チメディアシステムの開発、

発展 には 目ざま しい ものを感 じた。 コンピュータが人間の持つ五感に近 づい

てきたよ うに思 う。

1946年 、米国のペ ンシルベニア大学の研究室 でENIACが 動 き出 してか

ら今年 で46年 にな るが、 これ程 まで コンピュータの発達を誰が予測で きただ

ろ うか。大砲の弾道計算には じまって、大量の事務処理を こなす事務処理マ
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シンが 、今や、人間社会のあ らゆる分野で活躍 している。 中で も、教育をす

るとい う、人間社会の根幹 をなす分野 において も、 コンピュータが利用 され

ようとしている事に関 して、驚 きと、一抹の不安 さえ も感ず るものであ る。

もちろん、コ ンピュータが まった く人間にかわって教育をす るよ うな ことは

考え られないが、人間による教育の補佐をするような時代にな って きたので

はないだろうか。我々教師 はこのコ ンピュータを助手 と して うま く使い、繰

り返 しの定型的 な教育や、知識の記憶に関す る部分の教育 を コンピュータに

よってや らせれば どうだろ うか。教師は もっと学生の個性 に合わせた、人間

的なっ なが りや創造的な教育がやれるのではないか と思 う。 そのために も、

このマルチメデ ィア システムの発達が より以上に進み、人間の五感 に訴える

システムになる事が望まれ る。 まだまだ この点で は満足す るシステムで はな

いだろうが、 コンピュータ技術の発達 と共に、我々教師 による利用技術の進

歩 も必要 であ り、 この両面か ら、教育メディアと しての コ ンピュータ利用を

研究 して行かなければな らないだろう。
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4.1調 査研究 テーマ

専門学校の社会的役割 と企業 との連携

4.2調 査研究担当者メンバー

熊本電子 ビジネス専門学校 前畑 哲朗

柏崎情報開発学院 小山 雄二

4.3調 査研究 の概要

4.3.1ね らい

米国の情報処理産業や教育制度全体か らみた情報処理教育の現状及びそのあ

り方を、専門学校制度 ・資格制度 ・企業 と教育現場 との関係等の方面か ら調査

し、 日本 との比較検討を加え る。

同時 に、 日本 の情報処理 関連の専門学校が、今後 どのよ うな社会的役 割を担

って ゆ くべ きなのか、 また、変化 してゆ く社会のニーズに答えてい くためにど

のよ うな方向性、 どのよ うな専門学校像を 目指すべ きなのかを、情報処 理教育

では一歩先をゆ くと言われ るアメ リカの実状 を調査 し、 これを もとに して考 え

てみ たい。

4.3.2構 成

次の通 り、4章 の各論 を2部 にわけて報告す る。

(1)日 本の専門学校の役割 と方向性

(a)米 国 と日本の学校 制度の比較

(ア)米 国の学校制度

(イ)日 本 との比較でみた米国の学校 制度の特色

(ウ)米 国の義務教育 におけ る情報処理教育

(エ)米 国の情報処理関連の大学、専 門学校

(b)米 国での資格試験 ・能力認定試験

(ア)情 報処理に関す る能力認定試験

(イ)日 本の情報処理技術者試験 との比較

(c)日 本の専門学校の社会的役割 と方向性
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(ア)社 会が必要 とす る情報処理技術者を育成す るために

(イ)専 門学校の目指すべ き方 向性

(2)産 学協同 による情 報処理教育

(a)は じめ に

(b)柏 崎 ソフ トパー クと地域 との連携

(c)ウ ェン トワース科学技術専門学校にみ る企業研修制度
(注)

(ア)COOPを 通 じた産業界 との連携

(イ)実 習室のサー ビス体制

(ウ)実 践教育

(d)ウ ースター理工科大学 と企業 との連携

(ア)MQP

(イ)MIS科

(ウ)官 学協同

(e)米 国に学ぶ我が国の産学協同の将来方向

(ア)日 本企業側の専門学校生へのニ ーズ

(イ)短 期高等教育機関 としての専 門学校の性格

(ウ)2年 制専門学校における企業研修制度導入 の可能性

(f)む す びにかえて

(注)本 章 で 使 わ れ て い る 「COOP」

意 味 で 用 い て い ます 。

と第2章 で 使 わ れ て い るrCo-op」 は 同 様 の
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4.4調 査研究の内容

4.4.1日 本の専門学校の役割 と方向性

(a)米 国と日本の学校制度 の比較

米国において、主 に理工系の専門的技術を習得す るための学校 はInstitute

という名称を持つ ことが多 い。 日本でい うところの専門学校 とは学校制度の

中の位置づけが異なる。今回訪問 したウースタ理工科大学 とウェン トワース

科学技術専門学校 はどち らもInstituteで あるが、二年 ない し四年の修業期

間を終えて卒業 した学生 に対 してAssociateBachelor(準 学士)及 びBache-

10r(学 士)の 称号が与え られ ることか ら考えて 日本 の大学 に相 当する学校 で

あ り、collegeと 見なすべ きである。 こうした意味か ら、米国 には日本の専門

学校 に直接相当す る学校 がないため、あ る特定 の米国の情報処理教育を行 っ

ている学校 と単純に比較す るということはで きない。そ こで、 トータルで と

らえた学校制度の中での 日本 と米国の比較をお こな ってみよ う。

(ア)米 国の学校制度

米国には教育 関係の政府機関であ るDepartmentofEducationが 国家的

な規模での教育 に関 して活動を担 って いる。 これは日本の文部省 に当た る

機関であ るが、実際の教育 システムの編成および実施の権限 は各州にまか

されているため、義務教育 の設定期間やカ リキュラム も州 ごとに異な って

いる。 しか しその大 まか な部分にっいては各州 ともに共通性が見 られ、 ま

った く特異な制度 を持つ州 というのは見受 け られない。以下 はこの一般的

な米国の学校 制度 にっ いて述べることにす る。

図4-1に 示す ものは、米 国の各州を比較 した場合、最 もポ ピュラーな学

校構成を表 した図であ る。以下の説 明はこの図を参考 に して、読み進めて

いただきたい。
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米 国 の教 育 は大 き く3っ の教 育 段 階 か ら構 成 されて い る。

●ElementaryEducation

… 初等 教 育

・SecondaryEducation

… 中等 教 育

・HigherEducation

… 高 等教 育

この うち義 務教 育 は、ElementaryEducationとSecondaryEducationに

含 まれ る期 間 で あ り、29の 州 で7才 か ら、16の 州 で6才 か ら、3つ の 州で

5才 か ら始 ま り、16.17才 まで続 くのが 通 常 で あ る。1学 年 は9月 に始 ま

り6月 の第1、2週 で終 わ る とい うの は どの 州 も共通 で あ るが 、州 ごとに

1年 を2学 期 に分 けた り、3学 期 、4学 期 に分 けた り して い る違 い はあ る。

ま た、VocationalEducation(職 業 教 育)は 、SecondaryEducation以 上

の段 階 に選 択 科 目 と して 設 け られ て い る。 義務 教 育 の レベ ルか ら職業 教育

が 実 施 され て い る こ とは注 目に値 す る。

上 記 の3段 階 に属 す る学 校 はそれ ぞ れ

●ElementarySchool

・SecondarySchool

・PostsecondarySchool

と呼 ば れ、 この3っ の 分類 の中 に次 の よ うな具 体 的 な学校 が 含 まれ る。

●ElementarySchoollこ 【ま

NurserySchool

… 保育 園

Kindergarten

… 幼稚 園

Elementary(orPrimary)-School

… 小 学校

MiddleSchoo1

… 小 学校 と中学 校 の複 合 学校

●SecondarySchoollこ 【ま
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JuniorHighSchool

… 中学校

SeniorHighSchool

… 高等 学校

CombinedJunior-SeniorHighSchool

… 中学校 と高 等 学校 の 複 合学 校

4-yearHighSchool

…4年 制 の 高等 学 校

MiddleSchool

… 小 学校 と中学 校 の複 合 学 校

●PostsecondarySchooleこCま

JuniororCommunityCollege

… 大 学 に準 ず る学 校 で あ り
、 そ の教 育期 間か ら短 大 に相 当す る。

地 域住 民 へ の学 習の 場 の提 供 な ど も行 う。

TechnicalInstitute

… 技 術 を身 につ け る ため の学 校 で あ り
、 様 々 な コー スを 持 ち、

準 学 士 や学 士 、修 士 の資 格 を得 られ る学 校 もあ る。

College

… 単 科 の大 学

University

… 総 合大 学

ProfesionalSchool

… 歯 科 医 、薬 剤 師、 弁護 士 な ど資格 を 必要 とす る職 業 にっ く

た めの教 育 をお こな う学 校

(i)ElementaryEducationに つ いて

ElementaryEducationの 段 階で 主 要 といえ る学 校 はPrimarySchool

で あ り、 この 時点 か ら義 務教 育 が始 ま る。 そ れ以 前 のNurserySchoolと

kindergartenは 希 望 者 の みが 通 う。PrimarySchoo1の 就 業期 間 は短 い州

で5年 、長 い州 で8年 で あ り、6年 間 とい うの が一 般 的 で あ る
。 こ こで

の 教 育 目的 は6才 か ら12、14才 の子 供 連 に基 礎 的 な知識 と学 習 に取 り組
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む姿 勢 を身 につ け させ る こ とに あ り、読 み書 き と数 学 に重 点 をお い て い

る。

(五)SecondaryEducationに つ いて

ElementaryEducationを 終 え た生徒 はひ き続 き義 務教 育 で あ るSecond-

aryEducationを 受 け る こ とに な る 。 この 段 階 は7学 年 ま た は9学 年

(年 齢 で い う と12才 また は14才)か ら始 ま り12学 年(17才)ま で 続 く。

こ こで の主要 な学 校 はjuniorhighschoolとseniorhighschoolの2つ

で、生 徒 は卒 業 まで に2年 間 の 数学 の学 習、 同 じ く2年 間の 科 学 の学 習 、

3年 間 の社会 の 学 習 、 そ して4年 間の 英語 の学 習 を しな けれ ばな らな い。

この最 低 限必 要 な コー ス以 外 の科 目は、 その生 徒 の能 力 や 興 味 に合 わせ

て 教 師 と相 談 しなが ら選 択 で き る。

この コース に は次 の3っ が あ る。

・AcademicProgram

大 学 へ進 学 す る こ とを念 頭 に おい た コー ス

・VocationalProgram

就 職 あ る い は専 門 的 な知識 の習得 の た めの コー ス

.GeneralProgram

上記 の2っ を合 わせ 持 った コ ース

た だ し近 年 、 この コ ース は、 教育 内容 が 中途 半 端 で あ る とい う

批 判 を受 け て い る。

職 業 的訓 練 の コー ス に は、 さま ざ まなprogramが 設 定 されて お

り、 その数 は200を 超 え 、 非常 に フ レキ シブル で あ る。 この よ うに早 く

か ら将 来の 職業 を 意 識 させ て、 そ の 内容 を学 習 を通 して経 験 させ る こ と

は、 生徒 に と って 非 常 に プ ラ スに な る と思 う。

また卒 業 に必 要 な単 位 は、多 くの 場 合卒業 の1年 前 に履 修 が終 わ って

しま うが 、 その後 も約75パ ー セ ン トの生徒 は、 自分 の 目的 に あわ せ 引

き続 き卒業 まで学 習 を つ づ けて い る。 最近 、 日本 で も無学 年 制 の 高校 が

実 現 しっつ あ るが 、学 生 の個 々の能 力 を、 そ れぞ れ適 性 に応 じた分 野 で

伸 ば してゆ くとい う点 で は非常 に有効 だ と思 う。 ただ し、 各学 生 の 能 力、

適性 、 希望 を十 分 教 師 側 が把 握 す るための コ ミュニ ケ ー シ ョ ンと、適 切
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な コ ンサ ル テ ィ ングが成 功 の鍵 とな ろ う。

(iii)VocationalEducationに つ いて

SecondarySchoolに 設 定 され たVocationalEducationの プ ロ グラ ムの

中 で は基 本 的 な技 術 を学 ぶ ことに主 眼 が 置か れ 、 そ れがPostSecondary

Schoolで さ らに深 く学 習 す るた めの 基 礎知 識 とな って い る。

VocationalEducationProgramの 最 大 の 目的 は、専 門 知識 を必 要 とす

る職 業 に っ くため の学 習 の場 を提 供 す る こ とで あ り400以 上 もの コース

が 用 意 され て い る。2年 間のPostSecondaryレ ベ ル での職 業 教育 を終 え

た時 点 で希 望 者 は、4年 制 大 学へ 進 む こ と も可 能 で あ る。 この点 は米 国

の教 育 制度 が 、 専 門的 学 習、 職業 教育 を完 全 に包 括 した柔 軟 性 の あ る一

貫 した 形態 を持 って い る ことの現 れ で もあ る。 ま た、 純粋 な学生 の 教育

だ け に と どま らず 社会 人 に対 しての教 育 も行 って お り、 この 社会 人 向 け

の コース に対 す る社会 的評 価 、社 会 的 貢献 度 、 そ して社会 的 な期 待 も大

きい。 言 い換 え れ ば 、VocationalEducationは 、小 学 校 か ら大学 まで の

教 育 の 流 れの 中 に存在 し、 学 生 のみ な らず 社 会人 へ の 専 門知 識 の提供 を

お こな う こと によ り、 社会 の 発展 に大 き く貢 献 して い る といえ る。

(iv)HigherEducationに つ い て

この 高等 教 育 レベ ル に は大 き く分 類 して3っ の種 類 の学校 が あ る。2年

制 のCommunityCollegeとJuniorCollege,4年 制 のCollege,そ して

Universityで あ る。2年 制 の学 校 の単 位 を とった学 生 は、希 望 すれ ば4

年 制 の学 校 へ編 入 が で きる。 ま た、4年 制 の 学校 の い くっか は博士 課程

を 設 置 して お り、所 定 の単 位 を とった学 生 な らば 、希 望 に よ り博士 課程

へ 進 む ことが で きる。

日本 に お け る この レベ ルの 教育 につ い て いえ ば 学校 間 の連 携 が少 な く、

多 くの場 合 高 校 の卒 業 時点 で の進 路 決 定が 、 その 学生 の 将来 に多大 な る

影 響 を与 え て い る。 将 来の 目的 を早 い 時点 で 決 め るの も大事 な こ とで は

あ るが 、 その 決 定 を あ とにな って修正 で きな いの はす こ しばか り厳 しい

よ うに も思 う。米 国の よ うに、早 い時 期 に 目的 意 識 を持 たせ る こ とが 大

事 なの で あ り、 日本の 場合 コ ースの 決 定 に は もっ と柔軟 で あ って もいい

よ うに 思え る。 米 国 の大学 生 は、2年 間 の教 養 課 程 の うちに 自分 の専 攻
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す るコースを決定すれば良 い。 日本 は入学時点か ら学部学科が決 まって

いるため、入学後 に別の学科 に移 るということはで きない。ある学科 に

入学 したものの、内容が 自分にあ っていなか ったとい う理由で大学を中

退 し、再度別の大学を受験す る若者 もいるが、 こういったケースは米国

のよ うな教育制度が導入で きれば、かな り減るのではな いか。若者の精

神的低年齢化が進みっっあ る現実を考慮すれば、 自分を じっくり見つめ、

将来を決めるたあの時間 と経験 を学生に与えてや ることが必要な気がす

る。

(イ)日 本 との比較でみた米国の学校制度 の特色

(1)の(a)で 紹介 したよ うな米国のハ イスクール以下の学校 は、知識を詰

め込むよ うな教育はや っていない。教育 とは知識を与える ものではな く、

創造的発想を引き出すためのきっかけを与え、 さらに考察力を育 ませ る も

の とい う考えがあるようだ。 カ リキ ュラム も非常に柔軟性 に富んで お り、

日本 のよ うな統一 された学習指導要領 もな く、各州、各学校で工夫 した指

導 をお こな っている。基本的に設定 された標準学習 コース以外 に、学生が

希望すれば科学、文学 などの様々な選択 コース も自由に学習で き、教師 も

そ ういった学生をおおいに奨励 して いる。 こういった指導背景があ るため

か、進学する場合で も、入学選考方法が 日本 と非常に異な って いる。

米 国 の高校生が大 学 や短 大へ 進学 す る場 合、高 校在 学時 代 にS.A.T.

(SCHOLASTICAPTITUDETEST)やG.R.E.(GRADUATERECORDEXAMINATION)な

どに代表 される各種の能力評価試験を受験す る。 これ らのテス トは知能テ

ス トに類似 した内容であ り、科 目も数学 と言語 といった大 きな2科 目だけ

の構成 となっている。受け入れ る大学等の学校側 は、 この能力 テス トの成

績 と高校か らの内申書を選考の大 きな資料 と しているのである。今回訪 問

したウェ ン トワース科学技術専 門学校の例をあげると、学校紹介のパ ンフ

レッ トの中に合格者 のS.A.T.の 成績を記載 しているほどであ る。

内申書 のほうで重視 され る点 は課外活動の記録であ り、 リーダーシ ップ

を とってきた生徒 は能力テス トの成績が多少わる くて も入学を許可 され る

こともある。さらに驚 くべ きことには、 もし1回 の能力テス トで満足のい

く点数が得 られなければ、短期間 に何回 もチャ レンジす ることが可能(た
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だ し評価 は不利 にな るが ・・)で ある。 この点 日本 は、1年 に一度 しか受

験機会の ない共通テス ト、試験 の得点重視型の選抜方法等、米国の大学入

試 とは大 き く違 う面を持 っている。

S.A.T.やG.R.E.以 外に も各種の 目的、対象に応 じた能力評価 テス トが用

意 されてい る。以 下はその一部の例である。

L.S.A.T.(LAWSCHOOLADMISSIONTEST)

… 中学校 や小学校の レベルで行われる

G.MA.T.(GRADUATEMANAGEMENTADMISSIONTEST)

… 大学生が大学院を目指す際 に受験す る

P.S.A.T.(PRELIMINARYSCHOLASTICAPTITUDETEST)

N.M.S.Q.T.(NATIONALMERITSCHOLARSHIPQUALIFYINGTEST)

この よ うな米国の学習環境か ら感 じられることは、 日本 のように進学の

たびに入学試験 という大 きな関門で区切 られて しま うとい うのではな く、

そ こには卒業に重点をおいた、一連のっなが りがあるよ うに思 う。

米国の大学 は、入学するのは比較的簡単だが、卒業するの はむずか しい

といわれているが、事実、一般の大学では入学者 の50%～60%程 度 しか卒

業で きないのが通常であ り、卒業率80%の 学校 は、非常 に高い卒業率を誇

る学校 と評価 されている。

卒業の経歴は重要視され るが、入学 の経歴 は考慮に値 しない。肝心なの

は何 を学 びとったかであ り、どこへ入学 したか ではない。それ故、単 に入

学を 目的 とした学生ではな く、学習目的のは っき りした学生が入学 して く

るのではないだろ うか。通商産業省がお こな ったア ンケー トの結果を見 る

と、 日本の専門学校の教師が抱えている悩 みの一つに学生の 目的意識 の低

さが あげ られて いたが、 このような問題 は、米国 に関す る限 り少ないよ う

に思 われ る。入学す ることを大 きな目標に して いる日本の学生 は、 その 目

標を成 し遂げると息をきらして しまい、本来重要な入学後に学ぶべ き知識

の習得がおろそかになって しまって いるが、 この点 は米国を模範 とすべ き

であ ろう。
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(ウ)米 国の義務教育 における情報処理教育

米国では教育制度の運営管理が州 ごとにな されて いることはすで に述べ

たが、 このため州 ごとに情報処理教育への取 り組み方が異な っている。積

極的な州 もあればそうでない州 もあ るが、一般的 には低学年の うちか らコ

ンピュータに触れさせ ることが大切だ という認識を持ち、 カ リキ ュラムの

中に取 り入れている。以下にその内容を紹介す る。

① 初等教育 にお ける情報処理教育

小学校のみな らず幼稚園か らパーソナル ・コンピュータを導入 して い

る。 ここでは主 に言語能力や創造 力を育てるために、遊びの要素をふん

だん にお りまぜた利用方法を採 っている。 ア ップルコ ンピュータ(株)

で見た コンピュータ絵本 はこう した場で利用 されれば高い効果を生む と

思 う。私が今 までに触れた 日本のCAI(ComputerAssistedInstruction9

用 ソフ トは、知識や事実を画面 に表示 して読 ませ る類 の ものが ほとんど

で、 コンピュータとのコ ミュニケー ションとはほど遠 いものであ った。

生徒 の問いかけに対 して回答 を返 して くれるようなソフ トの登場 を願 っ

て いるのであるが、ア ップルコ ンピュータの開発陣はこの点 に重点 を置

き開発 した とみえ、感心 させ られた。願 くはさらに高学年向 けの各種 ソ

フ トが生まれて ほ しい。

小学校で はLOGOを 使 ったプログラ ミング教育 を取 り入れているところ

もあ る。 しか し全体的に見れば、 コンピュータに関す る技能、経験を持

った教 師が少ないためにあまり効果をあげていないよ うである。 日本の

自治体で も小 中学校にパ ソコンを設置する努力を して いるが、同 じよう

に教師の問題 により、十分 な利用効果をあげ られて いない。 まず この問

題を解決すべ きである。

② 中等教育 における情報処理教育

中学校で も小学校 と同 じよ うに コンピュータを使 って教科の指導を行

っている。 中にはBASICに よるプログラ ミング教育を導入 してい るとこ

ろ もあ る。 しか しなが ら、やは り教師の コンピュータア レルギ による効

果の停滞が大 きな問題点である。

高校で は工業専門課程は もちろんの こと、大学進学を 目的 と したコ一
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スにもコンピュータを利用 した教科教育が行われている。興味 ある点 は、

高校の教師に対 して コンピュータ教育の免状を発行 してい ることである。

これは各州の大学 に設け られた教育免状 プログラムを受講す る ことで与

え られ る。1983年 には4つ の州で実施 されていたが、1986年 には12の 州

で実施 され るに至 った。他の州で も実施に向けての活動を行 っている。

高校の レベルではPASCALに よるプ ログラ ミング教育を導入 している学校

もあ るが、初歩的な内容に留 まって しまっている。高度 な教育 を行えな

い原因には、 ここで も教師側のスキルの問題がある。

以上のよ うな実状か ら本格的な情報処理教育は、高等教育においてな

されてお り社会の期待 も大学、専門学校に向けられてい る。

(エ)米 国の情報処理関連の大学、専門学校

情報処理のコースウェアを開講 している米 国の大学や専門の学校 は、実

務 に即 した教育を重視 してお り、即戦力にな りうる人材を育成 して いる。

企業側 も、情報処理関連の専門学校卒業生を技術者 として評価 して いるし、

企業 内教育で初歩か ら指導す るよ うなことはまずない。IBMの 企業内教

育を例に とると、短期の業務上の要求 に必要な技術の改善、長期的専門技

術開発のための知識の増加、めざま しい技術分野の革新 にっいてゆ くため

の努 力の援助を 目的 と して、社員の技術的教育を行 っている。 このために

以下 のような教育 セ ンタがある。

IBMCorporateTechnicalInstitute

… 日常 の関心事か ら離れ させて、最大10週 間にわた り技術 お

よび専門能力を伸 ばすための革新的プログラムを提供 してい

る。

SystemsResearchInstitute

… コンピュータシステムの設計、開発、および設置に関す る最

新 の技術教育を行 う。 ここでの カ リキュラムは、大学院 レベ

ルの教育である。

ManufacturingTechnologyInstitute

… 製造部 門の専 門家 に対 して専門分野の知識 を高 めるだけでな

く、製造 システムの技術、論理、労務、 ビジネスの各面 を統
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合す る方法 にっいての指導を行 い、優れた指導者を育ててい

る。

SoftwareEngineeringInstitute

… ソフ トウェア工学および方法学 に焦点を合わせ た1週 間ない

し2週 間の コースを提供 している。対象者は製品開発および

その他の関連分野のプ ログラマや管理職 である。

QualityInstitute

… 品質管理サー クルの担当者の訓練、外部供給者 と接す る管理

職のための訓練 などを行 う。

こうした教育セ ンタで教育を受 けるためには審査 を受 ける必要があ り、

業績 と経験がなければ認め られない。っま り企業内で は、 よ り高度 な専門

知識を磨 くための教育 を実施 しているのであ り、初歩 の教育 はこの範疇で

はない。 こうした理由か ら、文化系の学生っま り情報処理の教育 をまった

く受けていない学生を、情報処理技術者要員 として採用す るよ うなケース

は米国で は考 え られないのであ る。逆にいえば、情報処理技術者 になるに

は情報処理教育を受 けるために、その コースを持つ大学な り情報処理の専

門学校 に進む必要が ある。 それ放 こうした学校の存在価値 とい うものが、

社会的に高 く評価 され ているの もうなずける。

② 米国での資格試験、能力認定試験 につ いて

米 国には、 医師の資格や弁護士の資格など必要最小限の資格制度 しかない

よ うである。 また、弁護士 などの資格にっいて も国が管轄するので はな く、

州 ごとに資格試験の運営管理がおこなわれている。複 数の州 にまたが って仕

事 をす る場合 は、関係す る州の資格をそれぞれ別 々に取得 しなければな らな

い。 また意外 なことに、能力認定試験 は米国の文化、社会環境 にな じんでは

いなか った。

(ア)情 報処理 に関す る能力認定試験

情報処理に関す る能力認定試験 は、い くつかの団体 によ り実施 されて い

るようだが、 いずれ もごく小規模の ものである。一例 として働 日本情報処

理開発協会情報処理技術者 試験セ ンターと も交流 のあ るICCP(Institute
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forCertificationofComputerProfessionals:コ ンピュ ー タプ ロ フ ェ'・)ノ

シ ョナル 認定 協 会)が 行 って い る認 定 試験 を紹 介 しよ う。

このICCPは 非 営利 民 間団 体 であ り、15の 関係 団体 お よび協 会 の支

援 に基 づ い て、 次 の4種 類 の情 報処 理 技術 者認 定 試 験 を実 施 して い る。

・ACP

(AssociateComputerProfessional)

コ ン ピュ ー タ入 門 クラ スの認 定 試験

・CCP

(CertifiedComputerProgammer)

シニ ア レベ ル の プ ロ グラマ の認 定試 験

・CDP

(CertifiedDataProcessor)

マ ネ ー ジ ャ レベル の認 定 試験

・CSP

(CertifiedSystemsProfessional)

シス テム ア ナ リス トの認 定試 験

受 験 者数 は4つ の試 験 を合 計 して も年 間5000人 程 度 で 、予 算 規模 は1億

円未 満 で あ る。 合 格 の基 準 は、多 岐 選 択式 によ る小 問 形式 の 問 題 の成 績 と

5年 間 の経 験 で あ る。 試験 問 題 はす べ て回 収 され 協 会 側が 公 開 して いな い

ため 問題 の 吟 味 は で きな い。 技 術者 が備 え て おか な けれ ば な らな い知 識 の

指 針 を示 す とい う役 割 を試 験 に持 たせ るな らば、 試 験 問題 の 公 開 はす べ き

で はな か ろ うか。 受 験 料 は初 級 プ ログラ マ試験 が115ド ル、 その他 は225'

ドル で 日本 と比 べ る とか な り高額 で あ る。 これ まで に42000人 が合 格 して

い るが 、 その うち90%以 上 がCDP、5%がCCPの 合格 者 で あ り、 そ の

他 の試 験 につ い て は ご くわず か で あ る。 認 定 に は有 効 期 間が あ り、3年 間

の うち に120時 間 の再 教育 を 受 け るか再 び受 験 して 合 格 しな い限 り、 認定

資 格 を失 う。 この制 度 を導 入 してか ら42000人 の う ち2500人 が 資格 を 失 っ

た。米 国 国 内 に とど ま らず カナ ダ、 香 港、 シ ンガ ポ ール、 ク ア ラル ンプ ー

ル 、台 湾 、 オ ー ス トラ リア、 イ ン ド、 サ ウ ジア ラ ビア、パ キ ス タ ン、 イ ギ

リス、 韓 国 な ど海 外 で も同 じ内容 の試 験 を実 施 して お り、 試 験 会場 は120'
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カ所 ある。受験者数 と試験会場数か らす ると1カ 所の試験会場 での受験者

数 は、かな り少ないと思われ る。

こうした情報処理関係 の能力認定試験が行われてい ることを、米国の情

報処理専門学校の教師です ら知 って いる人 間は少な く、ま してや能力認定

試験を意識 した学習指導 は行 っていない。 この事実か らみて も、米国では

情報処理 に関する能 力認定試験 は普及 してお らず、認定試験 に合格 して 自

分の能力をア ピールするとい うケースは少 ないとい うことが解 る。あ くま

で も実務を通 じてどのような経験を積んで きたか、どれだけ最新の知識 を

習得 してい るかがその技術者を評価する基準 とされている。

(イ)日 本の情報処理技術者試験 との比較

通商産 業省が認定す る情報処理技術者試験 は、情報処理産業の発展 とと

もに年々応募者数を伸ば してお り、平成3年 度の春期 と秋期の応募者数 は、

あわせて382,659人 であ った。 これほどの規模の認定試験 は他 国に類を見

な い。社会的に も高い知名度 と評価を受けてお り、試験 に合格 した社員に

対 して資格手当を支給 する企業 もあるが、 こういった例 は米 国で は聞かれ

ない。社員の評価は、業務を通 してその上 司が決め るものであ り、1回 の

試験で評価できるよ うな ものではない とい う考えがあるよ うだ。ICCP

が合格の認定 に有効期間を設 けて いるの もこうした理由か らであろ う。

米国の企業 は社員採用の際に認定試験取得の有無を考慮す るとい ったこ

とはない らしい。 しか し日本で は、専門学校生を採用する場合に情報処理

技術者試験合格を条件 とす る企業さえあ る。見方をかえれば、専 門学校の

教育成果 に対 しての評価が低い とも言え、我々専門学校側 の人間 にとって

は反省 しなければな らない点か も知れない。教育を充実 させ、真の即戦力

となれ る技術者を社会 に輩出 したい ものである。

現在 日本で実施 されている情報処理技術者試験 には、学生 も企業 も、 も

ちろん情報処理 関連の専 門学校 も注 目 してお り、特に専門学校で は企業 の

要求 や教育内容の基準 そ して学校のPR等 の理 由か ら重要視 している。情

報処理教育の水準の指針 と情報処理技術者 の知識向上意欲の喚起、技術の

客観的評価を可能 に した意味で貢献度は高 い。 しか し試験 内容、試験制度

が このままの形で永続す るはず はな く、社会変化 とともにその時点で最 も
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望ま しい もの に改革 されてゆ くことを常 に意識 してお くべ きだ。現 在、

CASE(ComputerAidedSystemEngineering)に 代表 され るツールにより、

プログラム作成の労力は軽減 され プログラマの需要は少な くな りっっあ る。

逆 に情報処理業務の分野が多様化、複雑化 してゆ くなかで、SE職 は専門

化 し需要が さ らに増 して くるであろ う。 このよ うな社会環境の変化を考慮

す ると、 プログラマ対象の試験 は現在 ほどの関心は浴びな くな ってゆ くの

ではなか ろうか。平成5年 度 には情報処理技術者試験制度が見直され るが、

こうした背景か らプ ログラマ よりもSEに 重点をおいた、よ り実務にそ っ

た内容に変化 してゆ くと思われ る。専門学校 においては、その対応策 を考

慮 してお くべ きで、場合によっては試験の とらえ方を見直す こと も必要 に

なるか も知れない。 これは単にカ リキ ュラムの変更 といった問題ではな く

専門学校の担 うべ き役割、 目指す専門学校像にまで関わる重要事項であ る

と認識 していただきたい。

(3)日 本 の専門学校の社会的役割 と方向性

年々成長 し変化 してゆ く情報処理分野 に対応 し貢献 してゆ くために、専 門

学校の果 たすべ き役割 と目指すべ き方 向性 は何であろうか。

(ア)社 会が必要 とす る情報処理技術者 を育成す るために

急速 な情報化が進むなかでSEと プ ログラマの不足が叫ばれていたが、

この傾 向は今後、 プログラマの不足よ りも専門的SEの 不足が深刻な問題

にな ってゆ く。1984年 の産業構造審議会が発表 したソフ トウ ェア クライ シ

スにつ いての予測 は、その後の技術者育成、生産性向上等の努力 もあ って

か、現在 はやや様相を変えてきてい るのであ る。仕様書を基 にプログラム

が書 けるだけの人材は技術者で はな く技能者である。 ここで言 う技術者 と

は以下のよ うな能力を備えた人材を指す。

・その分野の幅広い知識 と経験

・システム構築能力

・プ レゼ ンテー シ ョン能力

・コ ミュニケー シ ョン能 力

・マネー ジメ ン ト能力
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・柔軟 な発想がで きる能力

・問題分析能力

この 中で特 に必要 とされ るのはプ レゼ ンテーシ ョン能力であ ると考え る。

一般 に日本人は欧米人に比べプ レゼ ンテーション能 力に劣 ると言われる
。

米 国の教師は小学生に も積極 的にプ レゼ ンテーシ ョンの機会を与えよ うと

して いるが、 日本の場合文化的な もの もあるがそ ういった教育 をほとん ど

行 っていない ことも大 きな原 因であろ う。それゆえに専門学校で は、 プ レ

ゼ ンテー シ ョン能力を育むための教育、指導を取 り入れ るべ きである。 ま

たそう した学生を育成 しなければな らない責任 を与え られていると考えて

ほ しい。

(イ)専 門学校の 目指すべ き方 向性

厳 しい眼でみれば、現在 の多 くの専門学校の実状 とい うもの は、技術者

を社会 に供給 しているとい うレベルで はな く、単 に高卒 プラスアルファの

学習経歴を持つ学生を社会 に供給 してい るといった レベルなのではないだ

ろうか。 これでは企業内で、 また初歩的な段階か ら情報処理の教育を施す

必要が あ り、何の ための専門学校か と疑われて もしかたがない。 こういっ

た批判が 当てはま らない模範 とすべ き専門学校 も少なか らず存在す るであ

ろ うが、内容 の充実 した学校 はます ます高い評価を得て規模を大 き くして

ゆ き、 そうでない学校は逆 に苦 しい立場 に置かれてゆ くと思われ る。

昭和51年 に誕生 した専修学校の歴史の中で、4年 前 に情報処理関連の学

科力/r占め る割合が トップ とな った。現在 もその数は増加す る傾向にあるが、

将来的な生徒数の減少 を考慮すると専 門学校の生 き残 り対 策を講 じておか

ないと生徒数の確保 は困難 となる。近 い将来、専門学校 の淘汰がなされる

であろ う。

学生の学習到達 レベルが高ま らない理由には、 い くっかの原因があ るが、

高校 、短大、大学、専門学校の教師対象のア ンケー トの中 に、気 になるデ

ータが あった。専門学校 の教師が訴え る原因の トップに、学生の質の悪 さ

があげ られていた。高校、短大、大学のデータでは、教 師側の問題や教育

環境 の悪 さを トップにあげてお り、 ここに専 門学校の明確 な特徴を見るこ ・

とがで きる。 しか し、 それでよいのであろうか。教師あ るいは教育側の内
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的要 因よりも、上 記のア ンケー トの結果 に見 られるよ うな外的要因を最大

の問題点 として いるよ うでは、 いつまでた って も専門学校の教育 レベルは

向上 しないといえないか。教 師の意識を変え、 まず 自己をみっめ反省 し内

的要因を改善 してゆ くことを第一 に取 り上げ、そ して他 の外的な問題点を

解決す る努力をすべ きで ある。 その上 に立 って、より密度の濃い教育、プ

ログラマ教育だけに とどま らず技術変化に対応 した豊富なコースの設定、

常に実務をに らんだ情報処理教育へ と内容を充実させてゆ く努 力が望 まれ

る。 そのためには1年 、2年 課程のカ リキ ュラムにっいては学 習期間を延

・ば してゆ くことも必要であろ う
。

また、米国が行 っている職業教育を包括 した初等教育か ら高等教育 までの

一貫 した流れを持つ教育制度の ように
、 日本の教育 も専 門学校 を包括 した

形で構築され ることを望みたい。学士並あるいは学士に準ず る称号が得 ら

れ ること、単位 の互換性、専門学校 と大学 の連携 など、達成に向けての努

力を続けてゆ き、少 しづっで も成果をあげてゆきたい ものであ る。 こうし

た意味か らも、専 門学校 における学習の質 の向上、専門学校卒 業生の質の

向上を計 ってゆか なければな らな い し、そ うでなければ今後訪 れ る深刻な

専門学校の淘汰の時代 に対処で きないと思われ る。また こうした努力 は専

門学校全体の地位 向上 に もつ なが るのであ り、将来的には、義務教育か ら

始 ま り博士課程 までの 日本の教育制度の流れの中にうま くとけ込み、大学

と肩を並べ るほどの社会的評価を得 ることを期待 したい。

4.4.2産 学協同による情報処理教育

(1)は じめに

自然資源が絶対的 に乏 しい我が国で は、頭脳労働集約的で高度技術に依存 し

た産業が将来 もい っそ う重要な位置を 占めるであろう。中で も情報処理分野は、

現時点で も、半導体を中心 とする国際競争力を持 った産業 としてその地位を確

保 している。将来に目をむけ ると、産業全体がサ ービス産業化、それ もノウハ

ウを中心 とした ソフ トウェア化へ移行する様相 をな してお り、その中核 とな り

え る産業 という潜在力を もあわせ持 っている。

このような可能性の高い情報処理産業であ るが、教育の現状 はOJTを 中心
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とす る企業内教育に依存 してい る面が大 きい。大学における高等教育 が産業ニ

ーズに適合できないで いるといわれて久 しいが
、 こと情報処理教育にいたって

は、設備面の制約 もあ り個別 の研究室以外では何 もで きないで いるとい って も

いいす ぎではないと思え る。我 田引水になるが、 このよ うな高等教育 の現状 の

中で情報処理専門学校は業界の底辺 を支え る大 きな力 とな って きた と自負 して

いる。同 じ2年 制 な らば、一般教養 と専門科 目を中途半端に学ぶ大学や短期大

学 より専修学校 ・専門学校を選ぶ学生 は着実 に多 くなって きた。私的 な見解で

いえば、勉強 しよ うという学習意欲を持 った学生が とくに多 くなって きたと思

う。高等教育 と産業ニーズが我が国で唯一連結 している分野 とさえ思 っている。

この私的見解の裏付けのために も、情報処理産業ニーズと学校 内教育、いわ

ゆる産学協同をテーマに、米国の情報処理教育に関する調査を米国視察 とい う

格好の機会を得て試 みることがで きた。何分 にも限 られた期 間 ・調査範囲であ

り、報告書 としては至 らな い面が多 々あることをご容赦願 いたい。 なお、米

国の実態調査が主 ではあ るが、筆者の身近な場所に産学協 同の実施 例を見 るこ

とがで きたため、比較の意 味で最初に柏崎 ソフ トパ ークの概要 を紹介 させて頂

いた。

(2)柏 崎 ソフ トパークと地域 との連携

特別豊かな自然資源 もな く、資金的に潤沢な後援企業 も、首都 圏へ の大 きな

交通 アクセスメ リッ トももたない新潟県の1地 方都市が情報処理教育 のために

ソフ トパ ーク構想を打 ち出 したのは5年 前の1986年 であった。翌年、2年 制の

コン ピュータ専門学校を設立 し、 それ に隣接 した場所(同 一建物内)に レンタ

ルスペ ースを設け情報処理企業の誘致を開始 した。現在で は直接 的に高等教育

の場 と就職 の場の増加 によ り若者の首都圏流出の歯止めとな り
、地域産業の振

興、 さらには、小規模 なが ら首都圏か らのUタ ー ン者を招 くまでにいた った。

間接 的には、首都圏の福利厚生 の基準を地域企業に もた らし賃金水準 を高める

などの効果 もあ った。

このよ うなソフ トパ ーク設立 の経緯か ら、種 々の面での産学協調の体制がで

きてお り、 またできっっ ある。主な点をあげると次のようになる。

●柏崎市及び地元産業界のバ ックア ップを受 けて設立 されたため
、情報処理
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関連のイベ ン ト企画等をおこしやすい。1991年 には、地元の協賛企業が市

・学校 間の連携 を とってソフ トウェアコ ンテス トを初めて開催 した。

●同一建物 内に学校 と地元の情報産業振興を 目的に設立 された、情報開発セ

ンタ、及 び同セ ンタが とりまとめ るレンタルスペースに18社 の企業がはい

ってお りOBを 含めて コ ミュニケー ションが とりやす い。

●これまで4期 生が卒業ない し卒業見込みであ り、同一建物 内の企業をは じ

め とす る地元企業 に6割 近 くが就職 して いる。

●業務的にはこれまで まった く地縁のなか った企業が人材を求め る理 由で ソ

フ トパ ークに入 るなど、企業の活性化及び学生の就職機会の拡大が現実的

にな って いきている。

●一般教養や専門課程の授業に、地元企業の人に も講師と して参加 して もら

い相互 に利点を得て いる。

●卒業研究 と呼んで いる学習の総仕上げ的 システム実習に地元企業の要望に

応えた システム も学生の手で作成 して いる。 これまでに開発 した システム

を実務 レベルで使用 している例 もある。地方の民間企業の システム化の初

期投資の一部代替 を、カ リキ ュラムのなかで行 っている。

●さ らに、最近では地方の 自治体の計算処理等を学校で手伝 うという事例 も

生 まれてきてお り、採算ベ ースにのせ に くい業務の肩代わ りをす るなどの

活動 も行 ってい る。

(3)ウ ェン トワース科学技術専門学校 にみ る企業研修制度

約4000人 の学生数を擁す るウェン トワースでは専門分野の即戦力 となる人材

育成に力をいれて いる。 そのため、学士号取得 には8カ 月か ら12カ 月間企業 に

おいて報酬を得 て実務経験を積む ことが必須 条件 にな ってい る。 また夜間 コー

スもあ り、働 きなが らで も学べる体制にな っている。産学協同 とい った場合 に

この働 きなが らも学べ る体制 は非常 に重要 と思える。

これ らの点 についての よき例 と して第2章 でふれてい るが1度 確認の意味でウ

ェン トワースの体制 を見てみたい。

(ア)COOPを 通 じた産業界 との連携

前述 した8カ 月か ら12カ 月の企業研修を こち らで はCOOP(Cooperative
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Education)と よんで いる。米国の教育理念の根幹をな しているもので もあ

り、学術的なカ リキ ュラムの一環 と して、キャ ンパ ス外で有給職に就 くとい

うものであ る。 ウェン トワースでは この企業研修に長 い伝統を もってお り、

それだ けに幅広 い研修先の企業 リス トを もっている。

この研修先を確保す るのはCareerCenterと よばれ る部署である。卒業後

の就職斡旋 も行 ってい ることか ら日本では就職指導部 というもの にあたるで

あろ う。実際の活動はパ ンフレッ ト等でみ る限 り日本の就職指導部 よりず っ

と大 きな役割を担 って いるよ うだ。独 自に、個 々人にあ った適性な職業を探

した り、イ ンタ ビューテ クニ ックを教えた りす るコースを常時開いた りして

いる。数百 にのぼ る企業文献や業界新聞、その他 の リス トを備 えた参考室 も

運営 している。我々の訪問 した時点で は約2,000社 の企業 リス トを用意 して

いるとの ことであ った。正規の研修や就職の他 に もパー トタイムや期間従業

員(夏 期のみなど)の 情報 もこち らで扱 っている。

企業研修にっ いて、学生の報酬でみ ると時給で10～13ド ルが平均で、 ほぼ

新卒並の はずだとい うことである。約30%の 学生が このCOOP経 験を した

企業 に就職す るということであ る。大学側 と してはCOOP用 のポス トとし

て確保 したいのが本音だ というが、学生 ・企業双方の意向にはさか らえない

ようである。

もちろん、COOP期 間中 も学校に学生 と しての登録 は必要で ある。 また、

外 国人留学生の場合には米国移民局よ り卒業前 に12カ 月の研修許可がお りる。

4年 制の場合 の例では下図のような時期でのCOOPが 一般的であ り、学生

に も勧めている。

学年 秋 春 夏

1・2年 選択COOP

3年 講 義 必須COOP1 講 義

4年 必須COOP2 講義
|
講 義

卒業は9月 初旬

COOP期 間が終了す ると、コーデ ィネータによる研修 内容の口頭試験 を
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受 けジ ョブ レポー トを提出 しなければな らない。それにより評価が決定 され

る。

もう1点 、COOPに 関連 してIndustoryAdvisaryGroupと い うものの

存在をあげておきたい。各業界の代表者よ りなるこの グループは、一面企業

による学生確保の場で もある。業界の実状 を学生 に知 らしめる目的なが ら企

業側 としては学校 に寄付を してで もこのポス トを確保 したが っている状 況だ

とい う。

これ らの企業研修 と就職実績 をふ まえて、大学 と企業の共同研究の実績が

あるか とい う問に対 して はコンピュータ科学部に関 してはない といことであ

った。

(イ)実 習室のサー ビス体制

日本 の専門学校で も実習室のマ シン環境の劣悪を問題 にするケースは多 い。

ウェン トワースは特 に実習設備のよ さで はコンピュータ科学 を含め定評があ

る。根本的な設備提供の方法 も日本 の専門学校のそれ とは異 なってお り参考

に値す る。

設備の状況 は次の とお りであ る。全 く同 じ機種、台数で も部屋 の異な るも

のは別個の行 として載せてい る。

IBMPC-XT/VAXterminals

pC-386colorsystems

PC-286colorsystems

pC-286colorsystems

VAXterminals

IBMXT/PC

VAXterminals

O

O
O

O

O

O

ロ
U

5

Q
O

リ
ム

ロ
乙

リ
ム

◎
0

1

VAXの 端 末 が全 部 で80あ るが 、 この 他 に20端 末が キ ャ ンパ ス 内に分 散 設 置

され て い る。 さ らに、 キ ャ ンパ ス外 か らも使 用 で き るよ うに 、電 話 回線 が6

本 用 意 されて い る。VAX端 末 はス タ ン ドア ロ ン環 境 で は、 ワー プ ロ、 表 計

算、 デ ー タベ ー スな どの実 習 に も使 用 され て い る。70台 弱 のIBMPC(PC-386/

PC-286)はLAN結 合 されCAD用 マ シ ン と してやUNIXや ネ ッ トワ ー ク
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の実習に使用されてい る。

なお これ らのマシンは、実習授業に も使用 してお りかっあ き時間に専攻や

受講 コースに関係な く全学生が利用可能なマシン設備のみであ る。視察中に、

グラフィ ック関連授業に使用 しているマ ッキン トッシュが30セ ッ ト以上お

いてある教室 もあったが上記の リス トにはの っていない。

これ らのマ シンの使用可能時間は次の とお りである。

月曜～木曜7:30am～10:00pm

金曜&土 曜7:30am～9:00p皿

日曜1:00pm～9:00pm

さらに、試験前には2時 間延長 して利用が可能であ る。

日曜 日の利用状況 はワープロ用 などのスタン ドアロンマ シンは20%、CA

D関 連での利用はマ シン台数の制約 もあるためか70%に ものぼる状況だとい

う。

当然、 これ らのマ シンを運用 してい くためには専任の スタ ッフが必要 とな

る。現在 はキ ャンパ ス内のネ ッ トワー ク管理等 も含めて8人 の スタッフと1

人のディ レクタが運用 にあた って いる。現在の利用状況か らみて このスタッ

フは増員予定だということである。

(ウ)実 践教育

前述の通 り、就職時には一定 レベルの技術を もって いることが、 そのポス

トへの就職条件 とな るため、実習 も実践に則 した もの とな ってい るようだ。

余談で はあ るが、視察終了間際 にプ レゼ ンテーシ ョンを して くれたスタ ッフ

が体格の良 い町工場の職人風の人に挨拶を していた。溶接 のエキスパ ー トと

のことであった。朝か ら晩 まで実験室兼作業場に こもって いる雰囲気が感 じ

られ、単 なる研究者以上 の親 しみが感 じられた。

学内では、実習室の夜 間や休 日開放 に加えて、単位認定 には関係 のない実

践的な教育 コースも開いている。

また、IBMPC,DEC,APPLEの マ シンを特別価格で学生が購入で きる契約を

して いる。
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(4)ウ ースター理工科大学 と企業 との連携

米国で は3番 目に古 い この理工系大学では1200人 の大学 院生 も加えて3500人

の学生が学んでい る。 日本 と異 なり米 国では入学試験の難易度でな く卒業す る

難易度で評価する ことが多いが、 ウースター理工科大学は最 も難易度の高 い大

学であ る。 このなかの コ ンピュータ科学部を中心 に訪問 した。

受付をす ませ プ レゼ ンテー ション会場 となる ミーテ ィングルームまで我 々一

行を案内 して くれた教授は2っ のタワー、BoyntonHallとWashburnShopsを

前 に 「この2っ の タワーが創立以来の この大学の シンボルであ り、理論 と実践

(academicexcellencethroughreaHifeprojectexperience)を 象徴 してい

る」と説明 して くれた。実際に この理論と実践の融合を プレゼ ンテー ションの

なかで も度 々見 ることがで きた。

(ア)MQP

この大学独 自のWPIプ ラ ンとよばれる単位取得方法の詳細説 明はここで

は省 くが、 この独 自カ リキ ュラムに則 って、MQP(MajorQualifyingPro-

ject)と いう制度を設けている。 これ も、産学協同の面か ら非常 に大 きな意

味を もっている。 これは 日本の大学でい う実習科 目に該 当す ると思われるが、

学内で も学外で も単位取得がで きる点が大 きく異な る。

日本で も有名な ミニ コン最大手のDECがWPIの プロジェク トセ ンタと

な って いる。 いわゆ る産学協同の場合あた りまえなが ら両者の参画が必須で

あ る。ボス トン郊外 とい うDEC社 の本拠地にキャンパ スがあるとい う地の

利は大 きい。DECと の様々なプロジェク トを調整す るために現地ディ レク

タ として1人 の助教授 をおいていることで も質的 ・量的な関係の深 さが理解

できる。

学外でのMQPは このボス トンを含めて ワシン トンDC、 サ ンフラ ンシス

コ、 ロン ドン、チ ュー リッヒ、バ ンコック、台湾、香港 にもおかれている。

これ らの都市でのMQPの 実際の進め方にっ いては残念なが ら詳細を確認 で

きずに終わ って しま った。準備を現地で行 う場合 とキャ ンパ スで行 う場合が

あるなどの方法論 を少 々聞けただ けであった。機会が あれば概要だけで も知

りたい と思 っている。

また、この履修 はいわゆ るレポー ト提出が基本だが 口頭テス トで も行 って
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いる。っま りプ レゼ ンテー ション能力の評価 もかねてい る。実務 についた場

合、 口頭での報告 は会社 内外を問わず非常 に頻繁にあ り、それだけにまた重

要であ る。 この点 も当然のよ うに単位取得の能力評価に結 び付 けてい るのに

驚か された。試験 とい うと筆記方式、面接方式 という型にはまって考えが ち

の 日本式教育の画一性 をあ らためて気づか された思いが した。MQPの 学習

内容は多岐 にわたる。企業内での実務がすべて対象になる。っ ま りソフ トウ

ェア設計 とその実現、 システムパ フォーマ ンスの評価、 また工学的分野 や研

究活動 も対象にな る。

実習期間 としては、通常WPI独 自の学期で数えて3学 期で履修す る。 こ

の学期 とは7週 間を1学 期 と し年 間4学 期が9月 か ら翌年の6月 までの間 に

設 け られている ものでWPIプ ラ ンの もとに定め られて いる。

(イ)MIS科

コンピュータ科学部の中で特 に 日本の専 門学校に参考 となると思われ る、

MIS(ManagementInformationSyste皿)科 にっいて もプ レゼ ンテー シ ョン

を受 けたので若干紹介 しておきたい。毎年6人 ほどが はい って くる この科 は

設立年度 も比較的新 しく、かっ小規模である。 しか し内容 は幅広 く、OSレ

ベルの コマ ン ドか らア ッセ ンブラ言語、第3,4世 代言語、表計算、 ワープ

ロ、データベース管理、統計 まで もこな し、ユーザイ ンタフェースを含む シ

ステムの開発 と最終 ドキ ュメ ン トのまとめ までをめざ して いる。 日本でい う

SE教 育 のめざす ゴール と似た ものが あるように思 う。

米 国で はよ く知 られて いるが、 この科で も産学協同の一環 として、先 ほど

ふ れたMQPと は別 に実務によ る研修を課 している。CooperativeEdu-cati

onOpportunitiesと よばれ るこのカ リキ ュラムではフル タイムの労働者 とし

て会社や病院、地方官庁などで働 くことが要求 され る。 もちろん労働者 とし

ての賃金 ももらう。 ちなみに先 に述べたMQPは 完全 に無給である。 この中

で行 う業務 もまった くの実務で あ り、プログラ ミング、 システムテス ト、 ド

キュメ ン ト作成、 システム設計等機会 に応 じて様々の仕事を こなす ことにな

る。

(ウ)官 学協同

最後 にWPIは 政府後 援による研究 セ ンタも運営 している。一部を列挙す
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ると製造技術応用セ ンタ、先進 自動化技術管理セ ンタ、防火安全研究セ ンタ、

レーザホログラフ国際セ ンタ等 々。 これ らは、情報処理分野 とは直接結びつ

かないか もしれないが、産官学協調を先進的に推進 している典型 として機会

があればその運営方法などを再度視察 したいと思 った。

(4)米 国に学ぶ我が国の産学協同の将来方 向

産学協 同の米 国の状況を、文書やその他での事前知識を入手 した り、視察先

でのプ レゼ ンテー ションで見聞き し1つ の結論を得 ることができた。 ひとこと

でい って、米国では 「産学協同は情報処理教育では必須だ」 ということであ る。

米国での問題 は、ど こまでの実地研修の機会を学生 に提供で きるか とい うこと

に落ちついているよ うである。逆 にいえば、就職 時に必要 となる技術 と能力を

在学期 間に習得 しておかなければな らないという、現実の課題が大 きいとい う

ことである。現場でのニーズは現場にあるのだか ら。学生の学校に対す る評価

は、就職先 とともに研修先を頭 に入れて決 まるとい う面 もあ りそうで ある二

産学協 同をやるかや らないかでの学校 間の差ではな く質的にどれだけ高い研

修先 を確保 していけるかが産学協同面 の学校の差別化になる。継続的 に研修 の

ポス トを用意 してお くことは、継続的に学生の就職先を確保 してお くことよ り

難 しいだろう。短期間でかっカ リキ ュラムの一環 となりえる研修の場 などそ う

そ うはないか らであ る。

また、MITや ハーバ ー ドといった 日本 に名の知 られた大学の産学共同 とい

う実例 も日本 の専門学校の手本 にはな りそ うもない。今回の視察では、キ ャン

パ ス訪問 にとどめ られた。理 由は、 日本か らの訪 問者 ・団体があま りに多 く半

日を費やす訪問 は不可能 との相手か らの返答があ ったか らである。そのたあ両

大学 については資料 や人づてに間接 的に情報を得 て とい う状況で、不正確な判

断とな って しまうおそれがあるがあえて一言加 えさせて頂 く。

これ まで得 られた限 りの情報では、ほんのひ とに ぎりの超優秀な教授 とそ こ

に集 まる研究意欲旺盛 な大学院生を中心 と した学生 グループの特別 な成果のみ

が世界 にそ して 日本 に も伝 え られて きている。同規模の同様の学部学科系列の

大学で も、教育 と研究が大学教授の相反す る業務 だ とす ると、その中で研究を

主 にで きる学校はひ とにぎりに絞 られる。たいていは、学生への教育が中心で
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あ り、教授の給与 も民間企業 の同 レベルの年代 ・地位の人 と比較 し2～3割 低

いとい うことであ る。

又、研究 中心の学校で もグラ ン トとよばれる研 究助成金を得 られて は じめて、

まともな予算 とスタ ッフでの研究がで きる。産業界 に不 況が くれば全体予算 と

してはかな り削減 されて しま うし、成果がお もわ しくなければ途 中で資金が打

ち切 られる事 もめず らしくないとい う。

このよ うな、土壌 と制度 自体を 日本の専 門学校が一朝一夕 にまねで きるとは

思えない。

この よ うな実状の中で、米国の企業研修の性格を考慮 して 日本の専門学校に

おける産学協同の可能性 について考察 したい。

まず、企業側 は専門学校生に何を望んで いるのだろ うか。

(ア)日 本企業側の専門学校生へのニ ーズ

この点 に対 して 「平成2年 度 専修学校職業教育高度化開発研究委託最終

事業実績報告書」か ら企業の求める技術者像をひろ ってみた。

① 即戦力 として働 くことので きる技術者

これにつ いて は、情報処理会社 とい って も各社の活動分野がまちまちで

もあ り、学校側か らみれば曖昧なニーズになって しまう。

② 技術偏重か ら幅広い ものの見方 と自己学習能力を持 った技術者

これ には、 「基礎学力の向上 と、 もの ごとを多角的に検討で きる広い視

野 を持 っている者、表現能力を持 っている者」、 「専門知識の習得 ととも

に、集中力、 自己啓発能力を身 につけた者」、 「技術一辺倒 でな く、社会

人、企業人 と して活躍で きる者」 といった意味を込 めている。

この技術者像 を具体的な教育科 目に関連づけた場合 には、次の ものがあ

げ られて いる。

① 専門科 目。 「プ ログラム設計 ・作成技術」 「システム設計 ・開発 に関

す る知識、技術」 「データベ ース」 「データ通信 ・ネ ッ トワーク」等、 シ

ステム設計開発 の上流工程のスキル アップと比較的新 しい技術分野 の知識

技術の獲得。

② 関連科 目。 「簿記」 「数学」 「英語」等の基礎的科 目。

③ プ ログラム言語。COBOL中 心か らCOBOLとC言 語の習得。

一239一



(イ)短 期高等教育機関 と しての専門学校の性格

日本の90年 時点で は、専門学校在籍者61万 人中、工業系が17万8千 人、

その うち40%を 超え る8万 人弱が情報処理部門に属 してい る。既に、被服

や料理を中心 とした家政系の専門学校を中心に医療、商業実務、文化 ・教

養 などの専修学校群に、 はるかに後発 として参入 した工業系 の情報処理部

門はどうして ここまで成長で きたのだ ろうか。次の点が考 え られ る。

① 産業界全体が情報処理を必要 と し、シフ トしていったという時代の

要請があ った。時代の花形 とい うイメージのよ さも手伝 った。

② カ リキュラムの変更等が大学 ・短大 より手続 き的に容易で企業ニ ー

ズに柔軟 に対応できた。

③ 産業 としての歴史が浅い分、指導者層に若手が多 く制度 ・慣 習にと

らわれず大学教育 よ り活気を もっていた。

④ 後発なだ けに費や した努力が大 きく、かつその技術者教育の成果を

企業 に評価 され る場が多 く継続のパワーとなった。

⑤ 企業ニーズに即応 した技術 という面で情報処理試験資格 の企業評価

が高 く、専門学校生の よき目標 とな りえた。

以上、裏付 け資料 もな く独断の感を免れないが、 これ らが 日本の情報処

理専門学校の性格の一面をあ らわ してい るといえるだろ う。

一方
、短所 に目をむけると、

① 経営優先。だれで も入学 し卒業 させるため卒業生の技術 レベルが一

定で はない。

② 基礎理論を教育す るカ リキ ュラムが不足 して いる。

.③ 設置基準があ まいため設備等に不備が ある学校が多 い。

④ 講師の資格基準が あま く、教育者 として適性のない ものが多 い。

等が、あげ られ る。

(ウ)2年 制専門学校 における企業研修制度導入の可能性

日本では、まず研修制度 を とりいれ られ るかが問題 とな る。2年 間の学

習カ リキ ュラムの専門学校が多 い とい って も、終身雇用ない しは、長期雇

用が大前提の 日本で は、就職活動が2年 課程にはい るとす ぐには じまる。

さ らに、2年 後期で は企業側 か ら、社内研修に参加 させたい旨の申 し入れ
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が再三はいって くる。 これは、裏を返せば早 くOJTで 鍛えたい という意

向の他に企業ニーズにそ った教育 は学校には無理だとい う意味が 隠されて

いる。実際、すべての学 習の基本になる 「動機付け」っ まり、やる気を奮

起 させ る方法 は現状 では専 門学校 には限界があると感 じて しまうことは多

い。大学が最高学府 としての本来の主 旨か らはずれ学位授与機 関になって

しまっているとすれば、専門学校 は情報処理試験の予備校化 しているとも

いえ るだろう。学習のや る気の一番 は資格試験である。次にはたまに興味

を持つ学生が いるか、 それ までマスプロかっ画一的教育の中で成績が悪 く

無視 されて続 けて きた学生が、初 めて身近で適切な指導を受 けて奮起す る

とい った程度である。 いずれにせ よ、高等学校の学力 プラスアル ファ程度

が身につけばそれで よいと考える学生は多い。

このような状況の中で、学生の企業研修の道を開 くことはかな り難 しい。

又 、中途半端な企業研修 は学生の青田刈 に直結 して しま う。実際、大学の

研 究室等で は、企業 と大学 の癒着問題があるため人気の ある分野 での企業

か らの研究助成 も大学 と して受 け入れに くい状況だ とい う。 これ らの険路

をぬって研修の道を さ ぐるとすれば次 のようになろう。

① アルバイ トを求 めている学生ニーズにも応 じられる期間の限 られた

業務を学校のカ リキ ュラム も考 慮 し企業側で用意す る。 このための前提

と して、昼夜を問わない残業によ る業務処理体制や、特定の人が いなけ

れば全体の業務遂行 に問題がでて しまうとい った 日本型労働環境 ・体制

も問題 に しなければな らな くな るだろう。幸か不幸か景気減速 により初

めて情報処理業界で もこの点 を検討で きる状況が生 まれよ うとしている。

②1年 か ら2年 に進級す る時点、あ るいは2年 生の夏期休業 中に1カ

月程度の企業研修がで きる体制 を学校側で準備す る。具体的 には、情報

処理試験対策 も含めて情報処理の基礎 は1年 次のカ リキュラムで基本的

に消化す る。場合に よっては講義実習の期間を短縮す る必要 もでるだろ

う。カ リキ ュラムが 同一で もその内容を再検討するべ き科 目もでて くる

だろ う。

③ 専門学校の助手 ・若手講師な どによる企業の業務請負あ るいは短期

研修を実際に行 う。 これにより、学生による研修可能性を確認す る。 こ
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れは、業務内容 と研修環境の両面 にわた る確認 となろう。

④ 可能性が確認で きた ら、前述の青田刈の問題点をふ まえて、当事者

となる学校側 と企業側の充分な協議を行 う。 これまでの就職協定の トラ

ブルなどを考え、で きれば2者 を代表す る団体による合意、それ も公に

で きる明確なガイ ドライ ンを作成 した うえでの契約 とす る。

⑤ 成績及び研修の希望者を中心に実施 に移す。で きれば報酬面 で も他

のアルバイ トと極端に差がでないか、逆 にそれを上回る ものにする。学

習 と実益を兼 ねた形態を とり、学生 の奮起 を促すためであ る。

(6)む す びにかえて

以上の検討及 び提案 は、筆者が柏崎 ソフ トパ ークという格好の産官学共同の

場 に講師の職を得て、部分的にせ よ実施 に移そ うと しているもので もある。一

般市民 ・企業の方々 も正規学生 と同 じく机を並べ、昼間に学ぶ聴講生制度 とい

うもの も当校で は3年 の経験 を経て、 そこそ この実績をあげてきている。

しか しなが ら、今回米国の視察を経て、2年 制 と3・4年 制のカ リキ ュラム

の違 いによる企業研修制度導入の難 しさをあ らためて感 じたというのが、実感

である。前述 した通 り、2年 制では研修がで きる レベル に学生を教育すること

す らも難 しい。 その上で、研修の機会を両者の合意 でっ くることはまた一層困

難である。米国で はアルバイ トも就職指導部にあたる部署で就職指導 と一括 し

て斡旋 しているの に、 日本では全 く別 の学生生活課 などが紹介 している。研修

先を確保 し、継続 して提供す るの は不可能 にも思えて くる。

柏崎 ソフ トパー ク構想でい う産学協 同 も、米国のそれ とはカ リキ ュラムへの

組 み入れ姿勢 において根本的に異な っている。又、 日本の専門学校に も企業経

験 のあ る講師 は多数在籍 していると思われ るが、学生の学習意欲 と技術 レベル

の差のために、その経験を生かせないでい る人 は多いだろう。

このよ うな状況 の中で、産学協同の 日本版作成におよばずなが ら尽力す るつ

もりで今後 も努力 してい く所存である。
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国 した翌週届いた

ウェン トワース

科学技術専門学校

山川 殿

私 は、今回の貴殿方の ご訪問を心か らお礼申 し上げ、 この手紙

をお送 りした次第です。

本来で した ら、わが校 のよ り多 くの者がお会 い し、よ り多 くの

お話 しが 出来れば良か ったのですが(実 現出来な くて申 し訳あ り

ません)、 逆 に私達は貴殿方の質問か ら多 くの事を学び ました。

私 は、既 に貴国が情報処理や他の技術分野で指導的立場 にあ る

ことを知 ってお ります。 そ して貴国か ら学べ る事を望んで います
。

今後・定期的 にCAIT(中 央情報教育研究所)の 事業活動を

お聞きで きれば有 り難い と思 います し、当方の活動 にっいて も、

喜んで ご報告 したいと思 います。

一246一



WentWorth

lnstituteofTechnology

zaa(dR、Yaptalaw4・

護灘
幽 γ9レ αrC〆 。iA5㎡ 伽 アaA/9

P・DUtdbe助 力5ム"輌 メ ω 《q「e

do'AE> ・ 似
砂isA?s,kr/ラ92・

ム___魚 鷲 忽 ㌘ ㌔

一247 ・一



本報告書が、今後の情報処理教育を考える上で、わずかでも
役立っことがあれば幸いである。
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